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わが国の19世紀における近代地学思想の伝播とその萌芽
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The　Spread

土 井 正 民

and　Growth　of　western　Geoiogical　Thought　in　Japan
　　　　　　　　　　　◎fthe　19th　Century

（by　Masatami　Doi，　Pre　Professor，　Hiroshima　University）
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　　ABsTRAcT　3　Before　the　16th　century，　Japa漁did　not　have　direct　contact　with　the

Westem　scienti∬c　thought　and　that　ti鵬Japanese　geo・sci¢ntific　idea　had　been　influ・

eR¢¢d脚§窒！y　bンChi轟¢se　1e徽三轟g　ospe¢ially　the‘‘1　Ch量擁9”（Theαass三。。f　Cha総ge），

‘‘Kuan　Tzu，，　and　books　of‘‘Ren　Tshao，，，　etc．

　　At　the　end　o｛the　16th　century，飴τeign　contact　be傷an　with　the丘rst　landing　of　the

Po撫19緑eseひthe轟£d！owed　by　Spa短，£捻91磁d　a総d　Ho11鍛d．　D癒圭無9象h三s　peどiod，　geo！◇9量。’

cal　thought　in　Europe　was　not　widespread　enough　compared　with　other　sci¢nces．

　　1蹴he　beg圭瓢三無g　h◎wever　of　the　T◎kugawa　Per：◎d◎｛Feuda！is斑（16◎3－1868），Japan，s

i駆tercourse　with　the　westem　cou漉tries　excep愈Holla総d　was　c◎鵬Plete！y圭nterrupted　as　a

result　of　the　anti・Christian　policy．　The　readiぬg　of　western　books　was　also　prohibited．

B犠t三轟王720，the　Tok讐gawa　SheguRate（Ybsh圭擶蹴e　T6k犠gawa）b¢g繊to　eneourage重he

reading　of　the　westem　books　for　practical　use　of　medical　science，’　astronomy，　natural

history，　military　a倫ir＄and　ch¢mistry　except　Chr三stian　doctrin¢．　During　this　time，

E犠どopea籍ferce§｝臓d　bee轟grad犠a玉1y　apρτoa¢h圭籍g　Jap登轟d三re¢t妙　fbご　tho　opo駐i籍g　of

the　closed　gate．　As　a　consequ¢nce，　the繕rowth’of　western　learning　e臓couraged　by　the

Shogunate，　a　gXimpse　of　geo．scient三丘c　idea　was　intr◎duced　through　chemistry　and

geGgraphy。

　　h1855，　the　Togugawa　Shogunate　was　forced　to．open　the　aountry　by　the　visit　of　the

A燃er三c鐙M三ss三◎捻he臓ded　by　Ad矯董τ総1　Peτry．　Fr。贈h葦s　ti鵬the　wes亡e職ge◎・sci鰍三一

蝕h・ught　started　t・spread　wh亘ch　！ead　to　the　deve！。P鵬e蕊t。f瓢i鍛erahes。繋rces　fer

economic　trade　and　nationa1　defense．

CORtents

Preface：

Chapter　1．

Chapter　2．

Geo・scientific　Idea　Unti！the　18th　Century。

a．Effect　of　Chinese　scle臓ti行c　current　　The　sy＄tem　of　theαassic　of

　　　Cha轟墓e（1　Chin），　K縫a総Tz讐，　Pe織T曲ao　s撫dy（BotaRy　a総d　M三総era。

　　　10gy），　Sung　Confucianism　and　Thien　Khai　Wu　1673．

b．D滋ch！eam董tt9董織Ye己o（T◎kyo）η66　a無d　the　prod慧ce　M犠se賢雛s（te斑・

　　　porary）by’Ge織nai　Hiraga　1757。

Geo・scientific　Idea　in　the　First　Half　of　19th　Century．

a．丁撫s韮at董◇籍・f“掘sk。犠！e蕪jk　W。rd舳。ok　d・。r擁．　N。el　Cho斑e！

，
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Chapter　3．

Chapter　4．

　　　Tweede　Druk　gebeel　verbetert，　en　meer　als　belste　Verme　erdert　door

　　　J。A．　de　Chalmot，　Te　Leyden　big　Joh，1e　mair，　en　te　Leewarden　by　H．A．

　　　de　Chalmot，1743－68”by　the　Bureau　of　Foreign　Book　Translation

　　　（Bansho　Wage　Goyo）and　Introduction　of　Bauer　Idea．1830．

b．Visit　of　Dr．　von　Siebolt　and　Werner’s　Geologic　Conception　1823．

c．Translation　of　Geo・scientific　Mattters（ltems）from　Dutch　books　by

　　　Banri　Hoashi（Confucian）1837，　Yoan　Utagawa　and　Shogo　Mizukuri

　　　（both　Physician　in　Dutch　style）．

d．　Having　Practical　Survey　throughout　Geological　Idea　by　Shozan

　　　Sakuma（Samurai　and　Confucian）1849．

Geo・scientific　Idea　in　the　Latter　Half　of　the　19th　Century　　Until　Break・

ing　down　of　Shogunate　System　1868。

a．Geo・science　as　a　Basic　Subject　of　Dutch　Medicine．

b．　Geo・science　as　the　National　Defense　1850．

c．Investigation　of　Geology　by　the　Visiting　American　Fleet　　Admiral

　　　Perry　　　to　Japan　1853．

d．　Geo・scientific　Education　in　the　Public　Foreign　Language　Scllool　in

　　　Yedo　1856　and　Naval　Training　by　Dutc110伍cers　in　Nagasaki．

e．Translation　of　Dutch　Books　of　Geology　by　Genpo　Mizukuri　and　Seiyo

　　　Sato．

f．Geology　in　the　Modernization　of　Mining．

Geo・science　Idea　in　the　Lattcr　Half　of　19th　Century　　Under　the　New

Meiji　Government　1868．

a．Campaign　of　Scientific　Education　for　People　and　Publication　of　the

　　　Translated　Geologic　books　by　Authority．

b．In舳enee　from　Chinese　Books（translated　Dana’s　Manual　o正Minemlogy

　　　in　1868　and　L・yele’s　Principle　of　Geology　in　1875：ヒ）．

c．Employ　of　Foreign　Geologic　and　Mining　Engineers　and　Teachers

　　　（Eudcation　and　Modernization　and　Development）．

d．・Establishment　of　Geological　lnstitutc　in　Tokyo　University　1877，　Geolo・

　　　gical　Survey　1881　and　First　Geological　Association　1878．
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は　じ　め　に

　1879年明治12年は，西欧より直接移植された地学が，新政府によって設立された来京大学

の教育を通じて，わが国にはじめて専門職としての地学家を送り出した年である。と同時に，

わが国近代地学史上の出発点である，と従来より説明されてきた。

　しかし，この近代地学は1879年以降に輩出された詔家によって突然発芽し発展したものと

ばかり考えてよいものだろうか。この点について，いま一度考え直してみる必要があると思

われる。18世紀中頃よりわが国に伝播し，漸次浸透しはじめた近代地学思想は，多くの先人

たちの努力によって部分的ながら各分野にわたって受容されてきたが，それら先人たちは

1000年以上におよぷアジア大陸文化，思想を基調として，この近代地学思想と対応し，長い

年月にわたってこの伝播された種子の発芽のための土壇造りに貢献したことを無視すること

はできない。この点について，従来余り論述されていなかった先人の努力に報いるためにも

とくに19世紀前半から近代地学思想の伝播と受容についてその史実を明らかにすることがで

きればと思い本研究を行った。

　この記述は科学史の一端を担うものではあるが，筆者は専門の歴史家ではないので，意識

的に系統づけられた史観によって紀述したものではない。現在まではぐくまれた環境のもと

で成形された体質によって集積された資料を整理して，欝物名の羅列よりもその内容の一部

を例示しながら，時代精神を醸し出しつつ記述したものである。

　記述の中心は19世紀のわが国における近代地学思想の浸透，移入とこれに対しての受容の

経緯，ならびに近代地学が専凹職業として定若するいわゆる近代化の具体的経路を記した。

またこの史実のうちで専門職業家の輩出以前に近代地学を開拓した人々の多くが結果的には

学統（主流）に排除された形で地学から離れ，漸次埋没されてしまっているのでこの点にっ

いてとくに投光する努力を試みた。

　本文を草するにあたって，広島大学理学部地質学鉱物学教室の小島教授，長谷教授，柿谷

教授をはじめ各教官職員方の御厚意に深甚の謝意を表すると同時に，日頃地学史に興味を示

され御鞭達いただいた今村名誉教授に心から御礼申し上げます。

　また1935年頃，国立科学博物館に勤務されていた後閑文之助氏とシーボルト関係資料での

出会い以来，その後同じ会社（帝国鉱業開発株式会社）で机を並べ，勤務以外に地質学史な

どについて種々御教示いただけたのも奇縁でありました。
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　さらに退官直前に多くの資料集めに協力いただいた鉱床学講座の添田助教授，渡辺洵博士

はじめ資料の整理，コピー等でお手伝い下さった谷本勉君，吉国玲子さん，奥由起子さんに

深謝いたします。

　なお

　箕作俊次氏

　治郎丸憲三氏

　緒方富雄氏（蘭学研究会）

　　からは箕作院甫関係事項

河村幸次郎氏

　商橋邦太郎氏（共立女子大）

　河野通弘氏（山口大）

　　からは高島北海関係事項ならびに河村氏

　　からは山陽・山陰地質記事の発表の許可

　小野和子（京大人文科学研）

　　からは清国関係地学関係漢訳書

　城福　勇氏（香川大）

　　からは平賀源内関係事項

　長谷川誠一氏（三笠高校）

　　からはブレーク・パンペリー，大島高任関係事項

　佐々木　享氏（名古屋大）”

　　からは和田維四郎・渡辺渡の関係事項

　加茂儀一氏

　　からは榎本武揚関係事項

　川本裕司氏

　中谷一正氏

　　からは川本幸民関係事項

　川崎英太郎（住友修史室）

　　からはシーボルト・ラロック関係資料　　　　　　　　　　　　　　ノ

　葉賀七三男氏（日本鉱業会）

　　からは吉井享・渡辺渡・和田維四郎関係資料

　その他，国会図書館憲政資料室，広島大学図書館，山口県文書館（松村　茂氏），北海道

庁資料室，日本鉱業会図書室，佐賀県立図書館，鹿児轟県立図書館，ドイッフライベルグ鉱

山大学資料室，三井金属鉱業（株）修史室

　以上上記の方々ならびに機関力、ら・．種々御助言‘御蓼示゜資料コピーを賜りましたこと

を重ねて厚く御礼申し上げます。

　　1976　昭和51年12月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土井正民記
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第1章　18世紀までの地学思想

　1－1　地に四する概念

　「われわれ人間の生活は，大地の上で水と空気にとりかこまれて営まれている。大地と水

と空気は人間の無機的自然環境であり，……地学（Earth　Sciences）は人間の無機的自然環境

の事実的世界を認識しようとする学問である。J（小勘丈児，長谷晃，多井義郎「地学教科欝」

序文より）

　これは地学の定競を述ぺたものであるが，この大地に対しては古代より洋の東西を問わず

様々な観察，認識がなされてきた。中国大陸文化圏にあるわが国においては，中国文化と接

触するまでわが国土若人がいかにしてこれに対処したかを明らかにすることはできないが，

中国においては古代より，「天地」という言葉で自然を表現してきた。儒教の基本的経典の

一つである易経の周易繋辞上伝に「易は天地と準ふ。故に能く天地の道を弥論す。仰いで

もって天文を観，傭してもって地理を察す。この故に幽明の故を知る。始を原ね終りに反る。

故に死生の説を知る……」また同じ盤辞上伝に孔子＊が易を説明したなかに「それ易は何す

る者ぞ。それ易は物を開き務を成し（開成成務），天下の道を冒う。かくのごときのみなる

ものなり。……巾略……この故に形而上なる者これを道と調い，形而下なる者これを器と謂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ふ。化してこれを裁するものを変と謂い，推してこれを行なうを通と謂い，挙げてこれを天
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

下の民に錯くこれを事業と謂ふ」と記されている。この儒教のほかに，当時法家とよばれる
　　　　　　　　　　　　　　　　
管子，墨子，苛子などの諸沓があり，これらのうちにも地に関する記述がみられる。とくに

管子（管仲）は斉の恒公に宰相として仕え，経世家として，農・鉱業の観点から地について

論じている。その一端を挙げると，

　管子＊＊　水地　第39

「地者万物之本源，諸生之根苑也，美悪賢不肖愚俊之所生也，水者地之血気如筋脈之流通者也；……中

略……是以水者万物之準也，諸生之淡也，違非得失之質也，是以無不満無不居也，集於天地而蔵於万物，

産於金石築於諸生，故日水神，……中略……是以水集於玉，

　管子　地員　第58

……
前略……見是土也，命之日五施，五七三十五尺，而至於泉，呼音中角，其水愈，其民彊，赤塘歴彊

肥，……中略……青山十六施112尺而至於泉，育龍之所居，灰泥不可褥泉，……中略……陛山白壌十八

施，126尺而至於泉，其下騨石不可得泉，……」
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　以上のように地員すなわち地の巾（地質）の厚薄と水流の深浅と土壌の色調と農粟との関

連にっいて論じたものである。さらに九州（全国）の土を上中下に分け，それらをさらに90

に分類している。

　「地理全志J（慕維廉訳　漢訳地理芒（下）1859安政6年日本版）は管子の地員のことにふ

れ，「究地質之学，中土之人固嘗言之突。管子地員篇云，沙土之次有五堀，五塙之状累然如

僕累，僕也者，附也言其地附漕而軍畢也，管子難微窺而不能Eww，此理終属未明」と述べて

いる。

＊前550－499年戦国未一漢初

＊＊？～前645年漢籍国字解全書第15巻管子上482－485頁
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　管子　地数　第77
黄帝日，此若雷可15聞乎，伯高対日，上有丹沙者，下有黄金，上有慈石者，下有鋸金，上有陵石者，下

有鉛錫赤銅，上有蒲者下有鉄，此山之見栄者也，筍山之見其栄者，君謹封而祭之，……」

と黄帝と伯高との鉱床開発に関する問答を引用して次に自説を述べている。

「桓公問管子日，請問天財所出地利所在，管子対日，山上有赫者其下有鉄，上有鉛者其下有銀，一日上

有鉛者其下有往銀，上有丹沙者其下有銭金，上有慈石者，其下有銅金，此山之見榮者也，筍山之見榮者，

謹封而爲禁……（註　淡＝汁，施＝長さ7尺，呼音中角＝人民の語音は角声（春の音）に当る　塊＝黒

庚泥＝泥が続く意　駐石＝石版状の石　僕＝かたつむり　SS　＝破　見榮者＝下に宝石あれば其華必ず上

に見はる　すなわち焼けのこと）

　紀元前600年頃既に中国では，地の認識と利水，五金，土壌に対する経験的に科学的観察

がおこなわれていた。

　一方，不老長生，病気治療に対する薬物の研究は神農黄帝の時から始められたといわれ，

後漢の頃に本草という学問の成立に伴って多くの本草香が記録されており，これには単に草

木だけでなく金石類の記述も含まれている。本草学を研究する学者は医家は勿論であるが儒

学者で本草に興味を持つ者も又本草を研究しかつ著述していた。

　中国大陸において開花した文明文化は5世紀以降文字と共に本格的に我国に流入し，我国

は大陸文化圏の一員を構成することとなった。その後儒学を集大成した朱子学（宋学）が13

世紀（鎌倉時代）に，本草の方では16世紀末出版された李時珍の本草綱目が我国の近世に強

い影響を及ぼした。

　1－2　朱子学の影響

　宋の朱蕪（1130～1200年）によって大成された朱子学は，鎌倉時代以降わが国に流入した。

1603慶長8年，徳川家康が幕藩体制を確立し，文教政策を推進するたあに林羅山を任用した

結果儒教，特に朱子学が普及したが，これは当時の仏教，耶蘇教に対して現実的特性をもつ

ものとして，徳川体制の補強に貢献した。

　朱子学の骨幹は，「格物致知J一大学一（物を考えて知をきわめる）と，「格物窮理」一程伊

川一（窮Pt－一周易説封伝）一（物に即してその物理を窮めなくてはならぬ）である。これは物の

認識を客観的におこなうことを説いたものである。そして万物は気より成り，理は気に内在

するという理気説（理気二元諭）で，人間性の問題を含めて説明した。ここでいう理とは，

人閥の内にある理であるとともに，人間の外にある天地万物の理，すなわち自然の理と言

いかえることができる。朱子学は当時の学問の主流をなしていたが，一方朱子学を批判する

陽明学，古単をはじめ懐疑的な学派の儒者の多数を輩出した。そのうちの一人，山鹿素行

（1622～85年）の朱子観を彼の弟子が編集した　山鹿語類Jの第3部聖学より地に関するも

のをみよう1。素行は，はじめ朱子学を信奉していたが，1663寛文3年，朱子学より古学に宗

旨がえをこのした直後に，tl「山鹿語類Jを集録したもので，素行を通じて古代中国から宋代

にいたる天地の理の受けとめ方がわかる。　　　　’　・一“

聖学七　五行一68－　”　　　“　　　　　　　　　　’　　　　－t

……
前略……師（素行）曰はく，火水相対待し相流行して，其間万変壷く。凡そ形象ある者は，未だ嘗

て五行を出でず。易に曰はく，地の道を立つ，柔と剛と日ふと柔剛は五行の体なり……
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一69－一……前酪……朱子曰はく，陽変じ陰合して初めて水火を生ず。水火は気なり，流動閃燦して，

其の体尚ほ虚にしで，典の成形猶ほ未だ定まらず。次いで木金を生ずれぱ則ち確然として定形あり。水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひそか
火は初に是れ自生し，木金は則ち土に資る。五行の属皆土中より旋り生出し来る，と窃に按ずるに，既
　　　　　　　　　　　　　　　む
に水火と日ふときは須らく気と日ふべからず。……申略……魯齋の飽氏日はく，物の初めて生ずるや其

の形皆水なり，水は万物の一原，檀天一の迭化に根ざす。夫れ金石の産爽の初め亦乳なり。……申略…
土は泉火の義昂なり。水静かなるときは下に結滞の物あり，動ミSきは上に蓮競あ形あり，是れ土なり．

火炎上するときは煙気結滞して形を為し，其の物に就くの下には灰燈の成るあり，是れ土なり。故に土

は水火の査津なり。

　・－70－　……前略……或ひと問ふ，郡氏曰はく，太柔を水と為し太剛を火と為し，少柔を土と為し，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　の　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　の　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
少剛を石と為し．水火土石交りて地の体之れを盤す，と　如何。師日はく，是れ観物内篇の言なり。郡
．o　o　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　灘伯温が解に日はく，或ひと日ふ，鎌極経世に，金木水火土を舎いて水火土石を翔ふるは何ぞや　と　曰

はく（那伯温），日月巫辰は天の四象なり，水火土石は地の四体なり，金木水火土は五行なり。四象四
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ
体は先天なり，五行は後天なり，先天後天の白って出つる所なり，水火土石は五行の膚oて出つる所な

り。水火土蕎は本体なり，金木水火土は致用なり。……串路……金は職より鐵でて，木は土に生ず。宥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　
ありて而して後に金あり，土ありて後に木あり。……中略……凪騎へらく、郡氏先天後天の説を発見し，

四象の儀に因って……地の火水石土を設く。尤も所以あるに似たり。然して易の四象は陰陽又陰陽を含

むの謂にしてH月麗辰水火土石を論ぜず。夫れ皆附会の甚しきなり。……申略……郡氏は星を以て石と

為す，簸れ星阻ちて石と為る説に因る。石は陰なり。星常に明ありて以て炎上す｝堂陰と購ふぺけんや。

其阻ちて石となる如きは，灰熾の余なり，其の爽知るべからず……中略……郡氏隙脱を以て附会し来る，

尤も取るべきなし。……中略……張子全書巻二正肇の所謂。土は物の始を成して終を成す所以にして，

地の質なり化の終りなりといふは，其の理最も得たり。

聖学八　天地71

……前略……師（索行）曰はく，気昇りて止まるζとなき，是れ天なり。共の皿濁降って凝聚する，Il！

れ地なり。……中略……

　朱子臼く，天地の始初混沌として未だ分れざる時は，想うに只だ是水火二表あり。水の沸脚便ち地を

成す。今高きに登りて群山を望めぱ皆波浪の状を為すも，便ち処れ水に泡ぷがくの如し。……只だ知ら

ず甚塵の時に因りて凝り了れるかを。初間は極めて軟なり。後来方に凝り郷て硬し。また嘗つて高山に

螺蛙般あり。或は石申に生ずるを見る。この石は即ち照日の土，螺蛙は即ち水中の物なり。下なるもの

郷変して商をなし，柔なるもの郷変して剛となる。（践後半は聖学に記されていないので朱子顕録よ
　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

り無者補足した）と。愚（素行）謂へらく。一気既に生ずるときは，陰陽相具わり，気昇り象降って，

寛に逗の天地あり。水火は気の形あるなり。気己に形あれぱ乃ち水火昇降す。故に火は炎上し水は潤下

して，天地の全体唯だ水火にして，水の査津凝って土を成す。地は本と水，土は水火の査津なり。……

中略……故に水の査津凝硬して此の国土を成し，海裏の処々に国島の点象あり。……中略……朱子の所

謂，初間極めて軟かに，後来方に凝り得て硬しとは，是れ唯人生の初生に就いて繭じ来るなり。天地の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

形然らんや。……以下略……

或ひと間う　地は質にして之に通ずるは何ぞや　師（索行）曰はく，央は火なり，地は水なり。水火本

相因る故に質は気を離れず。是れ消長昇降の理なり。又節臼はく　地は気の査津降って結聚す。その実

体は水にしで，其の見るべきものは土なり。故に土也を以て地と為す。是れ其の之を名づけて地と日う

所以なり。蓋し自然の理なり。……中略……地下又地上の如し。気昇り質降りて水火陰陽の昇降進退は

闘然の道なり。地を以て質を論ずるは尤も理あり。気質相因って天地人物を生成す

と述べて土の生成と地の意義を論じつつ朱子ならびにその一派の説を批判している。この中
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から読みとれる現代的な地殻変動，続成作用，地史的（化石）観察或いは認識については相

互に隔りがあり，物に対する窮理心においては，わが国の儒者は朱子一派の人々の自然観察

力には及ばないようだ。

　1－3　本草学の定着

　中国大陸との交通が開かれて，金石（鉱物・岩石）に関係の深い古代の山海経，神仙思想

と本草学の害物が移入されたが，とくに，8世紀頃伝わった「新修草本Jは当時のわが国に

おいて権威ある教本となった。その後918延喜18年，深根輔仁によって「本草和名」が出版

された。この書物は漢土と本朝との呼称の対比と現物の同定を試みた最も古いものと考えら

れている。降って1607慶長12年，林羅山が長崎で李時珍の「本草綱目」（1590万暦18年，天

正18年）を得て，これを駿府の徳川家康に献じた。1637年寛永14年，になり，「本草綱目J

の翻刻版が出来て，次第に医家，名物家，物産家の間に普及した。本害の特色は本草，金石

の分類を自然分類に従って，動，植，鉱に薬を分類し，無機物関係を　1．水部2類，2．火

部1類，3．土部1類，4．金石部5類（金・玉・石上・石下・函石）とし，さらに金類28種，

玉類14租，石類上32種，石類下40種，歯石類20種，その他27種を挙げている。

　本草の研究が盛んになるに従って，本草書の出版数も多くなった。研究者として医家や儒

者のうちからこれを専門とする者も現われて，薬としての本草から博物学的な方向へと進ん

でいった。このことは南蛮・紅毛文化の影響によるものである。1708宝永5年，貝原益軒の

著わした「大和本草Jは漢名の品物358種，漢名のないわが国固有のもの358種と海外のもの

29種を収録している。海外の品物のうち金，玉，土，石類として7種（1．花紋石，2．金剛

鐵，3．焼米石，4．温石，5．試金石，6．酒浜石，7．鏡石）を挙げている。この舶載鉱物

の記述はわが国最初のものとされている。

　本草書による金石の監定が重要視されるに従って，金石の比較，照合によって，一面輸入

薬の国産化になり，さらに研究が進んで物産の学として発達し，漸次近代鉱物学と接合する

役割を演ずるようになった。

　1－4　江戸聞学の隆盛と物産会

　徳川幕府は幕藩体制の確立のはじめ，キリスト教の禁教と同時に，禁書令を1630寛永7年

に公布し，引続いて1639寛永16年に完全な鎖国を実施した。これによって，オランダ商人と

清国人による貿易だけが認められたが書籍の搬入は厳しく取締まられ，漢訳洋書にたいして

も強い制約を受けた。また交渉にあたるオランダ通詞の語学履修にも制限が用えられたため，

西欧の文化移入は微々たるものとなった。

　1720享保5年，徳川吉宗は漢訳洋書の輸入制限を緩和すると同時に青木昆陽などに命じて

オランダ語の学習をさせはじめた。この当時はオランダ通詞でさえ欧文の読み書きができる

者は極めて少なかったが，吉宗の西洋の事物にたいする強い関心によって，海外の品物の輸

入の増大と蘭人との交際の機会が多くなり，江戸におけるオランダ熱が盛り上がった。この

ようにしてオランダ語の解読がはじまり，いわゆる蘭学が勃興して江戸がその中心となった。

1766明和3年ごろ以降の田沼意次の時代には，蘭学は盛んに流行してその頃頂点に達した。

この頃，江戸参府のオランダ甲比丹，医者と蘭学者との交際が行なわれるようになったが，
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当時の閑学者は漢，蘭方医であり，本草学者を兼ねる人が多かった。18世紀に入り本草の研

究は，ますます盛んになり，医家の薬物としての本草より次第に博物学的傾向に研究が巡行

し，本草の和漢の名称から西欧の本草との比較に興味が注がれるようになった。すなわちオ

ランダ流博物学の受容が始ったのであった。1774安永3年，医家の方でも「解体新沓」が杉

田玄白らの協力で翻訳刊行された。この頃，日蘭，日消貿易の主要輸出品であった銅の生産

が漸減したため，幕府は銅山の開発令を出す程で，地下資源だけでなく，各種の物産の開発

にっいても譜藩に協力を求めた。このような殖産振興政策の気運に応じて，1757宝暦7年，

田村元雄は平賀源内の発案で，江戸湯島に物産会を開催した。これを契機に，物産会はとき

に薬品会という名称で，江戸だけでなく大阪でも開催された。このことは，国内各地の産物

を一堂に列品して名称の統一，あるいは不明な品物の鑑定，という利点をもたらし，さらに，

不明なものや珍らしいものはオランダ人の教示を受けて，その結果西欧での名称も次第に流

布されるに至った。

　殖産技術に貢献した欝物「天工開物Jが1771明和8年，大阪で出版された。「天工開物J

は1637崇頑10年，．寛永14年，明の宋応星が著述刊行したもので，わが国に渡った時期は明ら

かでないが，中国の技術を集録したものでわが国の産業に深い影響を与えたことは否定でき

ない。本沓中金石に関する項目を挙げると，

陶挺第7

錘鍛第10

・幡石第11

五金第14

丹青第16

珠玉第18

瓦　碍　盟斑　白掩一青甕　附無変一回宵

治鉄　斤斧……治銅

石灰　蛎火　煤炭　欝石一白鱒一青躰一紅欝一黄蝉一膿欝　硫黄　砒石

黄金　銀　附殊砂銀　銅　附倭鉛　鉄　錫　鉛　附胡粉　附黄丹

朱　墨　附胡粉一黄丹一汲花一紫粉一大i！i一銅緑一代赫石一石黄

珠　宝　玉　附璃瑠一水晶一琉璃

であるが内容の一部を紹介すると

　天工開物　　　明分血教諭宋応星著

　巻中　陶挺第7

　白盗　附青甕

凡白土日璽土。爲陶家精災器用。中国出惟五六慮。……中略……若夫中華四商馳名猟取者。皆簡郡浮梁

塁箏寧彦産也。此鎭従古及今。爲焼器地。然不産白土。土出婆源，祁門爾山。一名卒撃中。出華挙キ。

其性堅硬。一名開化山。出柵米土共性棄軟。爾土相和合。……

　巻下　五金第15

　銅

廟供世用・出山与出炉・止有脚・以騨砂騨参和・馳爲脚・以孤七購藥轍髄毎1．ygnts

等藥制煙爲市寧。広鐸参和鳥響畢。倭鉛和寓爲鋳銅。初質則一味紅銅而巳。凡銅坑所在li之。中疹輝言

出銅之山437。或有所致櫨也。今中国供用者。自四川，貴州鳥最盛。束南閥自海舶来。湖広武1］1，江西

儒広皆鏡銅穴。其衡，瑞等郡。出妓下品。日蒙山銅者。或入冶鋳氾入。不堪升煉成堅質也。凡山銅山爽

土帯石。穴盤数丈得之。Vb有砿包其外。砿状如皿石。而有銅星。亦名鍋瑛。煎煉伽有銅流出。不似銀砿

之爲棄物。凡銅砂在砿内。形状不一。或大或小。或光或暗。或如鍮石。或如輩鉄。淘洗去土津。然後入

炉煎煉。其無蒸傍浴者。爲自然銅。亦日石髄鉛。凡銅質有数租。有全体皆銅不爽鉛銀者。洪炉箪煉而成。

有与鉛同体者。共煎煉炉法。傍通高低二孔。鉛質先化。従上孔流山。銅質後化。従下孔流幽。来夷又有
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　邦体鋒確申者。人炉煉時。銀結干面。銅沈干下。商舶漂入中国。名日日本銅。其形爲方長板條涼郡人得
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●
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之有以炉再煉。取幽零銀。然後窩成簿餅。
　　　　　　　　　　の　　　　　　

　謎　高菜幽梗米土　カオリンの語源　甕識磁　煩営石　炭酸亜鉛　倭鉛　簸鉛又ハ白鉛又ハ針鋼（ト

　　　タン）瑛　膏バク　磨かぬ玉の意

　平賀源内（1728－79年）については物産会のところで触れたが，かれはこの時代に活躍し

た代表的物産家の一人であった。1763宝暦13年，源内は「物類贔隙」に著わして本草学から

更に殖産興業の方向に注目した。ことにこの書物に記載された品物36◎種のうち金石類が1ユ7

種を占めていたことは，一般の本草書としては極めて異例であった。田沼時代は輸出用の銅

の減産によって，鉱山の開発を奨励した結果，源内もこれに着臼して金石類の記載を多くし

たものと思われる。源内自身の山師的気分も手伝って，易でいう開物成務よりさらに具体的

に一天下の民と錯すこれを事業という一一という線に沿って，源内は1765明和2年頃から

鉱物資源開発のために努力した。源内は前年に秩父で石綿を発見してからそれが縁となって

荒川の上流の中津川村で金山の再開発を目録んだが不成功に終った。その後長崎に遊学し新

知識を身につけて江戸に帰る途中，摂津の多田銅山を調査した。この頃，源内は製陶の方面

に関心を示し天草の深江産の陶土を記録した。その著「陶器工夫考」申，「＊天草之焼物土は，

南京焼，阿蘭陀焼之土よりも，抜群宜御座候共……中略……若日本之陶器，外国に勝れ候得

は，肉然と日本物に而事足り候。尤近きを賎み，遠きを尊び候は，常之人情に御座候得共

……中略……陶器も日本製宜さへ御座候得ば，……外国陶器に金銀を費し不申，却而唐人，

阿蘭陀人共も，調帰候様に相成候得ば，永代之御国益に御座候，元来土に而御座候故いか程

遣し候而も，跡之減候気遣も無御座候……」に源内の心意気が偲ばれる。1773安永2年，源

内は再び秩父で鉄山の企業化に乗り出す一方，秋田藩からの依頼で領内の鉱山院内，阿仁な

どを調査した。この調査で亜鉛鉱を大館付近の沼館で発見し，この鉱石から針鋸（トタン）

すなわち亜鉛の精煉に鍛目した。これも当時としては新知識の一端を示すもので，鋭鋸は広

東より舶来していたので国産化を狙ったものであろう。秋田の諸鉱山の開発，秩父における

鉄山の企業化も結果的には失敗したが，源内の知識欲と現場での研究心は次の或鉱山主に宛

てた手紙の中から充分読み取られる。

“＊＊鉛其外何によらず其山々の石を少宛御取集御見せ被下度偏に奉頼上候　尤金銀山の内より種々の石

土患俄物に御座候　是迄金銀山等相稼私共素人故見落候贔多扱々可惜事に細座候　同じ金類に而も錫針

丹等に至り而は山師共一向存不申候　右色々之山色被遣候はば其内よりは何に而も珍物見出候へば御益

に郷座候悶金銀鋸鉛は申に不及右鋪内より出候土砂石何によらず集り次第御取集御贈被下度奉存候　1．

御国塩股銅山之内より大雲母出候由承及候是等可相成候はば随分大なるを被遣被下度奉存候和名キララ

香敷等に相成候品に御座候　1．中みよりと申所に滑石出候由昆等亀上贔なれば金に相成候

右之外何によらず草木金石相分兼ね候贔等御見せ可被下候折節取込早々貴報申残候　以上
　　　　　　　　　　　　　　の　　　の　　　　　　　ゆ　　　の　　　の　　　の

　　　　6月27日　　　　平賀源内

鞭瀦鎌（＊219頁＊＊615頁）

　源内と同時代，思想家として，また画家として著名な司馬江漢は源内の鉱山検分に行を共

にしたことにっいて，江漢の随筆「容波櫻筆詑」中に「源内は嘗て金銀銅鉄の山にあるは，

山頂に立つと言ふ。如岩如石物見る。之を見るの術あり。我等も是れに如はりしに，甚しき
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間違い見損じある事にて，後悔し止みぬ。」と述べている。この一文から源内などの行なっ

た鉱山探索の状況が眼前に浮ぷ思いがする。源内は物産会を数回開催して，多くの物品を全

国から集め，これを豊定したことによって物品の名前の統一や，和・漢・洋の品物の比較同

定をした。この物産会の出品物のうちから重要なものを抜き出して分類した「物類品陥Jの

内容の一部を次に紹介する。

　またこの時代には玩石家として有名な木内石亭（1724亭保9年一1808文化5年）はr雲根

志J1773安永2年を著して，石亭の蒐集した金石類，苛石，珍石，鐡石を紀録解脱した。石

亭の弄石の友として源内もまた知己帳に名を連らねていた。

　物類品随巻之一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塙漢平賀国倫煽輯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1763宝暦13年刊行）

　　土部

白亜　ヤキモノニ用ウル色白キ土ナリ数租アリ典性堅硬ナルヲ梗米土云棄1欧ナルヲ柵米土ト云共二天工

　開物二見エタリ

O梗米土O肥前伊万里ノ産甚堅硬ニシテ石ノ如トシ……本邦陶器ノ絶品ナリ……

O柵米土0讃岐陶村産中一品白微赤色ヲ帯フ枯ツヨキガ故二器二作テハ無中ニテ破裂ルコト多梗米土ト

　両土和合スレバ共憂ナシ

　　金部

金　和名コガネ往古ハ本邦二金ノアルコト知ラズ

ム金砿　砿又作釧伍金皆石中二生ス鋳分ザルヲ砿ト云先躍砿ヲマブト訓ズ然レトモ今金山ニテ所柵マブ

　ハ金銀ヲ堀タル穴ノ名ナリ金砿ヲヒイシト云又ニト云但ニト云金銀トモニ通柵ス銅砿ヲバクト云O佐

　渡産上贔……

　　玉部

水精　來一堕日倭国多水糀ト此物本邦所在二産ス石一英トー物二種ナリ石英ハ大小皆六面如削水精ハ穎塊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　定ル形ナシ貝原先生水糟大小皆六角ナリト云ハ石一英ヲ指二似タリO日向産上品O近江塵中品

墾母和名キララO参河吉良産上品……螢産上品紅毛晒アラビヤガラアスト云アラビヤハ国ノ名ナリガ

　アラスハ硝子ヲ云其大サ尺余甚透明ナリ

　ー物類品隙　巷之二

　　石部

丹砂　一名朱一砂辰一州二出ルモノヲ上トス是ヲ辰砂ト云……和一俗都テ展砂ト柵スO漢産上品O燈産上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●
　品O大和吉野産上品

雄黄　和名ヲワウ典色如鶏冠者ヲ上トス和俗鶏冠石ト云O漢産上品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

理石　石膏トー類二種ナリ石膏ハ文理愈クシテ短ク理石ハ文理細ニシテ長シ……O南部上品……

長石　一名硬一石一膏先盟硬ノ宇二泥テ火石ノ類トスルハ談ナリ硬トハ軟石膏ノ継軟易孫二対シテ云ナリ

　李氏ガ所謂理石ハ即石膏之類長石即方解之類ト云ヲ似テ考ベシ本草石一膏理一石長一石方一解一石ノ四物

　譜説甚紛ハシ熟覧翫味トスルニアラズンバ共群ナルコトヲ得ス……

方解石和名イイキリ

金剛石　一名削一玉一刀……抱朴子日扶南出金剛
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1生水一底石一上如鐘乳状体似紫石英可以刻玉……紅毛人持来ル所ノデヤマンナリ西川求林斎日ギヤマン

　デ又デャマントモ云其色紫赤多シ……近世見ル所ノ物ハ多白シ……試之法鉄椎ヲ以テ撃テ傷ザルヲ真

　トシ或ハ焼赤シ酷中二染シテ如蘇砕セザルノ法アリト’イヘドモ此物世人甚珍トス其価数十金ヨリ百金

　二至ル故二容易二試ガタシ……

磐石　和名ミヤウバン明馨ハ饗石ノ上品光明ナルモノヲ云然ルニ本邦ノ俗都テ明馨ト云○漢産上品O箱

　根産上品O豊後産上品O

試金石　和名ツケイシ又ナチグロト云金ノ真｛爲ヲ試二此石ニアラザレバ知ガタシ物一理小一識日洗試一金一

　石一上金法以塩置漏一地胡一桃一油摩之去O紀伊那智産上品O陸奥津輕産上品

△化石　古人日石者気之核也按ズルニ諸物其凝時ハ皆石二化ス石蟹松石ノ類既二本條二出ヅ其余化石此

　二附ス

ロートアールド　和名石華紅毛人赤色ヲロートト云アールドハ土ナリ是ヲ刮テ筆ノゴトクニシテ字ヲ書

　スルニ硯墨ヲ用ズシテ甚便ナリO蟄産上品O駿河志田郡大賀山産螢産ト異ナルコトナシ庚辰歳予駿河

　二至テ是ヲ得タリ本邦此物出ルノ始メナリ……

　司馬江漢（1738元文3年一1818文政元年）は春波槙と号した画家で，1760宝暦10年頃から

平賀源内の影響をうけて西洋画を書き，また蘭学者前野良次の門に入り，西洋の窮理地理な

どに興味を覚え，この時代源内とならぷ開明派の一人であった。江漢の著わした　春波櫻筆

記＊J中より，自然科学的な観察，とくに地に関するものを挙げてみると，

0吾国にて奇妙なるは富士山なり……中略……さてこの山は神代の以前より燃出し，数千年を経て，四

面に砂を吹きふらし，如此かたちとなりぬ。我壮年の時までは頂より焼立ちけるが今は煙なし。山嶽は

皆世界の不開前の物にて波濤の形あり。此富士のみ出現の山なり……

O伊豆熱海より登る事五十町，日金山あり。絶頂を円山と言ふ。文化8年末9月亦此の頂に登り四方を

眺むるに，十国五品山々述りて海に入る。予考へ見るに実に水の減りたる状，山々の雛にあり，富士の

み出現したる山なり。往吉より数干年にして焼け出つる者，又砂凝り結ぼれて石となる，土は化して岩

となり。岩亦年を積みて堅石となるなり，水化して石英，水晶となる。是皆開關以前の者なり。

O吾日本にて海を隔つる事十里二十里の山頂に貝石あり，貝は海の浅き所にあり，山下石炭を生ず，樹

の土中にありて石と化し，硫黄の気あって石の如し，多くは筑前に生ず。これ開關以前の者なり。

O蟹あるひは海老石と化する者，貝の石となると同じ，貝の内に土砂流れ入りて，其の土の石となる者

の如し。魚或は木の葉石となる者は，土中に籠りて其の上の石となりて其の物の石となるにあらず。

O今西洋の天学，万造の窮理を以て考ふるに，天地の中，一つとして静まる者更になし。日輪，五星，

地球，月皆動き旋り，一刻も留まらず。……　　　　　　　　　　　　　．

O紀州候初めて予を召す。……徐に言って日く（江漢），吾国地転の説を知る者なし。故に地転儀を製

して，五星の順逆，また天の冷際震狐は言ふに及ばず，霧環は水火の二気五彩をなし，鍼と硫気とにて

五味となる。濃水淡水，風は水にして水は風となる事を釈けり。……今日七十有五，心を放縢にし，諸

候召せども往かず，巳の業を務めず，冬月日當に臥し，夏月は樹下に座し，性好んで山水を愛す，数，

東西に旅行す，名山風景を謄ては，家に掃りて画に摸し，またわが天文地転の説を好む者と窮理を談じ，

楽これに過ぎず。……以下略……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化八年辛未冬十月　日誌之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1811年）

＊日本随箪大成巻1　395－466頁（吉川弘文館1927）
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第2章　19世紀前半における地学思想の受容

　2－1　原生新編の訳述

　蘭学が医者，本草家，好事家にもてはやされて，18世紀後半より19世紀前半にかけて隆盛

に向う一方，国外ではロシヤ，イギリス，アメリカの船舶がわが国近海に出没し，そのうち

ロシァは国交を求めてしばしば接岸する形勢となった。幕府はこれらの対応に多忙となり，

長崎における従来からの対オランダとの交渉機関だけでは不便になった。1808文化5年，長

崎のオランダ通詞罵場佐十郎貞由を江戸に呼び出し，浅草暦局（天文台）内に於いて外交那

務に当らせるかたわら，蕃替和解御用という蘭替翻訳局を設けた。また当時の風潮である殖

産振興，蘭方医術の薬品知識の向上，実地利用という見地から，天文方高橋作左工門の延義

によって，将軍家斉は幕府に保管されてあったフランス人ヌール・ショメイルの著した和蘭

訳の「＊ボイス・ホウデーレキウヲルド　ブック1768，の翻訳を馬場佐十郎に命じた。命を

受けた馬場は，1811文化8年，訳貝として大槻玄沢を協力者として迎え，翻訳作業を開始し

た。この書が世にいわれている　厚生新編Jで，官による和蘭轡の訳出の最初のものであっ

た。このv；　1　！！ノy百科辞典8巻は1787天明7年，和蘭通詞槍林重兵衛が蘭人より得えて，

これを幕医桂川甫周に贈ったものであった。

　厚生新編訳編初稿大意に，「「ホイス・ホウデーレーキaという辞を沢すれぱ，人各々家職

を修めそれぞれの生計を計り修めらるぺき云々という詔義あり。これに漢硲をあてば，厚生

ともいふ義なるぺし。書経の大禺誤に，正徳利用兀‘生惟和と見へたる字面にて，註に徳を正

して以て下を率ひ，用を利して以て財を阜し，生を犀ふして以民を整ふ三ッの者，和すれば

所謂善政なりとなり，されぱ此請にひたとあたるが如し。……中略……「ウヲールド・ブッ

クaは即ちそれら事物の寄語の誉といふ事なりJと紀し原生新緬の訳出の由来を述べている。

この害は現代風にいえば百科全書である。原生新編の沢述の完結は1839天保10年でこの間ほ

ぼ30年の年月を費した。また訳述冊数は70巻で，これに御1‘した訳官は交代者を併せて大槻

玄幹，宇田川玄真，宇田川棲庵，小関三英，湊長安であった。原生新編の内容は物理・化学

・動物・植物・鉱物・生理・農業・工芸に関する知識と医学。衛生・薬学等広範囲にわたっ

ているが医学・薬学にとくに重点がおかれている。このことは訳者らが蘭方医であり，薬品

として知識の向上のためにも必要であったからであろう。

　訳者馬場貞由，大槻茂質は訳編初稿大意で「木草金石笥の諸薬品彼にイ∫て，此に無く，或

は未だ和漢の有無を緋せず，或はかれはこれなるべきか云々と未定のもの少からず。且蒙生

等物産の学に疎し強てこれを緋識すること能はず。嘗てlltl見する所を以て間訳名をなす者あ

りといへども，未嘗否を知らず血く再考を待の所なり。尤これは此瞥の一要芝1∫にて別に物産
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の学を開き給ん事をこいねがう所なり。実に是れ本草は一家の学にして，医家といえども容

易に兼ね及ぷぺからざる所なれぱなり。彼邦本草学は，殊に精微にして性味主療の実鮨和漢

の未だ企て及ぶべからざるものあり。」と述ぺ，弁識・訳の困難を踏り，前世紀において，

＊Huishoudelijk　Wordenbook　door　M．　Noel　Chomel．

　Tweede　Druk　gebeel　verbetert，　enmmeer　als　belste　verm　erdert　door　J．　A．　de　Chalmt．　Te

　Leyden　bij　Joh．1e　Mair，　en　te　Leewarden　by　H．　A．　de　Chalmot．1768．
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平賀源内などによって勃興してきた物産学をヨーロッパ流の物産学に移行することを強調す

ると共に，幕府にも物産学を独立の学問として開学することを要請した。

　百科全書の性格をもった厚生新編の稿本は将軍家に納められたが，本書の翻訳の趣旨であ

る全人民の生活向上のため利用厚生する企ては実行に移されず，幕府崩壊まで出版されな

かった。蕃書和解御用一蕃書調所一洋書調所一開成所と幕末まで名称の変更のあった，いわ

ゆる翻訳局に厚生新編の第2稿本は保管され，徳川家の静岡移封とともに同地に運ばれ，

1937昭和12年，葵文庫よりようやく出版されるに至った。しかし厚生新編の翻訳に従事した

訳者らは大いに新知識を狡得して蘭学の興隆に寄与し，時代的にみれば，数十年の遅れはあ

るにしても我国としては最新のヨーロッパ自然科学思潮に触れたことに重要な意義を見出す

ことができる。

　「厚生新編』の内容の一部

　金石土に関係するものを挙げてみると

第3巻　金石土部　巻1　目録（42頁）（文化8年）璃璃　蝋石　金剛砂　アメチスト

　スホールン　アンチモニア……奉　台命　馬場佐十郎貞由訳　大槻玄沢茂質校

　蝋石和蘭「アルバスト」羅旬「アルバストリーユムJ……以下略……
　　　　　　　　

　アンチモニー
　　　●　　●　　●　　●　　　●　　●

石麻　アンモン

　　　　　　　又名「スピース・ガラスJ羅旬「アンチモニュム・ステーイヒーユムJ和漢名未詳

伊予方言カガミ石，阿波方君マテガラといふ。アンチモニーは山産の一種にして其質金に近く，光沢あ

りて質重く黒色あり，又鉛色あり砕破しやすく，其砕きたる状自ら束針絞を作せり。眞品のものは必ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　カんが　り　あ
赤き点々あるなり。総て金砿の傍に産す。翁加里亜国より出る者を上品とすれども，これを得がたし。
　いつ　　　ふらんずど

銀乙都国，彿郎察国「ホイスト」地名及び其他諸金砿の地に産多し。済世家心を用ひて捜索せれば諸山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほりたて金拡のある地必ずこれを得べし。巧用索て広きものなれば世に顕れんことを欲する所なり。出土「アン

チモア」の煎汁は発汗の効あり，然れども内服すること稀れなり，或は癩痴或は頑癬諸悪瘡に用ゆるの

奇薬とす。共飲量は凡2分より3分強を度とす尤人の強弱に従って勘酌すべし……

　　　金石土部　巻2　目録（46頁）
　アゴロトリユム
　自然生硝石赤石脂　揚梅青灰　アンミツツアテーン　アシュールステーン　ユルタラマレインの

　製法馨石　馨石水を製するの法　アロインア・ルド　石脳油　アラバントステーン

　奉　台命　馬場佐十郎貞由訳　大槻玄沢茂質校

　馨石（ミャウバン）一和蘭「アロイン」羅旬「アリーユメンJ一馨石は酸味ある山塩にして其色種々
　　　ふらんす　いたりあ　いんげりあ　どいつ
あり，佛郎斯，意太里亜，諸厄里亜，銀乙都諸国及び諸地方に産し，土中に自ら本形をなすあり，然れ

ども多くは人工を以て其気を含みたる土を煎1して製し得との品と，二品を分つ。蓋し此類の塩は「ア

・ルト・コー一一ル」按に「7・ルトJは土なりコPt一ルは炭なり，石炭の類なるぺしを掘出す山中に産す。

……中略……岩馨（ロッツアルユイン）一自注に日一名ベルゲアロイン山暮石の義なり一。は譜厄利亜

国に出す，共質潔白透明にして水品のごとし……以下略……　　　　　’

第7巻　地土集説巻之上　（戌九月二十七日　摂津守殿之上　二冊之内）（100頁）

目録　ア・ルデ即土又地

台命　馬場貞由佐十郎，大槻茂質玄沢，宇多川瑛玄真　訳校

　ア・ルデ即土又地和蘭「ア・ルドJといへる辞に数義あり，然れども是を大別して二等に分つ。一
　　　　　　　　　　　　　　　　

は天地と並ぺ称するの地，一は吾人常に踏む所の土壌をいふなり。惣じて「ア・ルドJと称するものは

大地世界にして即ち土と水とを以て，此地球を造成し，人類並に一切の生族凡そ生気のあるもの，皆斯
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に住する所なり。……中略……此地球に就て論を立て説を設ること一ならず。所謂第一は地理学家なり，

第二は天学家なり，第三は究理学家なり，第四は錆煉学家なり，第五は医学家なり，第六は厚生叢家

なり。……中略……第三穿理学蓼の説は専ら摯撃㊥体球を研究せり。共通例として説く所は凡そ地の体

質は万物成形する四元行の一事と四元行とは土水気火是なり。凡そ地上に資生，化育する品物虚く此四

元行を以て造成す。又錆煉家にては万物の体質は硫黄，及び土等の元行物を以て成るといへり……以下

略……第四錆煉家の説は名挙の「ベーネル」人名並に共後の賭名家特に此術に通逮せる高明のrスター

ルA人名の説に日，凡そ譜物を混含爽和して万物の本質を成す基元は土と水にして是真の元行物なりと。

又「ペーケル“人名の説に日く其混成せる万物の体質は三租の土より生ず。第一は硝子質土，第二は焚

焼土，第三は水銀質土なり。第一硝子質土は他の二租の土の母とし基礎とす，即ち此土混交せざれば他

の二土も生ずるζとなし。今此土を火に焼けば硝子のごとく錠化流動す。……中略……特に地中に成る

所の諮物金石賭砿の質を成すに必ずζれ國くべからざるものなり。共質水中，気中，並びに地上土中に

在ては極めて精微にして壇様或は煤様の状を成すものなり。第二焚焼土此焚焼すべき土は，元処火の本

質にして・必ず風化飛寂すべきものなり。……中略……即ち此土気別けて多く含lfして成ものは，硫黄

山産の脂類，半熟或は熟成の諦金類賭色，ある土石類焔硝なり。第三水銀質土「ベーケル、人名の脱に，

此水銀質の土といふは先づ詔金類に各自の光沢を生ずるものは此土質あるによる。……中略……概して

言へば賭金類の基礎を造するものは企くこれなり。若し金質に此土を含むζと過多なれぱ，常に溶解流

動すべし。……以下略……

　欝土　和劇「ケレイ」
　　　　　の

欝土は一租の土にて其色一様ならず。硬軟，枯の強さ，弱さあり，土中に混ずる他物のいたすところな

り。ケレイ　音厄利亜にて二十二種産す。大抵海底にあり甚だ精微にして粘気あり。水と混和し易く畑

けば石の如く硬くなるものなり。一山萎く熔土で石蛤石その他貝殻の化石を雑ふ。櫓按るにrケレイ、

は明蜂土の嚢略して蝉土といふ。

　噸キ羅旬「テルラカルカリアシネンシス」和蘭「カオリン」（503頁）

　白色にて麺粉の如き土なり。唐山に産す。唐山にてこれを水干して粗砂算の雑物を去り，最糖微の慮

を符て磁器を製す。此土自国にても用ひ，他方にも漕るなり。或云ζの土は，rポルセシィンメルゲル、

の一租なり。「サキシセ」地名の磁器は皆此土にて造れるよし。

第51巻　雑集　奉台命

　大槻茂槙玄沢　宇田川瑛玄眞　訳校（633頁）

　中姉物羅旬「ボツシレ」和閲「デルフストッヘン」是は土中より出す一切賭物の総称なり。是を分

て二租とす。其一は土中に生ずる本然の物とす。是を「ホツシリア，ナチハJと名つく。即ち土，石，

宝石・石英・賭金属算母なり。共一は本然の土質にあらずして，山坑物に属するものなり。即ち鉱類，

及び土中より甲に堀出す所の甲介類，魚骨類獣骨類，木材，植物笛を言。古来より右の賭物を堀出すこ

とを記載する脱甚だ多し。究理家も是を考究せる確説なく唯自然に斯の如き異物地心に彩しく包蔵して

地の表面に蔓延せるものとす。然れども典賭物は元来山坑物に非ず。故に地中に在るの理古人租々考説

あれども未だ一定適当の説なし。……中略……上古の説に広く大地中彩しく海中の賭物を包蔵する根原

を推究すれば是れ太古の時海底の地面変じて山嶽陸地となる者なりと。是れ「キモノバネス。人名の説

なり。……中略……1650年の始に於て賭賢既に「フラカストル」人名の説を挙て広く，地中より掘山す

賭物は天工にて自然に生ずるものに非ず。皆海中より出るものたること疑なし。共故は太古の時世界大

ノ
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洪水ありて海中の諸物瓢揚し，地中に在るものなりと。……中略……右の諸説は古賢の所謂る太古海水

の　濫浴せる地は今時の山嶽陸地なりと云に禦合す。其他諸説あれども皆実擦なく了解し難し。

第61巻　雑集

台命　大槻茂槙玄沢・宇田川桔庵・小関好義三英　訳校（772頁）

　水銀羅旬「メルキュリウスJ和蘭「クウイツキシルフルJ「クウイツキシルフルJ又略して「クウ
　　　　　　　

イツキJと呼ぷ。厄利斉亜にては「ヘイドラルゲーリュムJと言ふ舎密家にては其性の流動して定虜を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得ざるより神の名を借りてタルキュリウス」と称す。……中略……今左に其性質を一・，二の次第に従

って論述す。……中略……其七水銀よく諾金に混和す。諸金に和したる者を「アマルガマJと名つく。

其最も和することを好るものは黄金なり。……中略……水銀も亦他の金属の如く山より堀る。則銅坑金

坑の如く水銀に出す坑あるなり。然れども他の諸金坑の如く多からず。古より今に至るまで水銀を産す

る坑，欧遍巴州中纏に五，六慮に過ず。特に翁加里亜，「シレーシンJ……中略……然れども水銀は東西

印度，支那，日本，「ポトシ」より産して我国に致す。格按に本那水銀を産することを聞かず，疑ふ可

きか如し。然れども七十一番職人描歌合に水かねほり有り，又古轡に水銀出る地の名を挙たるも有れば

古くは常に産したるなり。凡そ水銀坑は黄金坑のある山に在り。……中略……水銀は二般の形を為して

坑より出づ。即ち其一は硫黄と和して殊砂と為り，或は鉱石を為して生ず。故に水銀鉱は殊砂様鉱と石

状鉱との二租に分つ。此れより水銀を分ち取る法種々あり左の如し。……以下略……

　第62巻　雑築　　訳校　第61巻に同じ（777頁）

　破羅旬「メタルラJ和蘭「メターレン」破は重質，光暉ありて透明ならず。……中略……尋常は砿
　　　　

を以て6種の金とす。即ち金，銀，銅，鉄，錫，鉛なり，近時或人「ウィツトゴウドJ－一白金の義和産

なし一を添て7種の金となす。……中略……砿を分ちて2種となす。日く熟金日く半熟金なり。……中

’略……往昔の理科，及び分析家等，諸金の性を論定して塩，硫黄，水銀の三物を以て諸金の源質とせり。

……中略……名哲「スタル。人名の説に諸金は其源世界の開聞より所謂砿脈砿坑ありて天然に造製せり。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
是に因って造化初めて砿坑を造製せしより連綿として今日に至って絶ざるなり。故に其基本とする砿條
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
は＊法して不意に造製する者ならざるを知るべし。又其砿條繁殖の坑は地内の洞穴諸部に於て時々不意

に発する地震の損害あるより外は必ず閉塞することなし。是に因て砿脈漸々繁殖する理を攻究して其証

を挙るに地中の洞穴にて諸質相共に化成し，日新に造為すること明白なり。洞穴に生ずる諸金に偶々煉

金のごとき者あり。名づけて幼金訳名といふ。但し右の金を得る所は金其に或は硫黄，或は砒石，或は

右の二物合成の者を附蔚する地なり。硫砒合成の者を名づけて「アリサチーJと云ふ。……中略……諸

金は特に砿條に於て得るのみならず，毎時或は土申或は下流の土塊河海の砂中に散在する者あり。此理．

を攻究するに地球諸部の洪水，地震，海笑ツナミ等にて毎時其本所より遠く諸地に転輸せらるs者な

り。

　砿の2　（第64巻）　（808頁）
　　　　　　　　　　

　……前略……

　石砿羅旬「ヘーナメテルラJ和蘭「メタールグルーフJ砿脈は地下に蔓術して熟する者，不熟の者
　　　　　　　

あり，又岩石諸部に充る者一部に充る者あり，又砿脈は地底の水晶内に含畜する者あり，砿夫の言に砿

坑に第一の脈あり，細絡と混すべからざること肝要なり。凡そ砿坑と名つくぺき砿脈は鉱質を充実する

岩石層々の崩敗より発するなり。又砿脈は地下に深く入て細絡地心に蔓延する者なり。砿脈の墾法三等

＊決？
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あり。第一は道路第二は蔓延第三は山気なり。砿夫の襲法は羅針を以て方位を弁ずるなり。但し砿脈露

出せざる者は砿脈を覆ふ岩石層々の道路を見出すべし。・…・・中略……鉱石の理は分析家にて鉱の究理あ

り，血しく其條を見るぺし。諸鉱の極微は前條鉱石の部に述ぶるごとく硫黄と砒石を似て鉱質を造為し，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひうちいし
共品数種あり，故に共鉱に貴賎上下あるは水昌火石等を含む多寡に因れり。尚金石究理賭書を並せ見る

ぺし。鉱脈の見徴左のごとし。

　第一　鉱坑は鉱脈の溝状を為す者を良とす。否らざる者は不良なり。……以下略……

　メタルaルギア
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　

「メタルユルギアJは鉱石を分析して共爽雑する者を除去し，清浄ならしめ詐多の利用に供する術あり。

……中略……習際亜国は治工技術の最初にして「アグリコラ」といへる人を以て治工の祖とす。……中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
略……そもそも当時鉱質及治工の窮理未だ開けざりしに此人詔鉱を取るべき鉱坑の土質，及び治工の術
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
に思ひを凝して右の学を開く富を得たり。……中略……是｝こ因て「アグリコラJ此学芸を攻究して聾を

1530年吾が享腺3年に公刊せしより此術次第に開けたり。……以下略……

2－2　シーボルトの来日と地学

　原生新編翻訳事業が江戸でおこなわれている最中，すなわち1823文政6年，ドイッ人シー

ボルトPhilipP　Franz　von　Siebold（1796－1866）は長崎オランダ商館の医官として来日した。

呉秀三著「シーボルト先生一その生涯及び功業一」の序において三上参次は「シーボルト先

生が世界的科学者であることは，よく人の知るところである。別してわが邦に取りては一の

恩人である。即ち之を内にしては，西洋の学術を我が邦人に伝え，之を外にしては，我が国

を夙く欧州人に紹介し，又我が邦を誘尋して，世界列国に伍伴たらしめんことに努めたので

あって，典の功績は頗る顕著なものである。……中略……欧タi竃人で我が邦に来，我が邦の事

物を研究して，之を欧州人に紹介した者に，元職にケンプエルあり，安永にトウンベルビあ

り，チチング等であるが，文政のシーボルト先生は，此の類の人の中で最も群を抜いた者で

ある。我が日本の政治・宗教・人情・風俗・制度・歴史。動物・植物等広汎なる方面に互っ

て研究を遂げ，そして寧ち好意を以て之が紹介を欧州に試みたのは，蓋しシーボルト先生が

第一人者である。……Jと述べているように文政（1823年）以降の我が国の蘭学に刺激的な

影響を及ぼした。前述の「原生新編Jの訳員のうちで小関三英・湊長安は直接の門下生とな

り，大槻玄幹（後の玄沢），宇田川棺庵はシーボルトと交友関係を結び教を受けていた。

シーボルトはオランダ政府の依頼である日本研究を達成するために，シーボルトのもとに参

集した高野長芙，高良斎などの多数の門下坐を用いて各分野の研究報告を求め，一方，各地

の本草学者，閑学者，蘭癖大名に関係を保持しながら情報・資料の集秘を賦みた。また長崎

鳴滝塾を開設して，博物学的教育ならびに医学の臨床講義，治療をおこなって，西洋自然科

学の教育の紹介に努力した。シーボルトは1828文政11年，いわゆるシーボルト事件（禁制品

の国外持出の発覚）を起し，そのため幕κ∫の厳しい取調べを受け，翌1829文政12年，日本御

構え（入国禁止）を申し渡されて，約6年の滞在で帰国した。シーボルトは日本滞在中1826

文政9年，商館長の定例の江戸参府旅行に参加し，江戸の閑学者などをはじめ道中の関係者

と交流をおこない，また自ら日本の自然を観察した。鼎国後，シーボルトは1823～52年にか

けて「日本即ち日本及びその近国厨国の宝典J7部を出版したが，地学関係事項は含まれて

いない。しかし別に地学関係の原稿が存在することが判明して，この原稿（ドイツ・ベルリ
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ン，日本学会所蔵）が1935昭和10年，日独文化協会の援助で日本に貸出され東京科学博物館

で公開された。当時筆者は同館勤務の後閑文之助氏の好意で之を転写することができた。そ

して相談の上題名を「シーボルト日本鉱物誌Jとした。内容は次の通りでタイプ用紙100枚

程度のものである。（手害きのため判読し難い箇所が多い）

シ“ボルト日本鉱物誌

Inhalt

1．　Beitrage　zur　physischen　Geographie　von　Japan

2．　Geognostische　Uebersicht　der　Lagerstaette　von　denen　bisjetzt　hier　vorgefundenen　oryktogno・

　　stischen　Fossilien

3．Analyse　der　Mineralwasser

4．Ausbringung　und　weiter　Bearbeitungen　des　Kupfers　in　Japan

　　a．Ausbringung　des　Kupfers　aus　den　Erzen　welches　unmitterbar　bey　den　Mienen　geschiehet

　　　b．Reinigung　des　Kupfers°in　einer　dazu　weitaufig　angeregten　Anstalt　zu　Oosaka

　　　　　1．　Zu　Tage　forderndes　Erzes

　　　　　2．Rosten　der　Kupfererz

　　　　　3．Erste　Schme！zung　der　Kupferschlakke　zu　unreifen　Kupfer　Kawado　gennant

　　　　　4．Zweite　Ausbringung　des　unreifen　Kupfers　zu　rohen　Kupfer　Arado　order　Arakane

　　　　　　　gennant

　　　c．　Reinigung　des　Kupfers　zu　Oosaka

　　　　　1．Nochmalige　Schmelzung　des　an　den　Mienen　ausgebrachten　Kupfer　Mafukido　gen・

　　　　　　　nant　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　2．Schmelzung　des　bereits　gereinigen　Kupfers　zu　Stabkupfer　Saofukido　gennant

　　　　　3．Scheiden　des　Silbers　aus　dem　Kupfer　order　Saigern　des　silberhaltigen　Kupfer．　order

　　　　　　　Saigern　des

4．Zustand　der　Mineralogie

5．　Bergbau

　この原稿をシーボルトが直接書いたものか否かは現在のところ判明しないが，当時オラン

ダ商館には薬剤官のビュルガーHeinrich　Beurgerがシーボルトと共に来日し，かれの助手

として鉱物・化学的な方面で協力して，シーボルトの帰国後まで日本に残っていた。ビュル

ガーの協力振りは江戸参府紀行中「長崎地方の山々は，大体九州西南部と同様に，火山構造

のものである。上述した峠の麓でビュルガー沼は斑片岩を，山頂では斑岩様構造の玄武岩円

丘に角閃石が混じっているのを観察した。……雲仙および九州地方の他の二・三の火山にあ

る主な温泉の位置や墳出について，私はここでなお若干の点を明らかにし，さらに鉄泉の成

分についてビュルガー君が行な6た検査の結果を挙げておきたい。……助六（水谷）は博物

学の偉大な友であって，あらゆる部門にわたる収集物を持って来たが，……中略……水谷助，

六の求めに応じて私の知っているものを同定した。鉱物類はいっさいビュノセガー博士に渡し，

いっそう糖な融を頼んだ．、債一ポ劣暴江戸参府紀行36頁鮮文庫）　　　’
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とこれで判明するように，「日本鉱物誌」はビュルガーが沓いたものと推定した方がよいよ

うだ。

　「シーボルト日本鉱物誌」第1節「Beitrage　zhr　physischen　Geographie　von　Japan　Jの内

容を要約すると，日本列島は陥没によって，．本州，九州，四国の三島が成立した。そして基

盤岩は原始岩（Urgebirge）の花働岩で槽成されて，この原始岩は海岸では険しい地形を呈

しているが同じ時代の片麻岩（Gneiss）はゆるやかな海岸に現われている。これは江戸への

参府のときの観察である。本州，九州，四国の内陸部については，そこに存在する山缶は遷

移山（Uebergangsgebirge）で，広く分布して多くの金属鉱床を包蔵している。これらの遷

移山を貫らぬいて多くの火山が噴起してその山麓には水平屈山（Flotzgebirge）があり，さ

らに，沖積屈山（Aufgeschwemmte　Gebirge）が分布している。その他火山系列，地農，河

川，雲仙の噴火のことについて説明している。

　この日本の地質に関する分類は，ウェルネル（Abraham　Gottlob　Werner，1749－1817）の

いわゆるウエルネル（フライベルグ）学派の思潮が日本にも押寄せたものであった。ウェル

ネルは「地球の組成を考究し，租々異った岩石中のFossils（アグリコラが使用した意味で

鉱物を含む）の性質を確め，相互の岩石を鉱物によって比較同定する学JをGeognosie（地

の知識の学）と名付けた。ウエルネルは地殻を構成する岩石を区別して構造，位置，年代か

ら地層を五つの系統に分類した。

　　Formationssuiten

－
i
9
一
　
c
o
4
5

Das

Das

Das

Das

Die

Urgebirge　　原始山

Uebergangsgebirge　　遷移山

Flotzgebirge　　水平層山

Aufgeschwemmte　Gebirge　沖積層山

Vulkanischen　Gestein　火山石

本文に散見される岩石類の所属を示すと

　　花㈹岩，片麻岩（雲母片岩，角閃片岩）

　　原始石灰岩，蛇紋岩………………・・………・…………………………・…・・…………原始山

　　粘板岩，斑賀蛮岩（長門）石灰岩………………………………・…・…・……………遷移山

　　響石（斑岩質片石），砂岩，玄武岩…………・……・…・……………・・…………・…水平層山

　　石炭，木様張白石，土涯青…………・…・・……・…………・・…………………………沖積層山

　　熔岩，灰雄軽石，無耀石，玄武岩…………・……9…・……………・・………………・火山石

　また，日本に産する鉱物を次のように分類して各々産地を挙げている。鉱租によっては地

賀鉱床の簡略な説明もしている。

Klasse　Erdige　Fossilien

　　　Kisel　Geschlecht

　　　　Granat，　Topas，　Schδrl，　Quarz，　Eisenkiese1，　Hornstein，　Feuerstein，　Kalzedon，

　　　　Opa1，　Jaspis，　Obsidian　Bimstein，　Feldspath

　　　Thon　Geschlecht

　　　　Porzellanerde，　Schiefer　Thon，　Thonschiefer，　Glimmer，　Hornblende，　Basalt，’
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　　　　　　　　　Klingstein，　Lava，

　　　　　Talk　Geschlecht

　　　　　　　　　Speckstein，　Bildstein，　Serpentin，　Talk，　Asbest，　Strahlstein

　　　　　Kalk　Geschlecht

　　　　　　　　　Kalkstein，　Kalktuf，　Nautespath，　Flusspath，　Gips，　Fraueneis

　　　　　Baryt　Geschlecht

　　　　　　　　　Schwerspattes

Klasse　Salzige　Fossilien　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　Kupfer　und　Eisenvitriol

Klasse　Brennliche　Fossilien　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　Schwefel　Geschlecht

　　　　　　　　　Vulkanischer　Schwefel

　　　　　Erdharz　Geschlecht

　　　　　　　　　Erdoel，　Braunkohle，　Schwarzkohle，　Mineralische　Hozkohle

　　　　　Resin　Geschlecht　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　Bernstein

Klasse　Metallische　Fossilien

　　　　　Gold　Geschlecht

　　　　　　　　　Gediegen　Gold（Or　natif），

　　　　　Quecksilber　Geschlecht

　　　　　　　　　Quecksilber　und　zwar　Zinnober（Mercure　sulfure），　Naturlich　Amalgam

　　　　　Silber　Geschlcht

　　　　　　　　　Gediegen　Si童ber，　Glaserz，　Spiessglanz　und　Arseniksilber　　　　　　　　　、，

　　　　　Kupfer　Gescht

　　　　　　　　　Gediegen　Kupfer，　Rothkupfererz，　Kupferglas，（Cuivre　sulfure），　Buntkupfererz，

　　　　　　　　　Kupferkies，　Fahlerz，　Kupferlasur，　Malacht

　　　　　Eisen　Geschlecht　　　　　　　．　　　　’

　　　　　　　　　Schwefelkies，　Magneteisenstein，　Magnetischer　Eisensand，　Eisenglanz，　Roth　und’

　　　　　　　　　Brrauneisen．’　Eisenniere

　　　　　Blei　Geschlecht

　　　　　　　　　Bleischwefel

　　　　　ZinnGescheclht

　　　　　　　　　Zinnstein

　　　　　Wissmuth　Geschlecht．　　　　　　　・　　　．，

　　　　　　　　　Gediegenen　Wissmuth，

　　　　　Zink　Geschlecht

　　　　　　　　　Blende，　Galmei　　　　　’

　　　　　Antimon　Geschlecht

　　　　　　　　tGrauspiessglanzerz，（AntiMonine　sulfure），　　・，．　　’

　　　　　Mangan　Geschlecht　　　　　・，・’．．．．　　　：　　　　　　．．

・．t°　　　Branu　und　rother　Braunstein，　Manganspath，…　　　　．　　　tt　　　　：一　　　　，．

，　　　Kobalt　Geschlecht　　　　　　，　　　　．
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　　　Weisser　Speisskobalt（Cobalt　arseniral）

Arsenik　Geschlecht

　　　Arsenikkies．　Rauschgelb

　　日本における温泉は次に示すものを分析しているがその内容の1例として嬉野温泉を掲げ

ておく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Analyse　der　Mineralwasser

　　　　　Wunsenberg…Vulkan　in　der　Landschaft　Simabara

　　　　　　　　　1．　Die　heisse　Quellen　bey　Kosigoku

　　　　　　　　2．　Oosikoku

　　　　　　　　3．Oohama

　　　　　Aso　Berg…Vulkan　in　der　Landscgaft　Higo

4
．

5
．

6
．

7
，

8
．

Totsinokl

Dsikoku

Tartama

Yunotani

Yamaga
Kinposan…Berg　in　der　Landschaft　Higo

　　　9．Ooama

Kirisima　Berg…Vulkan　in　der　Landschaft　Hjuuga

　　　10．Tonoyu

　　　11．　Iwodani　　　　　　　　　　’　　　　．

Landschaft　Hizen

　　　12．　Uresino

（紀載内容の一部）

Ur6sino

Diese　heisse　Quelle　findet　sich　im　Flecken　Uresino　in　der　Landschaft　Hizen　18　japanische　Ri

von　Nagaski…

Die　Temperature　des　frisch　hervorquellenden　Wasser　blieb　fest　84　Th（im　Monate　Februar）．

Eigenschaften　des　Wassers

Farde；Vollkommen　nicht　unterschieden　von　gew6holich　Wasser

Durchsichkeit：Vollkommen　Klar　und　durchsichtig

Geruch：Schwach　schwefelich　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

Geschmack：Etwas　salzlichim　Nacllgeschmacke　　　　　　　　　　　　　　　　．．・…

Specifische：Gewicht・095　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°　　　　　＿一・．　　　　　・

Chemische　Kennzeichen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　∫°　　．　．，＿∴

1．Kalkwasser　bewirkte　keine　Trtibung．　2．乳Esヨigsaures　IB！ei　machte’es　．　statk　’opalisirend．3．

Schwefe1saures　Eisenokydul　bewirkte　einegrifnliche　Farbe．　4．　Cocentrirte　Sauren、bewirkten

keine　Luftblasen．　5．　Gallustinctur　bewirkte　keine　Veranderun9．’6．　Eisenblausaures　Kali　be・

wirkte　keine　Veranderung．　7．　Salzsaurer　Baryt　bewirkte　einen　starken　weissεh　Mederschlag．
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8．Salpetersaures　Silber　machte　dasselbeopalirend．

Auch　in　diesem　Wasser　sind　nun　hervorstechende　Schwefelsaure　und　etwas　Salzsaure　Salze　auf－

ge1δst　enthalten．

　鉱物学の現状については木内石亭の雲根志（1773－79安永8年）に触れているだけである。

　鉱業については深い関心を示し，とくに大阪における銅製煉には詳細な説明をおこなって

いる。オランダの主要な輸入品は銅であったので，シーボルトを含む江戸参府の甲比丹の一

行は帰途大阪の住友製煉所に立寄り，実地に製煉・精製の状況を見学し，その時得た資料な

どをまとめたものと思われる。またお土産として別子の鉱石見本一揃を贈られている。

　別子銅山について，本文中に散見される鉱物・鉱床・地質の事項を集録してみると

一
伊予の国には片麻岩が分布し，その片麻岩の大部分は雲母片岩と角閃片岩とからなり，これらは規

則的な傾斜構造を示している。かつ原生層についての岩石学的現象によく一致し，その上豊富な銅鉱脈

を供給している。かつ伊予別子山より隣接する土佐まで拡がる非常に広大な銅鉱山が存在している。銅

の大部分は片麻岩中の孔雀石，黄鉄鉱，禍鉄鉱を伴う大きな脈に産する黄銅鉱中に含まれていて，毎年

の産出高は80万斤である一

と記載できる程度の地質・鉱床の知識が窺える。

　2－3　帆足万里一「窮理通」一

　帆足万里（1778安永7年一1852蜘永5年）の壮年時代は，江戸においては厚生新編（シヨ

オメル）の翻訳が盛んにおこなわれ，長崎ではシーボルトの来日があり蘭学は隆盛の時期で

あった。万里は豊後（大分県）に生れ，幼時より漢学を学んだ。少壮の頃から窮理に関心を

示し，1810文化7年「窮理通．の初稿を書き上げたが誤が多かったのでこれを破棄した。原

書を読破することを痛感して，40才を過ぎた頃から独学でオランダ語を学び，また時を同じ

くして西籍すなわちオランダの自然科学書13種を購入してその解読を試みた。読破した書物

を総括して「窮理通Jという書名で，1836天保7年に稿本として一応完成をみた。「窮理通」

は8巻から成り，巻の2地球第4上，港之3地球第4下に地学に関する記載がなされた。地

学関係の＊引用書として考えられるものは，

　謬仙武羅骨（ミュッセンブルーク）窮理説　1739

欠児的児（ゲルテル）

私密児曼（スミルマン）

甫林仙　　（ブリンセン）

葉　　灯井　　　　（イ　　ペ　　イ）

地球窮理説

地理志　　1813

地理志　　1817

分析術録　1804－11

である。原文は漢文で書かれてある。万里の書いた「窮理通」は単なる翻訳書ではなく，万

里の儒学精神を通して西洋科学を再編成したものであった。「窮理通」の自序に「……蓋し

西人の学，累を積みて進み，日に就り，月に将み，明李以来，1可辞児（コペル）の天を論じ，

2鋏夫到児（ケプレル）の星を比し，3波意玄斯（ホィヘンス）の下降を算し，4奈端（ニュー

＊帆足圖南次：帆足万里41頁，113頁（吉川弘文館）

　1．Copernicus　Nicholaus　1478－1543

　2．Kepler　Johannes　1571－1630

　3．Huygens　Christiaan　1629－1695
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トン）の牽引を徴する，……其の学に便して智を益するもの亦東方の能く及ぷところに非ざ

るなり，，……西人の学，固より精なり，，然れども其の人椎魯にして，ll．つ算数に於て，未だ

究めざるイ∫り、，故に測験の及ばざる所，精微の域，其のs　i‘往々晦にして明らならず。…」と

述べている、，

次に「窮理通　の5地学関係項目の2，3を引川する，，
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　　　　　　　　　　第1図

シーボルト・ビルゲル大阪銅精煉所（住友）見学記録

　　　　　　　　　　　　　（京都住友修史室所蔵）
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1826文政9年
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〆
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　窮理通巻之2　地球第4
t　　＆　　ケ　　レ　　1　　　　　　　　　　　ノ， へ　・　ノ　　r、

　・麻私決礼搦，及び葛辺的私以爲へらく，地球の重さ（概ね水に5倍す。其の童さ此の如く，又磁石

と相引く，、因りて知る，地核は鉄若くは爽鉄質の物に由りて凝成するなり。地核は，白礪璃石（花崩岩
　　　　　　　　　　　　　　ロ　ノ　ノコ　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　ラ　ニ　ト　ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　ニ　ス

0）こと）を以て包喪す，即ち厄日度人名つくる所の巴刺尼杜私石なり。其の外，條尼私，亦は白璃璃の
ト　　ノ　 ノ

　 ノ　　　　　　ケ　
リ
　 八　　；　　t、

類，及び杜刺甫甫イ1，1’・°，：罰爾杜私石，白L質瓦様軟石，雑ふるに初成山質石灰様軟石を以てす。皆階級

法に山りて累成す，，之を要するに水精質の化成に過ぎざるなり。

北極ドに鉄多し，今に至るも人其の故を知る能はず。近世の精測に篠れば，地球の重さは，梢白璃璃に

過ぎ，地皮、εノ：ノ∫積は地核に比すれぱ必ず輕し，，何となれば則ち560種の山坑物有り。其の重さ璃璃より減

ず。地核諸金状は是れ鉄類，蓋し地球初めて結ぶとき，鉄質の物，爾極引力の大なるに由りて，以て凝

成を成し，L質物張浴して赤道ドに帰す，、……帆足子日く，地球初あて成り，海水の掩す所と爲り，諸

分r－，Illに相牽引するに及びて，剛なる者は突起して山岳を成し，柔なる者は陥下して濠海を成す。…

（帆疏r一は著者万里のこと）地トのlll，分ちて4等と爲す。即ち初成山，第二山，第三山，火山なり。

分r・の組織各異なり。第一・lllは地球始めて結ぶ時成る所，地上に突起して，全く地核と異なる無し。猶

ほ木に瘤節ありて，木質と異なる無きがごとし。其の他の山は即ち外来の他質にしても，猶ほ衣の人体

に著くがごときなり，，……中略……第・lllの核r一は諸金状巴刺尼都私石なり。其の核子を包裏する第1

級條尼私も，亦巴刺尼都私石属なりt，組織鱗化を爲すを異と爲すのみ。其の上層は葉様石礁，即ち苦

罰爾杜私瓦様軟イ1，白L質瓦様軟イ1，粘ヒ質瓦様軟石，雑ふるに多少の白土を以てする者，且つ瓦質
．S・　　’し　　イ　ニ　　ブ　　し　ト

忽耳ノ1武蓮度，石灰質、㌦鴇1】爾村：私，白ヒ質瓦様石，履：く雑ふるに蛇石，天狗爪（天狗爪漢名未だ詳なら

ず。蓋し馬璃類）及び手脂状ヒを以てして，其の間に分布す。……名種階級有る少し。……第二山の階

級法は・睡成なり1，初生山の地核質と1司じからず、，質地ヒに低附す。IL水中に徐生する者の如し。……中

略……白塙」餅乗の核f’，其の中をrrきて突起するを見る、，是の山階級重畳するが如きは，紙牌，机上に

閣する状に似たり，，其の核fはIlゴ石灰イ1，頗る貝介を雑へ，白色或は灰白色なり。最ド級は驕黄軟石，
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多く化石を雑ふ。……中略……初生山の形，己に定まれぱ，諸流動質，鱒隙より償出す。先づ凝置する

者を第二山と爲す。第二山中尤も石灰質多し。是れを初生石灰石と名つく。……中略……初生山の石礁

中の石灰質は，名づけて粒子状白璃璃と日ふ。其状及白糖に類す。所在皆是れなり。第二山の石灰質は

之れに反す。土質の組織稠密に，間く水精に類する者有ること甚だ少し。名づけて爽白璃璃質と日ふ。

他は皆石灰質のみ。其の他質と重畳し，分界分明に，其の先づ成る知るなり。……中略……第二山の初

級は蒼白色頗る昏賠，次生の者は赤色，若くは浅赤色，貝介を雑ふ。最後生の者は諸質集成して，白色，

諸海錯を雑ふ。第二山は，蓋し諸質の砺成に由りて，地上に附著し，高峻有る無し。
　ユフホンヒ

甫休夫風以爲へらく，初生山は，新世界に在りては，南北に連互し，古世界に在りては，赤道に並び東

西に連互すと。近世の測験は必ずしも然らず。

第三山は地球の山海始めて分れ，初生山及び第二山質の，大水の蕩流して海に帰する所と爲る者，堆積
　　　　　　　　コ

して成る所なり。水勢駿疾し，砕石を漂流し，周く地面を掩ふ。亜細亜北部の如きは皆掩ふに粘土白璽

を以てす。……第四山は即ち火山，地底の土石，火力に因りて噴出す。時有りて高さを増し，又或は殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

損するなり。火山は地中の暖質蓄積し，労近の然る可きの物を得て火を発す。乃ち水，硫黄精，及び亜

鉛，相和して気形を成す者，能く速に火を伝ふるなり。……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　シペリロ亜細亜中央の諸河，爾山間に道し，下は齊百里諸水に合す。其の地往往犀象番牛の類，熱帯中生ずる所
　　　　　　　　　　　　ヒ　ス　ホ　ンの獣骨を得。……中略……皮休夫風の説に櫨れば，夏至線の諸獣は，能く北極に居り，地害の熱気に由

りて以て生ず。他の論者は則ち以爲へらく，地球，或は一種の閃動有り。寒暖二帯，時に変易有りと。

或は謂ふ，其の地巳に獣骨有り，上古に其の獣有るを論ずる勿れ。但，獣骨，地表に在れば，大気の浸

蕩に由りて，未だ年を経ずして消化す。是れ土の掩ふ所と爲る。故に永く存するを得るなり。……魯西

　　　ベコテル亜大租伯的爾帝，氷海上に於て，多くの象牙を掘り得て，以て諸邦に販す。……諸獣骨は，土人名づけ
　マムモントて麻莫門多と日ふ。以鳥へらく，地底産する所の泥炭の類なりと。其の象牙は名づけて麻莫門多の歯角

と爲す。

帆足子（万里）日く，土人の言，尤も其の実を得たり。豊の玖珠郡の山中に一小漢有り。冬月，水澗れ，

岸下に小石を拾得す。其の形，略く魚に似たり。酢器中に置き，相日，析けて爾片を成す，合符状の如
タマタマ

し，皆魚骨有り白色にして，形，酷だ真に逼る。是れ常に魚となるべき者の，適石と化するなり。北方

の象牙も，當に獣となるべき者，其の塞帯に在れば獣骨となるを以て，略く金石に類す。其の半ば地中

に埋まるを以て，初め地中に生ずるを知るなり。獣は人に先んでて生じ，及び地球に一種の閃動有る，

皆俗ずるに足らず。蘭人，備後の靹浦に於て象骨を得るは，則ち本邦亦是の物有るなり。……

　窮理通巻之3　地球第4下

……
舖離石は，’S罰兜杜私・麟麓・齢・希莉顛売を併せて，聚結して形を成す．淡赤色多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し。是の石，山岳の原質となるや，大小と無く皆堅塊を成す。……
ヘ　ニ　ス

條尼私石は其の聚結して形を形す，巴刺尼杜石に類す。唯，歌爾杜私・巴杜を雑へ，此れは則ち粘土及

び石髄を爽むを異と爲すのみ。且つ巴刺尼杜石の，大石礁を成すに似ず。但，第三蕩流山質中に在りて，

或は脈絡して蔓延し，或は累積することを，木葉状に類す。甚だ劉取易し。

布利莫墨兜扁石は諸金脈多く其の中に在り。金坑多くは苫罰兜杜私・布利莫墨兜，其の中に満つ。……

諸金の生ずる所に二虜有り。一は第一山の巴刺尼杜石中に在り。是れ開關の時生ずる所，諸質と相間し，
　　　　　　ヘ　ニ　　ス苦罰爾杜私・條尼私の属，包褻する所と爲る。一つは第二山中に在り。是れ後世，地底の反覆に由りて
　　　　　　　　　　　　　　ヘルルス　チセ　ト　ルイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ生ずるに似たり。水精質，及び魅可爾私珍玄・独魯伊夫石，包む所と爲る。凡そ諸金脈は零梢露して地

面に在り。人其の地に在りて，一挺金を拾得す。黄金の如きは澗漢中に在りて之れを得。是れ金坑より

蕩出するなり。……

帆足子日く，諸金の生は皆化工に由りて滋息す。草木と異なること無し。開開の時生ずる所に非ず。水
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金も亦自ら澗中に生ず。金坑蕩出するに非ず。本藩封内の鶴成村は水金を出す。一小渓，金坑より流出

す。然れども開砿は百年前に在り。今に至るも金を采りて止まず。其の金は坑中出す所に比すれば，亦

稽低し。蓋し別種たるなり。……

　以上のように万里の論述は，翻訳しながら西洋思想を咀噌し且っ批判しうっ記述したとこ

ろに特色がある。万里と同じ豊後の先輩である三浦梅園没後（1789寛政1年）40年に，梅園

の条理の学より更に実学窮理へと進んだ万里が朱子学的観点を主体として，西洋の自然科学

書を訳述したことは興味深いものがある。万里は窮理通の最後に「東人は聡悟にして其の学，

簡要を尚ぶ。西人は強力にして其の学，詳密を尚ぶ。学問の道は務めて其の足らざる所を修

めて始めて得るなりJと結んでいる。

　2－4　宇田川槽庵と箕作省吾

　宇田川棺庵（1798寛政10年一1846弘化3年）は宇田川榛斎の養子で，本草学に精通した津

山藩の蘭方医であった。楮庵は1826文政9年，天文台に出仕して厚生新編の翻訳に従事した。

1835天保6年，「植学啓原」を著し，その序文に「……西聖立三科之学日緋物也日究理也日

舎密也……緋物之学。別之日植学日動学日山物之学……」と述べ緋物の学は究理学，舎密学

を学ぶために階梯であると論じている。次いで1837天保8年，「舎密開宗J21巻を訳述した。

これは化学書として，「植学啓原」とともに，わが国における欧州の体系科学の先駆をなす

ものであった。この時期から次第に物産学として包含されていた金石類が山坑物の名に移り，

山物之学の要素として取り入れられて，学問の体系を整える端緒となった。
　　　　　　　　　　　ヘンリ　　　　　　　イペイ
　「舎密開宗」は英人賢理氏原著を葉腓氏が蘭訳（1808年）したものを訳述，注記したもの

で，その序例に「舎密加（セーミカ）ハ学壌寛広ニシテ衆芸ヲ管轄シ彊ヲ費西加（ヒシカ理

学）二接シテ別二自ラ封域ヲ建ッ……凡有形ノ物ハ費西家（キウリカ）目力ヲ壷シテ外貌ヲ

観察シ造化ノ機則ヲ推ス其杳忽微砂ニシテ目観ルベカラズ機測ルベカラザルニ及テ舎密家及

之毫分梨析シ成分ノ性質二洞徹シテ……Jと述べ舎密の一大科を分けて8門とし，その5番

目に山物舎密があり，これは鉱属（ヤマイロ）の貧富を調べるものであると説明している。

　舎密開宗内篇巻8＊珪土第160章に次の一項目を注記している。

「t）相山（サンソウ）ノ学二科スル者，山ノ新古ヲ三等シ箪丁ぞ2⊃雄中ト云フ，ケレイ・8｝瓦蝋奈土（ガラ

ナーほ駆勘其他ノ珪石多シ蓋老山ナリ。第ニヲ4）嗣山又5）加爾塞（カルキ）ト云フ，加爾甚多クシテ

6｝大理石，η亜爾抜斯多（アルバスト）ヲ産ス。箏手ヲ8⊃弩中9⊃ス琴烈章山（レイ）ト名ヅク，10）動物，

形体，Il｝牙斯蘇斯（ヤスピス）12》金剛鐵，金，銀，銅，鋏ヲ産ス。蓋シ少山ニシテ大洪水以降ノ造立二

係ルナリJ

　ここで相山の学と山坑物の学という，すなわち，地質と鉱物という学問の系統が朧気なが’

坂口正男：Octave　S6gurの「化学書簡集Jについて科学史研究II，14（1975）67頁より舎密開宗の語源

1）de　natuurkenllers　en　mijnkundigen

2），d6、oorsp耽onkelijke　bergen　．．　’、　’・，　　。

3）・’gr・ni・振　・…　　　　：．・，・・

，9講羅離琴e㌧
6）mafmer　・　　　　・　　’臼∴　　　・°’

7）albast

　　　　8）de　Laast　voortgebragte　bergen

ご　　　　，9）de　leiachtige　bergen

．10）b・w・・kt・lgd・1ig・h弓m・・．・，・

＿
ll膿。，一．：．・　・

・．°　　　陶兆kiezelaaセde＝瑳土
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ら輪廓を現わしてきた。（厚生新編の部参照）

　約10年後の1846弘化3年，簿作省吾（箕作玩甫の養子，弘化3年残）のぢ1寒寧嘩補全8冊

が刊行された。この省物は世界地理に関するもので，巻1に価略ではあるが火山相山に関す

る訳述がある。すなわち

「火山ハ海中ニアル腐敗ノ汚物ヲ掃除スルノー具ナリ，故二先哲火山ヲ目メ，汚物掃除釜ト云，何トナ

レバ海底二含有スル所，汚壌百物ヲ，地下ノ伏道ヨリ喰上シ，是火坑ニテ焼姫スルヲ以ナリ，共海底二

伏道アリテ，火山ド相互二通交ヲナスト云フノ証ハ，火山ハ海水二近キ出二在ルヲ以テナリ，…中略…

犀中古諮二日地球ハ，其往古ハ海水ノ為メニ埋覆セラレタリ，夫ヨリメ久シク年所ヲ経，一丘山繊ヲ顕

tliス，処ヲ血山ト名ック，中二就テニ租二分ツ，然ドレモ爾租共二其ノ地二獣箭ノ遺骨ナシ。

廻中ハ，祖山ノ後二顕出スルモノナリ，典地二方今見ザル所ノ海獣ノ遺骨ヲ見ル，成ハ賭租ノ穀甲アル

獣骨ヲ見ルコトアリ，其山嶺ハ円形ニメ空陥ノ洞穴アリ，共土地ハ皆賭租石質ノ物二係ル，今嗣山ヲ

八級二分ツ。J
　　　　

この八級を一括すると

1
2
3
4
5
6
7
8

「雫中・

浜二輸タリ，後千年所ヲ経漸ク増長メ，一阜洲ヲ為ス，亜弗利加大沙海ノ如キ処ナリ，共地二偉獣骨又

ハ「マムモウト獣，甲獣骸ヲ出シ，或ハ草木五殻ヲ餐フペキー租ノ土ヲ産ス，典他土中二，賭租ヲ含蓄

シタル鉱金ヲ生ズ，則チ黄金，白銀，水銀，銅，鉄，錫，鉛，又ハ半金半石ノ物ヲ出ス，此簿ヲ出ス廊

ノ地一ナラズ，或ハ地ヲ堀ルコト僅ニメ，鉱金ヲ見ルモアリ，又至深a至ラザレバ得ガルモノアリ，或

ハ山卓ニテ見ルコトアリ，或ハ金銀及ビ鉄笥ノ凝塊ヲ得ルコトアリ，又ハ鉱金ヲ郷，処ヲ醇正トナサン

ガ為メニ，莫大ノ金銭ヲ費メ，反テ損亡ヲ為スコトモアリ……

と山の分類と金属鉱物の産出に触れている。箕作省吾の「坤輿図識Jならびに「補」はこの

当時の状勢の中で読まれた本で，吉田松蔭はこれを愛説したと伝えられている。舎密開宗は

化学の専門省であるので，箕作省吾の訳述は一般人に地理を通して地学を啓架したことにな

る。

古山…………………………委ク沙石

石灰山・…・……………・……偉形，獣骨，蜥蜴

ギブス山…………・……・・…ドロウフ石重丑
プ ロ

　
晶

ヤ　　ワンガ 1 ヤ

塩山………………・・……・…波羅泥亜，翁加里亜国二多シ

結腿土山（ケレート）……佛蘭西，英吉利国二多シ

石炭山　　　　　　　　材木ノ化成アリ，洪水前世界ノ遺物

カラメイン石

バサルト山……………・…・・バサルト石重丑積堆，火山ノ噴火ロヨリシテ此石ヲ吐出シ

　　　　　　　　　　　　山阜メナリタルナラン

是ハ大洪水後ノ物ニメ，即チ高山ヨリ大洋二河水ヲ流出スルトキ，其水二沙土ヲ交ヘテ此ヲ海

　2－5　佐久間象山と地学

1829文政12年，シーボルトが帰国を命ぜられてから，外国船がしばしば接岸して対外的な

問題の発生が多くなっ元。一方，幕府は長崎のオランダ商館を通じて，東アジアの国際状勢

に関する情報を入手した。とりわけ，イギリスの対清国侵憲（アヘン戦争1840－42天保13年）

後のわが国への影響と，現に南下政策をとってきたロシアの樺太，干島列島の占処に対する

対応策に幕府は苦慮した。この結果，沿岸防衛が重視され，これに伴って西洋砲術の移植と



わが国の19世紀における近代地学思想の伝播とその萌芽 29

砲の製作が急務となり，蘭書の購入，蘭語熱が盛んになった。この時になって，医者，本草

家，天文方などの独占物であった蘭学は，次第に武士階層に拡りはじめた。また，蘭学者高

野長英，渡辺華山など開明的な人物による幕府制度批判，あるいは，富国強兵のための知識，

技術導入の行動が時の幕府当事者に忌避され，いわゆる蛮社の獄（1839天保10年）が発生し

たため，蘭学は一時統制される状況となった。この時，厚生新編の訳述にあたっていた小関

三英は自殺した。

　佐久間象山（1811文化8年一64元治元年）は信州松代藩士で青年時代は朱子学を学び，その

頃の象山の心境を師佐藤一斎の「遺墨に題すJの一篇に「余少時師事一斎先生。漉掃門塙爾

歳。頗承愛育。……但先生主張王学。不好窮理。余則専承當程朱之規。以窮天地万物之理。

為斯学起手……」（注王学は王陽明）と述べている。1842天保13年，象山は江川太郎左衛門

に入門し砲術を学び，海防策について藩主に上書した。1844弘化元年，上述の厚生新編の原

書であるオランダ百科全書シヨメールを藩で購入してもらい，自らは蘭学の達人でシーボル

トとも交友のあった黒川良庵について，カステレーン著の土性論をテキストとして，蘭語を

習得しながらシヨメールを読みはじめた。シヨメールの自然科学の説明事項は朱子学と矛盾

するものでない，との結論に達して，「東洋道徳。西洋芸術。精粗不遺。表裏兼該。因以沢

民物報国報。．と述べ，生来興味をもっていた易経と西洋科学との融合を試みた。また象山

は石に対して関心をもっており，次の一文はこのことをよく示している。

　「余性好石。少時衰奇数十種。列之庭皆。實之几案。朝夕相対以爲娯玩。然但第其流品。賞共塊奇而

己。泊中年読洋籍鳥石学。頗知石理。今則即石而窺造化之源突……。J
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　

　1844弘化元年，象山は松代藩の利用掛に任命されて藩内の物産開発に従事した。そして藩老に「興利

蕨幣目安書」を提出し，その害中に，1．鉄鉱　1．青御影石　1．根山硫黄　1．角間川蝋石　1．結麗土

1，ゲィプス石膏　1．馨石について記載している。また1847弘化4年より1849嘉永2年かけて魚野川上

流にある笠嶽，沓野村に出張して，銅，鉛，亜鉛の鉱石を鑑定するとともに鉱床の探査を試みた。象山

の残した「踏野日記」の一節を挙げると，

　嘉永元年戊申6月18日晴61度……前略……辛うじて魚野川の南涯に上るこ㌧にて午飯し崖に従ひ行く

事23丁南崖皆碑石なるを見る（碑石は諸金鉱を含む石なり）布池より此に來る間往々此石に似る者あり
　　　　　　　　　　　
されども皆粗也こ、に至りて石質甚だ美にして必ず金鉱を含むべく瓜はるs故心付て行くほどに石鉢に

裂紋あり租々の異色なるものあり即ち砿なりVbて鉄鎚を呼び打砕かせる見るに亜鉛中に銀を含むものに

似たり……西一丁余り隔りたる慮に石中まれまれに鉛鉱ありこ～には砿條（俗にいふ樋筋）見えざれば

多く採り難し……何れ山も鉱條をあらはに外に発するは疎也こsもやs深く掘り入りなば砿條あるべし

此日は砿石を取らせて……小屋作らせて其内に息む……J「19日晴朝61度……大略……此慮より出る光

る石を見て銅なりと上に乞うて掘試みし所なりといふ某此辺の山形と石質とを考ふるに銅砿など出ぱす

べき所にあらねば自分はゆかず試に六右衛門と助次郎とを遣して其石を拾はしむ暫くして数塊を持来る

果して鉄硫黄の化したるものにして銅など＆「つべきものにあらず但熾きて緑糞を製すべきのみ世に物産
　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の事開けざるより杜撰の徒土地の形勢を詳にせず砿石の性分をも辮へずわずかに光気ある沙石を見ては

銀なり銅なりといひて是をもて多くの利を得むと謀りて御て自の財をも喪ひ人の宝をも費すこと世にい

くばくなるをしらず嘆くべき事也……．　「24日晴査87度……前略……　1．西洋の灘法をもて取らせたる

砿石を試む一凡そ砿類を試むるに燥澱の爾法あり燥法は火を用ひ渥法は種々の水液を加へて試むる事

なり一砿中果して銀ありJ

「25日晴朝74度　1．本郷の社地に詣り山を祭るその文に云く鞘野之山。其最高者。日岩管。次之日横手。
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日大倉……中略……啓一象山の名一去歳迫佐野笠嶽之麓。観其山脈与石性。以知藪山爲天下第≡二中。

一
按泰西説凡天下之山五等以碑石成者爲第7。蓋地球始成時之硬皮也・如第一山而諸蔵砿者爲箏」子・

有海物遺骨者爲第．手・沙土混成箏甲・火山爲箏手　　而蔵諸鉱・廼以今弦6月13日・出干h野。遇雨IE

3日間。寮乃1’1入111・升嶺　ヒ州1午奏1瓢1村名　過布地。渓渓lliiド。1811果得諸金之鉱於魚野川南崖・所

出甚広。當大利j：公也，，・…・・iii略・・…・遽人其中者。之ll∫辮識東1几i。労啓（象山の名）人li1僅2日。輔得

’s：所求。∵え独啓之力哉。抑亦神之嬢也。之可不報。……、

　「7月2HHIii－，1芝841隻

　1．砿中コバルト　ー花紺1？に製するもの　　はなきかと蓬砂と合せ焼き試みこれなし」

この踏野H記による象山の探査態度は，近代地学者と全く変るところなく，また鉱石の鑑定の

ための試薬の携行もしている，，柚hによる山の分類ほ官訳の厚生新和Hlの中には見当らず，宇

田川棺庵，箕作省吾の訳述、1糾1の相山の分類より精しくなっている。この象山の探鉱記録は

洋lllの記述を身を以て実地に応川した最初の人であり，象山は現在いわれている鉱山地質学

の開拓者といっても過言ではない。象山が第11hと断定した地区は現在の野反湖北方の魚野

川1：流の鉱化作川を受けた閃緑岩質の岩体で，その中に銅，鉛，亜鉛の鉱脈が認められる・

　このように，西洋地学思想を取り入れて，実践に移し，開物成務に志した象山はこの調査

以降，国内，外の緊迫した時流に対処するため，大砲鋳造，対外政策に熱中して，相Ih，山

rt
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踏野日記（頒坑略図）佐久間象山
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1848嘉ノ｝く元年（本文・図ともに象III全集大iE9年より引川）
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物の学から遊離してしまった。

　象山の石に関する2，3の文を挙げて，かれの地学に対する関心を偲んでみることにする。

　記化石

松代西北山中有錨村。其地往往出化石。大2寸半。状扁円。有擶円労更扁者。……土人以亀石呼之。然

非亀之所化也。余細視之。……中略……其爲介虫所化則無可疑。第不可識其名耳。或日。此海星也。余

謂不然。海星洋人所名。漢謂之陽遂足。其状5出如手焉。……李時珍本草綱目。以陽逐足注於海燕條下。

蓋以爲一物。亦誤突。……中略……按西説～天下之山。凡7等。其第三等者。往往出海物遺骨。皆前世

界物。多異於今日所在。而山石之質5種。其一日灰白閥結。今化石所含。即此。則是爲前世界者無疑夷。

凡海物遺骨。其在火山者。焼爲灰。遇硫酸者。解爲土。今輩物沈薯璽論没於山石之間。不知幾千百年。不

爲火脈所侵。硫酸所殿。而偶爲好事者所得。既足珍也。好事者得之。以資於窮理。観玩摩之際。輻心往

干遂古之初。地天始成。人類未生之前。不足珍也欺。文稿　28頁

この文章でほ天下之山。凡7等……となり轄野日記の天下之山5等に較べて年の経過と共に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　

智識を新しくしていることに注目したい。

査石践　文稿　74頁　（安政4年頃）（1857年）

石豊易言哉。今夫山生草木。育禽獣。興宝蔵焉。而語其質則石也。非惟山爲然。錐大地之包五州而有余。

振泊海而無洩。其実又石也。金銀宝玉則精其質者也。瀦璽丹青則麗其色者也。沙礫土泥塵塩則出於其破

砕磨盈之余者也。固又不外干石也。故挙石則大地之事畢先其不易言不亦宜乎。然論其卸之所成。則不

出於水火二端焉。成於水者其質葉。成於火者其質粒。以是辮之～天下之石可鑑突。……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

読宋氏宇宙記　壬子　（嘉永5年）（1852年）

余師陶慮士読山海経詩。喜其沖澹深粋。遽然有自得之意。然亦憾其所云終宇宙者。止於山海経穆天子伝
　　　　　　　コ　　　　　　
慌惚怪苛之説也。……中略……窮欲救此弊以酉洋寒馴孝，言久突。偶得独乙人牢畢爾氏所著宇宙記而読之。

……
中略……無二不㎜其幽而探其蹟。眞可謂綜括宇宙。終始古今者。余甚樂焉。……其9　摩亭庫冬挙。

水火互相磨。磨澱千万祀。或化泥与沙。我有興律緯。精巧輿人嵯。持此照石翠。燦灼似春飽。燥灘異其

観。粒葉発人多。把石相山質。貧富誰敢詫。宝蔵従罷閨。山霊如予何。（注宋墨爾゜ソンメル　祀は年）

象山は蝦爽開拓に漕目していた。そして門人小林虎三郎より象山に宛てた安政5年頃の書信

に「……蝦爽開拓之義に付先便愚考御伺申上候慮尊意識縷々被仰聞誠に庸見之所窺及に無座

深く奉敬服候此際に至り候ても開拓端緒も著しく不相見候点子慨噴之至奉存候昨年中填学御

究め之爲種々石質を御吟味被遊宋氏之説を御用被遊候て一表を御作被爲在初学之爲に補ひ可

有御座健旨被仰聞健羨之至奉存候……の文中」に填学という言葉と象山が承育のために地質

の・一表を作成していたことを物語っている。この頃は地理のことも一般に地学と呼ばれてい

た。青地林宗の気海観瀾（1825文政8年）の序に「芸術家各其の家言あり。即ち其の科目の

詞，星学，地学，医や数や，先輩往々之を訳す。理科の如きは，諸家の兼通・共学する所な
　　　　　　む　　　　
り……」に地学といふ言葉が出ている。

第3章　19世紀後半における地学思想の受容　一1一

3－1　蘭方医術の隆盛とその基礎学の翻訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

蛮社の獄（183／天保10年）を契機として，幕府は蘭学の統制を行なった。．これは警世的知
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識人，進歩的蘭学者いわゆる開明派に属する人々にたいして取られた乎段であった。従来通

りの単なる保守的な天文，地理，医術の関係者は統制へ影響を受けることは少なかった。一

般蘭医の間では，此際むしろ医聾ならびに基礎学の書物を翻訳することに努めた。シーボル

ト来日以降，閑方医術は旧来の漢方医術との間に多少の抗争はあったが，実際の治療実績で

その名声は高まる一方であった。このため蘭医を志盟する者が増加し，それに伴い蘭学塾が

各地におこり，塾で使用する蘭学関係の書物の需要が伸びはじめた。

　三田藩医川本幸民（1809頃一1868年）は1851鐵永4年，気海観瀾広義を訳述刊行した。本

書の内容はその凡例に，「1．Ptヒシカ」は和蘭にこれをeナチュールキユンデaと云ひ，先

哲訳して理学と云ふ。天地万物の理を窮むるの学にして，上は日月星辰より，下は動植金石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に至るまで，典性理を論弁して，一も残す所なし。此学たるや，譜芸百工の源にして，千百

の事物，須奥も此理を離るべからず。……西学も亦日に隆興して，訳述する所の者頗る多し

と難も，大率方薬治療の欝のみにして，基本源を説く者鮮し。……医をなす者は，先づ此者

7ヒシカaに就て，万有の理を窮め，次に彼の「ヒシヨロギー、を詳にし，而して後rバト

ロギーa原病学に入るべし。……」とあるように医学修15に至る基礎学科で現在の物理を主

として訳述したものであった。幸民の「気海観瀾広義Jの刊行される以前，1825文政8年に

天文台訳貝の青地林宗は「気海観瀾」を翻訳した。林宗は和蘭人ボイス氏の著「アルゲメー

ネ・ナチュールキュンヂフ・スコールブークJを訳し，これを「格物綜凡Jと題した。この

うちから気性を説く章を抄して漫に気海観瀾の字を題したと林宗は述べている。本書は物則

の学である理科の一斑を示したもので，物理を主に化学を従とした当時の理科ないし理学の

内容であり，林宗の著した本害は物理書としてのわが国の先駆であった。また，化学部門で

は宇田川楮庵の「舎密開宗Jがこれに続くものであった。幸昆は林宗の「気海観瀾Jに述べ

られていない「格物綜凡Jの部分を訳述して気海瀾広義という轡名にしたのだと＊三枝博音

は推定している。原省は格物綜凡に使用したボイスの轡以外にボイスの「ホルクスナチュー

ルギュンデ」と「イスホルヂングJの医科必説格物轡も含まれた。幸民は，坪井僑道（誠軒）

の門で蘭学を学び，後に林宗とは岳父関係になり，信道とほ義兄弟となった。米使ペリー来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　ンメル日による開国後は蕃省取所教授になった。幸民の＊＊訳述目録に「松木耳氏地球理説一地皮論

2，流面論2－4冊」の記載があるが川本裕司氏によれば，1923年の関東大震災で焼失した。

地皮の意味は当時地殻のことであり，地質の記述であったと考えられる。　気海観瀾広義、

の巻3の三有の項に地学に関する記述があるので別記した。

　1856安政3年，広瀬元恭訳「理学提要Jが上梓された。本轡の題言に「西洋医家の子弟を

教ilする，先づ学科を立つ。一に日く，寒翠，二に日く，解体，三に日く，生理，四に日く，

病理，五に日く薬性，六に日く，舎密，七に曰く，古賢の経験。此の七科を立て，……中略

……究理の学は，先づ其の構成造立の理を明にするなり。……中略……西洋医学は理科を以

て之を先と為し，細かに鬼神の幽頗を探り，深く造化の妙用を究め，日月星辰の大なるより

草木傘石の小に至るまで，測度分析せざることなし。Jと述べているように本聾の内容は1

之巻は大気，2之巻は水，3之巻は土，と分類して自然科学へ基礎知識を訳述したもので，

＊三技博音：日本科学古典全晋

整川本裕司：川本幸民．



わが国の19世紀における近代地学思想の伝播とその萌芽 33

　　　　　　　　　　　　　ング　　　　　　　　　　スホルチ　　　　　　　　　イ原書は独逸の＊＊＊伊斯福爾陳屈著す所の理科書を以て明記されている。広瀬元恭（1820文政

3年一70明治3年）は医師で，坪井信道について蘭方医術を修め，また緒方洪庵の塾に遊学

した後京都で医業を開いた。

　この2人の著述にみられるように，この時代になると，中国思想を加味することなく，格

物究理が理科ないし理学と呼ばれ，しかも医学へ蕊礎学として履修しなければならない自然

科学の入門書となった。理科は物理学を主とし，化学を従とする流れのうちに地学思想が織

り込まれ，学習者の西洋の地に対する認識を普及することに役立った。

　川本幸民，広瀬元恭が医者として物理学の・一環として地学関係を包含して訳したが，黒田

藩士で蘭学者であり，勝海舟の師である永井則は，1850嘉永3年，「泰西三才正蒙」を訳し，．

地理書中の山脈の項に地学の訳述がある。内容は前述の箕作省吾の坤輿図識補とほぼ同じで

あるが，訳語の違いやバサルトの成因論争を載せているので，ここに補充しておく。

　氣海観瀾広義　巻3　三田　川本硲幸民訳述（日本科学古典全書より引用48－64頁）

　三有

凡万物分之則鳥二。日有機体。日無機体。有機分爲二。日動物。日植物。無機則＊＊十物也。此日三有。

……
無機体一名山物。非類是也。同質相聚。自外襲成。不如有機体之資養於内也。

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　
山物中水銀，土油を除けば，皆硬固体なり。然るに此硬固なる物，亦始は流体なりしこ．と疑なし。夫れ

地球の半径を6000分して，其一分を単卑とす。＊「？’Z　’？　J石のある所是なり。蓋し「vッツJ石は其始

め地球創成の時は流体にして，諸物溶化し流るる者の中に含みたる山物の漸徐に沈降して成れる者なり。

故に地上の諸石土金属も，其初めは溶流せし物なるが，其漸く沈降するに当りて，舎密機性を以て，諸

般の土石，同類相聚まり，互に連繋して山鍵及び地脈を生じ，以て地皮をなすなるぺし。故に山の如き

も其初成の状を以て，分かちて2大部となす。共1は卿帥なり。地球と其始を同じうす。未だ曽て変

乱せす。多く「ガラニートJを有す。動植未生の前に成る。「ロッツ」山，脈山是なり6「ガラニートJ，

は「ロッツ、石集結する者にして，これを天然の「カルキ」石とす。其2は晩塵中なり。動植己に生ず

る後に成る。筏山（フロツー）及び水を以て包裏したる土級を云ふ。……中略……地球創成の．時，最初

に沈澱したる者は「ロッツ、山にして，晩成山の礎となる。「ロッツJ山に次ぎて生ずる者は雌中にし

て，重畳すること鱗状の如く而して其離匹し。其後大地の変動に由りて其段錯乱す。此段は原始山に接

し，其中襲裂あり。異種の石類，共際に満ち，諸土類，金銀鉛錫鉄等を混ずる者亦ここにあり。故に

金類を掘るの坑を造る。此山，動植未生の前に成れるを知る者は，動植の化石あるを見ざれぱなり。筏

山は平扁にして高低決ること波濤の如し。其質類を異にする者，互に重畳す。其表面に「ケレイJ及び

園土を被ふ。其石は砂，「レイn「マルメル、類なり。共脈山と異なる者は，方今未だ詳ならざる有機体

の化石を含む。……中略……又高山・中山・丘岡の3に分かつ……而して高山の上に中山を生ずること

あり。丘岡に2あり。其1は粗大な砂石，「レイJ石等より成ること平地に於けるが如し。其2は石灰

と園土，若乾砂互に重屈し成る。……前世界とは今世界の前を指す。「毛モス」’の「べ4ベル」書中に

洪水の事を記して，動植皆死し，……地皮を検するに，曽で1回大変ありしこと凝なし。其時地球め内

質破綻し，海底に積堆して，山及平地となり，平地は陥没して水汎流し，海底となりしなり。此変乱の

前を指して，前世界と云ふ。……噴火山あり。1　・・．・…山物を分力・ちて，石・’土・塩・可燃物・金属洞火山

”＊＊室J．N．　Isfoldihg：Natuurkundig　Handboek　voor　Leevingen　in　de　Heelen　Geneeskind6　　・’t－

　＊佐久閥象山は碑石と訳した漢音ロツ石を転し落すの意同音諮を使用した。　　　　　　　　＿

　＊＊鉱に同じ
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の燃素等となす。石類数品あり。……

理学提要巻之3　原文は漢文（日本科学古典全沓より引用112－138頁）

　　　日本　甲陽　　広瀬元恭礼郷纂述

土

五大洲　本山　中山　噴火山擬造法　地震假作法　山物，水との比例

地球は天躰中の一小点なり，而して水其の二に居り，土典の一に居る。彼の之れを亜爾姪アールデと醐

ふは，即ち地なり，土なり。衆質を聚合して成る者，之れを地と珊ふ。其の諮質異種の者を分ちて，之

れを土と珊ふ。地と土と共の挫用も亦異なり。塘学は則ち地を以て天躰中の一物と為となし，其の大小，

形状，経練の度分，及び太陽を周施するの巡と，四時の変吏とを考究する者，処れなり。而して之れを

天学に属す。故に今附ぜず。キ学は則ち土を以て一種の実k‘一一一水を以て第一の央索と為す。土之れに

次ぐ。一と為し，其の内突及変化と固有のVk川とを服知する者，処れなり。今特に附説して以て学者

に便す。……中略……

　凡そ山の類を異にするは，共の基礎を為す所以の土石，各租同じからざるに山るなり。之れを別って

3と為す。曰く，本山又日く旧山又日く祖山。日く，中山又日く新山又曰く副山。日く，阜丘又曰く季

山。本山なる者は高峻空を凌ぎ，……中略……其の典台を地球に同じくして，未だ変化を受けずして今日

に至る。其の躰爽，多く一種の至剛石，’瓦刺尼多（ガラニート）の如き者を嚥舎す。（高山・中山・阜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　
丘については気海観瀾広義の項と同様）……中略……日く，無機性躰。万有皆具ふるの力を具ふる者是

なり・山物独り之れに属す。……中やは・共の躰面上，別に一面を添へ，襲増して以て其の形を為す。

……山物なる者は，土石塩及び可燃質，諮金属，火山質，是れなり。土石に9種有り。

其の1つに日く，吉査爾土キイセル即ち瑳土，硝子様土，一名は糧米土。是れなり。水品，石英土，阿

　厄型土ヲニキス，阿巴亜爾アパアール，……

其の2に日く，日爾箇温土シルコーン……

其の3に日く，篤翁土トヲーン，即ち明磐土……

共の4に日く，苔爾苦土タルク，……

其の5に日く，石灰土，炭酸加爾基，……

共の6に日く，（欠く）

共の7に日く，斯多命知安土ストロンチアン，……

共の8に日く，重土，炭酸皿土，……

共の9に日く，業綿孤徳別爾佃斯多弗ゲメングデペルクストフ，又日く，瓦刺尼多（ガラニート）混合

　山質の義なり。欧爾度疎把多ヘルドスパート，苦和爾都クハルツ，義林鮎爾キリンメルに由って，而

　して成る者，是なり。……

金属は皆土石，硫黄，及び砒石等を爽雑し，未だ純なる者有らず。之れを鉱金と言11ふ。而して鍛練して

以て爽雑物を去れぱ，則ち以て純と為す可し。……

山物の成分，性味と分析集合の騨かなるとは，皆舎密の学に属す。……

　泰西三才正藻（7冊）＊永井　則　嘉永3年（1850）

　山詠

地球ハ，原ト海水二蔽寒セラレシコト扱然タリ，上古地始テ結ブトキ，水晶質ノ物下凝シ，濡気漸グ乾

＊筑前黒藩士蘭学者
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燥シテ，一種ノ地核ヲ成ス即チ第一級，基山ト稻スル者是ナリ，此基山中，初成山ト次生山トノ別アリ，

初生山ハ其質稠密ニシテ筋理砺片ナク，中チ又分テ三等トス，日大理石，日赤大理石，日初生石灰山是
　　　　　　　　　　　　　＋aアルツ　　　　　　　　　゜：kツバト
ナリ，三等ノ内第一等大理石ハ寧1軍卑都石ト密運シテ成リ・第ニハ翠卑都甲孝石ト混滑シテ成リ・第三

ギリムメNハ及里謹黙児石ヨリ成テ遂二蔓術スル者ナリ
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　シ　や　ス　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ　ル　ク　　　　　　　　　　　タ　ヲ　プ　　　　ゲ　ネ　イ
次生山ハ業浬乙石及ヒ扶吉斯多石ノ葉状二組織セシモノ，内二答児屈石蛇石井二多羅布石ヲ雑へ成テ，

夫ヨリ初生山上二横バリ，恰モ地上ノ筋骨ヲナス，此基山ニハ何レモ動植二物ノ遺跡ナシ，一種新二基

山ト次山ノ中間二突起シ，其尖頂ヲ埋覆シテ擶円ヲ鳥シ，或ハ周囲ヨリ噴発セシ火力二因テ山勢ヲ変ゼ

シ者アリ之ヲ移山ト名ク，第二級山ノ物トハ全ク異也，第二級山ハ蕃山ノ後チニ生スルヲ以テ次山ト名

ク亦歴代見ザル所ノ機生族或ハ介殻ヲ存ス，蓋地ヲ掩フ海水漸ク底降シテ，始テ今ノ地球ノ状態ヲ得シ

バ第二級山ヲ生ゼシ前後ナルカ詳ニスベカラズ，今嶺上二往々介殻ヲ見ルハ，是必大洪水ノ致ス所ナラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ　プ　ス
ンカ……中略……今次山ノ砺成ヲ分テ八等トス，其一沙石　其二石灰岩　共三及布斯白土ノ各　其四塩

）tサ　勘　ト

山　第五結麗土　其六石炭　其七加羅黙印石　其八球極璽冬石ヨリ成テ　此質ヲ論ズルニ諸家ノ説紛々

トシテ定確セズ　或ハ水中二出ルモノナリト云ヒ，或ハ往々火山近傍二在レバ，火坑ノ墳出スル所ト云

ヒ，或ハ両説相半スル者アリ，何レカ是ナルヲ知ラズ　然ルニ抜撒爾多石ノ質タル自然ノ苛景ヲ成ス

……
中略……第三級ノ山ハ第四ノ火山ヲ合セ総稻シテ贅中　一名浮山ト云　基山ノ氷雪融解シテ山中ノ

沙石ト交リ流レ噴原若クハ瀕渚海底ヲ埋メ　沙漠阜洲ヲ造起セシナリ……以下略す

　3－2　軍事科学と地学の発芽

　1844弘化元年，オランダ国王より幕府に開国の勧告書が寄せられた頃から，外国の諸勢力

のわが国への接近がとくに活発になった。鎖国政策を堅持する幕府はオランダの勧告を拒否

する一方，諸藩に命じて沿岸の防備を強化した。防備強化の手段は，外国船に対抗できる大

砲を必要とした。このためには鉄製砲身の鋳造技術を研究することが焦眉の急務であった。

　西日本では長崎警備の任を預っていた佐賀藩は蘭人ヒュゲェニン著「鉄煩鋳造篇」を頼り

に佐賀に反射炉を造り，1850嘉永3年より鋳造を開始し，幾度かの失敗を重ねながら2年後

の1852嘉永5年，わが国最初の洋式鉄製砲の鋳造に成功した。この当時，反射炉は，鹿児島，

伊豆韮山，水戸などに築造された。大砲鋳造の原書であるヒュゲェニン著「ゲシキュットギ

イテレイJは手塚謙造や，杉谷雍介らによって別個に翻訳されていた。手塚の訳本「西洋鉄

煩鋳造篇」は1850嘉永3年，杉谷の「鉄煩全書Jもほぼ同じ頃に訳された。とくに杉谷は翻

訳だけでなく，自藩である佐賀での鋳造に技術指導をおこなったことは有名である。水戸の

反射炉建設に参画した南部藩士大島高任はこれらの翻訳者らと深い関係を結んでいた。鉄の

冶金を成功させるには，これに好ましい原材料を吟味することは論をまたない。先づ挙げら

れるのが耐火煉瓦で，次にこれら製造のための粘土，石炭，鉄鉱石，鋳物砂等を獲得するた

め，地学的知識と探索する方法の必要性に迫まられた。幸いにも「西洋鉄煩鋳造篇には粘土，

石炭，鉄鉱石，砂などに関する地学的記述がなされていたため，鉄冶金技術は勿論のこと，

原材料の面から，この作業の関係者に地学的認識を啓蒙した。本書の内容の一部を「日本科

学古典全害第9巻」から引用すると，西洋鉄煩鋳造篇巻之1に「古へ製造せる銃砲の悪き所

以は，鉄工租々タ）鉢鉢璽輩を知らず……Jと述べ・巻之2にて鉱鉄を録すと1章を設けて鉱

鉄石の詳しい記載があるのでその要点を抜粋すると

　0金類の中に於て地球上に最も多きものは鉄なり。山物。鉱水・草木の灰中より人畜の血中に至るま

で，壷く之を含まざるものあることなし。然れども生鉄一生鉄は更に他の雑物を含まざるものを云ふ一
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を得ることは甚だ稀なり。……O鉱鉄は地中にて他物と混じ，常に己れの親和力を以て火気及び土中の

水質より好みて酸素を引き，全く酸化鉄と成らざるものは殆んど稀なり。……O此の如き石或は泥の類，

多く酸化鉄を舎むものあり。此を鉱鉄と名づけ，又此の鉱鉄の多き地を鉄坑と名く。而して鉱鉄に3種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の別あり。団よりして他処に転ずることなく一処に出るものあり。之を固山鉄と云ひ，当て出ざるの地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
に他処より移り来り俄々に出るものあり。之を移来鉄と云ひ，又潮水などに洗ひ出されるSものあり。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
之を洗出鉄と云ふ。此の固出鉄は他に転することなし。故に地球の出で来りし後は甚だ少なからん。共
　　　　　　　　　　　　　

の他の両種は火山の燃へ出るに因り，或は潮水大に濃る簿に因て他』起に移り，或は洗ひ山さる、なり。

謙（著者）按ずるに両種は大に同じうして少しく異なり。一この部分の杉谷の鉄煩全欝では一（鎮坑

分ちて2となす，日くru且坑，日く季坑，是なり。駈坑は曲て一変の形勢なく蓋し開開の始より臓存せる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
者を云ひ，季坑は火山噴鮫の暴勢にて所在を転ずる者，洪水掃蕩の地より多少濯き楡り相聚る者を云ふ。
　　　　　　　　　　　　

…… jii　1坑の鉱銚は瓦蝋泥多石，苦滑子石，又古来嚴存せる岩石の騨を横め或は片段をなして岩石の間に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平布す。）一（注：憩・季の地質時代区分は箕作省吾が坤輿図戯補中に述べている。）

O固出鉄は移來鉄に比すれば酸化すること少くして他物を混ぜず，甚だ消浬なり。偶々混ずること有る

も，唯僅々たるマンガンのみ。

O移來鉄は共の移り来らざる始の地の石或は木の類を含み，加之土質様の種々のものを含めり。就中燐

酸鉄，炭素鉄，硫鉄，アルセニツキー砒銚一瓠尤も多し。

O「スウェーデンJ及び「ドレトユランドJ共に国名より出す鉱鉄は「ケレーa一粘土一，欝土，「キー

セル」一珪土一，石灰石，炭素螂を含めり。是の故に其の質軟柔にして粘稠力を備へ，皿つ堅剛にして

灰色を帯ぷ。之を尤も上品とす。……

O区別　第1　結じζ様のもの一結品状鉱鉄一第2　大小の塊となるもの一不整形鋏塊一第3

砂鉄　第4　浅黄にて灰色なるもの　第5　茶褐色にして織色を帯るもの。……

O形状　第1の類　其の色灰白にして無色を帯び，金類の光沢ありて，共の性能く磁石に引かれ，而し

て磁石も亦此の類に属す。……

O混物　凡そ一第1～3類一百分の鉱鉄の中には，44分より95分の酸化鉄を含み，且つ2分より2

分半の「キーセルアールデ」を含み，加之多くの凡土」響土一及び「カルキJ一加爾基一を含めり。然

れども是は甚だ少皿なり。……

巻之5　型を作るに適血なる砂及び結麗土を録の単に　諦種の紬雌土及び砂の類は並く共の用に供すべ

きに非ず，就中之に緊要なるの類あり。即ち之に用ふる結脆土は，火力及び日光に山って乾燥するも収

縮せざるものを撰ぷべし。……砂型は之に反して甚だ枯稠力を佛ふるものを要すべし。……

O結腿土の成分は元来「アロィンアールデ」一雛土一，及び「キーセルアールデ」一珪一の2物なり。故

に結麗土を粘稠にして皿柔軟ならしむるものは此の「アロインアールデJに由る。又其甚だしき粘稠を

制止す「キーセルアールデ」に由る。……純梓なるものイiることなし。多くは皆下条の挙ぐるものを混

合す。第1，鉄の酸化するもの　第2，炭酸灰　第3，硫酸鰹　第4，塩酸ソーダー　as　5，少Elの雲

冊土（タルキアールデ）一苦土一，一　　一中は杉谷の鉄煩企樽の訳を示す。鉄鉱石の吟味探索の状況

を示す記録が佐久悶貞介の反射炉製造秘記の中に記戟されている。それは南部釜石鉄山に精通していた

大鋳高任が水戸藩の製鉄作業に協力していたとき，上州から送られた鉱石見本を鑑定したものである。

　上州甘楽郡小坂村より出産。（日本古典科学全岱第13巻34頁）

　鉄鉱之儀に付大塒惣左衛門岱山之面榔。

1　此鉄鉱は天地開聞以前より有之候祀山，又は始山と申唱候賭山より産出する所の，磁石様鉄鉱マク
　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ネットエーセルステーンに相違有之間敷と奉存候。磁石様鉄鉱は瓢山より産候庸鉄鉱中，尤上笛之物に

御座候。此鉄鉱中，鉛気，銅気又は硫黄気簿之況合物無御座候得は，処より製候鋳鉄，尤純梓にして大

炮等鋳立候に血敷可有之と奉存候。ズウヱーデン国，ノーウエー’ゲン国，ロシア国笥においては，此等
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の鉄鉱より鉄を製鉄故，典品位諸国に冠たる由に奉存候。以上。正月17日（1856安政3年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・大島惣左衛門（高任）

．3－3．米使ペリー提督と地質調査

　幕府がオランダ国王の開国勧告を拒否した1845弘化2年以降，わが国の周辺はイギリス，

フランスはじめPシヤ，アメリカ船の出入が多くなり，とくにロシヤ，アメリカの通商請求，

沿岸測量の実施などのため緊張状態が続いた。一方国内ではこれに対する対抗手段として蘭

書による軍事科学技術の振興，とくに洋式銃砲の製造整備におわれていた。1853嘉永6年，

来日した米使ペリー提督＊は翌1854安政元年，日米和親（神奈川）条約を締結した。この事

件以来，幕府は逐次関係諸国と和親条約を締結して，正式に開国に踏み切り新しい時代を迎

えた。ペリーの来日は極めて周到な準備のもとに実行され，彼の「日本遠征記Jl》によると，

地学関係の日本に関する知識はケンペル，ツンベルグ，とくにシーボルトによる出版物から

得ていた。シーボルト事件を惹起した問題の伊能忠敬の日本図は，ペリーによって逆に利用

されていた。アメリカの自然科学者2）らは未知の国日本の地質などを探究したい願望があり，

政府もまた専門家を参加させる意向であったが，ペリ．一は遠征隊の目的3｝が科学上のもので

はなく，海軍上外交上のものであるとの理由で専門家の乗艦を拒否した。しかしペリーは一

定の科学上の名声を有している海軍士官がおこなう科学的観察と研究とを愛育すると宣言し

て調査活動を認めた。とくに太平洋横断のため欠くことのできぬ燃料一文明4）の偉大な鉱

物的能因たる石炭に対する調査一を重視した。この遠征中，地質調査部門を担当したのは

主査の牧師ジョーンズと軍医のファースであった。ペリーは訪日に先立って，琉球那覇を艦

隊の泊地にし，・ジョーンズ牧師らによって島内の地質探索を実施した。その報告の一部を紹

介すると，「那覇より北に行けば，普通の粘土質の露出岩を見る。或は密質なるものにして

或は泥板岩質なり。甚だ注目すべきは第二紀石灰岩の岩脈又は隆起層によりてここかしこ横

断せられ居り。余等がバロウ湾に達したる時粘土質岩は断絶して，その後に続きて滑石様粘

板岩あり。されどその中よりは，前と同じき石灰岩脈が露出し居れり。余等が到着したる最

北点，即ち同島西側にして那覇の北42哩と称せらるる名嘉真村に於て，吾々はそこばくの高

さの丘となって聲ゆる花醐岩に達したれども，極めて軟質にして斧にて容易に切るを得べ

し。……中略……滑石様粘板岩は南10度西の走向を有し，且つ西に60度西に角度を有せり。

それには石英その他の無関係なる硬質の諸成分混入し，鋭き鋸状の断崖となりて……」5）

と述べている。ジョーンズ＊＊の正式の報告中では花嵩岩は片麻岩を貫いたものであり，また

那覇の北方62哩付近には石炭を伴うと考えられる渥青質の黒色泥板岩の露顕を認めて，今後

良質の石炭の発見をすることを期待していると述べている。その後ペリーは小笠原の探険を

試みた。地質的探索をおこなった軍医ファースはピール島一父島一の地質7）について「同

島が火山から生じたものたることは，古い火口が存在することによって明瞭であらた。杏仁

岩と緑岩とを混へている玄武岩は，丘の中で最も高い峯々の基礎をなすのであるが，同時に

＊Commanders　M．　C．　Lerry

＊＊Rev．　George　Johnes，　Chaplain：Report　ona　geological　exploration　of　Lew　Chew　1854，　February

1）ペルリ提督：日本遠征記土屋喬雄・玉城確訳岩波文庫1973

2）同No．1．24頁　3）同No．1．233頁　4）同No．1．206頁　5）No．2．79頁　7）No．2．134頁
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同島の基礎をもなしているのであった。玄武岩質の岩盤が砂，溶津及び燃贋の地床を通って

いることも観察されたし，古い熔岩の層は海岸に沿うて散在して居り，他の数多の地帯には

又岩石の深部まで露出している所も在った。硫化水素瓦斯に普通な特徴たる強い臭気と味を

有する硫化泉が谷間から奔っているのを発見した。黄鉄鉱も多くの場所に豊富に所在してい

た。“7⊃と報告している。

　ペリーは小笠原から一且琉球に帰り，ここで艦隊を整えて訪日の途に上り江戸湾に入った。

わが国との外交交渉は来年まで持越となり，ペリーは再び琉球に帰り，琉球政府に貯炭所の

建設を認めさせたうえ，南支マカオに向け出発した。1854安政元年はじめ，4度琉球を経由

しわが国に向った。この時，ジョーンズらは上述の石炭に関する調査8｝に集中し，壇谷湾に

存在の可能性がある重大な事実を明らかにした。

　ペリーは3月，日米和親条約を締結鯛印後，開港した箱館に赴いた。この時もジョーンズ

は箱館の地質を観察した。その報告9）によると「この丘自身の地質学的特質は相当に興味が

ある。それは色々の花㈹岩，閃長岩から成る。その岩は一般に灰色であるが，但し往々赤色

の斑点があり，多少の差はあるけれども電気石の結品がその中にたくさん混っている。この

岩は先づ岬の南西側で或る地下の力によって二つに裂れて幅約20択の裂鯨をつぐり，その後

の隆起運動が起ってその隙間の一部分が岩質物で満された。この岩質物の種類は丘の地質に

似ているが電気石はなく，より柔い長石もなく，珊岩の性質を有している。この地点で，そ

の岩石の隙間から一つの砿泉が涌き出している。……aと述べている。このように，ペリー

艦隊所属の士官らによって，地質，石炭を探索する目的をもって調査を実施したことは，ア

メリカの一方的な地質調査とはいえ，わが国にとって最初の出米事であった。またペリーが

日米和親条約を締結した時，日本側応接係の老中内藤紀伊守信親（村上藩主）に贈物として

オーウェンのミネソタ州地質誌と地図が渡されたがこれについての日本側の反応記録は見当
　　　　　　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●

らない。

　さらに不確定ではあるが，消国で漢訳された地理全志もこの時の贈物であったとも伝えら

れている。解理余事の発刊年代は判然としないが，紀Zl9中に道光27年（弘化4年）－1847年一

を見出したので，恐らく成豊年代のものと考えられる。本欝は群細，かつ新しい地理繊であ

ったため，1859安政6年日本版が刊行されて明治初期まで多くの人々によって説まれた。と

くに本欝の地質論は，これまで確定した言葉がなかったわが国に地賀という文宇と概念を与

え，その生命は現在に至るまでに及んでいることを想起して，これを次に紹介する。

　＊地理全志下煽目録　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　

　巻1

　　地質脇

　　　地質志　地質略論　磐石陸海変遷疏　製石形質原始論附1図　毅石方位載物諭附1図　地宝豚絡

　　論附1図
　巻2

　　地勢論

8）No．3．106頁9）No．4．112頁

　Rev．　George　Johnes，　Chaplain：Description　of　a　mineral　spring　near　Hakodadj　1854．　Iune

＊日本版安政戊年5年（1858）塩谷世弘序を附す　出版：安政6年（1859）
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地理全志下編巻1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大英＊慕維廉輯課

　地質論’

　　地質志

夫地理者。分文質政三等。其政者。前志巳詳言之。今以質論。専指地内磐石形体位置。其中有飛潜動植
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

之　。陸海古今変遷。地面水土。支幹縣広。洋海流行。気化異象。盤人民生物草木之種類。謹将斯理考

察詳明。撮其大旨如左。

　　地質略論

究地質之学中土之人。固嘗言之夷。……本文第1章に引用した……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　磐石陸海変遷諭

磐石沙土等。質之在地面者。大率観之。排列無序。若無甚変易。細察之。皆有條下紫。亦由漸而遷。以
　　　　　　　　
此各地形勢。日久大有変易也。凡磐石難堅。以気掘風雨霜流水所侵蝕。分爲小石。其石在水。相劇更砕。

所砕之石。間有輕重。重者墜於河底。漸因河力。運徒他虜。輕者爲泥沙。蕩漂水中。流入湖海。而況干

其底。排列屈累。其所況之質。載飛漕動植之　甚移。与之倶沈。上古時。石質未堅凝之先。飛潜動植之
　　　　　　　　　　
述。埋於其中。今尚立之。……略す……

　　磐石形質原始論

中土之士。以金木水火爲五行。万物不出是類。惟西士熟究之。知五行非爲本質。尚籍他質以成。随物察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

理。有五十四質。其中大約以十八質爲最。有定法相合。而成地殻天空気洋海之大半。……無略……磐石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
有層累之形。日有層累石。有灘成之形。日無層累石。至石所生之原。爲西士考験而知。略有四端。一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

火蛮石。一日渣津石。一日化形石。一日集成石。火奮石者。初出地内。厭形不一。成生於深淵。質甚柔。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

性甚熱。後漸涼而堅凝。上有重圧。至地内熱気蒸礎。則突出干崇山之嶺。其末堅凝之先。亦貫通上層之

隙。如花剛石細沙白石。躬翠石白斑紅石。数種是也。或生干火山。其火吐時。出至地面。而凡所遇之質。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　

皆被融化。故其所成之石。形体甚異。如緑石。温石。柱形石。白斑紅石等。皆列如梯。故総名日梯石。

以上諸石。皆無層累。一此石時連渣津石。而変其質。渣津石中如沙石。変爲石英粉石変爲英石煤変爲

婬炭梯石時亦貫通他層。滞其空隙布干上面如今流温石然。由此其石爲火奮所成可証。一

渣津石者。其初乃流水泥沙。況干湖海之底。如沙石白粉。泥沙。鉄石。花石数種是也。
　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

化形石者。其初即渣津石。後火奮石熱気所乗。変共形質。故稻此名。如石英泥版石是也。

集成石者。即粗細沙石。以前三種合而成之。如蛮石花蘂石是也。……
●　　・　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　　●　　●

　　製石方位載物論

究磐石之方位。先観其最下者察地理之士推之。最下乃最久。於是地殻之堅石膿列如左。火奮石層。其中

花剛青一俗名黄石一尤広布干衆石之下。与諸等梯石。時出地面。而超越其上。至於高山之嶺。此石皆有

渾然錯綜之形。無生物草木之　。

化形石層。……概干花剛青。有縦横斜竪各形。時成至峻之山。広大高原。内有紋形石。金星石。雲母石。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

石英。泥版石。皆無生物草木之　。金銀銅鉄産其中者甚多。
　　　　　　　　　　　　　　　　　

渣津石屈。其質甚異。砂石最移。爲泥沙寒水石所成。中有生物草木之込今西士巳見者。約有三万種。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

観其形象。察其同異。故分此層爲三等。自下至上。名日第一　層。第二　層。第三泌層。一（第1表）一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　　●

＊W．Muirhead．
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　　地宝1泳絡論

地体爲地震及火山吐力。埣然撹動。以此変化形勢。若地質微埃所磨撮之力。盈於磐隙。有諸金宝石。較

爲静誰也。金類所蔵。或干地豚。或於團塊。或於廣帯。或干沙碩之間。地脈之向。甚爲屈曲。曲漸而陥。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

莫測其深。其所蔵之層左右。大概一高一低。所近磐石之面。皆具変化形。由此観之地脈之理。如奮襲之

雷気。所迎行感動之法。略相同也。地質微埃。以其相吸之力。与熱気電気。恒爲運動。此理確然。可無

疑突。……中略……凡磐石相雑之中。電気所通。所化之力尤大。故蔵金豚甚富。火奮石時蔵金類頗衆。

在渣津石之閥。亦不爲少。惟此二等石。相接爲化形石之廊。衆金葦焉。凡磐之中金類不同。花剛石及所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

覆之石。中有金錫爲最。泥版石紅沙石層中有銅。山灰石層中有鉛。煤層蛋形層中有鋏。愁石之中有吸鋏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

石。以上之層。蔵銀者幾十之九焉。大率与鉛銅等相合。見磐石之性。可究其豚之蔵。若有一豚。与泥版

石花剛石交通。則其二石之所蔵大異。煤層之上。宝金甚少。至欧羅巴之他虜。及南亜墨利加新紅層之間。

有銀銅甚多。金類大半在花剛石泥版石相接之慮。……以下略す……

　3－4　天文方（蕃害和解）の改組と海軍伝習一ポンペー

　1854安政元年，ペリー来日による日米和親条約締結調印によって，鎖国から開国に転じた

幕府は諸外国との交渉の繁忙，ならびに国防力強化の対策のため，天文方付属の蕃書和解を

拡充し研究，教育機関を設立する必要があった。1855安政2年，異国応接掛と蘭書翻訳御用

を命ぜられた勝義邦（海舟）は洋学所創設見込案として，1．翻訳は戦書兵書を第一とする。

1．学科は語学の修得を第一とし，地理学・窮理学・測量学・力芸学兵学・エレキテル術・

合離術・用水風の術製器の小芸諸工に達するを目的とするなどを提示したことが直ちに具体

化され，洋学所が設されたが，翌年蕃書調所と改称した。生徒は幕臣より募り，1857安政4

年正月を以て授業を開始することになった。

　勝は，永井青崖（則）について蘭学を学び，また佐久間象山の門下生でもあった。蘭医系

の訳員で占めていた洋学所一蕃書調所は武士層の介入する時代になっていた。

　一方幕府は開国と同時に諸外国の脅威に対抗できる近代的海軍力を保持する必要に迫まら

れ，オランダの協力によって軍艦の建造と操船技術習得のための教官をわが国に招聰するこ

とが実現した。この結果，1855安政2年幕府は長崎に海軍伝習所を設立して，幕臣以外の各

藩士にも伝習を許した。この年オランダ寄贈の軍艦の回航を兼ねて，第一次教育班ペルスラ

イケン1｝を長とする一行が到着した。1857安政4年，幕府注文のヤツパン号（威臨丸）を回

航してカツテンダイケ2｝を長とする第二次教育班が来日して前任者と交替し，1859安政6年

正月伝習を中止するまで3年余り教育がおこなわれた。

　この海軍伝習所における教育は本務とする操船運用に関する学科以外に，基礎学科として

西洋の科学知識を直接わが国の青年武士団に授けたことに重要な意義があった。伝習所の課

業には船　関係以外の学科2）として，「カッテンディーケは隊長中佐の受持ち地文学週2時

間，2等尉官の受持ち数学，代数週5時間，主計官の受持ち算術週9時間，軍医の受持ち物

理・化学，分析学週各3時間Jと記録されている。一方，佐賀藩3》の記録では窮理学（月，

水，金午前），分析学（月，水，土午後但し水は出島），地理学（金午後），算術（月，火，

1）Pels　Rijken　　2）Huijssen　van　Kattendijke．

2）カッテンディーケ水田雅利記長崎海軍伝習所の日日（1971）26頁

3）佐賀藩海軍吏（1917）142頁
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水，木午前），解体術（火，木，土午前），蘭学（火，水，木）となり，数学に重点を置いて

いるが，地文学は隊長が直接教育して生徒に地学の初歩を啓蒙したものと考えられる。この

海軍伝習所からは，伝翌に参加した勝義邦（海舟）は別として，榎本釜次郎（武陽）佐藤与

之助（政養），石丸虎五郎，五代友厚など地学に関係深い人々を輩出した。

　ここで重要なことは，長崎海軍伝習所の教育とは別に，第2次教育班の医官であったポン

ペ4）は，幕府の要請で医学の伝習をしたことであった。バタビヤ発行閲領印度医学会紀要第

7巻中に1857－8安政4－5年の医務報告沓があるが，その中でポンペは，1858年より幕府およ

び筑前，薩摩，肥前，越前の諸侯よりの派遣生のために，物理，化学，浮鉢学・解割，生理，

衛生繍帯の6科目を教授したとある。また採鉱学については，「採鉱学は今年（安政5年）

はじめて長崎摩行の請により2，3の少年に地賀学の初歩を併せて授けることになった。こ

れは私の専凹外のことであるから研究してからでなけれぱできないのであるが，幸い出島の

図宙室に採鉱学に関する高価な本を見出して，それにより1週1回つつ講じて鉄，銅，鉛，

金，水銀，石炭坑を講じたが，専門外のこととて困難である。肥前侯の一役人が私の採鉱学

の準紀を日本詔に訳して公刊した。」と述べている。ポンペはこの件について「日本滞在見

閃記J＊中に，「この2つの学科（物理・化学）を終了するや，ただちに鉱物学と採鉱学に関

する課外の講義をするように特に依頼を受けた。われわれのみたところでは，日本には鉱物

がたくさんある。それで何か新しい石や鉱石が見つかると，それが何であるか鯛査したいと

いうのが大名たちの願いであった。さりとて私は，たやすくそれまでやる決心が容易にでき

なかった。それは第一に，私自身がそれほどの知職を持ち合わせていなかったからである。

しかし結局彼らの要盟をいれて，特にこの学課に興味のある連中に週2回夜分に私の宅に来

させて講義した。幸いなことに出島の図晋館には，博物学・坤撃学・鉢や学・採鉱学等々の

新刊轡がたくさんあり，同時にそれには立派な付図が載っていた。これらの11｝物からもっと
　　　　　　　　　

も大切なことを抜き出すことができた。また学生には各自の故郷からいろいろな鉱石や鉱物

を持参させた。その中から必要なものを集めて，ライデンの国立博物館のためのコレクショ

ンをつくることができた。このようなことでおよそ8ケ月忙しい思いをしたが……以下va　J

と記されている。

　以上のように，長崎海軍伝習所が閉鎖された後にも，幕府ならびに各藩は，殖産興業のた

めに必要な人材を養成するために多くの学生を派遣した。とくに産業革命の原動力となる石

炭，鉄の需要が高まるなかで，その開発のため，地質，鉱物学，採鉱学は欠くことのできぬ

学科であったことが競われる。当時の長崎は幕府による船舶修理のための製鉄所，物理，化

学の基礎部門を備えた医学校，病院の設置があり，詔学においては蘭学より英学塾の台頭が

目立つ近代都市であった。また近隣の佐賀藩，鹿児肪藩，無田藩は製鉄，精煉，造船などの

軍事産業面で日本の先駆的役割を演じていた。

3－5　日米修好通商条約締結と地学

1854安政元年，日米和親条約（神奈川）締結調印後，領癖ハリス1｝が来日し直ちに修好通

4）J．L．　C．　Pompe　van　Meerdervoort

＊沼田次郎，荒瀬　進共訳3ポンペ日本滞在見聞記，新異国叢｛昏10（1968）雄板堂　282頁

1）Townsend　Harris　1804－78
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商条約の締結を要求した。本件は幾多の論議の結果，1858安政5年，神奈川沖で条約は調印

され，1860万延元年使節団をワシントンに送り条約批准書を交換して正式に発効をみるにい

たった。日米修好条約の第10条に「日本政府，合衆国より……中略……其国の学者，海陸軍

法の士……を雇ふ事，意のままなるぺしJという現今の技術援助条項があった。この条項を

最初に利用したのは地学関係であったと思われる。

　先の神奈川条約の結果，蝦爽箱館の開港が認められると，その地に再度箱館奉行所が置か

れ，奉行所は，上知した松前藩に代って，蝦夷・北蝦夷2）（樺太）を管理して警備ならびに開

拓の任に当った。この頃かねてから蝦夷地に関心を寄せていた松浦武四郎は奉行の命で，島

内の地理学的調査，探険をおこなって，「蝦夷山川取調地図」を作製した。この地図は明治

初期の榎本・ライマンの調査に至るまで，伊能忠敬の「大日本沿海輿地図Jとともに基本図

として利用された。奉行所は触沓を公布して，金・銀・銅・鉄・鉛の鉱山開発と需要の高

まった石炭の採掘（白糠）に力を注ぎ，さらに南部藩から技術者を招いて調査を実施した。

また武田斐三郎は砂鉄を利用して製鉄を企図し，古武井に溶鉱炉を建設したが不調に終った。

この状況のなかで外国人技術者の雇入れが議せられ，最初オランダ人鉱山技師を招聰したい

旨幕府に上申したが，外国奉行はこれをアメリカに依頼した。地学史上第1号のお雇い外国

人の交渉経緯であるので全文を転載する。（福沢諭吉全集第20巻）

　「セーネ　エキセルレンシー　亜米理加合衆国全梱　ミニストル　トウンセンド　ハリスえ

余輩此の轡を以て足下に次件を告ぐ。

蝦爽地に於て鉱山を開発し検査せん為め，合衆国にて鉱山技術に格別熟練せし者2人を雇入と欲する願

あれば，足下の周旋を以て速に之を来らしめんことを乞ふ。然れども雇に付き1人の給料1個年幾何な

るやを知らんと欲す。兼て又合衆国に用ゆる人及び物質を載する車各1輌を得んことを足下に乞ふ。恐

憧敬白

　　文久元年3月14日　（注1861年）

　　　　　　　　淡路守　　　　（村垣範正）

　　　　　　　　　　　　手記

　　　　　　　　近江守　　　　（津田正路）

　　　　　　　　手塚律蔵

　　　　　　　　　　　　謹訳

　　　　　　　　福沢諭吉

　（788蝦夷地方鉱山探険の爲め米国砿師雇入1件）J

　これに対しハリスがサンフランスシコの知人に

「日本政府に於て其入用の為め，よく鉱山学を研究し且実験を経たる鉱山家2人を得て，金，銀，銅，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鉱を穿盤し鉱山操作の良法を教示せしめんことを願へり。而して余日本政府の求めに従ひ足下の周旋

を以て右の諸件に適当せる者2人を最も速かに雇はんζとを希ふ。右の者は身体健康にしてよく摂生

を守り且心志沈荘ならんことを要す。其給料のことに就ては，余が見込にては適当なる人物にて1個年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3，000ドルラルより5，000ドルラルなるべしと，余日本人に告げ置けり。……中略……余足下の急速に且
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

勉強して右の事件を周旋せんことを希望す。就申雇人の如きは日本人の望むところを為すに十分的当せ

2）1809年以来の呼称
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る者ならんことを要す。余足下の臣僕たる栄を持つ

　　日本在留合衆国のミニストル　レシデント

　　　　　　　　トウンセンド，ハルリス手記

　　　　　　　　ア・エル・セ，ボルトメン信訳

　　　　　　　　　　福沢瞼吉　蹴訳

　　　　　　　　　　手塚律蔵　謹訳

　以上の手紙を送った。（外国奉行に送られた写し）このようにハリスの幹旋によって，先

方サンフランシスコでの人選が終り，2人の鉱山師が来日したのは，1862文久2年の正月過

ぎであった。2人の鉱山師の名は，ブレーク1）とパンペリー2》であった。ブレークは鉱物学

家兼鉱山技師，パンペリーは鉱山技師兼地賀学家の肩啓を使用した。彼等の滞在は1863文久

3年のはじめまで1年余りの極めて短かい期間ではあったが，両人は蝦夷における江戸政府

（箱館奉行）の企図，すなわち鉱山の洋式探索と技術指導を実行に移した。当局側はこの外

国人の調査に学生として数人の技術者を参加させた。その一人に己に大砲鋳造の項で述べた

大鳥高任3｝も指名されていた。

　両人は箱館に滞在中2回の地質調査旅行と2カ所の鉱山鯛査をおこなった。第一回目は箱

館一恵山一駒缶一箱館の経路で期間は2週間足らず，第2回目は箱館一瞬火湾沿い（専ら船

行）にトマリガワまでここよりユラップ経由箱館の経路で，期間は5週閥余りの旅行を実施

した。一（第3図）一鉱山調査にはユラップとクンヌイに赴いた。パンペリーがユラッ

プ鉱山で火薬を使用したことは，わが国における最初の採鉱法とレて鉱業史上にその名を留

めている。両人が滞在中の調査結果を正式に幕府に提出したかどうかの記録は明らかでない

が，ブレイクについては，長谷川氏41によると，1871明治4年北海道開拓使招聴の技師ケイ

プロンがブレイクから直接下記の報告書と地質図を受ち取り来日したことを明らかにしてい

る。

’
⊥
り
臼

“Abstract　of　the　report　of　professor　William　P．　Blake”

Geological　Map　of　a　Portion　of　the　lsland　of　Yesso．　Japan．

From　Explorations　made　in　the　Year　1862，　by　William　PhipPs　Blake．

Geologist　and　Mining　Engineer　of　the　Government　of　Japan．

Drawn　and　Colored　From　Manuscript　Notes，　Dec．1871　for　the　Use　of　General　Cap・

ron．

Note：The　Topography　is　from　a　Japanese　Map．

　一方，パンペリーは日本からの帰途，中国大陸に渡り地質調査を実施した。帰学後それら

の旅行紀崇まとめて，

　“Ge610gical　Researches　in　China，　Mongolia　and　Japan　during　the　years　1862－1865”

1）William　Phipps　Blake　1826－1910

2）Raphae1　Pumpelly　1834－1923　PdmpellyiteはR．　Pumpellyの名にちなんで命名された

3）当時蕃害調所出役教授手伝’

4）　N谷川誠一・文久年鵬舳殊国人燃調査の確1轟1北醐麟轍櫛研究会蹴簸

　No．10，1973
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（1866）を出版した。その中に地質図としてGeological　Route－Sketch，　Southern　Yesso，　Ja－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

panが一葉添付されている。　　付図参照　　筆者はブレイクの地図について論評できない

が写真図でみる限りパンペリーの地図と比らべて簡略のように思われる・しかしブレークの
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地図は開拓使の雇外人アンチセル・ライマンによって基礎図として利用されたものとおもわ

れる。ブレーク・パンペリー両人の作製した踏査図は，わが国の地学史上最初の地質図とし

て高く解価されるべきものである。

　この調査の結果，北海道半島部の地質の輪郭が僅かながら明らかになった。すなわち，花

㈹岩類，緑石岩と珪質板岩，粘板岩，砂岩を基盤として，その上に若い地屈（第三紀一後第

三紀）によって覆われ，その間に時期末諜の石炭層が爽在している。若い地屈の堆積の全期

間を通じて火山活動がおこなわれ粗面岩質，玄武岩質熔岩を流出し，また各租の凝灰岩類を

堆積したが，，これらはすべて海底でおこなわれたものである。その後の隆起で現在の地形

（火山，段丘・平地）になった。また白璽一珠羅紀の地層が蝦夷と樺太に存在していると考

察した。

　次にブレーク，パンペリーについて今回の地質調査のほかに，両人が鉱業・地質にっいて

専門教育を実施したことを付言しなけれぱならない。

　ブレーク・パンペリーは来日にあたって，調査に必要な多くの機器・薬品・図聾を準備し

て持参した。両人は調査期間以外の箱館在住中，鉱山学校1｝を開設して学生達に鉱業・地学

関係の教育を実施していた。箱館暴行は正式に学校の股立を決心し，1862文久2年の末，校

舎は完成したが，残念なことに翌年早々両人は雇用契約解除で帰国してしまった。長谷川

氏2｝の研究によれぱ，当時学生の身分であった大勘商任は先生たちの在任中の学校を鉱師学

校と呼ぴ，帰国後は坑師学校と呼んだと脱明している。
　　　　　　　　　　　ロ　　　リ
　この学校に保管された地学関係心3｝として
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ブレークSU　4）　カルホルニエ，地質探索ノ省

レール地学　　2冊

タナ　　金石学　1冊

コッタ　坑山書　1冊

ハルトマン　坑山害　4冊

以下略す……などが挙げられている。

　以上のように，ブレイク・パンペリーの今回の現地鯛査は短かい期間であったが，学生た

ちに実地に洋式による鉱山ならびに地学調査の方法を演習し，また鉱師学校で鉱業技術の基

礎学科を教授したことは，わが国の土壌に近代鉱山学と地学の苗を移植したものとして，そ

の功績は高く評価される。これと同時に北方悶題の緊張した状勢の中で，近代科学技術の導

入に踏切った幕府当局の慧眼に併せて敬意を衷したい。

　また蝦夷の開発に関心を示していた佐久間象山はこのたびの幕府の開明的な対応に満足し

たことと想像される。

3－6　蕃誉調所より開成所へ　一物産学一

1855安政2年，蕃書和解御用は洋学所へと改組されたが，翌年その名称を蕃書調所に改め

1）School　of　Mines＆Applied　Science

2）長谷川誠一：大島高任の坑師学校　南北海道史No．16，1頁　1975

3）以下大勘信蔵：大島商任行実　462頁　1938

4）William　P。　Blake：Report’of　Geological　Reconnaissance，　in　California
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たことを前節ですでに述べた。蕃書調所は1857安政4年，生徒を募り正式の授業を開始した

が，教授陣としては箕作院甫（作州津山藩医），杉田成郷（若州小浜藩医）の2人が教授職

に，手塚往蔵（佐倉藩士），川本幸民（摂州三田藩医）ほか5名が教授手伝に任命されてい

た。1860万延元年，蕃書調所は単なる蕃害観読から一歩進めて，実用科学技術の教育のため

精煉方の設置・海外新聞の翻訳・英学の教授をはじめた。またこの年，蕃書調所頭取古賀増，

同頭取助勝麟太郎は述書して物産学創置の建白害1）を提した。すなわち，「物産学之儀は必

要之学科にて国家御経済之根本に御座候処，右考究仕候は格別之面倒にて，且は多年慨怠無

く取調べ申さず候ては行届かず，追々外国へ交易御差許相成二付ては，別して御国地内之物

産調方行届かず候ては御差支に相成候に付，動植物・傘石翠夫々見本之を取り，其品之善悪，

高下等明白に見極め致さに申候，依ては其学巧者成る者両3人出役仰付けられ候様仕度，…J

（田中芳男君七六展覧会記念誌）によって伊藤圭介2｝（尾州西洋本草家）が1861文久元年より

蕃害調所は出役を命ぜられた。翌文久2年蕃書調所は，洋書調所と改称され，改めて精煉局

と物産局が設置された。伊藤は物産局の主宰者となって殖産興業の一翼を担うことになった。

ここで約55年前馬場佐十郎・大槻茂質らが厚生新編の訳出をはじめた時，’その初稿大意で

r物産の学を開き給ん事を」と幕府に要請したことが遂に現実のものとなった。1863年文久

3年，洋害調所は，再び改称されて開成所となった。この時は林大学頭が洋書調所を管理し

ていたので，易の開物成務から開成の2文字をとったといわれている。また教授陣も拡充さ

れ，蘭・英・仏などの語学はもとより次第に専門学に重点が置かれるようになった。伊藤は

本草学の大家ではあるが，殖産興業のうちで重要視される金石の部門が不得意であることも

あって，この年物産局を辞任した。その後，開成所は内容的に充実していったが軍事的色彩

の濃い学校となり，徳川幕府の崩壊する1868慶応4年まで運営された。政変後明治政府に

よって改めて接収され，開成学校として再出発した。1855安政2年，洋学所が開設され蕃書

調所一洋書調所一開成所に至る14年間の歴史は，開国の頭初に当り，外交，内政の両面にわ

たって実に多難な事件の連続であった。この間にあって，この学校に動務した教授陣の多く

は幕臣に列して，専ら外国の新知識の吸収と生徒の教育，さらに外交交渉の裏方として活躍

していた。ペルリ来日後代表的な外国人鉱師（地質・鉱物学者）ブレーク・パンペリーの招

聰やオランダ軍医による鉱山学の教授などについて述べたが，ここで地学関係の2，3の事

がらについて言及しておかなければならない。

　その1は，シーボルトの再度の日本訪問であった。シーボルトは，1859安政6年，30年振
　　　　　　　　　　

りに来日した。1861文久元年，シーボルトは幕府の顧問として江戸に招かれ，外交問題の献

策や自然科学に関する教授・助言を行ない，とくに物産学に尽力することが多均》った。この

時奇縁にも，シーボルトに師事した伊藤圭介が物産局を主宰していた。伊藤は旧師と再会し

て本草学の話し合いのうちに金石の話題もあがった。その様子を杉本勲氏著「伊藤圭介」中

に引用されている「尾張郷士文化医科学史孜拾遺a（吉川芳秋著）によると「……1．謄葉・

金石等見セ，豊定ノ名ヲ乞候。シーボルト’「金石類　豊定甚六ケ敷候。客易二名難記候。伊

藤「；・・…金石ハ図ニタモ不相努，豊定六ケ敷候故尋候。……シーボルト「金石類ハ外面同様

二相見工候テモ，内質相違ノ品有之，容易二嬰定数シ難ク候。’長崎表エハ鉱石類多分持参致

1）杉本　勲：伊藤圭介　昭和42，吉川弘業館　191頁

2）1803－1901，1877東京大学理学部員外教授　1888：最初の理学博士
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候。欧羅巴諸国ノ産物二候。夫々ノ正シキ名記シ置候。プラチナ鉱，テン鉱等一々名相正シ

有之，当今日本ニテハ有益ノ品二候。……」以上の問答で，物産局に寄せられた金石・砿石

類の監定に伊藤が苦労していたことがわかる。またシーボルトは鉱物，鉱石標本を持参して，　’

かれの心中企図した方面で使用するつもりであったのだろう。しかしシーボルトは召還の命

を受け1862文久2年早々日本を離れたが，帰国に際して伊藤に与えた手紙の一節に「……賭

般ノ鉱金及ビ緊要ノ石類ヲ拾集シタルモノニ其名号ヲ誌シテ之ヲ足下二送ラン。処レハ日本

二於イテ要用トナルベク……Jと宙かれてあった。

　このように物産局は幕府の地下宝蔵の開発を期待したにも拘らず，専門家不在でその調査

機能は麻痺した状態であった。

　その2は日本領として国際的に認められた小笠原応開拓のための調査が1861文久元年から
　　　　　　　　　　　　

翌年にかけておこなわれたことであった。調査船としてはアメリカより帰航した成臨丸が使

用された。この船には本草家が乗組んで自然科学分野の取調をおこなった。そのうち金石関

係として「小笠原岳々巡見，御開拓取調べ候趣申上げ候書付　戌3月……父恥來浦の海岸落

ち崩れの場所銀色に類し候鉱石多く銅，錫などこれあるぺしと相察せられ，そのほか鉱石脈

相顕われ居り候場所多くこれあり候間，その筋の巧者のもの取調させ候わぱ金，銀類もこれ

あるべく……Jl）と報告し，島の「物産略紀J中に坑物として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　●
－
占
－
1
¶
⊥
－
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硫黄

白土

石乳

瑞石s）

磁石

菊銘石

南崎の來方なる海岸の山上に生ず。外国人これを盤り硫酸鉄を得る。

同所に生ず，質はなはだ重くして粘賦あり。陶器を作らばきわめて佳なるぺし。

南島に産す

南崎海岸の山みな瑞石質を含めり

を挙げている。この島は1853嘉永6年ペルリ艦隊が訪れ調査を実施したことは前節で述べた

ので，この日本側の調査と比較すると地学にたいする彼此の感覚の相異が表われ，興味深い。

　拳Q3はプロシヤの使節オィレンブルグ3｝が国交を求めて，1860万延元年秋来日したこと

であった。この一行は自然科学者が参加し，その1人に地理，地貿学者のリヒトホーヘンが

いた。江戸における双方の交渉は長びいたので，使節は幕府に日本の自然科学者との知識交

換，交際を深めたい旨申出たが，日本側の専門家は地方の鉱山その他に配置されており，江

戸には好事家しかいないとの理由で，この申し出を断った。幕府は約3ケ月の滞在にも拘ら

ず，使節一行の国内旅行を許可しなかった。リヒトホーヘンは，1870明治4年，再度来日し，

御雇外人となったが，大島商任の意見具進（鉱山家でない）で間もなく解雇され，日本調査

の野望は果せなかった。

　号（？4は蕃書調所における海外新聞類の翻訳であるが，1857安政4年頃清国上海で出版さ

れた．「六合叢談」があり，この中に地質関係の記ljgがあった。1862文久2年頃e「六合叢談」

に返り点を付して官板として再版された。さきに述べた「地理全志」の地質篇と併せで，開

明鮒な知識及に漢訳の地質という冒葉を通じて地学の概念を深めていた。以下「六合叢談J

1）勝海舟全集　巻12，309頁（頭草沓房48年）

2）美石の意

3）中井晶夫訳オイレンブルグ日本遠征記上　143頁，1969，昭和44年　雄松堂
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の内容の一部を終介する。

　六合叢談1｝　　清　上海聖書出版所墨海書局
　　　　ロ　　　の　　　リ　　　サ

鱗輩寒分所見之磐石爲二，一一’as層累，一無層累，有層累者乃水底渣津所成，新旧逐層排列歴々分明，無

層累者諸石交互雑糠絶無層次，本在有暦累下，時爲地鮫奮起干有眉累之上，故名火奮石亦名火山石，有
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　の　　　　　　　　　の　　じ　　の
層累者爲沙石・青石・泥版石。煤之類，無屑累者爲花岡青・柱形石・緑石・白斑紅石，随地之辺常爲気
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　

水侵蝕地勢因之漸潰，砕爲沙泥流出衝移況予洋海之底，以上圧之重及熱気変化物質之カ所凝結成磐石新

層，後因火山及地震故，新層傍然突起以地形之高低平直，此有層無層磐石之原也，……中略……地質家

察地球中諸物之蓬知種類古今不同，古之毬類今巳無，期今之種類亦非常有也，観有層累磐石之質及諸物

之　，分鳥数等，第一等爲硬英石泥版石・金星石・雲母石等，覆子無層累上因水激砕而成，此諸層中無
　　　　　　　　　　　の　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　
灘鋤植之逡其上名爲攣華や始見諸物之溺紳有摩華準石・摯離章石等総名1町鞍石，箏午等石其

下，爲山粉石煤鉄石泥軟沙石，中有珊瑚，……略す

　3－7　オランダ地学害の翻訳

　　　　一箕作玩甫と佐藤政養

　開国にともなって通商条約がむすばれ諸外国との貿易が盛んにおこなわれるようになった

が，幕府・各藩による兵器・艦船の輸入の増加，国内外の争乱による戦費，賠償，それに加

えて，国際相場に較らべてわが国㊧金，銀比価の割安による金の大幅な流出，国内物価の高

騰などのため幕府の財政は破綻状態になってきた。これを補う国内重要産業の一っである鉱

山業は著るしく衰退していたので，金，銀，銅の生産量は極度に低下した。例えば佐渡，生

野，別子などの有名鉱山は昔日の活況はみられず，とくに湧水，貧鉱処理の技術革新もない

まま行嚢詰まり，さらに鉱山の若返りる誹る鉱床を探索する着想の貧困性のため，既存鉱床

は減衰の一途を辿っていた。この頃，佐藤信渕流儀の鉱山学が世に流布されていたが，鉱山

探索の実績が挙がらないため，所謂山相秘録も技術的には空念仏に終り，幕末の緊急時に貢

献した詑録は留めなかった。このように鉱山業が衰退した原因として，上述の鉱床自体の劣

化のほかに，当時の軍備優先策のため有能な人材が大砲鋳造技，鉄，石炭の開発の方面で活

躍していたことが挙げられる。

　以上のような幕末の背景のもとで，幕府は蕃書調所に物産局を付置して，対外決済の金と

輸出用の銅についてもその生産の軌回を計ったが，物産局の構成が己に説明したように指導

的機能を発揮できる状態ではなかった。また1864元治元年，朱子学者横井小楠（18◎9文化9

年一1869明治2年）は勝海舟に海軍問答書を送り，その中で艦船膚給のために「銅鉱を開く，

鉄山を開く，船材を貯ふ」の3事業を起すことを提唱レ，この事業を起すにさいして，「好

民山師隷の活動を防止する方法として「一大経論局を設け，広く天下の人材を挙用ひ，西洋
OoO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　肇○攻砿の術を研究J2｝することを説いて，合理的鉱山開発の理解を示した。・
ゆ　　　　　　　　　　　の

　このような状況のなかで近代鉱山学の導入の必要性を認めて，まずオランダの地学書の翻

訳が試みられていた。そしてこの翻訳をしていた人は蕃書（洋書）調所の教授頭箕作玩甫

と軍艦操練所訳官佐藤政養であった。

1＞清威豊7卑（1857年）1月より翌年5月まで発行されたe本文広文痙に依る

2）石井　孝：人物叢欝　勝海舟，68頁，古川弘文館　昭和49年
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　箕作院甫りは津山藩医で宇田川榛斉の門人で蘭学の造詣が深く蘭害の翻訳に従事して，医

学をはじめ万有学（地質・鉱物），地理，歴史，兵学，工芸，言語風俗などの賭般にわたり

幕末の文化に与えた功績は偉大であった。「坤奥図識」を訳した箕作省吾は玩甫の韮子であ

る。箕作玩甫が訳述したものに「密浬刺羅義」，「地質弁証」，「日阿羅義名目」「地殻図説」が

あり，いずれも稿本である。訳出した日付の判明するものは，「地質弁証」で，一之上の表

誌に文久元年辛酉七月課業と記されている。これによって，玩甫の地学・書の翻訳はかれの晩

年の労作であることがわかる。「地殼図説Jの内容は佐藤政養の同名の訳本と同一であるこ

とからオランダの原害が2冊以上あったことがわかる。使用原笹のことで日本科学技術史大

系第14巻44－47頁で触れているが，これによると

　地質弁証は

　　　Handleidig　tot　beoebenig　der　Geologie，　met　in　begrip　der　Palaeontologie；mar　het

　　hogdnitsch　van　Dr．　R．　Kner　1852．

　密浬刺羅義，日阿羅義各日

　　Boek　der　natuur　bewerht　door　J．」．　Altheer　1852．　mineralogie：Schoedler　Fr．

　地般図説

　　Geolodie：　natuurlijke　geschiedenis　der　aarde：K．　C．　von　Leonhard　1845．

である。

　ここで，地質弁証」の内容の一部を紹介することにする。ただし「地質弁証Jは巻一之上，

下と三之上（文久2年壬戌課業）だけで二之上下は欠稿となっている。

　佐藤政整21は勝海舟に蘭譜を学び，銃砲，測1丑，算学に長じ，維新後，鉄道助になった。

「地質・鉱学地殻図脱Jは明治12年になって出版された。蘭学系の最初にして最後の地学欝

の出版物として記念されるものと考えられる。

　地質弁証の稿本は二之上下，が欠け三之上まで残っている。その翻訳の主な項目を列挙し

て併せてその内容の一部を紹介する。

　地質辮謹3｝一之上　（文久元年辛酉七月躁業箕作院甫上）稿本

　第一篇

0セオロギー　（1枚）

Oゼオロギー及ゼオロギー及ゼオグノシー之区別　（2－4枚）

O大地模造理論　（5－7枚）

℃大地其始爲流動之状之徴（初程限）　（7－12枚）

O化学底力能筍一愈興之後之景況　（12－13枚）

O流動的地核成分及其物沈澱　（13－14枚）

O太古濠気輪成分及其威稜加被　（14－16枚）

O火鼓鋳程限（第二程限）　（16－19枚）

O最初堅凝的地殻成分及其形状　（19－22枚）

1）1799寛政11年一1863文久3年

　治郎丸憲三：箕作秋坪とその周辺21頁，昭和45年

2）明治10年残

3）国会図害館憲法資料室保管（箕作俊三氏嵜托）
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O地殼変換　（22－23枚）

O火煙山程限（第三程限）　（24－28枚）

0機性体顕地上　（28－39枚）

　地質緋謹　一之下　（文久元年辛酉十月課業　箕作院甫上）稿本

　第一篇

O史伝程限（第四程限）　（1－2枚）

　（木）　水　（2－11枚）

　（火）　包酒地球之大気　（12－16枚）

　（土）　大地之内部　（16－27枚）

　（金）　機生之物　（27－34枚）

　（水）　人類　（35－36枚）

　地質緋鐙　一之上

　鑛一篇

0セオロギー

0名義　地質学1）（aardkunde）又ゼオロギーの名は其本義に就て考ふるなり地球の全体を統括せる一切

天然の史学を云ふ　O故に此学は通識宇宙一切天成物事之史学（algemeene　natuurlich　gescheedenis

（ヒシ加ギー骸繊の博諦蹴て・スモ・ギ暖離霧贈のと云ふ）壌の内に在て一完好

新奇の面目を開き大地各個物産を把て別様に区分して検索せし一切を統括して我個の地球内に於て皆其

相須て以て用を済す所の切要物体となしてこれを概観す。

　　地質緋読　三之上　（文久2年壬戌課業　箕作院阪甫上）稿本

　第三篇

　有層累石群属租及機性遺骸寄在石内説Stelsel　der　gestratifieerde　Gesteen，　met　inachteming　hinner

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネプチユ
organische　Overbljtsel？此篇ハ他篇に比すれぱ頗る一定して蔓暇鼓鋳の順叙を説き務て基本分徴候を挙

示す。故に此篇ハ化石の学Kennis　der　Versteeningen（Petrefakten　leer，　Palaeontologie）を略述する

なり何者層累の状を精密に参騎し更に兼て機生遺骸を細に騎視するのみにて衆多の土石層を一定せる分

段階級に区別して且融会するを得れはなり其分段等級ハ各々多少の薪然たる別ありて相紫乱すへからず

而テ義の樽き者にて云へは是を象形賦界（鼓鋳）Formatienと名っくへし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
早く既二古昔に在てホルマチーの意義に通暁し或ハ広博の義を用と或ハ狭陞の義を取る若夫毎ホルマ

チーハ多少の諸般層累相貫穿せる一聯絡を併有す。厳正に相分判裁せる区別は頭大程限たるを徴すへし

此・一大程限内に在ては大地の形現に変化して全く原形を換へ暴虐に若くは偏く動乱瀬覆してこれか界限

を倣す然とも此啄木學曝ハ更に其裡に細小｝こして稽厳ならざる区別の一聯絡しありて以テ此大別を成す。

典頭大区別，，井細小区別ハ共二頗ル局定する所なき名号を標識す。其甲を大凡頭大鼓鋳Hoofbforrna。

tien山彙Groep（又山Pt　Gebergten）即如ハ畢隼中群Overgangsgebergteと名づけ直に是に続く細別

をは却て狭陞的鼓鋳Formatien　inbeperkter　fin即如ハ灰白諾（一説灰白疑似）鼓鋳Grauuwak・forma・

tieと名つく。此乙種ハ或亦屡く属租Stelse1と名つくるなり。此租属の名或又意義を狭陞的鼓鋳即如ハ

灰白諾鼓鋳の区別に代ゆ即ち西路略Silurisch属デフォニス属devonisch　Stelselの類の如し。…中略…

此三個頭大別ハ亦下に挙る名を以てこれを顕す鱗族主帥の移限　半属動物主師の程限der　Halfslachtige

1）最初地学と訳していたが朱書して地質としている地理全志の影響と思へる
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及と乳哺動物主師の程限der　Zbogdieren是なり又一切初程限に属せる鼓鋳をパラオソイセ（上古pa！・

aeozoisch）（亦最初Primaire）と名づけ其二程限をセキュンタイン（第二Secundaireと云と共三程限

をテルチアインTertiaire，　derdeと云ふ一地理全欝に第一泌層第二跡層第三跡層ハ即是なり一（注）

地理全省は地理全志（前出参照）

　一　パラオソイde・一一上古一（最初）敦鋳

　　　老行槌山＃e　Oude　Vlotgebergte

　　　遷化鼓鋳Overgangsformatie

　　　鱗族主帥程限

パラオソィセ石群の層累は直に無層累de　niet　gestratifieerde　Gestcentenの上に駕す故に沈澱石群Se・

dimentgesteentenは最初皮殻たり。此層はケレイ土，キーセル土，加耳基土を百様に競剤して成り多

くハレイ石（トンシキフール，原始ケレイ）の形状にて現出す此物は鉱学家屡く其性質内に寓せるレイ

石群を分緋す……以下略……

程限の区別は地質家これを用ふる歴史家の程限と異なることなし又大地陶鋳の休期即チ其節次を顕揚せ

んと欲するが爲に此名目を設くるにあらす特にζれを假りて未曽テ休息せざる大造の作用を観る悶他盧

よりも此所在は一休息の段落たるを顕さんとするに過ぎず此も亦細心に認郷へき所たり

　　其一　ガラーユウアツク載鋳

　（意義狭阻の者に即て云へは遷化群）

此一群の厚層は大九これを老幼二種に区別する甚タ難からす但シ其分界ハ掘くこれを劃定すべからす。

共至老古層は直に無層累石群の上に駕し十分に化石を寄在せす其層大凡多くハレイ石（崖瓦石，誓記石，

ウェットステーン）に成る閥く加る基石より成るなり此石ハ大九帯黙にして片く層製し石英豚絡典石質

内に貫串す。多くは此屈大に敵側し腿く直立する者あり此其区別の徴明なり加え此層駕せる幼稚層内の

化石を見ることなし。此層殊に英国に多し堪比西層kambrisch　Stelse1堪比西層属と名つく。……以下

略……

　　日阿羅義名目　　稿

　（以下の岩石・鉱物が解競されている）

グ子イスgneis

トンシキーフルtonschiefer

ギリムムル状ミネラール

コロリートchloriet

ポルフイールporphier

ノ《サノレト　basalt

ガラユウァツケン層grauweaken　groep

ポルフィール状ガラニートprophierachtig　graniet

アードルガラニート（カラニートの孕踏鉱Mc者）

プロトゲインprotgyn

グルーンステーングループ（緑石層）gtoensteen　groep

セルペンテイン状卯物serpent）mnachtige　mineralen

タラシートtrachiet

ラファlava

箕作玩甫



わが国の19世紀における近代地学思想の伝播とその萌芽 53

プリュオリュムfiuorium

クゥアルツkwarts石英又石英土　白石英五車韻

フエルドスパートfeldspat

ギリムムル’（ミッカ）

アユキ三ト

アルビート

スユルschoe1　エビドトepidot

ゼオリテンー族　スチルビートfamilie：zeolithen

マクニュムmagnium符号＝＝・158　タルクアールデ

第十族　工一デンゲステーンテン

モリブテナmolybdena

第三族ト子ンthonen

シキーフル又シキーフルステンschiefer　schiefersteen

マラシート　炭酸々化銅

コープルラシュール

2，3の項目を例示すると

　グ子イスgneis

スクードレル金石論云ク子イス石の名は鉱戸の言に原つく典語別に標的ありて道出せるにあらず其質料

はクウァルヅ，ギリムムル，フェルドスパートに成る　クウァルツ，フェルドスパートを以て穎粒状層

片を鼓造しギリムムル葉片を用て毎膚累を界介する此石片に解離の状を具へ灰白，白，黄色，紅色，緑

色を帯ふ等O非時混入の者ガラナート石種，ツールマレイン，エピドット，アンダリュシート，鉄鉱，

ガラヒートgraphiet等Oギリムムル・シキフール，ガラニートは化形することありOタルク・ク子イ

スはギリムムルに代へてタルクを街む

ホン・レオナルド地質説ガラニート，グ子イス共に相類似の種にあらず基本体は同一成分フエルトス

パート，クウアルツ，ミツカより成る其集合の二三区別はガラニートは穎粒を成グ子イスは鱗甲状を成

す

金石論云シキーフェルグループの三大石はトンシキーフル，ギリムムルシキーフル，及グ子イス此なり

Oギ子イスはギリムムルシキーフル及ガラニートの間に位せる石にして変化形を易ふること甚だ多し就

裡porphierdoorsnijdengenの近勇に在てはertsgangenに甚だ饒し山岳と爲し甚だ延亘しボヘーメル

ウオユド，モラヒーの山岳エルツ述山の北側面及山背，ブイクテル連山の南面半戴太半皆此石より成る

又多くはガラニートと相結てエルフェの一脈，スユデッテンの内スペサルト，オデンウァルド，スクウ

ァルウァルド，亜卑斯山内に現露す

　ポルフィptル状ガラニートprophierachtig　graniet

ポルフィールガラニートは別租巨大のフェルドスパート区品ある者（仔日ポルフィールガラニート此と

同物なるへし）

　アードルガラニート（ガラニートの孕諸鉱肱者）

鉱豚ertsgangenはガラニート質内に甚だからず然れともイ・スルステーン（磁石）錫鉱は其詠を見る

こと稀ならす若夫某宝石金葉goudbladjesは臨時或胚胎することある者と看倣す可し以下略す……
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　　地質砿学　地殻図説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤政漣

　　　地穀図説序

，地形方円之繭定久突。地理学者脱球体之大小球面之凹凸水随山川之延裏広狭。而未論及球内之組織如何

何。爽組織則銘石砂土。相重丑而鳥層鳥豚。以爲金鎮珠玉之渕藪。是所以娩近泰西地質学之一科出也。

夫地殻都11地体之皮膚而断岸深坑人回所能及耳。其須要於採鉱采玉固不竣言突。佐藤笙漢樹訳地殻図説。

未上梓而逝焉。今弦令弟朋乎対齋来其遺稿需余序披而閲之則地体之組織金石之豚絡逐次挙之。乃地質之

結構昭々乎明突。実爲鉱学之鳴矢也。笙漢夙志西学著訳益干世者不勘余耳典名久而未及目共人以鳥遺憾

錐然今跳共遣稿硝慰素志而源愚共爲世勧鉱業之志余故不顧浅劣而弁数言干巻首。

明治11年8月＊大鳥圭介識

　地質砿学　地穀圖説

　　　　圓録

地殻総論

地穀生成

地穀成分

　火化岳

　化形岳　即火化岳ナリ機生遣体ヲ含マサル岳

　況澱品　即機生遺脱ヲ含メル岳

最初層

第三層

英国賭化幽土層積盛順次

増補

賭鉱石異類重衷

上巻

下巻

　　　地賀砿学　地穀圃説

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　故正六位佐藤政餐訳

　地穀総陥

此説二附スル地穀直戯図ハ数租ノ歯塊排置次序及ヒ層累ノ臨結スル状　如何ヲー目二通覗セシメンガ爲

二設ク共働塊ハ吾ガ地球ノ簸外皮穀ヲ造出スル者ヲ云フ大約火化，化形，沈澱ノ命名ヲ以テ是ヲ統括ス

其故ハ地質学家，岳ロツチノー字ヲ刑ヒ以テ大地ノ最外面ノ構造セル請般砿卯ノ大小分皿百様相合シ竪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

軟ヲ閥ハス芒品ノ右無ヲ陥セス或ハ聚結シ或ハ脆盤ナルモー塊段ヲ造出スル者ヲ都テ歯ト名状スルカ故

ナリ

岳塊ヲ凝成セル所以ノ質性及後先累層セル順序排置各共処ヲ得ルノ状ヲ査明スルハ地質学ノ根本タリ地

質学ノー門ハ造化ノ虫孜々トシテ良能ヲ務メ許多ノ変易ト作動ノ玄妙ヲ現ハスヲ講明スルノ学ナリ造化

主此に全能ヲ以テ随続停時ナク大地ノ外面変化シ以テ無数一連属ノ機生緒類ヲシテ皆其生ヲ遂クルニ足

ラシメ終二現今才智礼節アル物体典上二生息スルニ適セシムルニ至ル又切二須フル処必猫ル所ヲ預度シ

又其精神ヲ開暁シ且ツ其思慮ヲ単カラシメ以テ宇窟ヲ大観シテ典佳麗ニシテ次序整齊シー切万イf皆譜和

スルヲ暁リ逝化ノ巧妙ヲ驚歎スベク共徳ノ貴キ度ルベカラザルヲ知リ其大裡全能ノ際涯アル1ナキヲ掲

＊天保4年蘭学を緒方洪庵兵学を江川英竜に学び開成所教授　歩兵牽行

　戌辰戦争後主戦論を主張，榎本耶と合流。五稜郭では陸軍奉行捕われて明治5年出獄，北海道開拓

　使，駐清朝鮮公使，明治44年政
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示セシム然レ田此直裁圖ハ諸般土層互二相干渉セル状ヲ窩セシー様式及ヒ理論上ノー通覧ナリト看ルヘ

シ学者広博ナル地質学ノ諸香ヲ閲スル間此図二資テ以テ共物ノ当否ヲ考櫨スルニ切用ノ者トス又此図ヲ

披キ看者宜シク此図ハ甲地若クハ乙地ノー眞形ヲ直チニ模篇セルニハアラズ只数処ノ諸土層相次クノ順

序ヲ験覗セル者二基キテ図シ成セル者タルヲ想ヒ見ルベシ又図中土層ノ排置一様ナルハ地質学二在テ査

明ヲ歴タル大切用的功績ノーニシテ学者ノ必記憶スルヲ要スヘキ入門ノ学タリ……別図参照

　地殻成分

上文二地殼成生スル所以ノ因ヲ掲ク愛二諸般成分ノ略説ヲ述べ最外面ヨリ始メ上二云ヘル端緒二従テ之

ヲニ大等級二分ツ

1　水ノ作用成レル者

2　火若温気ノ作用二成レル者

此二大級ヨリ下文ノ区別ヲ生ス

　水ノ破造　累層ヲ成ス結晶ハ稀ナリ

　　況澱機生化石諸晶再造又化形諸晶

　火ノ破造　噴火山晶即バサルト石等

　　　　　　火鼓造晶即花剛石等

　　火化岳

今荘二鼓造鼓鋳ノ語ヲ用テ此ノニ大級晶石ヲ生スル所ノ力能ノ本源ヲ顕ハス

火力二由テ生スル晶石ハ花剛石（花崩石）ガラニートーハ穎粒ノ義此石穎粒ノ状アルヲ以テ名ツクク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ワルト，フエルドスパート，ギリムムルノ合成スル所其質内ニギリ・ンムル平行排比セザルヲ以テ片々

解難ヲ爲サズ其色灰紅黄若クハ白色ナリ石質堅剛ニシテ……一ポルフィルガラニートー巨大ノフェ

ルドスパート結晶スルー種ノ者ナリー，アードルガラニートーガラニート石ノ諸岳ヲ貫ク者磁石錫，

砿若クハ宝石金葉ヲ胚胎スルモノアリー，バサルトーアウギート及フェルドスパート2種ノ石ヲ合

成ス……一，グルーンステーンー緑石層ノ義ホールンブレンデフェルドスパーヨリ成ルアル此一層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ハガラニート層ノ如ク塊段トナリテ大二延亘シー連山挙テ尽ク造出シ或バー連山岳ノ大半ヲ鼓鋳シ出ス

1ナシト云へ冊此石ハ頗ル順序ナキ塊段トナリ店基トナリ層累トナリ或ハ多ク枝條ヲ分チテ地底二盤亘

シガラニートシキーフル，ガラユウァックノ域内二延蔓ス……省略……セルペンテーン，ラファー，

タラシイトバサルトノ合成ナリ説下二見ユ或ホ云フェルシイトノ合勺ニシテ明白ナラス屡々シュシイト

磁石ヲ合シ又ハギリンムルオリフーン等ヲ合ス其形ヲ願粒状質緻密ニシテポルフィール状スラック状ニ

シテ賭黒ヲオヒ褐灰白帯白緑黄或ハ無又其集成質料ヲ問ハス噴火山ノ内ヨリ波濤ノ状ニテ流レ出ル熱石

液ヲ総稻シテ火凝石ト云ナリ……以下省略
　　　　　　■　　●　　●

　　化形£’

化形晶ハ皆其原形ヲ変化ス故二此名アリ其初ハ水平ノ扁平石晶二成ルト観倣スヘシ其後績テ地内ノ熱気

欝蒸シ上二墜重ノ屈累アルヲ以テ遂二化シテ佗形ト爲ヲ但シ皆芒状ノ結聚ヲ現ハス此一層ニハ機生物ノ

遺願有ルヲ見ス又佗晶石一況澱晶ノ類ノ痕跡ヲ含マズ此一石層ノ最大ノ者バクネイスナリ此物石英フエ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ルトスパート及ヒヒミツカヨル成ルJホールンブランデシキーフルナリ是ハホールンブレンデ及フエル

トスパートヨリ成ルJミッカシキーフルナリ是ハミッカ及石英ヨリ成ル……中略……化形晶ハ植物及動

物ノ品類ノ埋蔵セル謡岳層累ノ下ニアリ典層次バー目スルニ次叙ナキ者ノ如ク相重襲シ屡々互二交換ス

此函層マタ相昼襲シ上ノー層ハ次ノー層二互二相判結ス数処二在テハ共況澱スル原床二見タル処ノ抱合

トハ全ク異ニシテ屈々其物ヲ同シフセザル者アリ此租ノ岳石ハ就中菰格蘭ノ高崇地方威斯謹蘭ノ某部威

勒士ノ北部二在リ莫函内ニハ銅鉛金銀アンチモニューム水眼ノ艸豚アルヲ認メ得タリ鉄ノ鼓造モ亦共二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●
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処々彌浦ス

艸豚共成ルへ始メハシリシス物一キーセル土ノ原分及卯物類岩石ノ鯨隙孔空二滲入シ共後続テ凝結スル

ニ縁ル或ハ石質内二混セシ物化学力及電気力ノ作用二由テ函石ノ質内ヨリ排除シテ幽ルモ亦タ共豚ヲ結

ブニ至ル

　　況澱晶

此岳類ハケレイー瓦土　フステーンー苦土石灰ヨリ成ル又沙石ヲ以テ成生セルケレイ状又土様石灰様又

珪状ノ物二成ル典結聚セルコ種々同シカラス但シ多クハ海底二軟泥沙又石灰ノ形ニテ況澱セル質タリ此

租ノ岳石ハ至テ切裏ノ者タリ始何トナレバ此岳中ニハ動植物ノ化石即機生体ノ遺脱ヲ蔵ス此遺脱ノ考証
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クカビニ本ツキテ地質家地面諸層ノ甲乙機干渉セル位置ヲ緋別スルヲ資クルカ故ナリ此遺骸ハ迭二層累セル毎

内二埋蔵スレ臣涌乱シテ叙次ナキニアラス甲乙土層ヲ生スル天然ノ次序ト符契セル定叙ヲ以テ共本層内

二存在スルナリ

此岳石ヲシテ三大級二分ツ殊二典内二街蔵セル遺骨骸ノ重干渉二由テユレヲ配当ス即チ

第1　機生生物ノ面古鼓造

第2　機生生物1中古破造

第3　生物新鼓造

第1ノー属ニハ堪比安層一地理全志日堪比安屈爲英部旧名内此石（泥板石灰石其屈厚900丈生物之泌幾

絶惟有珊瑚蛙蛉曲虫数種爲生物己見此　最古者即是也　西路略層　的温層煤炭屈　セステーン屈又巴余
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　●　　　●　　　　　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　　　　　○　　　●　　　●　　　●　　　●　　　■　　　　　　　●　　　●

摩屈ヲ容ル

第2ノー属ニハトリアス層一此層班沙甲介加鼻基ケウペルノ三層二分ツ　汝拉屈又蛋形層ウェアルデン

層　粉石層一泥板ネ云是也

第3ノ層ニハモレッスェン層一沙石ナリ　エヲセーンー新下層　ミオセーンー新中層　プリオセーンー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　

新上層　層アリ

　3－8　鉱山の近代化への意欲

　蒸汽船の発達による石炭の需要の増加と，幕府はじめ各藩の軍備充実による鉄の消費鼠の

増大に対応するため，幕府ならびに進取的雄藩は近代的方式によって，新期に鉱山開発に若手

する一方，現在衰退している金，銅，銅の諸鉱山についても同様なことが諭ぜられた。とも

かく，幕藩体制崩壊の寸前にも拘らず，開明派の人々によって近代化の努力は推巡されていた。

　この近代化の第一号ともいうべき箱館奉行によって実施された，1862文久2年のお雇いア

メリカ人による蝦夷地の地質・鉱山調査については，既に述ぺた通りである。この調査のた

め招聴されたブレーク・パンペリー両鉱師に学生の資格で附き添い，西洋の地質・鉱山の調

査法を体得したのは大島高任であった。1862文久2年末，両鉱師が帰国した後も大島は箱館

の坑師学校に留り学習を続けていた。1863文久3年，大島は南部に帰藩するや「当今の御時

勢に付心付の儀申し上候覚」と題して，南部藩主に藩全般にわたる近代化に関する意見を上

省した。そのうちで，鉱山に関係するものとして「坑山の法，……今西洋人の技術を以て産

物御開立被爲候ババ典益潤数十倍と相成可申，……御領分中尾去沢は……見込の場所末だ十

の一も掘立不申由……Jという書き出しで，尾去沢銅山をはじめとして，十和田鉛山，白根

金山，大橋山（釜石）の岩鉄などについて再開発または生産の増強を訴へ，とくに銅山を開

き財を埋めて国を富まして然るのちに軍備の拡充を計ることを強調した。また近代化実施の

ための教育の振興の必要性も併せ力説し，坑山学校の創設についても論及していることは，
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大島が身を以て体験した箱館坑師学校を南部に設立し鉱山学，地学の教育を企図したもので

あったと考えられる。しかし大島の上害は採用されなかったが，数年後になって大島の思想

は明治新政府の受け入れるところとなり，鉱山学校よりさらに規模の大きい工学寮……工部

大学校となって具体化された。

　大島はその後，蝦夷岩内における石炭採鉱技術指導ならびに釜石鉄山の近代化に従事した。

1865慶応元年，盛岡滞在中の大島の日記には「レエールの地質論“「察地論Jを読むと絶え

ず書かれていることから，大島の岩内におけるダナーの「金石学．の閲読と併せて，地学の

智識猫得の熱意の程が窺われる。1866慶応2年一67慶応3年にかけて，数年前に発見された

小坂銀山を大島は藩命により検分し，その結果藩で開発することになった。この時大島は自

ら現地に滞在して，技術的指導をおこなって，短期間に小坂銀山の一応の近代化を確立した。

このように幕末終期において，鉱山の近代的開発に地学を基礎学として採用し，これを実践

した人物としては大島高任の右に出る人物は見当らない。

　1866慶応2年，箱館在留のイギリス人ガールは幕府御雇い技師となり岩内（茅沼）炭坑の

採掘に従事していたが，その後1866慶応4年，佐渡金山の調査に赴き，滞在中に政変に遭遇

したため，その作業は中断されてしまった。

　1864元治元年，箱館より1人の青年武士が密航を企て無事国外脱出に成功し，その翌年ア

メリカ合衆国に上陸することができた。この青年は，のちに同志社を創立した新島褻（1843－

1890年）であった。新島は蘭書で天文物理などを学び，さらに幕府の軍艦教授所で数学・航

海術を学んでいた。アメリカ入国後はアーモスト・カレッヂに入学して地理・天文窮理・舎

密などの学を履習1｝し，1868明治元年以降，夏期休暇を利用して各地の鉱山見学を試みてい

る。1871明治4年，父民治宛の手紙2｝の一節に「学問修業仕候間，亜国の人々大分好き評判

致し呉候間，是又御安心下さるべく候。但し此夏の休学中には，砿物学3）P金，銀，銅，鉄

を見出す為の学問。の為，蒸汽船車に乗り，所々遊覧，2カ月の内凡そ6，700里の旅を仕候

て，…但此旅行は保養の為のみならず，実は学問の為にして，書物上の学問とは違い，実地

の学問を仕候。Jと記している。新島は1870明治3年，アーモスト・カレヂを理学士の資格

で卒業しているので，卒業後も鉱山見学旅行をしていたのは，この方面に並々ならぬ関心を

寄せていたことを物語っている。新島が脱出後最初の手紙の中に「全く国家の為に寸力を蜴

さんと存じ」と述べた心境は当時の物産開発の急務が新島の心に焼きついていたからかもし

れない。1871明治4年，少緋務森有礼の幹旋により改めて海外旅行と官費留学を公認され

た。丁度この時，北海道開拓使の黒田次官は渡米して，森に開拓使顧問の件で相談していた

ので，新昆の鉱山開発に関する知識によって黒田はその影響を受けたとも考えられる。

　眼を西国に転ずると，薩摩藩は蘭癖大名と異名をとった島津重豪（1745延享2年一1833天保

4年）はオランダの科学と殖産振興に一方ならぬ関心を示した。この系譜は次々に申し送ら

れ，曽孫の島津斉彬（1809文化4年一58安政5年）は蘭学に強い関心を示した。斉彬は当時

の多くの有名蘭学者戸塚静海，商野長英，箕作玩甫，伊東玄朴，坪井信道，川本幸民などと

関係を保ち，時には鹿児職こまで招聰された蘭学者もいた程であった。1852藏永5年から57

1）同志社編：新島嚢　書簡集（岩波文庫）71頁

2）　　〃　　　〃　　　　　（　〃　）78頁

3）　　〃　　　〃　　　　　（　〃　）32頁
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安政4年の間，集成館，開物館が創設され軍備の充実と殖産興業に貢献した。しかし，1863

文久3年の薩・英戦争の結果，藩の近代化を強力に推進するため，1864元治元年，開成所が

設立され軍事以外の理工学，医学の学科が蘭・英学で教授されるに至った。翌1865慶応元年，

藩は五代友厚の提議を容れて，国禁を冒して町田久成らの取締役と開成所から選抜した生徒

森有礼，田中盛明（朝倉省吾と変名した）ら訂17名の留学生をイギリスに派遣した。この一

行に同行していた五代は大陸視察旅行中に，ベルギー人モンブランと出会いその後の交渉の

末，薩麿藩を窓口とするモンブランと商社亦業に関する覚世を結んだ。この時の覚磐の第13

条に「鉄製局，金山，銅山，錫山，石灰山，鉛山，此等は商祉盟約の上，土質学逮人を屈ひ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

領内普く点検し，共の場所に応じて適当の事業を開くべしJl｝との一項目があった。この覚

沓は同年末帰藩した五代らによって報告され，翌年轟に正式に藩より承認された。この結果，

モンブランは鉱山技師を伴って，1867慶応3年来日した。鉱山技師は鹿児島に上随し，領内

の鉱山調査に従事した。この鉱山技師はフランス人コワニエで覚轡による土質学の達人に当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
る人であった。またコワニエに付添い通訳を兼ねた朝倉盛明はイギリス留学生組であったが

後半はフランスに留学していた。この2人による藩内の鉱山調査は1868慶応4年の新政府成

立まで続けられた。これが縁となって，コワニエと朝倉は新政府の鉱山局設置と共に招かれ，

両名共生野銀山に勤務を命ぜられた。この両名のコンビで荒廃した生野銀山の近代化による

再開発が推進され，10年後にはわが国有数の銀，銅山として再現した。また同時にこの地で，

フランス系の近代地学の種子が発芽したことは地学史上忘れることができない。

　長崎警備を預っていた佐賀藩は1808文化5年，イギリス船の長崎港不法侵入事件以来，til

島のオランダとの交流を密にして海外情報の入手に努めるとともに，蘭学を奨励して珂刺吻

充実と領内の殖産振興を計っていた。藩主鍋昆直正は自ら藩の近代化に力を注いだ結果，軍

事面ではペリー来航（1853嘉永6年）以前に，わが国最初の鋳鉄砲の製造に成功しており，

この製鉄作業に関連した原材料の鯛査のため，領内の鉄，石炭，銅，粘土類の探索2）がおこ

なわれていた。また，1855安政2年，幕府はオランダ海耶々人を招き，長崎に海軍伝習所を

閉設して幕臣の教育を実施したが，この時佐賀藩も多数の伝遡生を送り，海軍操艦技術を習

得させると共に，伝暫所付軍医ポンペが特別におこなった鉱物学，採鉱学の講議を藩士に聴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かわりしな
講させたりした。このように海耶力の充爽を計る一方購入艦船などの代品としての石炭，陶

磁器の増産に乗り出したり，また幕府の派遺した万延元年の遺米，文久2年の遺欧各使節一

行にも藩士を随行させて世界状勢の把握に努めた結果，蘭学より次第に英学に重点がおかれ

るようになり，英学塾が盛んになった。1866慶応2年，石丸虎五郎3｝（安世）は藩命により

イギリスへ密航し，イギリス国内を視察して翌年帰藩するや石炭坑の近代化に従事した。藩

は在インドのイギリス人鉱山師モーリスを屈い，当時優良炭を産出していた藩営の高島炭坑

の堅坑閉盤などを実施して近代化への先鞭をつけた。石丸は山代郷の露頭部の炭層の掘り尽

されていた状況を見て地下に埋炭層の存在を予想して，モーリスに探索坑道を開盤させ，自

ら開発の指導監督となった。この時，石丸は坑口に英諏学校を開いて省生を教育した。その

書生の一人に地質調査所長となった巨智部忠承がいた。藩はモーリスにイi田の白泥採掘場を

1）鹿児畠県：鹿児島県史　巻3，225頁

2）大隈重信と小出千之助による

3）鍋島家編纂所：鍋島直正76頁
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視察してもらい，ワグネルを迎えて絵薬の改良を計って磁器の生産，輸出に力を注いだ。

　最後に，1862文久2年の幕府派遣オランダ留学生について触れておく。この留学生は軍艦

操練所軍艦組から榎本釜次郎（武揚）1）ら士官5名と蕃書調所教授方から津田真一郎，西周助

の2名をはじめ，医師その他あわせて15名であった。とくに榎本らは発註した軍艦の回航を

兼ねての実習であったが，榎本は本業のほかに留学医師と共に舎密，鉱物学2｝の講義を受け

た。この時の基礎知識が北海道開発に貢献された。また西は哲学，経済などを学んだが，明

治になり沼津兵学校の経営に利用科を重視し，地質，金石学に理解を示し，さらに学校制度

の献策にあたって地学の重要性を認識していた。

第4章　19世紀後半における地学思想の受容　一2－

　　　　　　　　　（新政府と地学）

　4－1文明閉化と地学の啓蒙

　1868慶応4年，幕府崩壊後の新時代に対処するため，新政府当局者ならびに在野の新知識

人たちは，人民に対して知識の向上と在来からの思考力の一新を計るための啓蒙運動を開始

した。一方，当時の状況から諸外国の勢力にたいして国家としての体面を保持するために，

新政府は幕藩体制のもとで近代化の方向に動きはじめた産業の再編成をおこなって，外国貿

易を含む経済政策の確立と，民生の安定を計る殖産興業一富国一を最重点目標におく必要が

あった。この目標を逮成するため，欧米の自然科学，技術の導入とこれの普及が重要な役割

を果すことになった。明治の初期約10数年の間，人民は文明開化を謳歌しながらその一方で

啓蒙思想を注ぎ込まれていた。その当時の状況を示すことばに，「人以テ知ルコトナカル可

カラス知ルコトナキハ禽獣二近シ禽獣尚知ルアリ人トシテ知ルナカルベケンヤ……中略……

コノ書ハ格物窮理ノ要典デ……中略……西洋文明開化ノ由テ来ル所ノ原ヲ知ラシムルベキ宝

鑑ナレバ……Jがある。これは慶応義塾の小幡篤次郎が1868慶応4年訳述した「博物新編補

遺」の序文に誌したものであった。

　ここで「博物新編補遺Jの内容をその凡例を引用して説明する。すなわち，「英国ノ士チャ

ンプル氏著’イントロヂュクション，ツ，ゼ，サイアンスdiト云フ書ニシテ万学小引トモイ

フヘキ書ナリ……中略・・…文章簡略ナリト雌モ議論稽ヤ深奥ナリ今余之ヲ訳スルニ勉メテ原

害ノ意ヲ曲ケサルヲ主意トシ……中略……邦訳全ク欠乏スルモノハ原語ヲ施シ以テ児童英語

ヲ知ルノ梯階トナサンコトヲ希フノミ……Jと記している。この原書は1855成豊5年（安政

2年），英国人医師合信（Benjamin　Hobson　1810－73）1こよって「博物新編Jとして漢訳され，

日本では1864元治元年，訓点をつけて刊行された。小幡は漢訳の「博物新編」を読むことの

できない児童のために，改めて本書を訳し，名づけて「博物新編補遺Jとした。1869明治2

年出版された本誉は上中下の3巻より成っていて，その上巻に地質論の記述がある。明治新

政府になって最初に現われた地質の言葉であり，地学思想啓蒙の先駆的なものとして本書の

1）加茂ue－　：夜明けに立つ榎本武揚　科学朝日　1962　No．5，62頁一

　西は1866年帰国　ワグネル：1869年来日　化学　1871年南校教師

　榎本は1867年3月帰国
2）フレデリクス，スチュルテルハイム
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地質論の全文を紹介する。

　博物新編　上巻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小幡篤次郎

　地質訟

　凡ソ地ハ固形物ヨリ成ルモノトス今日マテ人ノ覗ル所ニテハ岩石，土炎，金属等ノ雑租ヨリ集合スル

モノノ如シ就中，岩石lbkモ多キニ居ル之ヲ汎柵シテ破物界ト云フ
パ 　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サウ

蒸餅ヲ切テ重タルモノノ如ク互二相積テ層ヲ成スノ岩アリ然レトラ平坦ナルハ甚稀ナリ共大ナルハ数十
　　　　　　　　　　　　　　　　　カサナリ
百里二述ナルコトアリ此種ノモノヲ成層岩（スタラタ）ト云フ又一種ノ岩アリテX’xtテ層ヲ成サス常二唾

巌（ザンカン）タル形状ヲ成スアリ之ヲ不層岩（オンスタラタ）ト名ク

若シ無学ナル人，石砿或ハ金砿笥二往テ地ノ外穀ヲ精閲セハ唯岩石ノ混溶スルヲ見テ曽テ層ヲ成スモノ

アルヲ見ス賞日尚存活スル人ノ能ク記憶セル時代マテ世人岩石ヲ秩アリテ相重ナルモノト知ラザリシガ

今日二至リ相積テ屈ヲ成スニ秩アルヲ確証セリ
クレ4　　　コール　　　応膚7インダストン

数種ノ岩集テ地穀（チコク）ヲ成シ層々相積テ秩アルモノ之ヲ成屈岩トス石灰層，石炭層，厘石層ノ如

キ是ナリ共層タルヤ石灰層ハ曽テ石炭層ノ下二存ラス石炭層ハ亦曽テ展石層ノ下二居ラス然リト皿ドモ

石炭層典所二居ラスシテ石灰層直二崖石層二接シ或ハ爾者欠ケテ石炭層下二他租ノ層ヲ見ルコトアリ然

レドモ石炭層曲テ石炭層上居ラス量石層亦曽テ石炭層ヲ鍮ヘテ上ルコトナシ……中略……上下ノ秩曲テ
　　　　　　　　　　　　　　　サウチツ
錯乱アルコトナシ岩ノ新古ハ此層秩二従フ故二最下ノモノヲ161モ古キモノトス

スタラタ　　　　　　　　　　　　　　　o　・　　　　　　　　　 オンスタ，タ

若シ人，成層岩ノ全層ヲ経入スルヲ得ハ，必ス不層岩ノ之ガ底面ヲナスヲ見ム又不層岩ハ腿騰スルトキ

ハ成層岩斜二之ガ山側二裁在（ケイザイ）シ其居所尋常ノモノヨリ高カルヘシ且又不層岩ハ混溶状ヲナ

シ成層岩ヲ突テ騰上シ其映隙二充塞シ甚シキハ溶テ火燃石（ラヴァ）トナリ共外面二流被スルモノアリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イグネウス
不層岩ハ火力ノ創始スルモノニシテ之ヲ異名シ火成岩ト云フ同種ノモノニサモ成層岩ノ敏隙ヲ突テ騰上

スルモノハ噴火山（ウヲルカノ）ト云フ成層岩ハ水底ノ渣淳ヨリ積テ成ルモノナレハ水成岩（アクーウ

ス）ノ別穂アリ

成層岩ノ数20層アリテ最下ノ3層ヲ第一創岩（プリマリ）ト云ヒ次ノ3層ハ第一創岩ト第二創岩トノ悶

二在テ之経過岩（トランシーション）ト名ク経過岩上ノ8層ヲ第二創岩（セコンダリー）ト柵シ次ノ3

層ヲ第三創岩（テルチアリ）ト名ク城上ノ3層ハ地ノ外殻ニシテ筆和（ライシ，スキクワ）ノ能ク入所ナ

リ第一創岩ノ中ヨリ破（ヤマモノカハウ）ヲ出スモノアリ賭工之ヲ鋳冶シ生々ノ用二供スル譜金ヲ造ル

諮金属ノ中二白金，黄金，銀，銅，鉄，鉛，錫，亜鉛及安地膜尼ヲ最モ有刑ノモノトス又第一創岩及
　　　　　　ブラナナ　　ゴロルド　シルウア　あツペブラテナ　　ゴーfUド　シルウγ　コツペ　7イUンプラ，ナ　　ゴー応ド　シルウ7　讐ツペ 　7イuン　リード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジンクプラ，ナ　　ゴー応ド　シルウ7　讐ツペ　7イuン　リード　　，ン　　ジンク　　　 7ン，塾島一

下層岩裏ヨリ石ノ美麗ニシテ珍膏ナルヨリ宝石ノ柵アルモノヲ出ス宝石ノ魁タルモノハ金鋼石，夜明珠，
▼

　冒　　　　’　　 F
’

　一　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫イヤ絶ンド　　ゲ巾ネットダイヤ屯ンド

紅宝石，覗玉，黄玉，rntL母録，緑玉，璃瑞，純紅石，紫玉瑛ナリ又別二地ノ外殼中二許多ノ破物（ク
　　　　　　　　トパヅルユビイ　7　サツプヒーヤー　トパヅ　　　エメ，ルv7　　べ覧｝勘ルユビイ　7　サツプヒーヤー　トパヅ　　　エメ，ルv7　 ぺ1｝勘’　 エゲー5ルユビイ　7　サツプヒーヤー　トパヅ　　　エメ，ルv7　 ぺ1｝勘’　 エゲート　　ジヤスバ階　　　工ミ引イスルユビイ　　　　サツブヒコヤロ　　　　　　　　　　　エメツルドルユビイ　　　　噌トツプヒーヤー　　ト’《ヅ　　　　　エメ，ルv　　　　ぺ1｝7レ 　　　　エゲート　　　ジヤス♪《嚇

ハウブツヤマモノ）アリテ各其所在ヲ定メリ砿物ノ最モ人ニイ∫用ナルハ屋ヲ築キ道ヲ鋪クノ石，平盤石，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スレート
大理石，石灰石，石炭，磁石，　山塊，碓石及瓦壷ヲ製造スルノ粘土ナリ
マーブル　「　　テヤーク　「　　　　「7イ7ンストン　ロツクソ，V　Fv一プルv一プiV 　　　？ヤーク　　　　　　　　　　　アイアンストン　　　　　　　　　　　　　　　　　　フリント
地殻ノ創始ヲ論スルハ地質学ノ主旨ナリ殻中ノ砿成分（カナイロ）ヲ精閲講明スルハ砿山学二属シ有用

金属ヲ吟味シテ之ヲ製スルモノヲ製金学ト云ヒ又之ヲ精錬シテ其粋ヲ抽クモノヲ錬金学ト柵ス土壇ヲ培

餐シテ稼穂二宜シカラシムル法ヲ論スルハ耕作学ノ要務ナリ

以上の内容をまとめてみると

水成岩……成層岩
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　1874明治7年，西周によって「百一新論」2冊が刊行された。西は1862文久2年榎本武揚

らと共に，幕府よりオランダに留学を命ぜられ，ラィデン大学教授フィセリングの個人教授

を受け，哲学，政治学，経済学などを修得して1865慶応元年末に帰国した。帰国後，西は開

成所の教授として，時には私塾を開いて生徒・香生に欧州の事情を紹介していたが，幕府崩

壊のあとも旧将軍と行動をともにして新政府樹立にともなって徳川一家と静岡に移った。西

は静岡藩によって創設された沼津兵学校の頭取となって，専ら旧旗本，直参の子弟の教育に

従事した。1870明治3年，西は新政府より出仕を命ぜられ職を兵部省後の陸軍省に奉じた。

その頃，1873明治6年，森有礼らによって明六社が創立された。この明六社は西洋流の学者

の結社といわれるもので，参加者としては西をはじめとして，福沢諭吉，加藤弘之ら旧幕時

代の洋学思想の持主が多くみられた。明六社は文明開化の先駆的知識運動を展開して，その

機関紙として明六雑誌を発行して啓蒙思想の先頭にたった。この時代を背景に西は「百一新

論Jを著わした。この著作中に現われた地学の用語を使用した文面を抜き出して自然科学の

流れ取り上げてみよう。

　百一新論（2冊）　明治7年刊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西　　甫

……
道理々々ト”様二ロデハ言ヘド其実ハ理二ニタ通リアツテ其理ガ互二少シモ関渉シナイト云フコト

ヲ知ラネバナラヌデゴザル，今此区別ヲ示ス爲二Pt－一ツヲ心理ト云ヒ，其一ツヲ物理ト名クルデゴザル，

其物理トハ天然自然ノ理ニシテ……一撮ノ土モ……何デン箇デモ此性ヲ備へ此理二外ナルコトハ出來ス

……
，物理トイフハ物理一般ノ理，……無機性体金石灰土ノ質ヨリ……此大地ヲ生ジタル地膚地皮ノ理

……二至ルマデ総テ百般ノ道理ヲ物理ト云フコトデゴザル・…・二物理ト申ス内ニモ彼ノ造化史ノ学ヲ主ト

スルコトデゴザツテ其造化史ハ先ツ金石・草木・人獣ノ三域二就イテ諸種ノ道理ヲ論ジ，傍ラ地質学，

（ゼオグラヒー）。古体学（パレントロジー）ナドト分レテ此ノ大地ノ出來タ初メニ返リ……」

と百一新論の中で哲学の訳の由来を説明する論議中に，地学関係の位置を明らかにしている。

また，明六雑誌（明治8年）に寄稿した国民気風論中に「地質上（セオカラフィカル）ノ気

風ト名クル者アリ是レ其源地質二在リヤ否ヤ……Jと地質という言葉が一般の論議の中でも

使用されだした。

　西が明治3，4年頃書いたと考えられる草稿の中に地学関係の訳語があるので参考までに

挙げてみると，

　　Natural　history　造化史　　Physic　　格物

　　Geology　　　　地質学　　Physical　物理

　　Mineralogy　　破物学

　（大久保利謙編：西　周全集No．3より引用　1966昭和41年）

4－2　文部省創設と地学害の刊行

　1868明治元年，新政府は幕府の昌平慨・開成所を接収して，改めて大学校（後に大学）を

開校したが，1871明治4年に内部事情によって大学を解体して，行政専門の部門を分離独立
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して文部省を新設した。翌年学制公布がなされたあと文部省はその役割の一っとして，欧米

の翻訳省を山版していわゆる官板と称し，人民の啓蒙に力を注ぐ教育政策をはじめた。地学

に関して先づ最初に刊行された書物は，1872明治5年，文部小教授爪生寅によって訳述され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
た「坤撃学J2巻である。本誉の内容は第1章より第100章を2巻に分けて地質学の初歩の

紹介を試みている。最初に地質学の定義を述べ，「第1編　地体ノ組質組成ノ概論」（第2－68

章）と「第2編　磐石ノ組成位置ヲ論ズJ（第69－100章）となっているが，訳述は中途で終

った未完結のものである。次に数章を抜粋してその内容を紹介する。

　地質学　一，二　止　　文部小教授　　　　　　　　　　　　　　　　爪生寅訳述

　地質学ノ名義目的ヲ繭ス

第1章　地質学ハ地体ノ組質組成ヲ蘭スル学ニシテ共目的本意ハ地球ノ実体ヲ組立ル鉱属踏塊及ヒ動植

飛漕ノ痕跡ヲ目膿推明シ其古今ノ変遷ヲ探リ其変遷ノ理ヲ粛ルニ在リ

地質学分テ三科トスー二日ク地質肥那科此学二関スル賭般ノ條件ヲ明萎列戟スル科ナリニニ日ク地質理

舳科；UI　11件ニー々論理ヲ立ツルノ科ナリ三二日ク地質爽用科此條件ヲ爽地ノ用二供スル科ナリ又タ地質

学二付属シテ共ノ用ヲ佐クル者数科アリ日ク化学，物質，至微分子ヲ考服シ典和合ノ方法ヲ明ニス日ク

確犀学，地内ノ金石賭類ヲ明ニシ共性質ヲ緋シ典類別ヲ立ツ日ク植物学日ク動物学，動植二物ヲ醐明ス

ルノ学ナリ日ク地文学（フイジカルジョグラフィー），地面上ノ山川洲颯ノ形象大小井二其目下ノ変遷

等都テ地上百物ノ位置所在二関スル條件ヲ紛訟スルノ学ナリ

　　　ー中略一

　地質鉱属学

第11章　鉱学者流ノ分排セシ単純鉱属ハ共数百ヲ以テ数フ然レドモ大量ヲ以テ岩石ノ大塊ヲ成ス者ハ唯

ダ其一ニノミ典最ナル者左ノ如シ

石英（クワーツ）　堅牢ナル砿属ニシテ燧ノ火ヲ発スペクー二玉石ヲ除クノ外破璃庸類二校痕ヲ印スベ

ク吹火筒ニテ熔鮮セズ尋常ノ酸二溶和セザル者ナリ透明細粒ノ花陶石（ミカゲイシ）砂石等ハ即チ石英
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●ナリ

長石（フエ゜ルスハル・ボサツイシ）紅白色ニシテ肉色ノ如クコし質軟脆不透明体ナリ吹火筒ノ熱二迦ヘ

バ白色破璃ノ眉ヲナス
　　　　　　　　　　　や　ラ　や　ラ
雲母石（ミカ・キララ）光躍閃発スル砿属ニシテ軟靱仰カアリ分砕シテ之ヲ細片トナスベク多量二之

ヲ含ムノ岩石ハ其光沢宛モ銀ノ如シ

角楼閃石（ホルンブレンド）烈色アリ賠緑色アリ共二破璃様ノ光沢ヲ存ス雲母二代リテ花尚石中ニア

リ或ハ雲母石ト共二花岡石中ニアルコトモアリ然ルトキハ其岩石ヲ無花醐石ト名ク梯石及ヒ角様閃石板

石ニアリ

螢石（オーザイト）　共性質恰モ角様閃石二同ジ

滑石（タルク）　柔軟ナル砿類ニシテ膠ノ如ク真珠ノ光沢アリ蝦石，仏良西石灰及ヒ緑泥石（ユロライ

ト・チチプアヲイシ）ノ本分タリ

葡萄石（セルペンタイン）　色緑ニシテ共質不透明空気二曝露シテ黄灰色トナル時トシテ表二斑点ヲ現

ハシ其象宛モ蛇皮ノ如シ

炭酸石灰　大理石，石灰砿，石灰石即チ是ナリ酸二逢フテ沸騰シ熱二蓮ヘバ還元シテ生石灰トナル”

白雲石（ドロマイト）即チ苦灰石灰ニシテ炭酸灰石ト炭酸苦土ノ和合ヨリ成リ火二熔之酸二遇フテ

徐々二沸騰ス舎利塩ノ製造二之ヲ用フ
、
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硫酸石灰　石膏，白玉（アラバストール）白大理石即チ是ナリ

塩化「ソージュムJ即チ尋常ノ食塩ナリ

電気石（タウルマリーン）黒暗褐色ノ石ニシテ其質脆ク熱スレバ電気ヲ発ス

硫鋏石黄色堅剛其形般子ノ如ク人屡誤リ認メテ金トナス者アリ其質鎮ト硫黄ヨリ成ル　鋏鉱及ヒ石炭

是ナリ

地質学者ハ必シモ砿属学ノ秘奥ヲ極ムルニハ及バス唯其最モ岩石ノ体質二現ル・モノヲ通知セバ足レリ

トス蓋シ岩石ノ組成モ之二由ツテ察スルコトヲ得ベケレバナリ

第13章　地質学者流皆ナ共地質変化ノ作用ヲ起ス所以ノ者二於テハ異家同説ニテ其変化ヲ作ス者ハ古今

同物ナリトス然レドモ共作用ノ強弱二関シテハ其論二流二分ルーハ地質ハ変遷ノ跡ヲ以テ考フレバ昔ハ

其作用ノ勢強大ニシテ目今ノ比二非ズト云ヒーハ其変化ノ原由トナル者ノ勢ハ昔モ今モ共強弱二違アル

コトナク始終不変ノカヲ以テ作用ヲ爲ス只タ永久連綿トシテ止マズンバ如何ナル変化現象モ起スニ足ル

云フ「チャーレス，リエルJ君ハ此説ヲ然トシ其著ス所ノ地質論ニモ之ヲ論ジタリ地質変化ノ原由トナ

ル者四種二分ルー二日ク空気作用ニニ日ク水質作用三二日ク火気作用四二日ク右機作用是ナリ

　以下第93章までは上記の4作用について説明しているが，このうち火山岩に関するものを

抜き出してみる。

第61章噴火石（ラバ）トハ都テ火山ヨリ流動シテ避リ出ツル諸砿属ノ事ニテ先ツ主トシテ長石（フエ

ルスバル）又ハ閃石（オーザイト）ヨリ成ル長石之レガ基トナルトキハ長石性噴石（フエルトスパチク）

ト名ク其色微ニシテ比重2，8二過グル者ナシ粗面石（トレカイト）ハ此類ノ墳石ナリ閃石ヲ以テ主トス

ル者ハ暗色ニシテ比重2．8過キ閃石性噴石ト名ク柱石（バサルト）ノ類即チ是レナリー中略一長石

性ノ喧石水中二流ル・トキハ浮石（プミス）ト変ジ軽クテ能ク水面二澹ブニ至ル白燧石多量二噴石ノ質

中ニアルトキハ火山破璃（オブシヂアン）ト成ル……

　磐石ノ組成位置ヲ論ス

第94章　地質学二於テ磐石ト称スル目ハ砿物ノ衆合ヲ云ヒテ其質堅軟疎密二関セス故二「サハラJノ沙

漢ヲ称シテ沙磐石ト云ヒ又埴土泥砂ノ塊ヲナスヲモ亦称シテ埴磐石泥磐石ト云フ而シテ磐石ノ組成位置

二差別アルハ其生スル所ノ原因二関ス其著シキ差別ヲ有層累石及無層累石ノニ種二分ツ有層累石ハ層々

並行ヲナス但厚サー寸ヨリニ三尺二至ル差暴アリ水底二沈澱シテ有層累石トナル層ヲ渣津層ト称ス……

第99章　地皮十分ノ九ハ有層磐ニシテ層々自ラ順序アリテ錯乱セス如シ層二鉄アルトモ上下位置ヲ換ヘ

ス……中略……但シ所一定ノ順序二異ナル者アリ是レ層ノ昇降ヲナセルニ由リ自ラ逆順ヲナスナリ累層

逆順ヲナス此ノ如キ層ノ畳軸層ト名ツク

　1875明治8年，具戊博物学（全10柵）が須川賢久の訳で出版された。この書は米国グドリ

ッチ著「ピクチュラル・ナチュナルヒストリー、1870年を原害としている。原著者り序文に

よろと，．この本は小学生徒と児章のために博物学の大略を教えるために作られたものであっ

た。わが文部當局も著者の趣旨の通り小学生向けの教本として翻訳させたものとおもわれる。

本書の内容は天文・地質・砿植物の諸学科に関して説明しtgものである・．訳者によると2原

文を忠実に訳しているので，たとえば，水は元毒であると香いてあるが，このζとにっいて

は現在⑳小孝生でも牒りであること位は知っていると付記している。また，動物化石論のな

かでは旧約聖書と地質時代の変遷の関係について「地質学ノ定説ヲ熟考セバ却テ旧約聖書！．

説ヲ信スルニ至ラン……」のように，この時代の新大陸での教会の勢力の強さを印象ずけれ

る。ところで，地学関係は巻1の第2編に破物界の題目で啓かれ一pその内容は下記の通りで
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ある。

　　地球ノ構成及ヒ地質論

　　動物化石論

　　破物学

　　地球及其外貌ノ説

となっている。内容の一部を下記する。

　具氏博物学　　明治8年9月　文部省

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須川賢久沢　田中芳男校閲

　地球ノ構成及ヒ地質論

　地質学ハ近来開ケタル学間ニシテ共韮意ハ地殻ノ坐成ヲ論スルモノナリ……中略……只々地殻ヲ形成

セル詔物位置及共層秩ヲ論シ又地穀ノ創造及ヒ共腰々変化セルコトヲ検il・tス……盗地球ハ原固形体二因

テ成リタルモノトス世人ノ今日マテ注ロスル所ニテハ岩石土類金属簿ノ各租集成シタルモノノ如ク見ユ

就中岩石最多シトス即コレヲ総柵シテ破物界ト名ク……（岩石の串項をまとめてみると）……

岩石｛羅：lll留灘ナル，V状

不屈岩ハ毎二成層岩ノ下二在リ成層岩ハ順序ヲ乱サス層々相積シテ不層岩上二居ル不層岩ハ堅キ結晶物
驚　カ　　　ク7勘ツ　　ヘル民ベル　　　ホ勘ン7レーン

ニシテ……雲障，石英，長石及ヒ光線石ナル4租ノ物質ヨリ成ル而シテ4租ノ物質ノ多少二因テ典名ヲ

異ニス喩ヘハ花尚石（ガラニート），無花IS石（シナイト），緑石（グリーンストン）等ノ如シ……総稻

シテ火成岩（イグネウス）ト云フ　底成屈岩……薄片二測脱スヘキ堅質ナル岩石……岩租中ニテ眼目タ

ルモノハ片麻石（ゲニス），雲母板石（ミカスレート），粘土板石（ケレースレート），滑石質板石（タ

ルクスレート）ノ4租ノ石ハ恐クハ其始不層摺ノ破壊シタル分子ニシテ水カノ勢力二因リ結成シタルモ

ノナラン

不層岩ト底成層岩トヲ併セ柵シテ之ヲ第一層岩ト名ク……（のように逐次層岩の順序を述べているので

これを一括すると）……（第4図）

　　第一層岩　　不層岩

　　　　　　　底成層岩

　　接続岩

　　第二層岩

第二層岩ノ上二第一層岩ガ突起昇騰スル地ヲ火山ト柵ス火山岩石中ノ首タルモノ緑石（トラップ），柱

形石（バサルト），白班紅石（プロヒリー）

　　第三屈岩

第一層岩或ハ第二屈岩ノ中二数種ノ岩石ヲ充塞シタル許多ノ裂口及ヒ細ナ水脈アリ又此岩石中二破物ア

リテ人生ノ用二供スル廊ノ金属ヲ産ス金属ノ数40有2種アリ就中簸モ有用ノモノハ即チ白金・金6餌・

銅・鋏・鉛・錫・亜鉛・安地賀母尼等ナリ

聯ノ造成ヲ論スルハ「ジ加ジー・一・－npチ地質ノ学ナリーノ主意ナリ雌ハ淋希臨ノ「ジイ．二

及「ロゴス」ヨリ転シタルモノニシテ地及ヒ鍮説ト云ラ義ナリ孟シ地質学ハ世人二有用ナル賭破物ノ地

位ヲ詳明ニシ且造化ノ妙カヲ窺ヒ新児ヲ開クヘキ緊要ノ学ナリ

地穀中ノ破物成分ヲ群論スルコトハ破物学ノ主旨ナリ然レド毎今破物学ヲ諭ゼサル前二動植物ノ化石二

就テー言ヲ挿マザルコトヲ得ズ……以下略ス
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　　　　　　　　　　第4図

具氏博物学ぐ文部省〉須獅賢久訳 1875明治8年

員氏博物学

［イ符］ハ突出昇騰シテ第二層岩ト混合シタル第一一“Ms岩ナリ

［ロ糊ハ第一贋岩ノ昇騰スルニ因ツテ轡曲ヲ生deシ慮鵡填塞シタル第二贋岩

［ハ符コハ第二層岩ノ転動二因ツテ生セシ凹慮中an在ル第三層岩

［二符］ハ柱形ヲナシタル鋳化石

［ホ符コハ鮫タル慮

［圏鮎］ハ水底X流転シテ逐・：・円形ト成リタル石及水力ノ爲メmu凹慮轟合衆シタル円石ナリ

［小黙］ハ地面真下ノ細石ヲ示スナリ
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　1875明治8年11月，牙堵御学蓼知1》（全15冊）が田中耕造訳，佐沢太郎訂で出版された。本

替は佛国ガルギエ著「サンプン・レクチュール・シューレ・シアンス」を翻訳したものであ

る。これまで出版された爪生寅訳「地質学J・須川久賢訳「具氏博物学、が英米系であるの

に本啓はフランスの訳本であることが特色である。木誉中に紀載されている地学関係の項目

は巻之2に稗塚学，巻之3に傘石学である。以下内容の要点を転載する。

　牙氏初学須知巻之二

　　地質学目録

　第一　地質学ノ名義

　第二地球ヲシテ今日ノ外形ヲ得シメタル古来ノ変遷

　第三　水力作用

　第四河海ノ作刑　堆積（アテリスマン）砂丘（ジュヌ）

　第五地中動物（アニモーフヲシル）地中植物（プラントフヲシル）

　第六　地中ノ温暖　火山作用総瞼

　第七　噴火山及ヒ地震

　第八温泉（スールス，テルマール）砿泉（スールス，ミネラル）

　　　　纒凝石泉（スールス，アンクリュスタント）

　第九　極海bK及VK田（グラシェー）

のような9項目について簡略に述べられている。

　第三　水力作用（エリヘー，ネブチユニアン）

……両大変選ノ間二成リテ並行重昼セル賭層ヲ総柵シテ地層（ラテン）ト云ヒ，其中海産物ト湖産物ト

ヲ繭ゼス，総テ同源ヨリ成レル賭層ヲliil　SgFvV（ホルマーシオン）ト云ヒ，地層ハ上ヨリ下二向ヒ逐次相

皿昼シ，其間或ハ数層ヲ映クユトアリト難モ必ス皆同一ノ順序ヲ逐フガ故二，共次序二原ツキテ此屈ノ

彼層ヨリ巡キコトヲ考定スベシ，地層ノ新旧序列二従ヒ，皿ツ其之ヲ構成スル原質二由リ，地層ヲ区分

シテ

　第一地層（テラン，プリミチフ）最モ深クシテ且ツ旧シ

　中悶地層（テラン，ド，トランシシオン）第一地屈ト第二地層トノ間に於キテ成立セル者

　第二地層（テラン，セコンデール）

　第三地層（テラン，テルチェール）

　第四地層（テラン，カーテルネール）及ヒ

　新成地層（テラン，ダリュウヒオン）

ト爲ルナリ

　第六　火山作用総舳

……，往古ハ大変遷頻数ナリシガ，後世二至リニ従ヒ漸ク減少シ，；t’問二渣津益々沈澱シテ，遂二今日

ノ地球ヲ成セリ，当4二至リテハ殆ト古ノ如キ寒冷凝結ナク，渣津ノ沈澱モ亦大二稀ニシテ，地中ノ震

動バー地方二於テ地震トナリ，或ハ火山ノ破裂トナルニ過ギズ，共僅二発スル者モ亦噴火作用ノ微々タ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　ル者ナリ，前二脱ク所二撮レバ大地顯度ノ原因ハ蓋シ地温ノ漸ク減少セルト地皮ノ之ガ」3メニ凝結スル

ト，地下ノ洗動塊ノ劇動トニ由ル而シテ渣淳ノ地層ハ水ノ迅転ニヨリ由リテ生ジ，雰囲気寒暖井二海水

ノ質等ノ急変二由リテ，其質ト結構トヲ変ゼシ者ナリ

1）Garriguea：Simples　Lecturs　sur　les　Sience
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　第七　噴火山・地震

……地中流動塊ノ震動ハ，必シモ地面二湧出シテ地準ヲ変ジ，或ハ熔解物ノ浴流ヲ生ズル者ニアラズノ

時ニハ焼石「バサルトJ質焼石又ハ結晶質ノ金属ト混合セル者ヲ，地ノ折裂間二嵌入スルニ過ギサルコ

トアリ，錫，銀，水銀，其他諸金属ヲ穿開スル鉱脈ハコレガ爲メ生ズル者ナリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●

　牙氏初学須知巻之三

　　金石学目録

　第一　金石井二其功用

　　……中略……

　第二十四　白金　弊素

　この中で各種の鉱物類の性質や利用を記して述べている。そのうち主なものについて取り

上げてみる。

　第一　金石井二其功用

博物学ハ土地ノ表面井二其内部ニアル万物ヲ緋識区分スル学ナリ，万物ヲ大別シテ三有トス，非生体即
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●
チ岩石，賭金属等ヲ金石有トシ，噂ラ之ヲ論ズル学ヲ構シテ金石学ト云フ，
　　　　　　　　　　　　　　　　
金石学ハ動物学，植物学ト異ナリテ，人意ヲ悦パシムル．コト少ナケレレドモ，共要用ハ甚大ナリ，家ヲ

建ツルニ金石有ノ物ヲ用ヰ，百工二用ヰル諸種ノ金属モ亦此有ノ物ナリ，硝子磁器（ホルスレーヌ）モ

亦之ヲ以テ製シ，金剛石，舘宝石，結晶石（クリスタル・ド・ローシュ），石炭，硫黄，硫酸石灰（ブラ

ー トル）石灰，粘土及ヒ白璽（クレー）等モ皆金石有中ノ物ニシテ其ノ功用少ナカラズ，然ラバ此学ヲ

研究スルノ用皿大ナラズヤ，右に畢グル諸品皆地ノ内部ニアル者ナリ……中略……其之ヲ掘ス所ノ坑ヲ

名ヅケテ破坑（ミーヌ）ト云フ，

　第二　砿坑ノ盤開

砿坑ノ所在ハ地層斜ニシテ，地面二平列セル位置ヲ視テ之ヲ察シ，或ハ溝アリテ露出セル位置ヲ視テ之

ヲ察シ，井二地層ヲ集成セル物品ノ質ヲ視テ之ヲ察スベシ，先ツ破脈（ヒロン）ヲ捜索シ，若シ深ケレ

バ井ヲ掘リテ盤開セント欲スル地層二達シ，次二破脈二従ヒテ隊道ヲ穿ツナリ，

　第三石英（クァルツ）

石英ハ共形租々ナレドモ其質ハ皆同ジ，其結品スル者ハ之ヲ結晶石（クリスル・ド・ローシュ）ト云ヒ，

結品セズシテ透明ナル者ハ之ヲ「オパールJ璃璃ト云ヒ，結品セズ亦透明ナラサル者ニハ，白燧石（シ

レー），碧玉（ジャスプ），白石（ムユーリエール），「グレー」等ノ名ヲ命ズ，結晶物（クリスタル）ト

ハ……典小面ノ度皆一定セル砿物ヲ謂フ，
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　
　第六長石（ヘルドスパト・ボサツイシ），梗米土（カオラン）

長石ハ珪酸アミドシリンク），欝土，剥篤亜私（ポットアス）二曹達或ハ石灰ノ混ジテ成レル者ナリ，

之ヲ熔解シテ硝子ヲ製スベシ，長石ノー租半透明ニシテ磨ケバ光沢ヲ生ズベキ者アリ宝石売ノ用二供ス，

月石（ビエルド・リュンヌ）「ラブラドリト」是レナリ，長石ハ石英ト共二花嵐石（グラニー・ミカゲ

イシ）ノー成分ナリ，長石ハ空気二鯛ルレバ徐々二変ジ終二珪酸トナリ馨土トナル，長石既二変質スレ

バ梗米土ト名ヅクルー租ノ純粋土トナル，以テ磁器（ホルスレーヌ）ヲ製スベシ，梗米土ハ烈火二逢ハ

ザレバ熔解スルコトナシ，

　第二十銅

銅ハ時二天然純質ノ者アレドモ，百工二用ヰル銅ハ酸化銅ヨリ之ヲ取リ，或ハ銅ト硫黄二鉄トヲ含メル

硫化銅ヨリ之ヲ取ル，然レドモ酸化銅ハ甚ダ少ナク，硫化銅ハ其製方甚ダ煩雑ニシテ，今之ヲ講説スル
　　　　　　　

コト能ハズ，緊要ノ硫化銅坑ハ日本英吉利魯西亜及瑞典ニアリ，仏朗西ニモ亦一ニコレァレドモ甚ダ微

ニシテ殆ンド撫キニ等シキナリ，
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　第二十四蜂素（アリュミノム）

……粘土中ニーノ金属ヲ含有ス其金属バー千八百二十六年始メテ発見シテ掘リ出シシ者ニシテ，近時，

ドヴヒル氏之ヲ製作ノ至要物トセリ，即チ猶索是ナリ，……中略……然レドモ不宰ニシテ之ヲ採ルコト

甚難ク旦経費モ亦多キガ故二，當今重皿一「キログラム“ニシテ債大約二百五十「フランクJナリ，人

々皆後来化学家ノ紅ク之ヲ採ルヘキ良術ヲ発明シ，廉価ヲ以テ製造二供センコトヲ企盟スト云フ

　　（当時銀1kg　222フランク）

　4－3　文部省による百科全宙へ刊行

　すでに述べたように文部省は創設以来，官みずから先頭にたって人民を啓蒙して，文明開

化を推進してゆく気概をもって行動していた。その成果として，初学者むけの多くの啓蒙｛1｝

が刊行され，地学関係だけでも，爪生寅訳「地質学」をはじめ数種類の帯物が上梓された。

1873明治6年，箕作麟祥が文部省翻訳届の長となった時，かねてから企画されていた英国チ

ヤンブル著「インフオルメーション・フオル・ゼ・ヒ゜一プル」（Chamber’s　Information　for

the　peoPle）全92冊の翻訳が執道にのりはじめた。この1！｝物は100に近い各専門別の学科を集

積して編されているので，この翻訳にはこの当時の英学者を動員せねばならなかった。この

翻沢に使用された原省は第4版の1868年の出版ではないかといわれている。さて，翻沢に従

事していた人々は明六社に所属していた西村茂樹，菊地大麓，箕作麟祥とその門下生をはじ

めとし，当時，洋学の知識人，文化人を自認する人々の手ではじめられた。1873明治6年7

月，その第1回の訳述聾が発行され，その名称は百科企書と呼ばれ，その第1冊目は百工応

用化学編であった。この作業は1883明治16年に最終冊の農業編まで約10年の歳月を要した。

かって徳川幕府が埠生新編の翻訳を約30年間にわたっておこなったが，この翻訳稿本は出版

の機会に恵まれず，昭和初期まで蔵入りの状態にあった。それにひきかえ，このたびの百科

全書は翻訳の完了次第，逐次刊行され，比較的筒度の内容をもった啓蒙瞥として当時の人民

の文明開化に大いに貢献した。この百科全書の翻訳は多くの人々が分担したため，訳踏の不

統一が目立ちそのため一つの事物についても各人各様の訳譜がみられる。また翻訳者が専門

題目の専攻者でないため非常に苦労の多かったことと想像される。なお翻訳された文牽は文

部省編瞥課員のうち漢学の素養の深い人たちによって校訂された。さて，この百科全欝の中

に地学関係の専凹学科としては下記の分冊本が訳述された。

　　地質学　全1冊　9年9月　20銭
　　　　　　　　　　　　　

　　鉱物編　全1冊　9年10月　20銭

　　金類及錬金術　企1冊　9年10月　20銭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の3冊で，校訂者はいつれも消水世僑であった。原樽名は，

　　地質学　　　　Geology　　　　　ビオロジー

　　鉱物編　　　　Mining・Minerals　ミーニングミネェルス

　　金類及錬金術　　Metals・Metallurgy　メタルーメタルラルジー

柴田承桂訳

鈴木良輔訳

錦織精之進訳

これらの地学関係の翻訳本の内容中に紀載されている年代として，「地質学Jでは1831年，

「鉱物Wt　Jでは1851年，金類及錬金術では1857年が最新の年号になっているので，大体19世

紀中頃の英国の思潮が20－25年後にわが国に受容されたことになる。
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　翻訳　校訂者の経歴を簡単に述べると

　柴田承桂　明治4年ドイツ留学，7年帰朝文学省出版　後東京大学教授　明治時代の有

　　　　　　　機化学者

　鈴木良輔不明
　錦織精之進　箕作麟祥の門下生

　清水世信　文部省編書課員

であった。（福鎌達夫：明治初期百科全書の研究1968）

　この百科全害が出版された1876明治9年頃に，地学関係の仕事に携っていた人々は，凡そ

下記のように大別される。

　1．工部省鉱山寮関係

　　　　大島高任　現　　役　製鉄家，ブレークパンペリー蝦爽調査に随行，鉱山寮大技長

　　　　吉井　享　退職著述　明治4年英国留学より帰国鉱山寮出仕（鉱山頭）

　　　　高島得三　退職在野　生野鉱山でコワニエより教育を受け山口県下地質調査を実施

　2．工部省石油調査事業関係

　　　　西山省吾　桑田知明　前田精明　山内徳三郎　賀田貞一　杉浦譲三

　　　　山際永吾　坂市太郎　斉藤武治　稲　垣　徹　島田純一　安達仁造

　　　　ライマンと共に北海道調査を行い，終了後上記に勤務中

　3．　内務省地理寮

　　　　白野夏雲　木石課員　地質学関係　標本採集

　4．　東京開成学校

　　　　和田維四郎　助　教　鉱山学教師　シュンクの弟子

　5．鉱業家　杉村次郎

　この頃出版された地学関係の書物としては，すでに述べた民間啓蒙書や官板書のほかに，

漢訳地学書として「地学浅釈J「金石識別Jなどが既に輸入されていた。この両書は比較的

高度の内容をもっていたためか，国内出版の地学書と比較して論及した記録は未だ見当らな

い。

　ここで百科全書の地学関係の訳述の一斑を紹介する。

地質学 柴田承桂　訳

地質学ハ地皮ヲ構成スル所ノ物質及ヒ其地中二於テ占ムル所ノ位置連接ノ程式ヲ講明シ且ツ此位置直接

ヲ生スル原由ヲ考肢スル学科ニシテ墓語二之ヲ「ジュオロジーJト云フ蓋シ璽語ノ「ジエJ（地球）

及ヒ「＝’ロスJ（論説）ノ両字ヨリ来レル者ナリ

所謂ル地皮トハ即チ地球ノ外殻（包裏）個体ヨリ成レル者ニシテ人ノ得テ親シク検探スヘキ部分ヲ指シ

地球ノ内質未タ爽験ヲ以テ共性質抱合ヲ了知スルコト能ハサル者ノ支稽トス地皮ハ其層甚タ厚カラスト

錐人若シ之ヲ検探スルトキハ其含蓄セル所ノ物質品租最モ饒多ナルヲ見，且ツ此物質二考擦シテ上古二

潮ルトキハ珍苛重要ナル古史冊ヲ地皮中ヨリ得ルト稻スルモ亦可ナリ幾千年万有ノ変現地球面上屡行ハ

レシ特異ノ愛遷及ヒ人類ノ未タ存セサリシ以前幾多ノ年時ヲ経シ間動物植物ノ両界逐次ノ発育沿革モ昭

昭此内二追潮膿測スルコトヲ得ヘシ
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故二地質学ハ今日人類固有セル賭学識ノー部分トノミナシテ之ヲ見ルトモ巳二貴要ノ科タリ況ヤ此二由

リテ有用ノ賭鑛石ヲ考索収採スル於テハ量之ヲ必須ノ学ト言1’1ハサルヘケンヤ地皮中存スル所ノ無機物質

ノ形体性質二就キテ之ヲ考フルニ凡ソ三種ノ大区分アリ

ーニハ結品組織ヲ有スル巌石常二形状不定ノ塊ヲナス者（恐ラクハ火力二因リテ生セシ者ナラン）ニニ

ハ粘土質（欝土抱合物）砂質及ヒ石灰質等ノ巌石常二層状ヲナス者（人今晰カニ水中ノ況澱物ヨリ来レ

ルヲ知ル）三ニハ賭金属ノ鑛石一定ノ形ナク上両種ノ巌石中二漫布スル沓ナリ今本篇二於テハ第三類二

属スル破石ハ措キテ諭セス是此篇中主トシテ注視スホキ者ハ巖石及其中二組有セル有機体ノ残留物ニシ

テ彼ノ破石類ノ如キハ別二鑛物学科アリテ之ヲ陥スルレハナリ

　と沓き出して続いて以下の項目の内容について訳述している。

　1．地皮変形ノ原由ヲ諭ス

　2．地皮変形降随ノ原由ヲ瞼ス

　3．地皮変形陞起ノ原由ヲ論ス

　4．岩石ノ性質井二位置ヲ蹄ス

　5．岩石構造井二有機生観留物ヲ訟ス

　6．衷層蓄積物

　7．全篇ノ意旨ヲ約言ス

　2．の項目では，空気・水の作用即ち機械的化学的両作用によって崩壊して海まで迎ばれる

課程を述べている。

　3．の項目では，火力によって地皮の隆起がおこなわれる。このことを火質作用とよぴ，そ

の原因は火山・地震・珊瑚礁（海底墳火口或は辺縁部に珊瑚虫ノ生棲する結果）によること

にっいて多くの事例を挙げて説明している。

　4．の項目では，岩石の分類として

無層石　（結晶石）火質作用

　　　｛炎齢グニヨス゜ック）｝

花醐石属

砂石属

花岡石・葡萄石

（蛇石），白班紅石

（ポルフヒリチック）

熔化石（ハルリット）

緑石（グリインストン）

クリンクストン

トラサイト

アミググロイド

熔解石

スコリー，プヒミース

チヱプア

　　有層石　　　　海中に沈澱

を示して，主に有層石属に属する岩石の組成年代の順序を説明（第2表）している。

・ 5．の項目では，第一層，間層，第二屈下部ぼ第二層上部，第三層，表層蓄積物の各層から

産出する各種岩石の構造と化石（彊石）について説明している。花岡石を例にとると，

「花樹石ハ火岩ノー種ニシテ通常各種岩石ノ下二在リテ其底基ヲ成ス或ハ非常ノ深廊ヨリ連続上昇シテ

高岡ノ脈ヲ作ルコトアリ或ハ各種ノ岩石ヲ穿貫シテ結合屈（真ノー地層二非スシテ或ル両屈ノ間二在リ
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　　　　　　　　　　第2表

百科全書　地質学　柴田承桂訳 1876明治9年

近

古
層

中

古

層

上

第

地

層

古一

層

間

層

第
三
地
層

「グラグJ（砂石類ノ介殻ヲ混スルモノ）○海産ノ介殻及ヒ粗砂ヲ含有セ腸石灰塊

　　　　　及ヒ石灰破（マルム）ノ層

淡水層（即河口層）○石灰破石灰石ノ充分二成形セサル者及粘土

海水層0碧色可塑性ノ枯土及ヒ砂，木理石炭等ノ薄層

白灰（チヨーク）O軟脆白色ニシテ燧石ノ層ヲ糠フル者杵二堅實ニシテ燧石ヲ雑

　　　　　ヘサル者

「ゴールド」O浅碧色石灰破状粘土ノ層ニシテ緑砂ヲ錐フル者

緑砂○緑色ニシテ鉄分ヲ含メル密砂ノ層ニシテ不純潔ナル珪石ノ屑ヲ有スル者

「ウェールデンJ厨○粘土及ヒ猶土ヲ含有セル石灰石及ヒ密砂ノ層

卵石（石灰質ノ石ニシテ魚卵大ノ円粒ヨリ成レル者）○卵石様石灰石，石灰性ノ

　　　　　「クリットJ（堅剛ナル砂石）密砂及ヒ粘土等都テ石灰ヲ含有スル者

「ライアスJ（属躰土質ノ石灰石）0浅碧色ノ粘土生馨（硫酸加里馨土）ヨリ成レ

　　　　ル泥板石（シェール，粒状ノ巖石ニシテ板石ノ造構ヲ帯フル者）石灰

　　　　　破石及ヒ石灰石等都テ薄微細緻ノ層ヲ成ス者

含塩石灰破○雑色ノ泥板石（シェール）及ヒ螺殼石灰石ノ砂石ヲ含ム者

赤色砂石厨O通常ハ細粒ナレドモ間円塊ヲナス者アリ

苦土質石灰石○重厚ノ層ヲ成ス石灰石或ハ問石灰質ノ蟹石ヲ含有ス

石炭層O石炭泥板石鉄石破石迭二相重畳スル者

山石灰○灰色ニシテ重厚ノ層ヲナス石灰石及ヒ泥板石

石灰質破石○白色ニシテ重厚ノ層ヲ成ス砂石及ヒ石灰質泥板石

黄砂石O雑色ノ班点ヲ有スル泥板石及ヒ石灰破ヲ含蓄スル者

赤砂石○或ハ細粉状或ハ石英状或ハ蟹石状ヲナス者

煤色砂石○雲母石状ニシテ屡々薄層ヲ成ス者

「リュットロ」巖石○通常響土質ナリ

「アイメストレーJ石灰石○

「ウェンロック」砂石及ヒ泥板石

「マイヒル」厨○砂石

「ガラドックJ砂石

「バラ」石灰石

「アレニグ」板石及ヒ「ポルフヰレー」（長石状ノ岩石ニシテ間々真純ノ長石結晶

　　　　　ヲ嵌有スル者

「トレマトックJ板石「リンギュラJ旗状石（ラッソス）

「ロングマイドンJ板石
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粘石
土系
板統

粘土質板石○薄

角様閃石井二「第
　
一
　
地
　
層

雲砒統
冊石
越系

緑泥石質ノ板石

　　　　　石及

片系
膳統
石

片麻石（ネース

粘土質板石○薄片ノ重畳スル者共色曇暗肝臓ノ色二類シ梢々紫色ヲ帯フル者

角様閃石井二「チャストライト」板石薄片ノ重必スル者

緑泥石質ノ板石○緑色ノ板石ニシテ雲偲石，雲母越砒石，滑石状越砒石紬晶石灰

　　　　　石及ヒ石英ヲ含右スル者

片麻石（ネース）○石英結品石灰石雲母越砒石等ノ不定ナル屈ト混揉シタルモノ

掲クル表目ハ英国地質学家ノ其名ヲ牢メテ群細ヲ姫スノ岩石系統井二造構時限ヲ示スモノナリ

テ之ヲ結合スル者）ノ間二人リ或ハ其一部ヲ蓋覆スルコトアリ∵・…（各地の耶例を畢げる）……花醐石

ヲ構成スルハ通常三種ノ物質ナリーニハ珪石（クハハツ・白石硝子様ノ物質ニシテ「シリューム」ト云

ヘル元索ノ酸衷ト飽合セル者）ニニハ長石（フエルスパール）浅赤色或ハ黄色ニシテ半透明ノ結品物瑳

質及ヒ粘土質ヨリ描成シ石灰及「ポツトアシaJ少［ikヲ混布スル者ノ三ニハ撚冊石（ミカ銀状ノ光輝ヲ

帯ヒ皿ツ制キテ薄片ト成シ得ヘク典主成分ハ珪石及ヒ泥土ニシテ少丑ノ「マグネシアj及ヒ酸化鉄ヲ混

有スル者）是ナリ或種類中ノ花崩石中ニハ盤母石ヲ含イ∫セスシテ角様閃石（ホルンブレデ）ト名ツクル

暗色結品状ノ物質ニシテ碁土・珪土・粘土。苦土及ヒ多Ekノ無色酸化鉄ヨリ成レル者ヲ含ムトアリ此種

類ノ花岡石ハ埃及国サイエント云ヘル地方二多キカ故二之ヲ努イエナイト」ト名ツク其他ノ租類ハ蛇

皮二類スル斑点アルヲ以テ蛇石（セルペインタン）ト名ツクル者アリ或ハ「ポルフィレーJ（赤色ヲ帯

フル義）ト名ツケテ共石贋中角形ノ長石（フエルスパール）ヲ嵌有スルヲ以テ牲異ノ徴トナスモノアリ

故二火性岩石モ斯ノ如キ小石片ヲ嵌イfスル者アレハ之ヲ「ポルフィレー」状ト名ツクルコトアリJ

その他花醐石の上位に片麻石・雲母板石：角様閃石石英白石（ユーライト）（長石ヲ含有ス

ル花嵩石）・滑石質板石・緑泥石質板石・鱒土質板石を挙げこれまでを第一地層のものとし

ている。次の間層に出現する岩石には緑石（トラップ）を火岩の代衷としている。有機生残

留物いわゆる化石については極めて群細に各層から産出したものを説明しているがここでは

割愛することにする。第2表に示された第三層の分類について，本文では第三層を4時期に

分けている。すなわち，古いものより

「イーオセン」

「マイオセン」

旧「プライオセーンJ

新「プライオセーン」

ワーオJは足始の義「セーンJ新鮮の義・新層足始の義

「マィオJは少の義・穂新らしき義あり

「プライオJ多の義にて最新の意なり

と名付けている。最後の第7項の「全篇の意旨ヲ約言スJを全文掲載して締めくくることに

する。

r地球ノ沿革史記ハ破物生物ノ両界永遠ノ時期二渉レル漸次ノ進歩発育ヲ示ス者ニシテ其考盤検駁未タ

完全ノ地位二達セストモ此地質学二於テ解説スル所二就キ其大概ヲ領スルニ足ルヘシ即チ片麻石（グネ

ース）石ヨリ現今地球ノ表面二至ルマテー定楽然タル賭層積ハ共成ク｝ト造構ノ程式トニ於テ地質巡歩沿

革ノ徴証ト成リ又花岡石，緑石，噴火石ノ如ク確乎タル層状ヲ右セサル賭岩石モ典発見ノ秩序二於テ素

乱ナケレハ亦之ヲ証明スルニ於テ大稗益ナクンハアラス彼有機体ノ沿革史記二至リテハ共完備ノ形ヲ見

ルコト能ハスト難此整然タル地質諸層ノ間二於テ時々其断繍梁簡ヲ検出スルカ故二学者若シ此二就キテ

考肢セハ縦令其沿革ノ状ハ幾多ノ年時ヲ隔テ発見ストモ往者ト来者トノ関係必ス親密ニシテ企項ノ連続

ヲ成シ共漸次ノ進歩発育ハ無脊椎類ヨリ有脊椎類二至リ魚ヨリ爬鐵二進ミ又爬鐵ヨリ温血動物二達スル

カ如ク決シテ問断ナク遂二此万物ノ鯉ヲ産育スルヲ見ルニ至ル故二地質学ノ尤モ右溢ナルハ固ヨリ言ヲ
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待タス此学科ハ後来必ス盛大完美ノ地位二至ルヲ期望スヘシ決シテ衰退萎廓スヘキノ理ナシ若シ其闘奥

ヲ窺フニ及バ・益く造物主ノ大威力ヲ崇敬スルノ意ヲ振起スヘシJ

　　鉱物篇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木良輔　訳

「金石ノ柵ハ其用慮二従ヒ多少ノ殊異アリテー定ノ意義アルコトナシ然レトモ其意義ノ最モ広キニ従フ

トキハ大凡ソ宇宙閥二存在スル無機万物ノ総柵ニシテ動植二物二対シテ之ヲ言フナリ間く結晶物即チー

定ノ形状ヲ具有スル土中ノ産物二限テ此柵ヲ用ヰルコトアリト難モ亦其意義ノ広ク且ツ穏ナルモノハ凡

テ地皮中ヨリ獲ル所ノモノ即チ土類・石類・塩類及ビ砿類是ナリ因テ此編二於テハ金石ノ稗ヲ此段ノ意

義二取リ以テ煤炭・灰石・砂石・山塩・硫黄・宝石ノ如キ諸物ノ性質原由及ヒ功用ヲ論シ次テ砿類・金

類ヲ論ス抑此等ノ諸物ヲ掘開運搬及調製シテ以テ開化人民ノ用二供スルガ如キハ萎皆夫ノ理財ノ本タル

工芸ノ分科ニシテートシテ高尚ノ学術二非ザルナキハ固ヨリ賓言ヲ須タザルナリ叢二此編ノ旨趣旨ヲー

層綿密二解カンガ爲二先ツ首二地皮ノ論ヲ叙セントス地皮トハ目之ヲ観手之二鯛レ法之ヲ験シ以テ能ク

稽査スルコトヲ得ベキ地球ノ外部ヲ示スノ稻ニシテ之ヲ其内体ト雛別センガ鳥二設クルモノナリ蓋シ夫

ノ内体二至テハ吾人僅二其性ヲ臆想スルヲ得ルノミ

此地皮中土石ノ布列スル形勢租々アリ其屑ヲ成スモノハ之ヲ有層的ト云ヒ又絶テ層ノ形　ナクシテ不齊

ノ大塊ヲ成スモノハ之ヲ無層的ト云フ

有層的ノ者ハ其体質元来水中ヨリ澄積シテ成レルモノナルコト疑ヲ容ル・所ナシ因テ其原由二基キ之ヲ

水生石或ハ澄積石ト云フ又無屑的ノ者ハ絶テ澄積ノ形　ナク万面ノ形体不齊ニシテ或ハ有層石中二透過
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シ之ト相間錯スルモノ多シ是レ本来地熱二由ツテ生スルモノナレバ之ヲ火生石或ハ火山石ト云フ澄積及
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ビ火山両租ノ土石共二金石学及ヒ化学ノニ科二関渉スル種々ノ性質ヲ具有ス而シテ其甲種（澄積）二属

スルモノハ瓦泥石（屋背ヲ作ルニ用ヰルモノ）砂石・灰石及ビ煤炭等ニシテ其乙種二属スルモノハ花剛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　
石（グラナイト），「バソルトJ（火山流石ノー種）火山流石（ラーヴァ）是ナリ以上二種互二其形質ヲ異
　

ニスルコト又太甚シトス而シテ独リ形質ノ異ナルノミナラズ澄積石ノ如キハ又其中二種々ノ化石ヲ包裏　．

スルナリ化石トハ動植二物ノ残留シテ石二化スルモノヲ云フ

各種ノ土石各相同ジカラザルコト巳二此ノ如シ因テ我地球ノ殻皮ヲ構造スル所ノ土石ヲ区別シテ幾種ノ

系（フヲルメーション）ト爲サ・’ルヲ得ス系トハー－Pt特異ノ金石質或ハ化石質ヲ具フル土石ノー層ヲ謂

フナリ故二煤系と稗スルガ如キハ必シモ煤層ノミヲ謂フニアラズ砂石，舎爾（シェール）鎮石其他煤炭

ト相閥シ或ハ之二相連ナレル賭種ノ土石ヲ合柵スルナリ蓋シ此等ノ諮石皆共二全ク其澄積ノ状態ヲ同ウ

シ且其内二同租有機体ノ化石ヲ存スレハナリ又有層，無層両租土石ノ中許多ノ裂隙及ヒ碑隙ノ横互スル

アリ其内全ク空虚ナルモノアリ又接近ノ土石ご異ナリタル租々ノ結品物アリテ其内ノー部二充填シ或ハ

其裏面二附貼スルアリ而シテ又多クハ結品物，破類其他ノ物アリテ全ク其内二充填シ所謂破脈及ヒ小破
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●

脈ヲ造爲スルナリJ

　と金石の定義と地質との関係を述べて産状を示し，本文として各論的に下記の分類に従っ

て個々の金石について説明している。

　　地渥青質賭品

　地渥青（「ビチューメンJハ希職謡ニシテ松香ヲ生スル樹木ノ名ナリ又地松香ト訳ス）ハ松香ノ如ク

煙焔ヲ発シテ気中二燃ユル所ノ可燃質金石ノ総構ナリ即チ「ナフザJ（流性地渥青即チ石油ノー種），

「ピトロリュム」（硬性地渥青亦上二同シ，「アスファルト“（硬性地渥青尋常地涯青），石油泥石，金渣

様地渥青，煤炭（煤）

　　石灰質緒品
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　頗ル加爾基即チ石灰ヲ含ムコト多キモノヲ那テ之ヲ叙論ス則チ苦土灰石，奪常灰石，離刻灰石，雲石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛マーブル》
（大理石），白璽，炭灰，泥，石膏，雲花石膏（アラパストル）（白玉ト訳ス），珊瑚
　　　　　Cfn一ク｝
　　泥質賭品

　成分中泥質（クレーヌアルダルラ）ノ居多ナル諸品ヲ叙論ス　泥（クレー），漂布泥（フルレルスア

ルス即チ石脂ナリ），赫石（オークル），泥板石（クレースレート），

　　珪酸質諸贔（シリシアスソブスタンセス）

　珪酸（シリカ，即チ失利加）ハ地球ノ殻皮ヲ構造スル所ノ金石賭質ノ；ニシテ其用モ貴ク且ツ極メテ

広ク此地上二散布スルモノナリ　石英（クオルズ），水品（ロッククリスタル），火石（フリント），砂

石（サンドストーン，又フリーストーント名ク），砂（サンド）

　　花剛属賭石（グラニチックロックス）

　此構呼ハ特リ火山ニヨリ生スル真ノ花剛石ノミヲ珊フニアラズ又崇斯（ナイス）石（花剛石ト同質ナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

レドモ雲母ヲ含ムコト多キモノ）及盤母泥石ノ如キ有屈ノモノト難モ花剛石ト其質ヲ同ウシ皿ッ常二之

ト相連合スル石類ヲ井セテ之ヲ言フナリ……中略……尋常ノ花剛石ハ石英，長石及ヒ雲冊ノ和合シテ結

品セルモナリ然レトモ闘く角開石（珪酸ト苦土石灰及ヒ鉄トヨリ成レル石ノ名）「ヒペルスティーンJ

（角囚石二類スル石ノ名）等ノ如キ石質ヲ雑合スルモノアリ故二共種類又数多ナリトス温石（セルペン

タィン・外観蛇皮ノ状アリ故二命ズト云フ然ラバ之ヲ蛇皮石ト訳シテ可ナルニ似タリ，器皿石（ポット

ストーン・不浄ノ滑石ナリ），腎石（ヂェート・或ハ之ヲ「ネフライトaト云フ），雲母（マイカ・キラ

ラ），滑石（タルク），石絨（アスベスト），滑泥石（タルクスレート）

　　「バソルト属石（火山流石ノー租）

此條下二於テハ凡ソ「バソルトJ，緑石，「ホウ＊ンストンJ及ビ「タラツプ、ノ如キ第二次ノ造化二係

レル火山賭石ヲ挙テ之ヲ論セントス此諸石ハミナ珪酸ヲ以テ共本質ト嬬ス而シテ石英，角閃石，「ヒペ

ルスティーン」「オーヂャイトJ笥ノ賭質多m二含ムモノナリ

　　火山石類（ウヲルカニックプロダクツ）

火山ヨリ噴出シテ結成セル石類ノ首ナルモノハ火山流石（ラヴァ），火山破璃（オブシヂイヤン）（又皿

曜石ト訳ス），浮石（フユミース），斯斑利亜（蛛粂状火山流石）及ヒ軽浮ナル灰塵是ナリ以上賭租ミナ

珪酸と欝土ヲ以テ虫成分トス火山流石ノ堅爽ナルモノニ至テハ甚ダ第二次結成ノ「タラップ」石二似テ

容易二之ヲ緋識スルコト能ハズ

　　壌類（サリーン，ソブスタンス）

山壇（ロックソルト），明糞（アルム），硝酸鹸（ナイトレートオフポットアス）俗二硝石，硝酸曹逮

（ナイトレートオフソーダ），穿土倫（ナイロン），地曹逮ト云フ，棚砂（ボラキス），重土，バルタ），

白土（ストロンシヤ），硫黄

　　宝石

金剛石，憩玉（サッファイヤ），紅宝石（ルビー），黄宝石（トパズ），石榴石（ガルネット），瀦翠玉

（エメラルド），緑玉（ペリル），紫水品（アメジスト）又不酪石ト訳ス，カルネリヤン（珂駆謹ノー種），

寒水石（カルカリヤスパー）

　　金類及錬金術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錦織精之進　訳

　地質学上論スル所ノ金類ノ景況

金類ノ質ハ天然純粋ナルモノ甚タ稀ナリ間く砿夫天然金類ノ砕片純粋ニシテ且ツ延ヘテ線トナシ易キ質

ヲ有スルコト恰モ分析家ノ増埆ヨリ取出シタルカ如クナルモノヲ査出スルコトアレトモ甚タ徴皿ニシテ

雑物ヲ帯ヒテ産スル砿物二比スレハ大二多寡ノ緋アリ多クハ土様ノ不潔物ト混シタル硫化，炭酸化，酸

化等ノ砿物ニシテ通例其産スル慮ハ砿脈ヲ以テ主トスレトモ時トシテハ岩様ノ塊中或ハ土砂笥ノ層中二
　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●
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散スルコトアリ殊二岩様ノ層中二散スルハ最モ稀ナリ開關以来今日二至ルマテ絶エス成形スル所ノ各種

「フォルメージョン」（地質学上専用ノ詔ニシテ同租ノ岩ノミニテ成レル塊ヲ謂フ）ノ内ニモ亦右砿物ノ

存スルヲ見ルト錐モ就中開關ノ時既二成形シタル第一層ノ「フォルメージョンJヲ以テ殊二多シトス故
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

二金類中最モ得易クシテ皿ツ緊要ナルコト鉄ノ如キ者二至リテハ之ヲ掘出シタルトキ其帯ブル所ノ模様

二差異アルコトニ十種以上ニシテ或ハ炭素或ハ酸素或ハ硫或ハ燐其他種々ノ元素ト抱合A而シテ其産ス

ル虜ヲ考フルニ或ハ各種「フォルメージョンJヲ横裁シタル砿脈二散シ或ハ種々ノ岩中二散シテ岩之力

爲二鉄鋸色ヲ発シ或ハ石炭層ノ粘土ト「セールJ（石盤様ノ組成ヲ帯ヒタル細密ノ岩ノ名ナリ）トノ間

二層入シテ粘土様鉄石ヲ成ス但シ砿物ノ租類ヲ分チテー々排列スルハ砿物学者ノ貴任トシ其価位並二含

ム所ノ精金皿目ヲ鑑定スルハ化学者ノ技術トシ種々ノ地位ヨリ砿物ヲ掘リ出スハ砿夫ノ労役トシ金類ト

混シタル土様不潔物ヲ分ツハ錬金匠ノ工作トシ金類ヲ以テ機械器具ヲ製スルハ鋳工鉄匠機械師等ノ職業

トス

夫レ人恒二鉄層モ亦他ノ金類砿ノ如ク粘土或ハ炭素トノ抱合鉄石ト同様二層ヲ成シテ顯ハル・ハ甚タ稀

ナリト言フト難モ金類ハ各く常二其砿脈ヲ興ニシテ必ス銅脈ノ外二銅ヲ掘ルコト能ハス鉛脈ノ外二鉛ヲ

取ルコト能ハスト考フペカラス之ヲ実験二徴スルニ假令某地位ハ専ラー金類ノ産二窟ムト錐モ其脈石二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於テハ三租四租乃至五租ノ金類之ト混合セリ我力墓国ノ如キモ鉛ヲ以テ主眼ナル産ト鳥ス所ノ砿脈中二

腿々銀，亜鉛，箇抜爾黙母（コパルチュム）ヲ産スルコトアリ白金ハ通例黄金ト混シ満瓦浬更母（マン

ガネシゥム）ハ鉄ト合ス

　砿豚及ヒ穿砿ノ地位ヲ論ス

通常砿物ヲ生スル自然ノ地位ハ砿豚土層，砿片沈澱地トス砿片沈澱地二於テハ砿物水勢二由リテ砿山ヨ

リ他ノ源聚セル砂石岩片等ト混シ砿脈土層二在リテハ多少金類ノ各種類相混合セル土質物ヲ以テ主タル

成分トスレトモ砿夫ノ此二其意ヲ注スルハ殊二金類成分ノ多キ物二限レリ然レトモ地球ノ表部二砿物ノ

散布スルハ砿脈ヲ以テ主トス

砿肱ハ粘土多キ郊原ノー時太陽ノ爲二乾燥シテ裂ケタルロニ類似スルモノニシテ其裂口幾許深シト錐モ

方向ノ傾斜ト鉛直トヲ論セス必ス地下二降ラザルベカラス而シテ其裂ロニ砿物ノ旗ツルコトヲ知ルトキ

ハ琳豚ナリト考フベシ即チ砿夫ノ謂フ所「p7rJ（砿豚ノ義ナリノ是レナリ者シ其裂日二石質物ノ充

ツルコトヲ知ルトキハ非砿豚ナリト想フペシ即チ砿夫ノ謂フ所「ぞ｛ぞJ是レナリ蓋シ非砿肱ハ其数多

キカ故二時トシテハ専ラ共同質ヲ追ヒ迷亘スルコトアレトモ又時トシテハ砿豚ヲ横裁シテ進ムコトアリ

確詠イ方寧ハ偶然ナルモノニアラス大概皆一定シテ東西二通シ北方或ハ南方二極マリ非砿豚ハ之二反ジ

テ南北二通シ東方或ハ西方二極マルヲ常トス但シ砿豚ノ方向ハ南北二通スルモノ間ぐナキニアラテレド

モ我力墓国ニハ甚タ稀ニシテ多ク外国二関セリ既二記セル如ク砿豚ハ横裁スルコト屡くコレアリト錐モ

子弊曝少争モテ写モ構華スルトキハ美質砿物ヲ生スルカ故二斯ノ如キ所ヲ発見スルハ最モ緊要ナル事ト

ス

砿豚ノ成分ハ其経過スル所ノ岩質二従ヒ変スルモノニシテ多クハ砿豚ノ附近セル岩或ハ横裁セル岩ト幾

ト同質ノ物ヨリ成ルト錐モ概シテ砿豚ハ水晶ヲ多量二含メリ此等ノ成分ハ大抵不整二混合スルモノニシ

テ砿物ハ則チ其内二散布ス然レトモ時トシテハ厚ク聚積シテ「ハンチュJト稠スル不整形ヲ成サルル大

塊トナリテ顯ハル・コトアリ呵シテ些互二相連接スル砿質ノ薄膜或ハ細綜アルヲ以テナリ人ノ推考シ得

幣樋鋤蜘ノ撒ヲ概スルニ通常埠珊聯二砂類ハ・U、・鋼例↑・戯端齢及卸
如勘蘭・臓碑櫨纏納ヲ見㌍曄ダ細膜期躍スル金類例へ・・鰍ヒ銀ノ如キハ
穿掘シテ最毛深ギ砿坑ノ底部三室リ’デ始メデ倣布ス＞vヲ見ル所ノ如ク金猿ノ穿掘二漆浅ノ鋼アルハ夫蓮

ノ然ラジムル所ナル沁將ク入ン知識ノ来ダ至）ザルin乏S’明ガ三スルゴト能；・ス

　黄金・’　’　　’　　　”　　　　　　　　　‘
黄金ヲ生スル地質ノ組成二四様ノ別アリーヲ第一層ノ結晶岩トシーヲ開關ノre既二成形セル堅実ノ層累
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トシーヲ「トラチチック・ロック」（岩ノー種ノ名共質殆ト堅爽ニシテ肉色ヲ帯ヒタル火山ノ岩ヲ珊フ）

及ヒ「トラップ・ロックJ（亦岩ノー租ノ名火気ヲ発ス岩ニシテ黄色或ハ緑照相混スルモノアリ）トシ

ーヲ紀元以来水勢ニテ源聚セル砂石トス

　銅

鯛ヲ供給スル源ハ他ノ金類ノ如ク砿物ヨリ取ルモノニシテ其ノ最モ多キハ硫化銅トス即チ硫黄其他金類

質ノ不潔物ト混合シタル銅ヲ謂フ岩中ノ砿地ニアリテハ大概皆日耳曼二所謂「コーフル・スケーフルJ

（銅ノ板石ノ義）トナリテ顯ハル・モノアレドモ開聞ノ時既二成形kル第二層ノ山ニアル砿脈二於テ看

出スヲ多シトス銅砿炭酸銅トナリ贋々硫化銅トシテ顯ハルルコトアレドモ……中略……我力義国ノ銅山

ハコルンウヲールニ在ルモノヲ以テes　一一トス此地二於テ通例ヨク見ル所ノ砿物ハ銅，鉄，硫黄ノ三租殆

ト同様ノ比例ヲ以テ成レルモノニシテ之ヲ黄銅砿或ハ硫化銅ト租ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●

　労氏地質学　全二冊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐治太郎　訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治12年10月　文部劣

　舩訳例言

一、此曾原本エレマン・ド・ジュオロジ即地質学初歩ト題シ佛国ボルドー，大学理学部教頭ローラン氏

ノ細述スル所ニシテ官府ヨリ公告セル専門中学校ノ教則二基キ彷肖己ノ意見ヲ以テ要件ヲ加ヘテ之ヲ完

全セル者ナリ

ー、原本全綴ヲ分チテ四巻ト爲シ共第一ヲ予備学，第ニヲas－“学歳，第三ヲ第二学歳，第四ヲ第三学賎

ト栂ス，此巻ハ所謂予備学歳即チ地質学ノ予備科ニシテ1869年ノ鎮行二係レリ……以下略す　　訳者

労氏地質学上下冊目次

第一篇誘導篇
第二篇　金石ノ通徴

第三篇　金石ノ要類

第四篇　岩及岩石学

第五篇　地球ノ通性

第六篇　山岳学及河海学

第七篇　風因現象即空気現象

第八篇　水因現象即水現象

第九篇　墳火現象即火因現象

第十篇　結品　砿脈及金属塊

第十一篇　地球ノ形状井二山

4－4　清国漢訳地学害の影響

　1871明治4年（清，同治10年），日清修好条約が締結され，その時公使柳原前光は上海に

ある江南製造局を視察し，同局で当時出版されていた漢訳沓を購入して日本に持ち帰った。

ζの江南製造局は1865同治4年発足し清の近代化を促進するために設立され，主として近代

兵器の生産をおこなっていた。これより先，1842年天保13年（道光22年）英国とのアヘン

戦争の終局とともに，清国は各国との国交を開き，宣教師が居住することになり，宜教師ら

によっ七欧米の近代科学思想が浸透されはじめた。一方清政府においては1861（成豊10年）

安慶軍械所を設立して欧米勢力に対抗するために国家の近代化を計りはじめた。その後，江
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南製造局から上海製造局へと事業を拡充すると同時に，付属機開として上海製造局に翻訳局

を置き，ここで米，英の科学，技術書が外国人の口漢訳による清人華述という形式の，いわ

ゆる漢訳書が出版された。この翻訳事業に協力した人々は，安慶以来の華衡芳はじめ，徐寿

（雪村），李善蘭の数学者達であった。丁度この頃，清においては中体西用の思想のもとで同

治中興とも呼ばれる時代で，わが国においては東洋道徳・西洋芸術的考えの強い文久2年か

ら明治7年（1862－74年）にあたり，蕃書調所一開成所一大学南校などの流れに対応すると

嚢であった。

　地学関係の漢訳書としては，美国代那撰，璃商温口訳，華猜芳箪述「金石識別J英国雷侠

兜撰，美国璃高温口訳，華穂芳策述「地学浅釈3英国費而委撰，英国傅蘭雅口訳，清徐寿筆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　の

述「宝蔵興焉」の3冊がある。このうち「地学浅釈」は明治12年はじめ，丸歴善七らから発
　　　　　の　　　の　　　の　　　の

売された。H本版「地学浅釈Jは乙骨太郎乙9と保田久成の調点と主要学術語に原語と振り

仮名が付されている。このことから乙骨らは原書を所持していたと考えられ，このことは早

坂二郎2｝氏も推量されている。

　「金石識別aは，1883（光緒9）年に出版された「鉱物字彙」（土井假訳）によると，Dana

のManual　of　Mineralogyを1868（同治7）年，璃高温（Dr．　D．　J、　Macgowan）が漢訳した

もので，字彙の前文に「美国代那作金石識別同治8年璃高温訳以漢文所定金石之名初時末曽

列表故考究破学者往往既得金石紙有西名而無華名即不能従己訳之害……、と述べている。

　「地学浅釈講は1873（同治12）明治6年の刊行で，原本はLyeliのMaRgal◎f　ElemeRtary

Geologyで早川氏によると第4版（1852年）以前と推定されているが，本文（日本版）の内

容に「1863年遇之於上烏來脱」（632頁）の記載があることから，可成り薪しい版が使用され

たことを物語っている。

　「宝蔵興焉」ICついては原啓，髭行年は現在明らかにされていないが訳者は」◎h籍Fryerで，

1868年翻訳局に採用された人である。内容は金属鉱床の記載と各金属の冶金についての詳細

な説明がなされている。

　華薔芳は地学に関する二大著を筆述した人でこの功績は評価されねばならない。中国人名

録によると，清「金砥人」字若汀。官直隷州，知州，研精算術。深明格致。同治初江南創設

機器製造局。蕎芳多所貧搬及経訳館開。任訳算学地質学諸門。成書十二種都百六十余巻。

……中略……代数術・三角数理・地学浅識，微積湖源，算式解法。防海新論。御風要術。測

候叢談ρ金石識剥……e（183◎－19◎2年）

　珊高温は米人Daniel　Terome　Macgowan（1814－93年）でバプテスト教会宣教師兼医師，

1843道光23年渡華，1859安政6年来臼したこともある。1863同治2年帰国した。

　以上の地学関係書物が日本にもたらされた結果，当時の我国の地学の啓蒙書と比較して可

成り高度な専門書として利用されたことは闘違いなかった。これ以降出版されたH本人の手

に成る地学書の中に使用されている字句の中にその片鱗が認められる。表向きにはあまり述

べられていないが，漢学の素養のあった知識人に大なる影響を与えたものと考えられるjま

た，「地学浅釈jにおいては西洋名の漢音字に振り仮名と語源名を付して出版した乙骨太郎

1）乙骨は，1863年（文久3隼）外国牽行池田筑後守の遣欧使節の随員として渡欧，その後，1869明治

　2郊沼津兵学校教授となvている。專門は芙諮。

2）早川一郎「地学浅釈Jについて　地学雑誌No。686，　p．341952
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乙らの努力を多としなければならぬ。乙骨はラィエルの原害を読破してないと出来ぬ仕事で

あるが，乙骨の実際の地学に関して地学得業者たちとの触れあいは明らかでない。

　以下金石識別，地学浅釈の一部分を抜粋して漢訳宙の内容を概観してみる。（地学浅釈に

ついて返り点は省略してある。）

金石職別総目録

YS・一・

巻二

巻三

巻四

巻五

巻六

巻七

巻八

九

十

巻

巻

巻十一

巻十二

諭金石結成之形

購金肩形色性傭

論気類　水類　炭類　硫磯類

論鎌金類

　阿鷹尼　卜封斯　索特　具而以嚢　堪脱浪西　皇葡西獲　奨合尼西餐　哀盧彌那
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（怠）
蘭土魚類

　夕里闘　灰　美合尼西養　哀蹴彌那　谷羅西那　入爾果尼　土璽郷

脇破金類

　晋而以恩　以雑璽恩　浪替尼恩　替脱尼恩　錫砿　目力別迭能　束斯天　凡奈地恩

　脱羅里恩　響理斯未斯　安的摩尼　砒　由B尼恩　鐡砿

舳破金類

　孟葛尼斯　客羅彌恩　朶客爾　苦抱爾　白鉛砿　開特彌恩　鉛砿　水銀砿　銅砿

諭破金類

　白金砿　衣日地恩　日和地恩　肥留底恩　黄金砿　銀砿

瞼石類

雑蹄

論金石　化学

瞼金石分類

　　金石識別巻一　　　　　　　　　　　　　　　美国代那撰　榮国　珊高温　口脚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金砥　華薇芳　肇述

　　総論

遍地球諸物飛潜動植謂之生物気水土石珊之非生物金類恒隠圏於非生物中目不易鍵人硯之或如境或如脂或

如灰，又窟無用之土石輿有矯之金類貌甚枳似岩因此須仔細考究而識別之……中略……

金石之元式只十三種

元式第一類　正方底柱（正方柱形）　正三角

八面形　斜方十二面形

元式第二類　正方底直柱　正方底八面形

元式第三類　長方底直柱　斜方底直柱　斜方底八面形

元式第四類　長斜方底直柱　斜方底斜柱

元式第五類　長斜方底斜柱’

元式第六類　長斜方六面形六角柱

　以上六類共十三式皆金石根本之形如学者観図未能明悉可用竪木或轍石爲之財某形某類可以ew－■目瞭然

　凡元式皆有循環互変之理　如以正方柱形従毎角平行漸削去之則成甲形又削之漸成乙形又削之漸成丙形

羅正方柱形変正三角八面形其三橿之端本在面心者変爲在実角由此可見橿線之端在面心輿在実角無異理也
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削時見原角変鳥面而漸大其原面漸少而変爲角

元式六類今更立簡易之名以便後用

　第一類爲一籍　謂三橿線相等也

　第二類爲二律　謂直橿与横櫃異也

　第三類爲三征　謂三橿倶不等也

　第四類鳥一斜　謂有一橿斜交也

　第五類爲三斜　謂三椹倶斜交也

　第六類爲六角　謂与六角相似也

　　金石識別巻二

辮頓硬法

　金石之頓硬不難知也爾物相磨則換者先鮫爾堅相当則格格不入所以以或用刀鐘之或以石磨之皆可比較頓

硬而得其率Al以台而客爲最頓金剛石爲最硬定爲十等如左

台而客　　　一　　非而斯罷　六

石　塩　　　二　　科子　　　七

宙而刻斯罷　三　　土不爾斯　八

夫羅而斯罷　四　　薩非阿　　九

鴨不樹愛脱　五　　金剛石　　十

　　金石識別巻五

畦蘇刻里斯　又名非而斯罷　其元式爲一斜式結成之形如一図　亦屡有如二図者　力力面交角一百十八度

四十九分　女力面角六十七度十五分　力子面交角一百二十度四十分　析之能完全　析面与子平行亦有与

女平行者　有粗粒撞結者　色白或灰或肉紅亦偶有緑藍及淡緑色　破璃光析面徴珠光　明一至四　硬第六

重二・三九至二・六二　其合質夕里開六四・二　哀盧彌那一八・四　卜対斯一六・九五　吹火試之其辺

微錬棚砂点之久吹焼之成明料　入酸不化

高陵泥　乃非而斯罷渤而変形所成　因其内辞味之物如卜対斯及夕里開化去而水代之故成　其合質夕里開

四三・六　哀血彌那三七・七　多養鉄一・五　水一・二六　恒遇大蔵在合拉尼脱中因合拉尼脱渤燗而成

合拉尼脱中有合而客者贋有変作高陵泥　案此即倣磁器之砂

　　金石識別巻六

砿金類　　総論

……前略……凡砿金之形有四種

　一．蔵及盛層恒在爾石層之爽縫間如数種鉄砿

　二・撒星形或細粒或粗穎或結成大塊散開在石中不相連属如硫磯鉄砿殊砂水銀砿及数種泥鉄砿

　三・筋脈交錯如錫鉛銅砿及各金之砿皆有此形

　四・饗眞脈於他石之相近巴弗里脱拉澄虜如花旗之銅砿是也

火山石中屡見其有自然金其金爲撒星形

凡有金之石其石西名謂之呆嗜　呆嗜者専指石言之亦専指有金之石言之啓之於玉則金爲玉而呆嗜爲其瑛…

石之爲呆嗜者如科子跨而刻斯罷合肥斯罷此数租常爲砿金之呆嗜
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　巻七

……前略……

銅倍來底斯　硫鉄銅砿也　其元鳥二律式　結成四面形成八面形如図　丁丁面交角一百〇九度五十三分又

一一百〇八度四十分　析之分明　亦有假式数租　銅黄色　失光則鳥深黄色或資紅紫緑変色　捌肌之無金形

緑無色　微明　硬三・五至四・　重四・一三至四・一五　共合質硫磧三四・九　銅四四・六　鉄三〇・

五　吹火賦之錬成之物能吸鉄因中布鉄故也吹於木炭上有硫磧煙同棚砂錬之能得銅　入硝酸熱之能消化

与生金之別因切之不能成片　与鉄倍來底斯之加因黄色深而刀能刻之　遇典脈於合拉尼脱合里滑克等結戊

石中　大約毎与鉄倍來底斯呆巫那白倫脱炭酸銅在一廊　共砿亦在尼斯内之色而井台能石中者

以盧倍難脱　亦名紋倍来底斯　共元爲一r律式　結成者折之爲八面形不能全　有結成方形及八面形者亦有

撞結者　色自銅紅至褐色　劃視之淡灰無色　其面微有光　遇電気則失光　性脆　硬第三重五　共合質硫

磯二五・七銅六二・八　鉄一一・六　吹火賦之錬成之物吸鉄能引之　吹試於木炭上有硫礁煙　人硝酸消

化　与銅倍來底斯之別因淡紅黄色　遇之与他種銅砿同在合位尼脱簿結成石中畳層中亦イf之

阿摩尼

ト対斯恩

素特　素地恩

具而以狼

堪脱浪西
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此巻論石有四大類　（1頁）
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　　　　総論

地球全体均鳥土石之質凝結而成。人若未常深求共故。以鳥筍能察究某金石之所在。或浅或深。巳足以致

朕・及細孜之・而知脚嚇変lt－lt・変化之故・又棚於生物者・則不そ杯更究嫡獣虫鮮木之租類

以矯訟別。如是窮源寛委遂成解理丁蓼孝学。解亭牢撃爲泥，爲砂，爲灰，爲炭，典石轍或堅。此固夫人

而知之者也。然不仔細察之必以爲従古至今。本是如此惟究心地理者。知其不是忽然而成。均右逐漸推移

之櫨。観地中生物之形　。別其租類。能知共岱時生長之地。各有水陸湖海之不同。而其天時気候，亦有

冷熱温和之異。是亦精微之至突。然其所探索者不過能知地球之面。極薄之一層而己。……略ス

　　　　土与石無異

地球皮面之物。行雑乱無序。其某石在某屈。各有一定位置之法。以地学家論之。無瞼霧緊頓硬皆矯石

類。所以泥，土，砂皆調之石。……略ス……

　　　　石分四大類

最便之法莫如辮別共石因何造化而成。分之爲四大類。第一第二類最易知一」3水屈石一爲火山石

　　　　水層石

水屈石者因其石成於水底。共中有生物之迩。故亦名之。日　層。此種石。在地球之面。比他租石」＄多。

共石之形。毎有層累。推原其故。必是在水中所成。……略ス……
　　　　　　　　●　　　●

　　　　火山石

火山石無論新旧。其石皆因火山而成。或爲地中之熱鍍流所成。共中之生物形　甚少。而共石亦比水屈

少。不似水層石之遍地球皆有也。……略ス……

　　　　踏結石
グ　，ナイト　　† 4ナイト

石之第三類爲鋳結石如合拉尼脱及難約奈脱笥類是也。合拉尼脱。雌亦有透過水層石者。然其透山之幽。

従未見有平鋪横亘極大極遠如火山石者。此因上イ∫重気圧之故也。イi人分火山石爲地而火山所成。踏紬

石。爲地中火山所成。此説近時不用。

　　　　熱変石
　　　　　　　　　　　シ　ス　ト　　　　　　ナイス　　マイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カシストクロライトレスト
石之第四類鳥熱変石又名昔斯脱其石如尼斯，枚格泥石緑石粒灰石等類是也。

其造化之法。非有実　可求。共石中。無小石子無継砂無硬灰亦無塊形稜角之他種石子亦無生物形迩而屡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハツトン有結成之穎粒如合拉尼脱。亦毎有屈羅如水層石。イi博物士名赫敦者凶解其故。……略ス……

　　　　深造石爲結成石之総名

……前略……深造石指合泣尼脱尼斯等類之石言之。凡石之在地中変化而成者是也。深造之名。指共石成

於地内。非有今古之意所以鋳結石熱変石無論新旧皆可珊之深造石。……略ス……

　　地学浅似巻九

　　　此巻論以殖石定水層石之期　（147頁）　（Pt　3衷）

　　　　緋水層石之新旧有四法

地学家。大約有四法。以辮別水層石之新旧。一辮其層之上下。二緋共金石和合之質。三班共中生物之

　。四緋其中之古石塊。

…… 中略……

所以地学家。欲知石層年後新旧之期。則於其廊放其石之上下賭層。辮各層金石之質。及各層中生物之殖

石。．而各命以名。於他卑亦如之。各以致得之物。列之」3表。今普魯斯，法蘭西，英吉利各国之地学家。

巳用此法。定欧羅巴洲各慮石層之新旧。及上下次第，爲十七層。此十七石層。惟英古利之地。各屈皆

全。他国或鮫少数層。

以上十七胚石層従第；至第四。爲第三　層。其石謂之三次石。第五至第十一。爲第二泌脳。矯二次石。

第十二至第十七。爲第一　層。爲第一次石。又第三，第二，二泌層。泌層。爲一次石。
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皆謂之新彊石層　第一　層爲古殖石層。

　　地学浅釈巻三十三

　　　此巻論鋳結石Plutomic　rocks（749頁）

　　　　合拉尼脱　グラニット

有一類火造化之石。与火山石和似而不同。即所謂鋳結石是也。鋳結之石。爲深造之結成石。其与水層石

之異。因其石無撚層。其与火山石之異。因其石中多結成之金石而無拓螢勃里舎。蓋拓発勃里舎。爲火山

在地面吐出之物所成也。……中略……合拉尼脱即花醐石也。嘗有地学家欲以合拉尼脱爲一切深造石之総
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
名。因合拉尼脱石。毎右在極遠之慮。典形状相同。又常爲円頂之山轡。而其上草木甚少。……略ス……

　　　常合拉尼脱　Ordinary　granite　（753頁）
サイTナイ ト　　a一ヲイ ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オルソ　クレース　　　　　ポツタース

平常之合拉尼脱及難約奈脱与曲來脱其非而斯罷毎有二種一爲常非而斯罷即嘘蘇克墨斯其中之卜封斯多。
7 ル｝哩4 ト　　　　　　　　　ソーダ

嘘蘇克巫斯非而斯罷毎鳥大結成色白或肉紅。一爲小結成之鴨兜倍脱非而斯罷其中素特多。其結成爲白色

点或紋。

　　　　　　クヲツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マイカ
合拉尼脱中之科子。大約非結成即搏結如破璃形。爲石之底子。而有非而斯罷及枚格之結成嵌於其申難非
　　　　　　　　シ　リ　カ
而斯罷及枚格。比夕里開易舘錬。而其科子中毎有非而斯罷枚格結成之印　。此不合理之故。有多説可解

之。……以下略ス……
　　　　　　　　ポルフイり　　　　　グラニツト
巴弗巫合拉尼脱Porphryric　granite°……略……
　　　　サイナイト
難約奈脱Syenite
　　　　　　　ホルンプレンド
如合拉尼脱中有穣恒白倫代其枚格則名難約奈脱。因埃及国難約地方。有此種石故名難約奈脱。……

タルコース

台而客科子Talcose　granite
　　　　　　　　プロロト　ジロン
法蘭西有一租石名澄羅多共因典質爲科子非而斯罷与台而客。此石種於阿兜不斯山遇之多。英吉利南亦有

カヲ9ン

之。此石渤燗。則鳥高陵泥。可作磁器即作碗之砂也。

　　地学浅釈巻三十五　（807頁）

　　　此巻論熱変石

　　　　熱変之意　（807頁）

熱変石之名。有一命名意。因其石先爲水層石b後受地中之熱而変爲半結成之形。故以熱変名之。人若不

信此説不肯用熱変之名則可呼爲深造之蛭石或者呼爲深造之昔斯脱亦通

　　　　熱変石之名　（808頁）
　　　　　　　　　　　ナイス　ワイカ　シ　ス　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　ス　ト　　ク　ロヲイト　シス　ト
今先言熱変石之大種類如尼斯　枚格背斯脱　笹恒白倫昔斯脱　＊泥昔斯脱　客羅愛脱昔斯脱

結成灰石（Crystalline　or　Metamorphic　Limestone）又有数種科子石名
クオ　ツアイクオーツ7イ ト

科子愛脱（Quartzite）（＊Clay・slate　or　Argillaceous　schist）

……略……

　　地学浅釈巻三十六　（835頁）

　　　此巻論熱変石之紋理

　　　　熱変石有四種紋理

観前巻巳明石之纏熱而変爲結成者。其変化之力極大。今可論熱変石之質点互相湊合。其結成之紋理如

何。或其紋理与沈積之層累平行。抑共結成之後。薗有紋理。凡熱変之石。大約有四種紋理。

　一日昼紋（Stratification）即沈積時層畳之紋

　二日裂紋（Joints）爲結成時裂開之紋

　三日壁紋（Slaty　cleavage）循其紋堕之能分開

　四日頁紋（Foliation）分之可成細片薄頁

此四租紋理。難有時甚難分別。然大約総不外平此。……中略……有時遇麹層之石。則其養紋亦轡。而壁
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紋則不轡。……略……

地学浅釈巻三十八　（867頁）

　此巻論五金蔵豚
ウ7一ネーte

　　鳥納兜論金類之肱成於裂縫
　　Werner

金類撒PII於地球之皮面。或爲確塊。或爲蔵豚。凡有用之金。皆在是焉。故地学家以致五金之所葦。爲最

要之事。以共於取砿之人最有益也。

金類之豚。百年前曽有人論之。其説与今相反。後有日耳曼地学家爲納兜者。爲金石博物院之主。合以前

諸説。推得共理。以爲金類之鳥豚。因石中本イi裂縫。若金類入其中而凝糸韻恥則爲豚。イf時成豚之後。

復能裂開。又有金類入罵。蓋金類之豚非一期中所能成。……中略・…・・鳥納兜解脱拉湿石。亦」3水成。調

Utte　

7イリー　　　　　バ ソーN鯖 ト　　　　　　　　　ダイ 　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　●

巴弗里緑石倍素爾脱等石之鳥兇克。皆因他石中本有縫。故右物白上而下。沈積凝聚於典中。所以其論脈

中之金類。本消化於水。而降落於石縫中。非白地中升出也。爲納兜之説。後來漸改之。今時地学家。只

有本火成之説。以化学，熱力，電気等著1‘。以解金豚之理。今先舳各慮砿豚之形。

……中略……

　　　　豚之常形　（869頁）

尋常之砿豚。大約従地面直至地中。此分明共爾勇之石本有裂縫而豚在典裂縫中。能過賭石租層。至任幾

何深不能窮。此租裂縫中之豚。彫或数寸。或三四尺。

熟於開砿者。言有時見豚形与裂縫之？19不合。此可以断層之理解之。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　　●
　　　　裂縫成砿豚之故　（882頁）

今論裂縫中何以能凝結而成砿豚之理。如石之断裂慮。典縫未鳥泥砂石子塞滞。而有熱泉従地中出。過共

縫中。則共縫通於地中甚熱之慮。此固易知6又孜知砿豚在火山石熱変石之中。則金類愈多。若有銘結石

之豚。走入熱変石廊典金尤多。因此思之。諒必砿豚之根源。恒在鋳結熱変之石。

人皆知金水熱泉。難離火山極遠之慮亦有之。共水毎従石層宥裂逢之威流出。
　　　　　　　　　　　　　　

任何熱泉中。消化之質。毎与火山熱気中消光之質相対。又熱気熱水中消化之物。右能凝結於経過之石縫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フリユロリルスバア　　　　　　おツイ　ト　ス
中。而爲結成者。如夕里開，炭酸灰，硫礁，夫羅而斯罷，硫酸倍來底斯，Ix！，餐鉄簿類金石是也。

警如豚之満。山於有熱気従鋳錬之慮來。則消化之物漸漸遇冷能依化学之法。変爲結成。

　4－5　北海道開拓と地学

　1867慶応3年，徳川幕府は瓦解した。幕府直ll苫の蝦夷地においては現地宥志が鎭撫使の派

遣を新政府にたいして要請し，これに応じて，新政府は箱館の幕府奉行所に代る箱館裁判所

を置き，島内行政機関の整備をはじめた。1868明治元年10月，榎木武揚らによって箱館を中

心とした地域が占擦されたが，翌年5月に榎本軍は新政府軍によって鎭圧された。この年す

なわち明治2年，政府は官制を改めて開拓使を設け，引続いて蝦夷地を松浦武四郎の発案で

北海道と改総した。1870明治3年，無田消隆は開拓使次官に任命されると直ちに，北海道開

拓に関する次の上奏文を提出した。そのうち地学に関係ある箇所を抜粋すると，「……前文略

す……諸公親シク実地ヲ経歴シ，其果シテ施行スベキヤ否ヲ検シ，然ル後令ヲ下シテー定不

易ノ法ヲ立テヨ。且ツ其実地ヲ経歴スルヤ風土適当ノ国ヨリ開拓二長ズル者ヲ雇ヒ，之ヲシ

テ移民ノ計数及器械ヲ精蝦考究セシメ，其一定ノ法立ツニ及ンデハ鉱山舎密ノ業二精キ者ヲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シテ金銀藥物ノ類ヲ考察セシメ，且北海道樺太ノ海岩ヲ測：Ekシテ要筈ノ地ヲ検シ，予メ我ガ
　　　　　　　　　

海軍ヲ設ルノ計ヲナシ，並二魯人ノ根拠トスル黒龍江及ビ束察加等モ又マサニ測［［kヲ爲スベ
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　　　　　　　　　　　　　　　　第3表

地学浅釈（番侠見，珊高温口訳，華樹芳策述）

　　　　　　　　　　欧假羅各巴石分層表

1873同治12年

（158頁）振り假名洋名乙骨保田による

　　　　　　　　　表作成　土井

1．後　沸　育　新　　ポーストプライヲシーン i
Post・pliocene 第 三

o2．油　　育　　新　　プライヲシーン
　　　　　　　　　　Pliocene

3．埋　　育　　新　　マイヲシーン
　　　　　　　　　　Miocene

三
冒
謹
聾

2．

次
琴
＄
δ
’

4．痙　　育　　新　　イーヲシーン
層 石

Eocene

5．普魯　灰　石
Chalk

6．為　　爾　　縢　　ウイールデン
Wealden

又　名　緑　砂
第 二

Greensand

7．上　鳥　來　脱　　オーライト
　　　　　　　　　　Upper　Uolite

8．中　鳥來脱　　　　　　　　　　Middle　Oolite

＿ω一

§
巳
遡

ζ
次
1
お
゜

9．下鳥來脱 Lower　Oolite 層 石

10．來　　約　　斯　　ライアス
Lias

11．脱來　約　期　　トライアス
Trias

12．澄　而　彌　安

13．礁　　　　層

　　又名ヤ蒲業非拉斯

14．

15．

16．

17．

提　符　尼　安

上西羅里安

下西羅墨安

堪李里安
落　冷　須　安

ペルミアン
Permian（新紅砂石）

Coal

カーボニフェロアス
Carboniferous

デウオニアン
Devonian（老紅砂石）

シソユーリアン
Upper　Silnrian

Lower　Silurian

カムブリアン
Cam　brian

ラウレンシアン
Lanven・tion

第　　一

R
r
i
m
a
？
i
i

新

N
e
o
z
o
i
c

彊

石

層

古

P
a
l
e
o
z
o
i
c

彊
　
　
石

P
a
l
e
o
z
o
i
c

　
　
　
次

屑　　石 層

シ。……J（開拓使日記　明治3年による）この黒田の建議は太政宮によって認可されたので，

1871明治4年黒田は渡米し，在米の森有礼の仲介により農務長官ホレス・ケブロンHorace

Capron（1804－1885）と会見し，説得の末開拓使顧問として赴任することを承諾させた。ま

た森は赴任前のケプロンに書翰を送り北海道の現状を説明して地質鉱山技術者の雇役を要請
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した。その書中の一部に「一…・我力北海道ハ元ト蝦爽ト称シ，……中略……各所二蝋火山ア

リテ鉢廓頗ル多シ。就中金，銀，銅，鉄，石炭，硫黄等ノ如キハ，既二発現スル者モ亦少カ

ラズ。而共気候大約英吉利邦二均シ。是二由テ之ヲ考ルニ，能ク之ヲ開成スル時ハ来洋中窟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
眺ノー島ト称スルニ足ル可クシテ，末ダ其成功ヲ得ザル者独リ人民ノ末ダ動誘典愚昧ニヨル

ノミナラナ，官吏モ亦血ヲ得ザルヲ以テナリ。故二我政府之ヲ議シテ謂ラク，地質砿山農工
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
諸学二通暁シ，実地錬達ノ人材ヲ撰ンデ之ヲ任ズルニ如カズ。……中略……而共人先ッ全島

ノ形勢及地質砿山笥ヲ測皿検査シ……中略……然レドモ地質砿山等其学術二通暁セル者ヲ要

スル時ハ，外国人ヲ雇役スルモ亦不可ナキナリ。貴下幸二之ヲ択へ。……J（開拓使日紀　明

治4年による）この手紙を受領したヶプロンは日本側と招聰契約が正式に成立した後，1862

文久2年箱館奉行の要講で渡島半島部の地質・鉱床調査をしたことのあるブレイクと面接し

て北海道の報告を聞き，その時彼の作成した蝦夷の地「J｛図を受領した。同年8月，ケプロン

は化学教師アンチセルほか2名を伴って来日した。このアンチセルが無田の上奏文中の鉱山

舎密の業に精しき者に該当する人物であった。ヶプロンは直ちにアンチセル＊に北海道の実

検測：Ekを命じた。

　アンチセルの鉱山調査

　アンチセルはケプロンより「札幌近傍二在ル所ノ賭鉱山ヲ歴示シテ，其質ノ美悪及ヒ其掘

開ノ費用等二試橡スJという任務を与えられた。しかしアンチセルはケプロンと意見の対立

があったため，中途で鉱山関係の調査を中止し，1年足らずの滞在で現地引掲げを命ぜられ

た。そして来京にあった開拓使假学校の教頭になり，かねて化学・地質学を教授した。アン

チセルの北海道滞在中の業績としては，1）恵山の硫鉱とその付近の海浜砂鉄調査ならびに

硫黄の製造・製鉄　2）ユーラプ近傍の鉛鉱調査と銀・鉛の製造　3）岩内石炭山と鉱山規律

などに関する建言などが挙げられる。ここでアンチセルの銀・鉛製造延言の一部を引用して，

当時の地学に関する翻’沢の様子をみてみよう。

「ユーラップ近彷ノ鉛鉱ヲ検査スルニ，……lp略……此トンネルハ坑ロヨリ遠サカルニ従ヒ漸ク狭険ホ

シテ，遂二其幅30インチス共高サバ3尺二及ベリ。而シテ其鉱脈ハ北方60度ノ鈍角二斜下ス。坑ロノ両

堕ハ此近紡尤多キ白色ヲ帯タル粘土ノ石岩ナリ。然レトモ此坑内ハ“ヲックサイド　オフ　コンガンス

〔金属ノ鮒卜〕ノ爲二白色ヲ失ヒ熈色二変ジ“ブラチナ　ロック”〔白金岩〕ト粘合シ以テ堅牢ノ石質二

化セリ。坑奥二到ルニ及テ“フェルススパイツキ”〔白色二紅仏ヲ抹シタル鉱石状〕或ハ“バサルト”

〔濃緑色ノ砿石〕二化セリ。而シテ鉱物ノ所在ハ，即チ此数種ノ混滑セル土塊ノ如キ“バサルト”及ヒ

山岳ノ中心ニアル“ポルファリー”〔白ク透明ニシテ結品スル砿石〕ノ中二混在シ，共鉱層線ハ10イン

チスニ過ギザルヘシ。……中略……“ガング　ロッグ’〔砿脈中金属ヲ含ムモノ〕ハ白色二結砧セル砿属

ニシテ，軟柔ナル“フエルスパル”〔白質二紅色ヲ抹スル石砿〕二氾ジ，之レニ赤色ヲ与フルモノハ則

チ“シリカートオフコンカンス”〔金属名〕ナリ。此地二産スル金砿ハ則チ左二紀載スル各租二因レ

リ。“カレナー，，〔鉛鉱〕“ブレント”〔硫化亜鉛〕“アイロンパイライト”〔硫化鉄〕“ソルファイド　オ

フ　シルフル”〔硫化銀〕‘‘ヲックサイド　オフ　マンガンス”〔金属ノ無液〕，此名租南北ノ2屈線二分

列セリ。典北屈線ハ‘‘ブレント”，“マンガンス　オツサイド”，“カレナー”，其南層線ハ‘‘ガレナー’，，

・・

ソルファイト’シンプル”，“ブレンド”，“ホールン　シンフル”〔白鳶状ノ鉱石〕，“アイロンバイラ

＊Thomas　Antise11
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イツ”〔硫化鉄〕・’°’（顯麗難身甥羅鉾5年壬申4髄録アンチセル氏）

　榎本武揚の鉱山調査

　榎本武揚の名前は地学関係者の間ではあまり知られてない。北海道における初期の地質学

の開拓者としてラィマンの名声の高かったために覆い隠されたものと思われる。最近になり，

加茂儀一氏はじめ道庁関係者によって，榎本の北海道における地学的活動が再評価されはヒ

めた。

　榎本は1869明治2年，箱館戦争で敗れ，死一等を免かれて東京で入獄生活を送っていた。

榎本の死を惜んだのは攻撃軍の将黒田清隆であり，その後，北海道開拓次官に任命された黒

田は榎本の起用を考え政府中枢部に免赦を働きかけたのであった。その結果1872明治5年3

月，榎本は出獄を許され，黒田の懇望に従って北海道行を決心した。黒田が榎本を起用した

のは武人としての榎本ではなく，かれの化学・金石の智識を高く評価していたからであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

榎本はオランダ留学（1862文久2年一67慶応3年）の間，本業の海軍の仕事以外に舎密学・

金石学を興味にもって学んでおり，このことが己に述べた無田の上奏文の考と合致するとこ

ろで，榎本の調査活動はケプロンをはじめとするお雇い外国人の調査とは全く独立しておこ

なわれた。榎本が1874明治7年はじめ，突然特命全権公使・海軍中将に任用され，樺太国境

交渉でロシヤに出発するまでの約2年間の北海道滞在中の業蹟として下記の事項が挙げられ

る。

明治5年

明治6年

函館付近の石油・粘土・鉛鉱の調査

藻岩村銅鉱調査

岩内郡茅ノ澗炭山調査

イクシベツ石炭調査

空地石炭調査

北海道東部地区調査

以上の大部分は榎本の北海道巡遊日記に記述されている。榎本の調査はラィマンの本調査区

域に立入り，石炭層を発見しその炭質検査・鉱量計算をおこない用さらに将来の開発計画を

立案した。また日高地区では砂金，釧路では石炭などの調査をも実施した。

　黒田は鉱山局設立の構想をもち，将来榎本をその総裁に据える考えでいたが，お雇外国人

の官営反対のためこの構想は流れてしまった。ここで，榎本の鉱床調査の報告書の一部分を

取り出して，かれの地学に関する智識の一端を窺ってみることにする。

　函館付近の調査を北海道巡遊日記より

　「2日（6月）船ヲ雇ヒテ当別村二赴ク，先之当別ノ匠在二石脳油出ル沢アリト云フ説アルニヨリ昨

日石橋以下6人ヲ遣シ置ケリ，……中略……此小流二傍テ沢辺ヲ行クコト十町許ニシテ此細流二石脳油

ノ処々二浮フヲ見ル，此ノ沢ヲ湯ノ沢ト名ク，於是其細流ノ近辺ヲ掘ルニ果シテ石脳油シボレ来ル，但

シ土ハ「ビチューぞン」ヲ混セルヲ以テ油気及臭気アリテ乾セハ能燃ユ，土ノ掘ルコト3尺許ニシテ底

ハ「サンドストーン」タリ，其「サンドストーンJ頗固クシテ盤ニテ容易二深ク掘リ難シ，之ヲ穿ツニ

其石ノヘギニ皆石脳油ヲ含メリ，此処ヲ深ク掘ルトキハ石脳油ヲ多量二得ペシ，・’・…中略……此処石脳

油ヲ出ス多丑ナルトキハ海彫迄ノ途険ナラザルヲ以テ，北海道物産大ナルモノノートナルベシ……J
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ζの報告は北海道石油調査の先陣であるといわれでいる。次に北海道物産取調稿の中より金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●

属鉱床調査の事項を転記する。

「古宇郡藻岩村銅山　銅砿

此ノ砿山ハ古来ヨリ開採セシコト無ク，……中略……何金属ノ砿タルヲ試験セシ者ナクシテ今日ホ至リ

タルナリ，卑之本年7月我等函館二在トキ……中略……一商来テ此砿一小塊ヲ余二示シ以テ何爲金属タ

ルヲ問ヘリ。予乃之ヲ分析シテ硫化銅，硫化鉛，硫化亜鉛，硫化鉄ノ4金属ヲ含メルヲ証セリ。本年9

月岩内石炭検査ノタメ茅野間二俺沼スル間，此辺付近ノ賭砿類ヲ探討スル序二藻岩二赴キ，坑夫8人ヲ

拉シテ火薬ヲ以テ岩ヲ砕キ鋪様二掘リ採ルコト2日ニテ，780貫100匁ノ砿ヲ取リ之ヲ水ニテ洗ヒ土石ヲ

去リ261貫070目ノ砿ヲ得タリ。此ノ掘採リシ俄ノ疎砿ハ32「ペルセントJ即チ3制3分1屈ノ純鉱ヲ

含メリ。此ノ純砿261貫070目ノ中二就テ其銅砿ト称スペキモノハ251貫300目ニテ，鉛砿ト称スペキモ

ノハg貫770目タリ故二此純砿中ニハ3．8「ペルセント」ノ鉛ヲ含メリ。疎砿二就イテ比例ヲ立ルトキハ

31．8「ペルセント」ハ銅鉱ニシテ1．2「ペルセント」ハ鉛タリ。

　銅砿ノ性質

鋼ノ外二硫化鉛，亜鉛，鉄等ヲ含ミ……中略……外観ノ、鉛トー様ノ観ヲナズガコスルト黄色此ノ砿ハ共

目方ト典結晶状ヲ以テ之ヲ辮ズルコト難カラズ……中略……鋼砿ヲ分析スルa左ノ如シ。純銅14．6ペル

セント，1割4分6厘頗ル佳砿ト称ス可ナリ。比重4．0。硫化銅ハ共目方百分lll二硫黄34．9，（銅34．6，

鉄30．5。英吉利国コルンス省ノ硫化銅ハ通例百分ノー原文不明一ノ酸銅ヲ含メルノミ。硫化銅鉱ハ爽色

ヲ以テ典砿ノ貧富トトシ握ベシ即チ精浄ノ黄色アル砿ハ銅二窟ミ薄黄色ノ砿ハ銅貧シクシテ鉄二富メ

リ。銅又砕ケ易キ砿ヲ以テ砕ケ難キ砿ヨリ好トス是レー定ノ式トスベシ。

硫黄ト鉄ト銅シ合和セル砿ヲ本邦譜二訳シテ言フトキハ均シク概ト硫化銅ト喚倣セドモ大ナル艶アリ。

論ル所謂「コー一一プルガランス」ト称スルモノモ亦同ジク硫黄ト鯛ト鉄トノ三物ニテ成ル砿ナリト雌モ，

此ノ名ヲ負ヘル砿ハ77分65分純銅ヲ含メルモノアリ。藻岩銅砿ノ如キハ「チアルコピリート」ナルモノ

ナルヲ以テ予此原請ヲ假名二称シテ以テ他ノ硫化銅ト区別ス。「チャルコピリートJハ英舎密詔ニテ云

フトキハ「ソルフヒレットヲフカッパーアンドアイアンJナリ。J

また地質鉱床の概況について

藻岩村海岸　峨々タル岩山ノ冊二1條砿脈厚サ1尺許（砒1尺砿正味4．5寸）ノ者竪々山ヲ切テ現出

シ，其方向山脈ト共二西ヨリ東二走ル。我笥ノ開キシ坑ロバ正西二向フ歩頭ヨリ商キコト3間二過ギス

……中略……此地ノ山皆焼石ナルヲ以テ此辺ハ地質家ノ所副「プリュトニーセゴロンドJナルコト知ル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ペシ。銅砿ヲ狭ム左右ノ石ハ性賀堅硬ナリト難モ砿豚ノ通リ丈ケハ箆隙ニシテ中二鳳色ノ粘土二銅・鉛

等ノ砿混浦シテ存スルヲ以テ，……中略……銅鉱ハ鉛鉱ト相混シテ出ルト難モ坑の上部ハ銅多シテ下部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ハ鉛多シ是レー苛事ト云フベシ。然レドモ尚深ク掘巡ムトキハ果シテ依然如是ナルヤ否ヤ前知スル能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ズ。又此砿豚何程深ク地二人ルト其山脈二従ツテ流ル長サモ亦概算シ難シ。堪涯ヲ見ルコトナキligト此

山ノ賭漢間二現出スル石往々銅，鉄ノ「ペリート」ノ細線ヲ」＄シテ存スルヲ見シト，両伴ヲ以テスルト

キハ必ズ少；Elニアラザルベシ。

翌明治6年，榎本は有名な「イクシベツ」石炭調査」と「ソラチ」石炭調査の報告世を開拓

使に提出した。イクシベツは現在の幾券別の地名である。加茂儀一氏の榎本武揚より要点抜

粋の上転記する。

　明治6年10月7日

　イクシベツ石炭調査

■

　榎本武揚
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石狩河枝流「イクシベツ」石炭山及「ソラチ」河石炭山略記

　付業「イクシベツ」石炭山ハ……中略……本年「ライマンJ氏ノ検査ヲ終リタリ。予亦今次其地ヲ践

渉シテ其略ヲ記ス事左ノ如シ。……中略……今次改メテ雪クシベツJ石炭山ト唱へ，以テ此河ノ両岸

石炭豚ノ通ズルヲ明ラカニス“空知河石炭山二至テツ土人ノ外ハ予ガ此度ノ検査ヲ以テ濫筋トス

　北海道巡廻日記抄

。・・…前略ス・・－

1．抑モ此地ノ石炭山ハ其分量ヲ論スルトキハ岩内石炭山二倍シコt’品位ヲ評スルトキハ良好ノ「ビチュ

ミナウス・コールJニシテ唐津石炭ヨリモ愈レル事下表ノ如シ。実ニー大宝山ト称スベシ。只惜ムペキ

運輸ノ路甚ダ迂遠ナルニ在リ

　　　　「イクシベツJ石炭試験表

－
↓
1
1
茜
－
占

水分　　　百分1

可燃揮発物　百分1

固形炭素　　百分1

灰　　　　百分1

3．2

34．6

59．6

2．6

硫黄分ノ多少ヲ載セザルハ帰京ノ後ニアラザレバ細二定ムルノ時

日ヲ費セバナリ

1．此地石炭脈数十条現出スト難モ，其良豚ト称スベキモノヲ撰ブトキハ，凡ソ9条ニシテ其厚サ平均

5尺二及ビ，而シテ共ニー点ノ土石ヲモ交ヘザルモノナリ

1．豚路ハ大古地震ノカニ由テt’間或ハ反対スルモノアリト錐ドモ，概ネ之ヲ言フトキハ，東北ヨリ西
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　

南二亘リ，而シテ其屈ノ勾配ハ平均20度ヲ過グルモノ稀レナリ。故二之ヲ開採スルニ便利ナル事岩内石

炭山二愈レリトス

1，此地石炭豚路ノ長サヲ其発見セル所二就テ概算スルトキハ，東北ヨリ西南直路4里二及ブ可シ。何

トナレバ予「イクシベツJ左岸ノ沢奥「ノツパウマイ」二於テ数個ノ石炭肱ヲ見，又「ホルムヰ」河6

里半ノ処二於テ石炭豚ヲ見出シタレバナリ。此2ケ所ハ東北ヨリ西南直路4里強二及ベリ

1．．rライマンJ氏ハ「イクシベツJ石炭山ヨリ豚路ヲ逐テ「ホルムヰJ河上4里許ノ処二出シニ，不

幸ニシテ石炭脈ヲ見出サ・’リシ由。然レドモ同氏ハ此河上ニハ必ズ石炭豚ノ現出スル処アルペシト前証

セシ由，予於是更二人ヲ分ケテ此河ヲ上ラシムル事「ライマンJ氏ヨリ上二進マシメシニ，河ロヨリ約

6里半ノ処二於テ果シテ石炭豚ヲ見出シタリ。只其者ノ報告ニハ其豚甚ダ薄ク，加ルニ土石ヲ狭メル多

クシテ，純豚ハ2尺二過グルモノ稀ナリト云フ。予其齎シ来レル石炭ヲ見ルニ「イクシベツ」ノ品二少

シモ異ナル事ナシ。「ライマンJ氏地質学二老熱スルー班ヲ見ルベシ

　石狩河枝流空知石炭llS

1．予空知河石炭ヲ産スルノ説ヲー土人ヨリ転聞スルニヨリ，コζ虎実及品位ノ可否，運輸ノ難易如何ナ

ルヲ見ンカ爲メニ，rイクシベツ、石炭山検査アリテ後直チニ「ホルムヰ、河ロニ出，夫ヨリ石狩河ヲ

棚ル事猶3日半ニシテ漸ク空知河ロニ達セリ。……中略……1日路空知河上二湖リ，以テ其両岸二現出

スル石炭豚ヲ検査スルヲ得タリ……中略……両岸……過半ハ固性粘土ヲ以テ成レルニヨリ……以下略ス

1．石炭脈ハ河ロヨリ1巫河上二現出シ始マリ，夫ヨリ3里間細豚断続シテ左右岸二顕ハレ，遂ニー大

脈二連ル。・此一大豚ハ河ロヨリ約4里ノ両岸二現出シ，典屑ノ勾配平均40度，其厚さ及品位二至ツテハ

太タ不等ト難ドモ，就中其好豚ト称スベキモノハ3条アリテ，其厚サ4尺ヨリ7尺二至リ，共二土石ヲ

挾マズ。此等ノ豚共二河岸二現出スルヲ以テ極メテ開採シ易シ。典品位ハ「イクシベツ」石炭ト額頑ス

ベク，而シテ瓦斯灯ニモ汽船ニモ共二用ヒ得ベキ眞二良好ノ石炭ナリ

　　中略

1．此地ノ石炭山ハ思フニ当二「イクツベツJ石炭山ト豚絡相貫通スルナルベシ。……中略……両石炭

山ノ距離ハ直路恐ラクハ5，6巫二過ギザル可シ。然レドモ此件ハ「ウァツリンJ氏，荒井氏等ノ石狩

河地図ト予ガ薗ラ測定セシ図ノ成サレシ後ナラデハ確保シ難シ
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　　中略

　結局

1，以上2ケ所ノ石炭山ハ其運輸二遠キヲ以テー難事ト爲スト難ドモ，共品位ノ良ナルト分皿ノ多キ2

件ヲ以テ．一但シ空知河ノ方ハ尚來ノ委シキ検査ヲ要スー　仮令現今手ヲ下サ・ルモ，尚来石狩両岸ノ

地二戸口増加シ，工業盛二作ルノ秋二至ラバ実二人民保生ノー大助トナルペシ

　ライマンの来日と地質調査の業績

　ケプロンはアンチセルの代りとしてラィマンを推挙したので，日本政府は正式に地質学士

兼鉱山師長としてかれの招聴を決定した。ライマンはムンローを助手として帯同して，1872

明治5年11月来日し翌年1月，かれはケプロンに害翰を送って次のことを申入れた。すなわ

ち「今年北海道全道ヲ測Eliシ其地質ヲ検査スヘキ命令ヲ奉承セリ。因テ其施行スヘキ所ノ条

々ヲ左二演述ス。鉱山ハ先ッ全道ヲ測皿シ良好ナル鉱物ノ所在ヲ探索シ，典ノ得失ヲ1瞼査シ

最モ良好ナル者ヲ択ンテ之二従那スルヲ緊要トナス。……中略……且地質測定ノ学ハ数年ノ

功穣マサレハ上達スル能ハス。開拓使ノ生徒等此業ヲ爽地二学フコト最モ須用ナリ。故二先

ツ6名ヲシテ典業ヲ輔助セシムベシ。……Jと，このことは開拓使假学校で勉学中の生徒の

うちから，地学専門の助手を養成する目的であった。ラィマンの申入れは認められ，その結

果選抜された生徒は山内徳三郎，稲垣徹之進，桑田智明，高橋簸三，賀田貞一，坂市太郎，

島田純一，山際永吾，前田精明，西山正吾，三沢思慶，秋山榮丸，斉藤武治の13名であった。

ライマン，マンローの両名はこれらの生徒に数学，物理，化学の初歩から地質測皿などの専

門の智識にわたって教育した。約3カ月の短期教育の後，一行は北海道に渡り任務遂行の調

査活動が開始された。かれらの地質・鉱山調査は1875明治8年に至るまで約3力年にわたっ

ておこなわれ，終了後，・一行は來京に引揚げ，マンローが開成学校の地質学の教師になった

以外のラィマンほか一同は工部省に入り石油開発部門で勤務した。なおラィマンは全国の地

質調査を実施したいと企図していたが，ナウマンの地賀闘査所創立が先行したためこれを断

念し，1880明治13年帰国した。

　ライマンらが北海道に残した功績として，新北海道史（No．3582頁）によると，第1に

炭鉱開発を指導促進，第2に本道各石炭鉱区ならびに本道全部にわたる地質図を作製（本邦

最初の地質調査図として諸外国にも示された），第3は爽際的な地質調査に堪能な10余人の

学徒を旋成してこの方面の学問発達の源流をつくったこと，第4には開拓110uに関する根本

的，または政策的な種々の施設を助成したことが挙げられる。

　ライマンの業績・事跡などについては今迄に出版された記事・報文に簸って本文中では割

愛する。

　ラィマンによって提出され，開拓使より刊行された調査報文は18冊，これに付随した地形

図・地貿図は26枚に及んだ。そのうち代表的なものとして

　北海道地質総論　明治9年General　Report　on　the　Geology　of　Yesso　1876

　北海道地質要略図Geological　Sketch　Map　of　the　Island　of　Yesso，　Japanが挙げられる。

次にこれらの内容を概観することにする。．
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北海道地質総論　　　　　　　　　　　　　　　　　（明治11年6月刊行　開拓使）

　全道地質略図一葉石狩川畔及ヒ地理的図一葉附北海道煤田貿易上ノ位置ヲ示セル小図一葉

　　　　　　　　地質学士兼鉱山師長

　　　　　　　　　辺治文，士蔑治，來曼

　　呈

　　開拓長官黒田清隆閣下

余謹テ北海道一般ノ地質二就キ其要略ヲ左二論ス

第一章　地位

第二章　地勢

第三牽　地質

　P．3－5

省略

　p．5－13

省略

　p．13－130

北海道ノ石類ヲ別テ七種トス如左

¶
占
－
占
ー
ム
ー
ム
ー
－
占
－
占

新沈積層

古沈積層

新火山石層
ト　シペツ

登志別石層

古火山石層
ホロムイ

幌向石層即含煤層

鴨居古丹石層

即変形石層

厚サ約一百尺

同
同
同
同
同

一百尺

三千尺

三千尺

三千尺

六千五百尺

同　　三千尺

右石類各層ノ厚サニ於ケル登志別幌向両層ヲ除クノ外ハ全ク臆測ニシテ実地測量ヲ経タル者ニアラス

　〔イ〕　新沈積層　　略ス

　〔ロ〕　古沈積層（或ハ造崖層）　略ス

　〔ハ〕　新火山石

　新火山石層ノ時代二於ル新古沈積層トノ相符合シ又登志別石層ノー部分モ其時代ヲ同フスル所アル

ニ似タリ是古火山石ノ造成セシヨリ今二至ル迄火山ノ働ハ依然トシテ止マス或ル場所二於テ登志別層

造成ノ頃ヨリ少シモ変セサルカ如キ者アレハナリ然レドモ其新古両石ノ状貌ハ判然相異ナリテ古石ハ

其質堅實ニシテ層脈ノ傾斜鋭ク新石ハ窩孔多クシテ層平カナリ

　〔二〕　登志別石層

……前略……登志別累層〔ロ〕号ノ石層中ニハ甚タ近代ノ者ノ如キ貝化石（杭様殼，牡蛎等）多ク而

シテ小殼及ヒ昆虫ノ印跡アラザルナシ殊二上部二多シトス○此等ノ化石類ハ未ダ之ヲ考究セサルヲ以

テ該層1時代ヲ確定スルニ足ルヤ否ヤ之ヲ知ルヘカラス殊二沿海生貝ノ種類未タ明瞭ナラサルヲ以テ

死貝ト比較スル能ハサルナリ霊シ余ハ該層ヲ以テ第三期ノ中（ミツトル・テルチアリ）ト臆定セリ其
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
石層ノ錯乱セルト層脈ノ殆ト直立ナルトヲ以テ観レハ該期ヨリ新シキモノニハ非サルヘシ博石学上ヨ

リ云ヘハ該屑ノ沙石中ニハ大二瑞西国ノ「モラッセ瑞西埋育新J二類似セル者アリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　●
　〔ホ〕　古火山石層

本島ノ地面ハ過半古火山石層ヨリ成レル者ニシテ就中北東方面ハ全ク該石層ニシテ南大半島モ亦殆ト

全ク此ト同層ナルカ如シ……中略……本島ノ古火山石ハ殆ト（余力見ル所二於テハ全ク）所謂タラカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

イト梯石状ナル者ノ如ク尋常「タカイチッキ，ポーフレーJニシテ「リクトホーヘン（人名）ノ所謂ラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

イオライトJノ如ク破璃状長石ノ小結品粒（「サニヂン」ナルヘシ）ヲ含有ス然レドモ或所二於テハ
　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サニヂン結品ノー部分ハ燗化シテ不透明ナル白色ヲナセルカ如シ角様閃石モ亦尋常ノ混合物ニシテ最
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　　●
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　モ竪爽ナル「ポーフレー状ノ石中ニモ交雑セリ（新シキ浮石二於ルカ如シ）然レドモ或ハ「ピロキシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ネ」ト代ユトアルベシ……中略……粗粒ノ淡灰色サイナイト石是ナリ共外貌ハ蝉明ナリト雌ドモ之ヲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　一見スレバ乳白色ノ長石ヲ含ミ破璃状石英及無色小枚格石ヲ交ル等リクトホーヘン人名カ所訂1花醐石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

状，「ライオライトJノ状貌ト全ク符合シ純然タル古代石ノ質アルカ如シ……中略……「・モンロー氏力南

　西ノ海爆ヨリ取リ来レル鮮管色ノ「サイナイト石モ余ハ古火山石層二属スル者トセ，リ○本島南方aハ，

（古代ノ者ト膿定セル）ダイオライト緑石其他古代石ノ出ルヲ聞クコト稀ナルカ故二余ハ此賭石ヲ以テ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（鴨居古丹石層ノ変形石並二花崩石状石ヲ除クノ外）姫ク古火山石屈二属スル者トス火山石ハ密二此

　螂ノ石ト混合シ及ヒ該石ヲ園続スル者ナリ……○石層ハ或ハチューファ状ヲナシ其色多クハ管シ又

　往々細粒ヨリ成レル者アリ……中略……「タラカイトJ即チライオライト状チューファ石ハ竪実ナル

　合子石ニシテ新二砕ケタル部分ハ其色鮮、°絶ナリ恐ラク該石二類似ノ者ヲ以テ「ダイオライトJト認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガレナ　　　　　プレンデ　　　　　　　　　　　　　サイロメレコン
　メタルナルヘシ……古火山石屈中ニハ鉛（硫化鉛）亜鉛（硫化亜鉛）満俺（炭酸満俺及ヒ葡萄塊状鉄

　灰色満俺）及ヒ硫化銅簿ノ如キ金属ノ薄脈アリ……中略……而シテ鉛鉱ニハ少シク銀ヲ含イiシ硫化鉄

　ハ鯨常鉱属二交雑ス……案スルニ此賭鉱脈ハ地皮開裂ノ所ヨリ水ノIPbメニ溶去セラレタル物体ノ翌積

　セシ者ニシテ該金属ハ元来古火山石時代ノ者タルカ如シ……〔原注〕爾後佐渡所産ノ金脈アル石ノ見

　本ヲ猫テ其古火山石ナルヲ確証セリ而シテ北海道及ヒ信越佐渡其他日本ノ賭鉱脈ハ皆古火山石二交過

　スルコト明瞭ナルカ如シ（孟シ該石屈ノミナラス古変形石ニモ鉱脈ノ交過スル例二三アリ）是二由テ

　観レハ賭金鉱並二黄金ハ澁ク古火山石ヨリ出ルトノ説ハ最モ眞二近シ是北海道二於テ最モ緊嬰ノ那ト

　ス何トナレハ未タ精細ノ探討ヲ経サル（土人ノ外）広大ノ地面ハ此火山石ヨリ成レル渚ニシテ後来或

　ハ開坑スヘキ鉱脈ヲ発見スルヤモ計リ知ル可カラサルヲ以テナリ本島探討ヲ経タル火山石地方ハ僅カ

　ニ南西端二過ギス而シテ其鉱豚薄小ニシテ開取二足ラストナスモ巳二許多ノ鉱属アルヲ発見セリ

　1877年2月27日　　　　　辺，士，來曼戯

　　〔へ〕幌向石屈

　幌向石屈即チ含株煤屈ハ北天堀下流ノ地二起リ少シク西二慾曲シテ南二延ヒ澗一帯ノ地ヲ占メ浦川ン

　南西4里ノ所二至テ識グ……中略……第1澗煤田ハ彼ノ石狩本煤田ト相距ル数十巫ナリト錐ドモ煤層

　共他石脈ノ次第二就テ之ヲ観レハ本煤田ノ最モ富産ナル地方ノ累層ト密似シ旦共煤炭及地質ノ結構モ

　亦甚ダ類セリ唯其化石（採集スル所未多カラス）二至テハ未タ其符合ヲ証スルニ足ラサルモ典時代ノ

　同一ナル疑ヲ容レサルナリ……中略……唯之ヲ欧州各国ノ精密二探究セル地質的結構（ゼオロヂカル

　。ホルメーション）ノ定期二較照シ以テ眩層ハ何笥ノ世期二属スヘキヤ否二至テハ未タ之ヲ確言スル

　能ハス何トナレハ彼世期ヲ判決スヘキ化石ハ之ヲ採集スル多カラス而シテ又之ヲ探究スルニ暇ナケレ

　ハナリ然レドモ余ハ2ケ年半前及ヒ1ケ年前ノ鞭文二論述セシ如ク肢層ハ第三期（テルチアリー）ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　始或ハ第二期ノ未二属スヘキ者ト考察セリ余2，3ケ月前石狩煤田ノ極南端ヨリ産セル化石数箇ヲ猫
　　　　　　　　　　　　　

　タルニ因テ之ヲ検セシニ共煤層最下底ノ石ニテ恐ラク賭煤層下若干距離ノ所ニアル者トス而シテ該化

　石中クレタシオース（第二期ノ未）時代二属スル「チコセラス及ヒ「アムモナイト並二化石ノ名アリ

　共二同威二於テ発見ス以テ其時代ヲ確証スヘシ然ラバ該煤田下層ノ石ハ甚ダ古カラサルモ「クレタシ

　オース時代ニシテ含煤層最厚部分ノ上辺ハ第三Jgl　・＝属スル者ナラン……中略……石狩煤田石屈ノ2様

　ナル摺起ハ各方位ヨリー時二圧壁セラレタル者力或ハ1ノ方位ヨリ圧壁セラレタル後又他ノ方位ノ圧

　壁ヲ受ケテ成レル者力之ヲ明言スル甚ダ難シトス並シー旦雛埋セル石層ハ更二摺起ヲ受ルニ当リ必テ

　摺起セギル者ヨリ之二抵抗スルノ力多キカ如シ故二之力鳥メ折テ断層ヲ生スルコト往々之アリ是二由
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　テ之ヲ観レハ多ク断層ヲ起セル北及南ノ摺起ハ北来及南西ノ摺起ヨリモ近代ノ者ナルカ如シ……

　　〔ト〕　鴨居古丹石層

　鴨居古丹石屈ハ本島ノ中央二位シ……中略……該層最モ古ク所謂本昆ノ核賓コールニシテ他ノ石類ハ

　其後次第二累畳セシ者ノ如シ……中略……重二無色クウルツ・サイト石名ヨリ成レリ益シ鴨居古丹二
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ハ「タルユース及「クウォルトースチスト共二石名ト青色大理石ト黒色セルペンタイン石名ノー層ア

リ……中略……花醐石及ヒマイカ・シスト石名モ余ハ該層中二編入セリ（全ク至當ト云フニ非サルモ）

　第四章　有用砿類p．130－184

北海道二産スル有用砿類ノ中別記細説スヘキモノハ煤炭，鉄，黄金，硫黄，灰石，石膏，水（河流ノ
　　　　　　　　　　リグナイト
水力及ヒ鉱泉），石油，木煤及ヒ泥炭ニシテ鉛，亜鉛，滞俺，銅，銀，雄黄ノ如キハ僅力二痕跡アル

ノミ

以下略ス

　第五章　砿物開取p．184－205

有叩砿物ノ開取ヲ論スルニハ天然即チ土地上ノ便利ト政治上ノ障碍トノ2点二就ラ観察ヲ下サ・ル可

カラス……中略……官費ヲ以テ開坑ノ業ヲ起サバ（時二起案セル壷7」［）意二損失ヲ致スヘシ……中

略……但シ官坑1箇ヲ存シテ学校トシ坑夫マイネル及ヒ坑首オペレートルニ教示スヘキノ論アリ其理

ナキニ非スト難トモ他ノ方法二依リ坑夫ハ少費ヲ以テ綿密ナル教ヲ受ク可ク坑首モ亦左迄二金ヲ費サ

スシテ尚便利ナル方法ヲ学ヒ得ヘキヲ以テ官坑ハ都テ存セルヲ良トス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　●　　　●　　　　●　　　■　　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　　●　　　●

　第六章　地図p．205－208

北海道地質要略図ハ（1876年5月10日成）第三章二記載セル7石層ヲ7色二分チテ概略ノ広凌ヲ示シ

皿共側二累層図シ附シ以テ各層ノ次第及原薄ヲ知ラシム……中略……該図ハ縦9寸横1尺3寸ニシテ

万延元年刊行ノ松浦大絵圖（沿海線ハ殆ト百年前二伊能氏ノ測量セル図二櫨ルモノニシテ甚タ精確ナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

リ云フ）二擦テ眞形200万分1二縮廊セルモノナリ……

　第7章　　濱if　mノ結果p．208－232

測皿ノ結果中最モ重ナル者ハ本島中二開取シ得ヘキ煤炭ノ額大約1500億噸アルヘキノ実況即チ英国ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大財源タル（世界中煤炭ヲ産スル巨魁）有名ノ煤田ト同厚ノ煤炭凡3分2ヲ有セルヲ瞭知スルニアリ

……中略……開拓使ハ幸二5ケ年前亜国ヨリ聰セル顧問官（ゼネラル・ホラシ・ケプロン）ノ建言ヲ

採用シ（昨年迄）地質測量ヲ実行シタル聞エアリ顧問官ハ知識アル人ニシテ初メヨリ開坑ヲ要セシ人

アレドモ妄リニ着手セハ其そ与ル所無クシテ失フ所多キニ至ランヲ慮リ地質測量ヲ以テ緊要トセリ是ヲ

以テ開拓使ハ東洋政府二於テ未タ施行セサル地質測量二先鞭ヲ着ケ殆ト之ヲ整頓シ其成績ヲ天下二示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スニ至レリ是特二政府ノ理財上二関スルノミナラス普ク世ノ地質学二熱心ナル者ヲシテ其測量ノ詳細
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●

ヲ知ラシム堂本使ノ名誉ニアラスヤ……中略……
　　　　　　　　　　　　　

此地質測皿二就テ政府即チ衆民ノ直接或ハ間接二得タル名誉ノ外其結果ノ大ナルモノハ即チ日本少年

12名ノ此事業二因テ翌ヒ穏タル学術是ナリ此少年ハ亜細亜人中始テ地質学ヲ実地二研究セシ者ニシテ
ロ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

余力3ケ年前ノ報文二「数年ヲ出スシテ助ヲ外国人二假ラサルニ至ラン」ト述シカ果シテ其進歩速カ

ホシテ将二外国人ヲ要セサルニ至ラントス蓋シ地質ノ学二於ル何レノ国ヲ問ハスー国二於テ研究シ足

ル者ニアラス余力数年ヲ出スト予言セシバ終身之ヲ学フモ尚足ラサル高尚ノ術ヲ2，3年間二習熟ス

ヘシト云フニ非サルナリ而シテ彼等ノ未タ壮年（2，3ニテ）二至ラサルニ此国二要スル所ノ地質測

量ハ既二熟習シ又之ヲ他人二伝習セントス彼等力地心ノ景況或ハ古代ノ地球史二就テ其深奥ノ理ヲ世

界二示スニ至ル迄ハ（彼等謙遜ナラバ）尚数年ヲ経ヘシト難ドモ其年間地質ヲ測丑シ及ヒ地図ヲ製ス

ル等独リ実地緊要ノ開坑諸業二適応スルノミナラス地球史ノ理論二緊要ナル報告ヲ与ルコト必セリ

地質学士兼鉱山師長

辺，士，來曼謹述

1S76年9月17日’越後商田二於テ
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4－6　工部省による鉱山の近代化と地学

　鉱山行政の変遷

　1868慶応4年，幕府崩壊とともに1701元緑14年以来，大阪に置かれていた銅座役所は新政

府に接収され，政府直轄の大阪銅会所となったが，間もなく鉱山局と名称を改め，明治改元

後は鉱山司として発足した。

　その間，政府は幕府経営の但罵生野銀山を先ず接収してその再述を立案し，その当時薩摩

藩に雇用され同藩内の鉱山調査に従事していたフランス人コワニーを新政府に移し再雇用の

上，生野鉱山に赴任させた。この時コワニーに附添って調査に従事していた朝倉盛明もコワ

ニーとともに生野に同行した。コワニーは鉱山師の職名を与えられたが一般に土質家と呼ば

れていた。このコワニーは世にいわれている明治お雇い外国人の第1号であった。翌年には

佐渡金山は生野鉱山と同様に政府経営に移管された。鉱山司は朝令暮改の末，会計官から大

蔵省，さらに民部省所属となりまた鉱山司は鉱山掛と改称して，大阪から東京に移された。

1870明治3年10月，工部省が創設されその所属となった鉱山掛は翌年には鉱山寮と改名した。

いわゆる工部7寮の制度が整い，1885明治18年工部省が廃止されるまで，“鉱砿一切ノ山物

ヲ主宰ス故二賭鉱山ヲ管轄ス”とする事務章程に基く鉱山寮（局）は新生日本の殖産興業と

くに鉱山近代化の指導的役割を果した。この間，新政策・新技術の尋入のため，鉱山師コワニ

ー・ 鉱山師長ゴットフレーの高級技術者から一般作業員にいたるまでのお雇い外国人は実に

70名を超えていた。そしてかれらは中央または地方の国営鉱山（生野・佐渡・小坂・大葛・

高島・釜石・三池・阿仁・院内）の近代化の推巡に協力した。

　生野鉱山の再開発と近代地質学の伝智

　　一コワニーと高島得三（北海）－

　1868慶応4年，新政府は幕府管理の鉱山を接収して直轄とする方針を決めたので，生野銀

山においても，旧代官を追放して新しい時代を迎えることになった。生野銀山の発見は807

大同2年といわれ，16～17世紀にかけて銀山として盛大に稼行された。17世紀以降は銅の産

出が増加して，生野は日本有数の銀・銅の鉱山になったが，徳川末期には衰退の様相をみせ

ていた。新政府がこの生野鉱山を接収した時は全く休山の状態にあったので，新政府は直ち

にこの鉱山の調査をおこないそして将来の見込についての報告を求めた。（柏村俸作1坐野

町史54頁）

　この時の鉱山局会針官判事斉藤篤信斉（彌九郎）は生野鉱山官行の儀を上申した。この上

申は採用されたため，早速フランス人土質家セアン・フランソ・コハニーを新政府に雇用し

て，鉱山師兼鉱学教師として但馬の生野鉱山を検視させることになったのである。

　コワニーの来日ρ経緯については前章で述べた通りである。薩摩でコ’ワニーと行動を共に

していた朝倉盛明も新政府に出仕して生野に出張した。コワニr，らの生野鉱山検視の結果，

開盤の業を起すことになり，コワニー・朝倉の両人は生野に滞在してこの鉱山の再開発一近

代化の路線が動きだした。コワニーは鉱山の近代化を進めても，これを取扱う技術者を必要

とすると考え，生野に修学実験所を設けて鉱学士を養成することを建議した。鉱山司はこの
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建議を採用して鉱山学伝習のための学校を設け，コワニーに教授職を兼任させた。ここで教

育された生徒は明治元年1人，2年・3年各2人，4年・5年各5人となっている。1971明

治4年，フランス人土質家シルテ　ヲヒル　ムーセが増員された。

　高島得三の修学

　1972明治5年，高島得三（北海）は鉱山寮に出仕し8月生野鉱山に赴任した。当時生野鉱

山の近代化に従事していたコワニーに就いて鉱山学の教育を受けることになった。高島が生

野鉱山に赴任した時は，鉱学伝轡をする修学実験所は閉鎖される前年であった。ここでの教

育に関する記録は残されていないので，高島が受講した学科の内容については明らかにでき

ないが，1874明治7年，商島が父の病気見舞のため，郷里の長州萩へ往路は山陽道，帰路は

山陰道を経由して生野鉱山に帰るまでの旅行記，「山陽・山陰土質記事Jが残されている。高

島は同年未官を辞して山口に帰り，1878明治11年内務省地理局測量課に再就職するまで，山

口県の依頼で県下の地質・地形・鉱属の調査をおこない，3年後の明治11年に山口県地質図

説と山口県地質分色図として，調査結果をまとめて県に提出した。この高島の労作をみると，

かれの自然観察力の精緻さに感心させられるが，これと同時に高島を僅か2年足らずの教育

で高度の地質学に精通させた鉱山師コワニーはじめフランス人鉱業家の地質学の智識の深さ

がしのばれる。このことは高島が師とよんだコワニーの記述した「日本鉱物資源に関する覚

書Jによってコワニーの地質学の智識の一面を推し計ることができる。

　高島が生野鉱山において修学していた期間は榎本武揚・アンチセル・ライマンなどによる

北海道の地質・鉱床調査が開始された時であった。一方，東京では学制が整い大学南校では

ドイッ語教師としてシェンクが来日し，将来の鉱山学開講の種子が播れ，また南校では貢進

生和田維四郎・小藤文次郎がともに基礎学を履習していた時であった。このように時代の背

景を考えると，高島の「山陽・山陰土質記事Jならびに「山口県地質図説・同地質分色図」

は明治期に入って最初の日本人による地質観察記録として，わが国地学史上高島の功績は高

く評価されねばならない。

　コワニー　1835－1902

　コワニー（M．Francisque　Coignet）はフランス・ロアール州サン・テチエス（Saint　Eten・

ne）に生れ，同地の鉱山学校（1’Ecole　des　Mines　de　Saint・Etienne）を1855年卒業し，その

後鉱山技師としてアルゼリヤ，スペイン，マダカスカル，カルフォルニヤなどにおいて鉱山

調査に従事した。1867慶応3年，薩摩藩に雇われ翌年の改変とともに新政府に移り生野鉱山

の近代化ならびに新しい鉱山技術者の養成に壷した。1877明治10年，日本を離れるまでの約

10年間，生野再建以来現地で鉱山師として職務に勉励しつつ，旧幕当時，衰退の極にたっし

た生野鉱山を多くのフランス人技術者とともに再建して近代化に導き，官営生野を近代化鉱

山のモデルとして全国の注目を集め，次第にその生産を伸して，新政府の殖産興業政策を具

体化した功績は大きい。またコワニーは日本鉱業の現状と地質構造の一部をヨーロッパに紹

介した。この報告は1874明治7年，“日本鉱物資源に関する覚書”“Note　sur　la　richesse　min・

erale　de　Japon，　pur　M．　F．　Coignet，　ingenier　en　Chef　des　mines　du　Mikado”と題して，か

れの母校のサン・テチエン鉱山学校の鉱業協会彙報に論文とし投稿し，1876年同協会から金
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別9一鉱山鉱床図　フレッシウイル（！二部省御傭い）

（鉱床透視図に注目）別f一銅山図金剥974年より

‘Vl養

1675明治8年

賞を授与された。　・ノ∫，コワニーは高島得｛という地学に興味をもった人物を養成し，その

高島は後に・応地学から離れたが，フランス・ナンシーの高等農林学校留学中持前の芸術的

才能を発揮して，地学に密着した南風、1隊として日佛文化交流に盈したことは誠に苛縁であ

った，，

　コワニーについてさらに・，i付記しておくことがある。それはかれが別子銅山近代化の恩

人であったことである、，幕末期には別S一銅山でも生野同様その生産は芳しいものでなかった。

別r銅山支配人広瀬宰・トは新政府の命で生野に滞在し，コワニーの指令下で坑夫同様の作業

に従事しながら，ヨーロッパの新技術習得のため努力した。この時，広瀬はコワニーの優秀

な技楠を認識したので，改めて別r・銅山の視察を要請しかれの近代化の勧告を期待した。コ

ワニー別r・視察の結果，広瀬はフランス人鉱山技師ラロックを雇い入れて，別子銅山の近代

化を推進することになった。（第5図）

H本鉱物資源に関する覚1辱

本論文はすでに述べたように，1876年フランスで発表されたもので，日本では，1943昭和
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18年，石川準吉によって編訳された。この文中の内容はすべて石川氏の「傭佛国人フランシ

スコワニェ著・日本鉱物資源に関する覚書di．」を引用したものである。本論文の内容は

　第1章　日本地質構造の概観

　第2章　日本鉱業の現況

　第3牽　日本古来の採鉱冶金法の概説

の3章から成っている。また第1章の内容については今井功「黎明期の日本地質学J中に紹

介されているので，要点だけを挙げておく。これは高島得三の記述内容との比較するため必

要であると考えられるからである。また原論文をみていないので，学術語の訳語が明治初期

に使用されたものと多少相異があるものと思われる。

　第1牽　日本地質構造の概観

　火山岩は著しく広い地域を占めて居り，今猶活火山が相当存在している。……中略……輕石・熔岩・

玄武岩・粗面岩も可成り分布しているが，少くとも九州には，粗面岩が最も多い。此の岩層は，其の分

解によって陶器製造に用いられる所の陶土が，諸所の産出されという点で特別の注意を惹くのである。

　第三紀層は，一般に海岸以外には見当らず，層厘も薄いものである。其の中に有用な褐炭の炭層を含

んでいる。

白璽紀層及びジュラ紀層，この2つの層は，十分な特徴がないので区別が出來ないのであるが，分布地

域の広さからいっても，其の含有鉱物資源からいっても，日本に於ける最重要なものである。火成岩に

よって，これらの層は著しい変成を受け，化石も非常に少くて，……中略……サン・テチエンヌ鉱山学

校教授，鉱山技師マラール氏は，私が1871年佛蘭西に斎した蒐集標本を験した結果，チリーに於てヴァ

ルナールの白璽紀層中に見出した岩石と酷似した多くの岩石を発見している。私は，亦カリフォルニヤ

やネヴアダ州の白亜紀層中の岩石一その中には金山や銀山を屡々発見するのであるが一と甚だ似ている

ことを確認した。此の層は火成岩即ち玄武岩，トラップ岩，粗面岩，斑岩の貫入によって，広汎な地域

に互って変成され，熱と圧力の作用を全然受けない時は，無色又は青みがかった緻密な頁岩とか，屡々

酸をかけると泡を生ずる黒味を帯びた砂岩から成っている。……中略……又は花歯岩の近くに存する時

は，帯緑色の雲母の小片を含んでいることもある。……中略……銀鉱脈・金鉱脈・含銀銅鉱脈・錫鉱脈

を発見するのは，変質斑岩の中である。青色緻密な頁岩中に，トラップ岩に関連して，少し銀を含んだ

硫化銅の鉱脈を発見することがある。古生層を見たのは，三ケ所に過ぎない。長崎の附近に於て，多く

の不透明な褐色の柘榴石の結品を含んだ雲母片岩を見たのと，四国の北部及び大和国の中央部の3ケ所

である。後の2ケ所では，片岩は雲母を多量に含み，片状を呈し，其中に硫化銅の美しい鉱脈が発達し

ている。

　花尚岩は相当量にある。薩摩の国南部には，2重要地点がある。下関より西京即ち京都に至る内海に

は，彪大な花岡岩の帯がある。其の南端は，九州及び四国の北岸の付近であって，北65度東の方向に走

っている。この方角に延長線を引けば，丁度大和国の中央にある花醐岩の地点の南端を過ぎる。内海の

殆ど総べての島は花嵩質である。……中略……下関・京都間の中央山脈の大部分を占める所の花醐岩類

に関係がある。……中略……此の岩石は何慮に於ても略々同じ性質を示している。即ち時として光沢あ

る白色の又は稀には薔薇色の美しい結品の長石，然し塊を砕いて見ると薄い黄色を帯びている長石を見

ることもあるが，概して此の岩石は均質の粒状を星している。雲母は多f正にあるが，小薄片状で，概し

て拗色を呈している。花岡岩はチタンを含有し磁性を帯びた酸化鉄粒を含んでいる場合が甚だ多い。多

くの場所に於て見受ける慮であるが，花岡岩がある程度に分解せられると，この酸化鉄は採掘慮理が可

能になる。
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最古の鉱脈は，錫と硫化銅のそれらしく患はれる。含銀硫化銅鉱脈はそれよりも新しく，其の次が所謂

銀鉱脈で，最後に，含銀金鉱脈が最も新しいやうである。……中略……それは恐らくアルタイの大金鉱

脈や，アンデス山脈の同時代であらう。

日本の地質構造に関して，私の現在なし得る報告は，大体以上のやうであるが，私の既に視察せる諸地

方に就躰では，一層完全ならしむるため，更に群細なる報告を近く著し度いと考えて居る．

　第2章　日本鉱業の現状

（本章では，主要鉱山の状況と認ワ：一が旅行串に見聞した記事を載せている。このうち，かれが薩摩

浦留中調査したと思はれる鉱山の一例と別子銅山ならびに生野鉱山の地質鉱床に関係ある記載を引用す

る）

　九州

　予は一隼悶に，元薩摩藩の領地であった薩摩。大隅・H向の三国を廻った。鑓等の国には，金，銀，錫，

銅，鉄の鉱脈を見出した。又棚酸質，明馨質，硫黄質の多くの温泉脈及び普通の塩類泉をも見出した。

　金及び銀の鉱山は，灰色乃至黄褐色，蒔に鉱脈付近は帯緑色等，様々な色を呈した斑岩中に存在する。

この斑岩は砂岩及び頁岩が変質して出來たものである。凡そ金属鉱床は，マラール琉が安山岩質粗颪岩

類に関連させた火成岩に常に伴っているのである。……以下略す……山ケ野金山　鉱脈の主要方向は次

の通りである。「JIS－一“西。北60度東。北15度西。北45度西。」最初の2つの方向が最も数多い。北6◎度束

の鉱脈は最も登窟に金を含み且他のすべての鉱脈と交叉している。一方銀鉱脈は來一西に走っている。

この鉱脈の厚さは数糎から10米位まで様々であって，母岩が固けれぱ固いだけ鉱脈は薄層である。それ

から斑岩は黄鉄鉱及貴金属を含んで，石英の細脈によって貫かれている。母岩が時々前述の粗面岩から

成っている場合は等しく硫化物及び金を少量含んでいる。脈石としては石英の結晶が大部分であるが

……中畷……石英の結贔面が光沢を有し，帯青色の細線が面上に見られる小結晶から成っている場合は，

それは貴金属に富んでいるのである。（このほかに，芹ケ野，神殿，鹿籠を記述している。）

　錫，鹿児島の南酉約2◎粁の地点に錫を含む重要な地域がある。……申酪……予は此威で約20許りの鉱

脈を数へ得たが，殆ど皆北30度西の走向を有し，西へ60度乃至80度の傾斜をもち，其の厚さ30糎から1

米50糎内外である。億岩は，砂岩及び細粒礫岩から変質した細粒状の変成斑状岩であり，殆ど例外なく

総べて石英粒とそれより少量の小さな長石粒から成っている。石地は，普通灰色であるが，稽々緑がか

った黄色を呈している。鉱脈は緑がかった緻密な石英，或は片状岩層の塊や緑がかった斑状砂岩片によ

って裡り固められた光沢ある小結晶石英によって充されている。黄鉄鉱は甚だ豊富で，細かい粒状の酸

化錫は，ζの鉱石と些々魔出する。最後に若干の鉱脈では多量のタy，グXテンが発見される。……申

略…轡錫を含む地域には，光沢のある白色の石英結贔を伴って，次の鉱石を含する鉱脈がある．即ち黄

鉄鉱，硫砒鉄鉱，極く微量の酸化錫及び相当瓜の金銀である。次に注目すべき事は，無数の輕石を含む

表土の粘土中に酸化錫の粒を発見することであって，然もこれが甚だ広範囲に互ってあることである。

　俳予国……花陶岩の上に雲母片岩が存在する……中略……別子銅山は180年來採掘されて居り，今日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　り　　の　　　
まで相当な利潤をもたらしている。鉱脈は母岩層の曲折に従って曲折している。又概して，最も傾斜の

少ない部分が他より亀厚くない。’又深度に比例して鉱石の含有量も急速に増大する。故に露頭に於ては，

分解した黄鉄鉱が約50米の厚さもあるのに，鉱石の厚さは20糎しかない。然しその鉱石の厚さはどζで

も斯くの如きものであるとはいへないだらうがe鉱脈中の鉱石は殆ど全部黄銅鉱であるが，然し銅は平

均して全体の中に分布しているのではない。或る部分では銅がよく欝立ちヂ蒔によると全体が黄銅鉱の

みから成るものがあるが，この場合には容易に鉱石を分離し握る。しかし痕跡程度の銅しか含有しない

時には，作業は中止せられる。それに漏気を含む窒気中では急速に分解し，皿多皿の熱を発生するので，
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換気装置が十分でないために，作業が甚だしく困難を増して來るからである。若し鉱山が西洋式作業に

よって行はれるならば，塾塾些拳？な華鉄年も堺塀寧享て，それを硫酸として経済的に慮理出來るであ

らう。脈石は稀であるが，作業途中において，少皿ではあるが緻密な石英を見出す119がある。又鉱石は

黒色の片岩中に帯状となって存在し，鉱脈の量根に相当する部分や聖に見られる。銅分の最も豊富な脈

を含有している此慮の鉱石はすべて金を含んでいる。……中略……男U子銅山には今日猶旧式作業が行わ

れているが，銅山φ深さは爽際携っている人にも判らず，少くとも鉱脈の傾斜方向に一千佛尺（333米）

に達するであらうといはれている。併しながら，やがて長さ864米の大排水坑が，浸水部分の水を排水

し，既に開発された鉱脈と平行に，jk　wyて採鉱されたζとのなve　2鉱脈を裁ち切って，作られる日が來

るであらう。この大那梁は今後6年乃至8年で終了する予建である。……中略……1872年度（明治5年）

に於ける産出高は，良質の鉱石5，497逃で，それは精銅6％乃至7％を採取している。

　牛野鉢中　但罵国は鉱物資源に富むが，殆ど総べての鉱山が廃棄せられて居り，予がこの4年來在住

する播遡国境に近い生野鉱山があるだけである。同鉱山は特に皿嬰な鉱山で，開発されたのが遠く太閣

様（1572－1585）の治世中で，艮期悶に互って相当な利益を挙げてきた。然し，1868年予が此慮を肪れ

てみると，殆んど廃棄せられたも同然で，作業場は大部分浸水状態であった。現在は政府の所右に帰し

官行せられつsある。此の鉱山は，長さ1里半，幡半里の地域を占めて居る。鉱脈の存在する地域は，

葉片状の緑色頁岩から成る。この頁岩は，枯土質礫岩と互層して居り，この礫岩は盤母片岩の破片や石

英の小粒及び，多数の輝く長石結品片を有する暗照色長石質岩石片を含宥している。是等の層は鉱脈と

関係ある，細粒の緻密な斑岩層によって戯られて居り，蓑しい変成作用を魏り，連続的に極めて特徴的

な斑岩に移化して居る。

　Si4A［Rは甚だ数多いが一私は約40を知っているが一次の3つに分類することが出來る。

　第1　殆んど銅を含まない金及び銀鉱脈

　第2　痕跡程度の金を含む含銀銅鉱脈

　第3　含銀黄鉄鉱

　第1の部類に属するものとしては，たs’一つの鉱脈一定向北75乃至90度西，傾斜北へ65度乃至75度一

であって，此の鉱脈の開発がlikも巡捗している。平均の∬さは1米50糎で最大3米50糎から0米の悶に

変化する。鉱脈上盤は粘土質の鑓肌で著しく特徴ずけられて居るが，下盤はりト常に不明瞭である。鉱石

は脈石中に顕微鏡的な微粒となって散在する硫化銀であって全く純粋なものでない。……中略……硫化

銅は，常に硫化銀と関連しているものである。脈石は大部分緻密な或は結品質の石英から成っている

が，又黄鉄鉱や，小結晶褐色の閣亜鉛鉱や，炭酸石灰や，穂く稀れに螢石を含有している。鉱石は，石

英中に細脈となって存することもあり，又殆んど鉱脈全体の中に散在しているζともある。金の含宥量

は，銀の含有量に対して一定の削合がなく，銀含有皿の増加よりも，金の方が迅速に含右皿を増す。…

…中略……予がこSまで記述し來った金及び銀の鉱脈は，束方に於て一の大きな鉱脈によって断たれて

いる。その脈の走向は，北45度西で，南來に傾斜し，粘土質の鑓肌を有し，その内容は多童の炭酸石灰

と石英とから成り，この2つの鉱脈の交叉部全体に五っては銀及び金を認めるζとが出來る。旧式の作

業により，既に谷の下50米の深さまで述して居る。即ち露頭の最も商い点から約230米も下っているが，

然し多皿の鉱石が採掘されずにその’まま取残されている。それらの鉱石は，手掘りの蹟では採掘不可能

な程堅いか，或は採掘費をかけるに耐へない貧鉱であった。

　第2　含銀銅鉱脈は数多く，比較的狭い地域に群っていて，走向北15度西，東に傾斜し，主たる場所

で厚さ1米乃至7米で，他の地点では60糎乃至2米である。此の生野鉱山で，最初に開発されたのは，

大きい鉱脈であって，甚だ良質の鉱石の多丑に採掘し得たのである。中鵬5樋から90掘の屈曲した坑道

や，日本の鉱業家が従前行ってきた幼稚な揚水方法を用いて，谷地並より200米もの深さに逮した11spa
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によって，其の豊さの一端が窮ひ得よう。鉱石は，脈石を含有していない場合には，20％乃至30％の銅

を含む黄銅鉱で，石英や，小結晶の多量の閃亜鉛鉱，黄鉄鉱，概して極く少量の銀を含む方鉛鉱，炭酸

石灰，螢石を伴って産出する。硫化物の状態になった銀は，石英の中に極く小さい結晶となって散在し

ている。露頭近くには，多量の自然銀があるが，金は極く少澱しか存在していない。

　第3　硫化銀の鉱脈は，可成り多く，其の走向は北30度西で，東に傾斜している。其中6本の鉱脈は

採掘し易い群になって居り，其の両端は互に約150米しか離れていない。それ等の鉱脈の厚さは，数糎

から2米に及んでいる。硫化銀は，方鉛鉱の少量を含む粒状黄鉄鉱中に存し，炭酸石灰と相伴ひ，結晶

質の白色の石英中に厚い脈になって出てくる。

■

　高島得三（北海）その1
　　　　　　　　　　　　　　　　

山陽山陰地質記事（稿本）本書の内容は，

　　山陽土質紀事

　　山陰日記

の2部よりなり，一般に山陽山陰地質紀事と呼ばれているものである。1874明治7年9月，

高島は父の病の報を生野で知り，道を山陽道に取って郷里の荻に帰り，約15日滞在して10月

はじめ，萩を出発し山陰道を経て19日生野に戻った。この往復の行路の地質状況の観察とさ

らにこれを総括的にまとめて記述したものが「山陽山陰地質記事Jである。とくに「山陽土

質紀事Jは日記記録を総憎し，山陰日記は題目の通り日記風に書かれている。丁度この年の

4月が前述のコワニーの日本鉱物資源に関する覚書が書かれた時であったので，約2力年の

生野鉱山に勤務中の商島がコワニーの地学の智識をどの程度受容されたかを知る上で重要な

資料である。以下要点を抜粋して示す。

　山陽土質紀事

　「余（高島）生來地学ノ癖ナル末経ノ地ヲ過ル毎二必ラス山川起伏ノ源ヲ究ム而シテ此行ヤ倉皇路二

上ル日二行クコト20里登高探深共詳ナルヲ得ル能ハズ且余力此諸質ヲ論スル固ヨリ地上二在リ地下ヲ察

ス然レドモ石質ノ相類スル山脈ノ相述ル草木ノ生植スル水勢ノ流注スル経行ノ間眼前感発スル者ヲ以テ

彼此比較スレハ亦地質ノ大概ヲ知ルニ足レリ因テ其顛末ヲ記シ他日再遊ノ資ト爲サントス……中略……
　　　　　　　　　　　　　
大地ノ殼層アル泰西学士之ヲ緋スル壷セリ今措テ論セス余ガ記スル者特リ山陽ノ地層二因リ順次ヲ定ム

左ノ如シ

　第一層　袈稜石　　第二層　板紋石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　第三層　花剛石　　第四層　雑石土
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　コ

　　　　考証

　第一層　聚稜石

石質堅固ニシテ黄一赤青一紫黄一白簿ノ諸租アリ石面無数ノ小点ヲ認ム大塊ニシテ層累ノ状ナシ常二内地

ノ中央二位シ遠ク其全容ヲ望メハ勢多ク瞼峻ニシテ平吸ノ形ヲ見ル稀ナリ但州生野ノ諸山皆此質トス南

5里余播州浅野村二至テ鐡ク山陽ノ途上復此層ヲ見ズ余力郷長防分界ノ嶺一ノ坂ト名ル者両道中ノ地ニ

テ其山嶺再ヒ此質ヲ見ミ北長州二入ル5巫明木村二至リ始メテ盤ク余末ダ委ク両道分界ノ地ヲ径スト難

モ此石質其中央二聯綿スルモノ第二第三屈二同キコト疑ヒナシ此二因テ見レハ此層下ノ層ハ末タ地上二

顕レズ此層上屈ノ層ハ左右相対ス即両道各此層アリ第1図如シ是余力此ヲ似テ第一層ト名クル所以ナリ

　第二層　板紋石

第一層ノ次層ニシテ石質甚タ堅固ナラズ石片相重リ共紋板紋ノ如シ故二以テ名トス砕テ木片状ヲ成ス其
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色青無黄赫或ハ雲母ノ如ク毎種勝テ記ス可カラス其屈幅広狭定ラスト難モ約3，4里二及フ遠ク其全容

ヲ望メハ山勢歌側無数ノ小峰ヲ成シ此屈坐野ヲ距ル南5M余播州浅野村ヨリ第一層監キ此層二転ス5里

姫路二至テ避ク姫路ハ商城架シテ其塊上二在リ而シテ聯綿以テ西ス三備ノ州中……以下略ス

　第三屈　花剛石

石質第一屈ヨリ堅ニシテ色淡iワ或ハ淡赤ヲ帯ルアリ石面玲瑞中無皿ノ㌔9撫点アリ俗二三形石ト柵ス大塊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ニシテ層躍ノ状ヲナシ第二層二襯頒シー大山脈ヲ成ス共巾広狭定ラズ山陽ノ暗州此層毎二海浜二山現シ

聯綿帯ノ如シ……略ス

　第四屈　雑石土

石質数種アリ甲ヲ紫色石トシ質細密ニシテ堅シ毎二大塊ヲ成シ或ハ砕ケテ小片トナル乙ヲ黄白色トス質

細ニシテ脆シ其状甲ノ如シ丙ヲ無数ノ小石片黄土二混スル者トス石片無資黄紫笥ノ賭租アリ質多ハ堅シ

……中略……芸ノ仁方村ノ海浜二至リ第三層ノ上へ更二此屈ヲ載ルヲ見ル又行3里久礼峠二登レバ又同

質ナリ余力見ル所ヲ以テスレバ備ノ小豆島芸ノ宮蘭防ノ平群ノ賭島皆此層ヲ以テ成ルナリ是等13質各一

層ヲ成ス乎果タ相混シテー屈ト成ル乎余以テ他日ノ附二付ス

　以上の紀事は文面から判然すると萩に滞在中に沓いたものと思われる。翌年9月には朱枇

得三として策を入れて各箇所を訂正している。先ず地層の順次の所に「今日二至リ説之冷汗

背二溢ル花剛ヲ除ク外余ハ水輸石層ニシテ第ニハ噴火シ熱ヲ以テ板紋ヲ変スル者又板紋ハ唯

是赤土ノ無極ノ圧ヲ受ル者ノミJと註紀シ「褒稜石」は「此名甚ダ典意ヲ失フ稜ヲ以テ按

トスJさらに「一ニノ証ヲ得更二之ヲ改メ以テ他日ノ経験ヲ待ッJとして層の順次を次のよ

うに改めている。

　第一層　花剛石

　第二層　変搬石

　第三層　板紋石及ヒ諸石質甚タ定序無シ

とし，第四層雑石土は第三層に入れてこれを削除している。そして第三層花剛石を第一層に，

第四層をもとの第三層板紋石に含ませたのは「余8年（明治）4月ヲ以テ家llb二遊ヒ共石質

ヲ察スルニ花剛石層ノ最下層タル証ヲ得タリ」と「是第二層中ノ変証ニシテ決シテ他二在ラ

ス故二花剛ノ層上二在ルヲ証スヘシ此層中GRES，　MICA，　SHISTE等ノ石層アリ余家島二

於一苛証ヲ見ル是二出スJまた　装横石モ花剛石上二在ル者ニシテ吏二他ノ疑フヘキ那ナ

シJと附記して全面的に訂正している。

　山陰日記

「余既二山陽ノ地質ヲ概見シ帰途山陰行ヲ爲ントス……中略……山陰ノ地層山陽ト柑対シ界スルニ両道

ノ中央第一一層装ifヲ以テシ井行東西二辿ル……中略……山陽ノ層ハ僅二4，5ニシテ山陰ハ8，9二至

ル以後記スル所々一層二就キ典始末ヲ論セス毎日巡行之間各屈変化之状ヲ説ク西長州荻ヨリ起リ束但州

生野二至ル行程凡ソ140里其顛末左ノ如シ

と筆を起し10月4日石州との境にある飯浦では，第一層装稜石と第三屈花剛石との関係を観

察して「花石＊ノ層海底ヨリ直立シ大地之力為メニ断ヘテ海トナル者ノ如シJと記し，後註

して「此証花剛ノ下層タルヲ明ニスヘシ大地断絶ノ所二至リ最下層ヲ見ル当然ノ理ナリJ書

き込まれている。5日は高角にて第二層板紋石を見出して「余初メ長石ノ州中此屈無ヲ怪ム

此二於テ疑団頓二解スJ……，7日，国分付近を通過して「小石片稜角アル者淡青ノ泥中二

＊原文のまま　＊装は聚？横は批ともにあつまる意現在の流紋岩ならびに同質凝灰岩層を指す
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混化シー石層ヲ成ス者ナリJとして新たに，これを第五層稜石と命名している。また同日湯

津付近で第五層の上に第六層として，第四層より脆くて白色淡青の湯津石屈を認めて，五層

上に布置して，席上饅頭を列べかつ高度が殆んど同じ山容が湯津以東に迷綿として続いてい

るとしている。この頃，大森銀山を通過して久利で泊っているが，銀山に関する紀載はただ

「下テ銀山村二入レバ更二前諸屈ヲ逐ヒ順々二経去ル銀山諮坑多ク第六屈湯津石内二在リ…」

と鉱床およびその胚胎層準との関係を述べているのが注目される。9日，波根浦付近で三甑

山の空中に突出しているのは噴火山であることを自認し，波根の海爆で第七圓石層の分布を，

次に津村の海岸で黄泥層内の青石の小層中に牡蛎売を含むものがあ乙が此の屈の位置は米詳

であるが第七と第八の間にあるものかと推定し，長門にもある同貿のものと比較している。

11日，松江を発して米子に到著，ここで飯浦を出発以来の地層の状況は第一層から第二層さ

らに屈順を追って斜に之を越えてきたが，これらは松江で謹きてこんどは前日の順次に反し

ていることが復た一膏であると記している。16日，因但の分界で第四青石層と第三花剛石1？

認め，とくに湯村付近で山脈（第三層）が西南作州より来てここで転ヒて束南に赴くことは，

山陰中土質の一大変革として，第三屈屈曲の状態を図示している。19日，生野に帰懸してそ

して扱後に

「鴫呼吾思フ昨庁ヲ辞シ郷二赴ク之日南播之賭山ヲ望ム甚々乎ソ共起伏向背之状ヲ寮スルヲ得ンヤ行テ

三備ヲ過キ多ク暗層変化之態ヲ見ミ漸ク感発スル有二似タリ芸防ヲ経へ長二入ル共理愈明ナリ今復北タ

雲石因伯之悶ヲ歴テ生野二帰ル過ル所々名山大川堂余力鳥メニ造物苛巧之理ヲ示サ・’ル無ランヤ特リ恨

ム官暇日短ク家親病二臥ス足跡ノ巡カサル十共二三ヲ鴛ル耳左肥スル所々途上聰踏他時同学ノ士共或ハ

発明スル所ロアラン乎。身何ノ層中二在ル足何ノ方向二向フ須ク先ツ此両那ヲ緋シ単ヲ取ラス輿二上ラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ス小鋏槌ヲ携チ徒行土石採閲ノ便ヲ取ル昆発歩第一之要務ナリ地層ノ相列スル爽二人1“h二出デス故二前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

後錯乱上下混滑観者反復思慮セザレハ真ヲ得ル甚タ難シ然トモ天ノ物ヲ生スル物アレハ則アリト位置自

カラ明ナリ……中略……百里之山河ヲ経過シ去リ串夜精坐目ヲ瞑シテ之ヲ思フ艇磯ノ生スル所毎二注意

ノ浅キヲ悔a薗今以後一石一沙容易二見過キザレ他時心二触レ感発スル実二多カラン也」

と結んでいる。そして後註して「土質家ノ要譜証ヲ参考スルニ在リ“と書き込んでいる。以

上のように高島の日記から，かれの観察力の鋭さと思考力の旺盛さ，いわゆる科学的精神の

一端を疵い知ることが出来る。この明治7年代において，口本人として独力で地質を実地に

観察判断して歩ける人は高島以外には存在しなかった。この地学素獲を教育したのは生野在

住のコワニーらのフランス人たちであった。

　高島の「山陽山陰土質紀事」中の生野付近の記述を同じ年に書かれたコワニーの「日本鉱

物資源に関する覚欝」中のそれと較べてみる。コワニーによると生野鉱山付近の地質は緑色

頁岩より成り，これが変成作用を受けて漸次斑岩に移化したものと考え，地賀時代に関して

は白亜ないしジュラ紀に属するものと考察したようである。一方，商島は「石質堅固にして

黄青紫黄白等の諸種あり，石面無数の小点を認む大塊にして層累の状なしこれを第一屈装稜

石Jと名づけて，中国地方の骨幹の中心石層と考えたが，後に装稜石を袈横石と改めその上

これは熱と圧力の影響で生成されたものであるとし，第一層から第二層1ζ時代を下げている。

さらに第三層の花剛石を最古の第一層に入れ替えている。高島の使用している地学用詔は，

当時出版された文部省（官）版地質学一爪生寅訳一中に花醐石と書かれてあるが，高島は花

剛石と記している。これは地理全志を読み花剛石を使用したものと思われる。装稜石・襲掛
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石・板紋石の語句は地理全志には使用されていないので商島の造語と考えられる。また一般

に水成石を渣津石と述べている時に高島は水輸石という語句を使用したのは生野での佛語教

育から邦語で表現する言葉に若心して造語したからではないだろうか。

　中国帯の断面図（第1図）はエリ・ド・ボーモンの影響とみられる，中核に袈搬石を外側

へ順次に傾斜した板紋石・花剛石を考え，中国山脈に平行する地形・地質（地層）の配列を

考えている。山陰道通過の際，花剛石はこの地方の碁盤をなす最古の第一層であると考え直

し，板紋石を第二層，聚横石を第三層として訂正しているが，第1図の2では丙を板紋石と

して画いているので本文の内容と異っている。高島によって，中国地方の“地層の脈”現代

風にいえば，地体構造の概観が図示されたことは近代地学思想の受容が最初に高島によって

具体化されたこととして，日本地学史上の記録としてその第1頁に掲げられるものである。

　高島得三（北海）その2

　高島は1875明治8年9月工部省鉱山寮の職務を免ぜられ，1878年明治11年内務省地理局雇

測量課勤務を命ぜられるまで，郷里の山口で暮していた。その間，県庁の依頼で県下の地

質・地形の調査をおこなった。この調査結果をまとめて明治11年2月に，山口県地質図説

（全）と同地質分色図（20万分の1程度）を県庁に提出した。この地質調査は約2力年にわ

たっておこなわれ，高島が生野留学中，コワニーからの教育によって学び取った地質学の知

識と調査方法を応用し，その上漢訳地理全志などを参考としながら持前の脚力と鋭い自然観

察力を発揮して完了したものである。とくに，彩色された地質分色図の作成は当時としては

刮目すべき業績であった。この地質図が100年振りで，県庁の倉庫から日の目をみたことは

誠に意義深いことである。先ず地質図説の内容に触れてみることにする。

　山口県地質図説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　

　緒言

地体ノ形質ヲ放究スル其学ニアリ地理地質学是ナリ……中略……地質学ヲ以テ地球ヲ組成スル破属石種

ノ位置及ヒ海陸古今変迂ノ路ヲ察ス可シ……中略……地質学ハ金石ノ大種類ト其新古時期ノ大区分ヲ立

テ侮ラ有用破物ノ位置品類ヲ詳ニシ石豚離合ノ状ヲ明ニスルニ在リ若夫レ土中動植物ノ化石ヲ放究シテ

強テ前世界ノ形況ヲ論評シ或ハ石中微細ノ破属ヲ分析シ精ヲ競ヒ苛ヲ撃フ者ハ世自ラ其人アリ予等浅学

書生ノ能ク企テ及フ所二非ス且其事牽強ノ臆断無用ノ論辮ニシテ経済学術ノ用二関セザル者多シ是レ予

ガ取ラザル所ナリ

予力両学科上二就キ論辮スル者ハ萎ク我県内ノ実境吾人ノ傭仰親視スル所ニシテ事或ハ他ノ県下二関ス

ルコトアルモ決テ海外諦国ノ事跡二及ハズ故二事々皆予ガ自ラ検察スル所ニシテ席上理ヲ談スルノ類二

非ス但シ吾師及ヒ古学士ノ論説ヲ引テ考証トスル者ハ此限二非ス以上説ク所ノ者ハ予ガ此書ヲ作ル大旨

ニシテ事々切実無用ノ論辮ヲ捨テ勉テ実学二就ンコトヲ要ス……中略……7年前但州生野鉱山二至リ佛

朗西人鉱学士コニエー氏二随テ学フ爾來5年或ハ轡ヲ講シ或ハ実地ヲ検ス東海東山北海ノ諸道ハ師二随

テ之ヲ覧閲シ山陽山陰北陸ハ翠身之ヲ践渉ス天資鈍晒一ノ成ル者ナシト錐モ梢天下ノ地理ヲ察スルヲ得

タリ自ラ調フ己レノ浅学ヲ1征テ其志ヲ廃セハ百事ノ成ル者ナカラント遂二自ラ顧ミス再ヒ天下ノ山川ヲ

践渉シ共深奥ヲ究メテ後巳ント今此書ヲ作ルハ父母ノ国ヲ以テ貌手ノ第・一トナス者ナリ観者幸二予ガ微

志ヲ欄ンテ蘭説ノ不當ヲ笑フコト勿レ

　　　明治11年2月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商島得三　識
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この地質図説の内容としては

「第1章　地球ノ履歴　石種ノ大区分

　第2章水層石6種ノ記事

　第3章火成石3種ノ記事

　第4章概論
　　　　　地形ノ瞼易ハ地質ノ新古二関スルノ説　石脈ノ方位」

から組立てられている。

　第1章での岩石の区分については一般論として「地球ノ外皮ハ土石ノ凝結スル者組成ス其
　　　　　　　　　　　　

質ヲ分テ4大類トス

　　1．水層石　　2．火山石

　　3．銘結石　　4．熱変石

但シ1．ト4．トハ水ノ造化二属シ2．3．二火ノ造化二属ス共実ハ水層石火成石ノ2種二過キスJ

と述べ，水層石は海底の砂泥などと異なるところがなく，それが水中造化によって生成され

た泥石，砂石，石灰石である。これらの石は地皮結成の期より人種が地上に生じた後まで17

種（期？）の異った土石が存在している。さらにこの土石の新古を排ずると，この17期のう

ちで古いものの順に，第1期より第6期までを一・次石，第7期より第13期までを二次石，第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

14期より第17期までを三次石と大区別している。火山石は火山によって成る鋳石汁が地上に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

湧出したものである。鋳結石は花岡石の類を指し，そのもとは火気の造化に属すものである

が，地上に幽現する状態は全く火山石に類似していない。熱変石は水層石の造化したもので，

火山石あるいは鋳結石の熱を受けてその形を変えたものである。また火山石・鋳結石にも新

古の時期の別があるとしている。鉱床の生成については「金銀銅鉛ノ如キ者ハ前詔石ノ大塊

中二間挿シ脈線ヲ成スノ鉱物ナリ故二典所在定則ナシ石炭大理石等ハ水層石二属シ所在自ラ

定則アル者ナリ」と説明している。とくに記述中の層の意義について　層ノ字ヲ用ユ層ハ重

累ノ意ニシテ水層石ノ面多少ノ横線アリテ土砂重累セシ状ヲ指ス者ナリ但シ何石層或ハ第何

層ト云ヘハ唯同種石ノ大塊ヲ指スノミ」といい，さらに石層の傾斜について触れ「石屈傾斜

ノ度二附テ地面瞼易ノ差アリ又譜高起ノ方位ヲ知ル可シ故二其側度ヲ記セザル可ラス……中

略……石層ノ（南二）斜メナル45度ナレバ則チ之ヲ斜下45度南二至ルト云故二平線ヲ零度ト

シ直立ヲ90度トス」と図示して解説を付けている。

第2牽　水層石について，県内の石質を9租に分類し，そのうち6租は水層石で他の3種は
　　　　　　　　

火成石としている。水層石を区分して下表のように分類している。

第4衷

新層 三　　次　　石 二　次　石　　　一次石

上　層 下層 上層 下層
石質1

石質2 石質3 石質4 石質5
石質6

　そして「石質ハ水層石中ノ区分ニシテ読者宜シク知可シ石二新古ノ別アリ其領所モ亦一一

同ジカラズシテ第3章二記ス所ノ火成石ト相錯テ地上二布列シ以テ県内目令ノ地形ヲ組成ス
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ルコトヲ又記事中二石質及ヒ其領所石層ノ側度破物ノ多寡地形ノ瞼易地味ノ肥瘡等ノ小区ヲ

別ッカ故二読者前後相比較セバ自ラ地質ノ大暑ヲ知ル可シJと註記している。

　新層はその質として，砂泥あるいは磨石で組成されている。この層は人種出生以来現在に
　　　　　　　　

至るまでの時期に生成されたもので，この層中にも古いもの（洪積層）と新しいもの（沖積

層）に分けられている。

　三次石上層は全層黄，白あるいは淡黒色にて常粒砂石（砂末の凝固として石となったもの
　　　　　　　　　　　　

で，一般に荒砥石と称する者がこの質である）と多少の粘土を含むもので石質はあます堅固

でない。有用破物として厚狭郡の石炭層がある。

　三次石下層は層中に合子石～紫砂石，緑砂石，黒泥石（泥石とは泥土の凝って石となった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

もの）の4種がある。合子石は礫岩のことで，この中の石子（礫）は二次石上層の種で径2，

3寸に及ぷものがあり，紫砂石中には白大理石の片塊が多い。紫砂石はこの層の上部にあり

赤馬関の硯材はこの石である。この層を暫次三次石の下層としたのは「合子石ノニ次石上層

ノ石種二組成シ且美禰郡爽石層ノ此層ノ下部二在ルヲ以テナリJと説明している。

　二次石上層は青黒色の泥石，砂石および白色の灰石の3種の石質から組成されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「泥石ハ青黒色ニシテ密質ナリ髄層ノ状厚サ寸余毎二細薄層ノ黒泥石厚サ1分二過ギザル者

ヲ以テ之ヲ界シ其順極ヲ正シ然レドモ其層面ハ轡曲回折一モ平直ノ状ヲ見ス……Jと地層の

状態を説明し，灰石は白色で堅質かつ結晶をなしているが，ときに淡黒色のものがある。秋

吉台などはこの灰石層である。この層は二次石下層と分界が甚だ明らかでないが，石質，地

形が異っているので，師ユワニーの説に従ってこれを二次石上層としたと述べている。

　二次石下層は砂石，泥石の2種から組成されている。「砂石ハ其色大抵暗青ニシテ細粒ナ

リ中二淡紅色ノ硅石厚サ1厘ヨリ2分二至ルノ薄線アリテ互二重層ヲナス或ハ雲母ヲ含ミ或

ハ之ヲ欠ク石面不同ノ波紋アル者多シ又平線ヲ成ス者アリテ各所一定ナラス其質皆堅密ナリ

……中略……此層ハ粗粒花醐石膚接スト錐モ固ヨリー次石ヨリ新ナリ又灰石層ノ此層ノ下部

二在ルヲ見ス……」と地層の状態と層序を師コワニーの灰石層は二次石の上層という規準に

従って本層を二次石下層とした理由を述ぺている。有用鉱物として此層中には銅，鉛，錫な

どがあむが，金，銀，鉄については末た所在が明らかでないとしている。

　一次石については「其質花崩石ノー種ニシテ石面褐色中淡紅ノ小線アリ地質家此種ヲ指テ

最古ノ水層石トス又火成石ノ熱二因リ固有ノ形象ヲ変スルヲ以テ熱変石ノ名アリ又赤泥石ノ

多zEkノ黄雲母ヲ包合スル者アリ之ヲ枚格泥石ト号ス……中略……石層錯乱極テ多シー定ノ側

度ヲ認メ難シ且花醐石ノ細脈石間二走入スル者随慮之レアリ又石面剥脱シテ其質全ク没スル

者アリJと述べている。

　以上のように6種の石層の説明中には石質，分布，地形，地味，層度，有用鉱物，雑記な

どの項目がある。これら水層石のしめくくりとして「以上6種ノ石質ハ其層ノ厚大ナルコト

能クー質ヲ以テ多少ノ山岳ヲ成スルニ至ル故二人若シ地面二於テ是等ノ石質ヲ認ムルトキハ

地中若干丈ノ深サニ至ル迄皆同一ノ質タルコト疑ナシ然レドモ其最下部ハ必ス火成石ノ領ス

ル所トナルヲ以テ水層石ハ地上ノ極薄皮タルニ過キス地質図上地皮直裁ノ図ヲ見テ其理ヲ知

ル可シ又石種ノ新古ヲ列スルトキハ新ナル者上二在リ古ナル者下二在リテー次石上二二次石

アリニ次石上二三次石アル可シ然レトモ地面末タ曽テ典順序整然タルノ地ヲ認メス是以テ石

質新古ノ豊定甚難キ者アリト難トモ亦之レニ因テ以テ古今海陸変迂アルノ理ヲ察ス可シ」と
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結んでいる。

第3章は火成石の花尚石（鋳結石），火山石（古火山石と新火山石）についての説明である。

花脚有其質は硅石，ミカ，フェルスファトの3種の砿物の結晶の相混涌するもので，時に

磁鉄を包合している。また和合結品の度に因って無数の品種がある。県内の種は小粒でミカ

の多い者は淡無色で，中粒で3物平分のものは白色，大粒結品は淡紅色をなしている。地質

家はこの石を以て地皮の基礎となしていると説明している。さらに石質の新古についてr此

石地上二現スルル前モト流動体ヲ成シ熱度極メテ大ナリシナラン然ル所以ノ者ハ此石他ノ水

層中二排入シ典熱度能ク他石ヲシテ其質ヲ変セシム故二凝固ノ後ハ萎ク結晶体ヲ成スト云フ

予ガ経歴中典証ヲ認ムル者二所・此石地上二現出スル自ラ新古時期ノ異ルアリ今県下二就キ

其証擦ヲ求メント欲セバ許多ノ時日ヲ費サ・ルヲ得ス損アツテ益ナキノミ但シ粗粒ノ者古ニ

シテ細粒ノ者新ナリ」と述べている。

　吉＊中石一名ギノyそ7ぞ石は質が堅硬で通常紫ないし緑色の石面に豆大の淡紅点を散布し

．ている。また品租は頗る多い。泥石，砂石などが火成石の熱に遇い再結品してこの石の状を

なすことがある。これを熱変ポルヒールと呼んでいる。火山石のうちで最古のもので出現の

状況は花嵩石に類似している。また時に数租の花岡石および新火山石が縦横に脈線をなして

いることもある。

　新＊申石一名がぜノYbは津和野゜青野山・冑海島などはこの質でできている。終りに「以

上説ク所ノ火山石ノ領所慮々二散布スト難モ萎ク前世界中噴出ノ跡二係リ文宇アツテヨリ以

爽末タ火ロノ開裂石汁鋳出等ノ事ナシ又所謂噴火山ノ状ヲ存スル者ナシ（越ケ浜笠山マサシ

ク此状アルノミ）是必スー期ノ震動二感ジ地縫慮々閉裂シ石汁鋳出ノ後全ク共跡ヲ滅スル者

ナリ　読者須ク知ル可シ火成石モ亦無数ノ租属アツテ地上現出ノ期新古ノ不同アルコトヲ故

二之ヲ別テー二三次石ノ区ヲ成スモ可ナリ今爽確証ヲ得ザルヲ以テ之ヲ閣ク“と付紀してい

る。

　第4章　概論「以上ノ記事ヲ検スレハ競者己二知ル可シ県内ノ地質ノ時期二新古ノ異ナル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アリ質二水火2種ノ造化アリテ同時期同一質二組成スルモノニ非スルコトヲ今地形ノ瞼易ハ

石質ノ新古二関スルノ説ト石脈二方位（束ヨリ西二連リ或ハ北ヨリ南二通スル方向）アルノ

説ヲ載セ諸石ノ位置錯雑シテ地面凹凸アルノ理ヲ明ラカニセントス

　地質家ノ説二日ク地面目今ノ形象ヲ成スノ原ハ土地ノ海底ヨリ高起シ或ハ火山ノ地中ヨリ

墳出セシヲ以テ地皮幾何回ノ変動ヲ受クルニ因ルナリ

　地皮ハ水火2租ノ石質二成ル各新古ノ別アツテ上下相背馳ス此説能ク地面凹凸アル理ヲ解

ス可シ今地質宙中ノ意想ヲ以テ地皮ヲ直裁スル図ヲ示ス（省略）近爽密二之ヲ察繊シー山一

石ノ位置モ皆其來歴アルコトヲ知レリ

　石脈二方位アルノ説ハ佛人エリイ。ド・ボヲモン氏始メテ之ヲ発明ス典言二日ク全地球ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
山脈ハ偶然二断連起伏スル者二非ズ必スー定直線ノ方位アリ但シ毎変動ノ時期二因リ各典方

位ヲ異ニス……中略……予4年（明治）以爽來北ノ諸州ヲ経歴シ前二説ヲ以テ之レヲ実地二

験スルニ皆然ラザルコトナシ今回更二県内二就キ之ヲ証スルコトヲ得タリJと述べて最後に

地形の険易は地質の新古に関係している証拠を5力條挙げて山口県地質図説は終っている。
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　吉井享とゴットフレー（鉱業政策と地学）

　吉井享は一名を礼蔵ともいい長崎の人である。1871明治4年，留学より帰国後ただちに工

部省出仕（奏任）となり，鉱山掛・鉱山寮に務め鉱山権助に選任された。翌年には鉱山助か

ら鉱山権頭となり，2年後には早くも鉱山頭となっていた。この地位は幕府時代から鉱山行

政・技術に精通していた鉱山寮在勤の大島高任より上位の職責であった。1875明治8年，吉

井は病のため鉱山頭を罷免された。吉井の在任期間は極めて短かかったが，吉井は退職の2

年前に日本坑法という鉱業法を作成公布した。日本坑法の作成は，吉井と同時期に採用され

たお雇い外国人の鉱山師長シ・エーシュッチ・ゴットフレーとの協同作業によるものであっ

た。序でながら，「日本坑法Jでは舛やの定義を次のように述ぺている。「第1章坑物　第1，

正理ヲ以テ論スルトキハ凡無機物タル者一生活ノ機ナキ諸物品一ハ都テ坑業ノ部分二属ス。

此無機物品質2類二分ル，即第1類ハ有鉱質，第2類ハ無鉱質タリ。凡諸金属ノ天然本質ヲ

以テ出ル者，或ハ他ノ物質ト合化シテ出ル者ハ右第1類二属ス。燃質物，山塩，燐酸石灰，

美石及玉瑛ノ類ハ右第2類二属ス。一本條挙ル所ノ有機質無機質トモ総テ是ヲ坑物ト称ス。

坑山，坑業，坑区，坑産等皆之二働ヘー　第2，前二掲記セシ物類，凡日本国中二於テ発見

スル者ハ都テ日本政府ノ所有ニシテ独リ政府ノミコレヲ採用スルノ分義アリJと。この法律

は鉱山官営の線を強く打ち出しているのが特徴的であった。

　吉井は退職後は坑業に関する事柄を摘録して，これを「坑業要説Jとして1880明治13年出

版した。本沓の凡例によると「此書ハ磧類ノ験，探，採，製4技二係ル泰西ノ所説ヲ約述シ

附スルニ我国内ノ事項ヲ以テスー北海道ハ爽曼氏ノ報文先ツ出ツ琉球ハ末タ詳明ヲ得ス故二

並二之ヲ省クー而シテ其説ハ英人コリンス氏著磧学初書（フヲルスト，ブック，オブ，ミネ

ラロヂー）1873年刊行，開金事要（プリンシプル，オブ，メタルマイニング）1875年刊行，

開煤事要（プリンシプノス，オブ，コールマイニング）1876年刊行及グリーンウード氏所著

治金掌冊（マニュアル，オブ，メタル，ヂー）1874年刊行ト題スル4書ヨリ纂輯シ更二予ガ

平生講究スル所ト諸学士二質問セシ所トヲ参録セリ但磯学地学ハ清人金石識別及ヒ地学浅繹

ノ著アリ加フルニ近日諸家ノ訳書随テ出ヅ故二本書ハ多ク節略二従ヒ僅二其要ヲ存ス而シテ

坑術治金ハ特二詳明ヲ加フ……中略……著者訳語二乏シク文辞二疎ナリ其新二下ス所ノ名目

ハ殊二読者ノ誤解ヲ生センコトヲ恐ル故二字傍二洋名ノ音称ヲ附シ或ハ勾線ヲ施シテ其別名

ヲ註シ又本文若クハ分註二語解ヲ加フ……Jのように坑業要説は4編からなり，第初篇は磧

学，第2篇は地学，第3，第4は坑術。治金の順になっている。

　初篇畷学の章1の提綱で「夫レ坑業ノ宇内各各国二行ハル・其由テ爽ル所遡遠ナリ我国二

於ケル現二営存スル所ノ坑場中猶ホ其大同年間二開盤セシコト伝説スルモノ有リ実二1070年

前ノ古ニアリトス然レドモ今日二在テ之ヲ観レバ其術ノ開進スル之ヲ奉西ノ諸国二比スルニ

相及バザル膏二雷壌ノ別ノミナラス故二広ク彼ノ良法ヲ採リ審二我ノ現況二照ラシ以テ富有

ノ天産ヲ発興セザル可カラズ今之ガ階梯タラシメンガ為メ先ヅ磧学（ミネラロヂー）ヨリ開

説シ篇ヲ逐フテ地学（ゼーオロヂー）坑術（マイニング）治金術（メタルルヂー）二論及セ

ントス」と述べ鉱物学と地質学は鉱業にとって必要な学問であることを説いている。とくに

本害の破学篇は170頁に及ぷ詳細な訳述・reあるが，吉井独特の訳語のせいか，この著述は地

学界の人々の間では知られていなかったようである。本害は長文であるので目録と内容の一一

部を紹介する。
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坑業要説図付 吉井　享

大森惟中

荘原　和

　
校
著
同

坑業要説初篇目録

　捉綱

　砿学第一科　砿性総論

　　砿性第一部　形式

　　　品醗

　　　品瞼第一項　形相

　　　晶論第二項　正晶

　　　晶諭第三項　愛品

　　砿性第二部　体性

　　砿性第三部　視性

　　砿性第四部　化性

　　砿性第五部　吹管試

　　　吹管試第一項　吹管及ヒ用法

　　　吹管試第二項　徴験

　砿学第二科　釈砿総繭

　　釈砿第一部　非金属

　　　非金属第一項　炭及ヒ棚
　　　　　　　　　　　　　　セレン
　　　非金属第二項　硫及ヒ晒

　　　非金属第三項　境状物及ヒ墳

　　　非金属第四項　土類
シ9ケイツ

　　　非金属第五項　破酸種及躰酸租

　　釈砿第二部　金属

　　　金属第一項　質脆クシテ鋳ケ易カラザル金属砿類

　　　金属第二項　脆質鋳ケ易ク飛騰挫アル金属砿類

　　　酸化後煉分スル能ハザル金属砿類

　　　金属第四項　酸化後煉分スペキ貴金属砿類

このうち，品論第二項正品　ほか数例を挙げることにする。

6，凡ソ晶ハ分チテ六類トナス……

（1）　1測式類（モノメトリク，シスツム）

　　　　　　　〔立方式類（キュビカル）又八面式類（オクタヒードラル）〕

（2）　2測式類（ダイメトリク，シスツム）

　　　　　　　〔尖式類（ピラミダル）又四角式類（テトラゴナル）〕

（3）　3測式類（トライメトリク，シスツム）

　　　　　　　〔斜方式類（ロンビック）又行式類（プリズマテイク）〕

（4）　1斜式類（モノクリニク，シスツム）〔軟式類（オブリク）〕

（5）　3斜式類（トライクリニク，シスツム）〔蔓軟式類（アノルチク）〕
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　（6）　6角式類（ヘキサゴナル，シスツム）〔斜方面式類（ロンボヒードラル）〕

　　　　砿性第二部体性（フィジカル，カレクトル）

21．「硬（ハルドネス）是レ砿類ヲ豊別スルニ於テ頗ル要擦タリ而シテ之ヲ験スルニ通常準擦トスペキ

砿物ヲ撰定ス然レドモ或ハ時トシテ之ヲ得ザルアリ故二別二代用ノ法ヲ設ク今爾ツナガラ之ヲ併録セ

ン

　硬準（スケイル，オブ，ハルドネス）

1．　滑石（タルク）

3．　璽瑛（カルクスパル）

5．惑石（アパタイト）

7，破石（グヲルツ）

9．磐玉（コルンデム）

2．石膏（ヂプスム）

4．　鋳瑛（プリウヲルスパル）

6．條裂石（オルソクレイス）

8．黄玉（トーバズ）

10，金剛石（ダイヤモンド）

　　　　砿学箪二科　釈砿総論

　57．「凡ソ教ヲシテ砿類ヲ渉狸セシメント欲セバ之ヲー場二陳列スルト之ヲー｛！｝二記述スルトヲ論ゼ

ズ善ク其部類ヲ区分スルヲ緊要トス而シテ之ヲ区分スルノ法一ナラズ墓国倫澱ノ不瀬博物院及ヒ実用

地学博物院ハ大二砿類ヲ蒐備セリ其分類ノ法不列顧博物院ハ砿類合化ノ質分二随ヒ炭酸種，硫酸種，破

酸種，酸化種等二分ケ再ヒ之ヲ有水（ハイドロス）無水（エンハイドロス）ノニ種二分テリ是ヲ化學陳

列法（ヶミカル，アルレンヂナント）トス而シテ地学博物院バー金属ノ鉱石一其金属ヲ薙有スルコト

多量ニシテ之ヲ製取スルノ資タルモノート及ヒ其配合物一多少共金属ヲ雑含スルモノートヲ以テ

ー部類トナス之ヲ財学陳列法（エコノミカルアルレンヂメント）ト名ヅク頗ル工作家ノ爲二便ナリ又日

耳曼ノ砿石家ハ往々体性，化性並二相類スルモノヲ以テ類属ヲ分タントセリ即チ火石（ピライティー

ズ）二近似セル硫化物ハ皆ナ之ヲ火石類（ピライティーズ，ファミリー）トシ亜鉛及ビ閃石（ブレンド）

二相似タル諸砿類ハ之ヲ閃石属（ブレンド，ファミリー）トスルノ類ノ如シ此書ノ原ヅク所ハ則チ上文

ノ財学陳列法二同ジトス……

　　　　　非金属第五項　破酸種（シリケイツ）馨酸種

　　　　破酸種

　　　　　　野瑛類（フェル，スパル，グループ）

此物原ト郊野二発見セシヲ以テ名ヅク「フェルJハ即チ「フィールトJ（野）ノ義ナリト今因テ訳セリ

　90．野瑛類ハ其硬率ネ6二位シ小刀以テ画傷スルコト幾ト難ク　比重2．6二際シニ綻理アリ往々正ク

且ッ直角若クハ幾ト直角二交互シ光采ハ破状若クハ較く珠状賦質ハ無水ニシテ嘩二入ルモ幾ト溶ケ難ク

或ハ絶テ溶クル無ク火二踏クルモ亦易カラズ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　91．條裂石（オルソクイレス）又表嫌野破（ポッタシ，フェルスパル）一「オルソクレース’Jハ其

裂クル條直平坦ナル性理二由テ名トスー

　愛　一斜式類　通常複晶ナリ　竺　和ノ正綻理アリ互二直角且ツ正ナリ硬6比重2．6　逸　或ハ無色

通常淡紅，紅，灰，椋又緑　透亮至亜朦腕　些　酸二鋳ケス　塵　鋳性率ネ5二位シ焔二青董色ヲ染出

賦　破酸磐土及灸蝶　其破酸パー定酉量ノ外更二加皿アリ
唱
　　　類名

　温和石（アデュラリヤ）光采温然トシテ愛スベキヲ以テ名ヅクトス因テ訳セリ．又某ノ山名二取リテ名

ヅクトモ云ヘリ

’以下説明を省き鉱物名だけを記するζとにする。

　破状野瑛（ガラッシー，フェルスパル）又氷礒（アイス，スパル）又板瑛（サナディーン）火山流石
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間二山ヅル透亮至朦鵬ノ破状結品種ナリ

　92．　白瑛（アルバイト）

　93．細裂石（オリゴクレイス）

　94．五色野瑛（ラフラドライト）原総ハ地名二出ツ今共苛彩二線リテ訳ス

　95．無式野瑛（アモルフオス，フェルスパル）類名　火破璃（アブシディヤン）浮石（ビウマイス）

真珠石（ピアール，ストーン）松香石（ピッチ，ストーン）

　96．　n告瑛（リウサイト）

　　　　　角閃石類（ホールンブレド，グループ）

此名ハ其獣角二似テ苛特ノ光果アルニヨリ生ズ

　100．爺別石（アンフィボル）即チ角閃石（ホールンブレンド）即チ散射石（アクテイノライト）

　101．初火石（パイロキセン）即チ埜石（オーガイト）．又透徹石（ダイヨブサイト）宿火石（火客）

ハ原ト典火磐間二次舎スルノ渡二出ヅー名砂來脱ト云フ瑞典国ノ地名二取レリ

　114．丞碍（マイカ）又最敵雲硯（ポッタシ，マイカ）一名之ヲ「ムスユーバイト」ト珊フ

　117．倍阿石（バイヲタイト）又苦土雲硲（vグネシヤマイカ）倍阿（バイヲ）ハ原ト人名二出ヅ其

音柵ヲ略訳スルナリ

　118．緑頁石（コロライト）又桃緑石（ビーチ，ストーン）「コロライトJハ緑石又ハ淡緑石ト珊フ

ノ磯ナリ此二頁字ヲ添訳スルハ「グリーン，ストーンJ（緑石）ト区別スルガ爲メ

　　　　　　釈砿第二部　金属　銅類

　187．　銅即チ薗然銅（ネイテイヴコパル）

　188，銅石（コプライト）又赤玉銅鉱（ルツビー，

オール）

189．

190．

191．

192．

193．

コパル，オール）又紅銅鉱（レッド，コパル，

無粉石（メラコナイト）又照銅鉱（ブラック，コパル，オール）

蜀莫石（マラカイト）孔征石又緑炭酸銅（グリーン，カルポネイト，オブ，コパル）

天藍石（アヂウライト）又藍炭酸銅（ブリウ，カルポネイト，オブ，コパル）

金膠石（クリンユラ）又破酸銅（シリケイト，オブ，コパル）

輝銅（コバルグランス）又破状銅（ウイトリヨス，コパル）或ハ此一名ヲ「カルコサイト」ト

日フ猶ホ銅石ト副フガ如キ未タ共名ヅクル所以ヲ知ラズ

　194．赫顔石（エルペスサイト）又贈銅（ホルブル，コパル）又燭内鉱（ホールスフレッシ，オー

ル）又斑銅火石（ヴェリェゲイテット，コパル，ピライト）

　195．銅火石（カルコビライト）又黄銅鉱（エロー，コパル，オール）

以上のように，約150租にわたる鉱物の記載を訳している。

　坑樂要説二篇　地学総論

「章1．夫レ地質ノ学ハ地史ヲ考証シ地蔵ヲ検肢ス其土工ヲ治メ地理ヲ開クニ於テ関要亦自ラ大ナリ而

シテ共学タル範囲磐く定マルト難ラ半途未確ノ事猶ホ未タ少ナシトセズ且ッ聯細二至リテハ各国土地ノ

現況二就テ之ヲ査定セザル可ラズ故欧米開明ノ政府ハ各ζ共道二濫力セザル者ナシ我力国政府モ亦近年

共学士ヲ訓育スルコトヲ始ムト難養未タ爽検ノ特挙アラス故ヲ以テ此笹二鑑述スル所亦海外学士ノ所説

二止リ直チニ我力坑業家ノ用二供スペキモノハ董シ幾モ無シ但く措イテ瞼ゼザレバ跳者後篇二至リテ解

シ難キノ事多カランヲ恐ル故二本篇一科ヲ加へ柳力共大要ト学者所用ノ稽呼トヲ示ス」
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と前言して地質に関することを訳述しているが，鉱物篇に比較すると極めて簡略である。目

録がないので順を追って項目を列挙する。

　　　　地学第一部　地皮組磐

2．地皮（クリユスト）

　3．磐（ロック）磐ハ地皮ヲ編成スル所以ナリ蓋シ地皮ヲ編成スル物料ハ霧緊軟堅トナク皆之ヲ磐ト

謂フ砂，礫，泥，埴モ亦磐ナリ晶状灰石，最堅花醐石モ亦磐ナリ地学家其磐類ノ成初ヲ推シテ……申

略……其一ハ地上ノ水爲ナリ……中略……其ニハ地下イ火作ナリ共力能ク新磐料ヲ噴揚シ冷定スレハ則

チ固結シ而シヲ其気勢勇ラ其地ヲ隆起シ破縫ヲ生シ以ヲ地形ノ変更ヲ致ス

4．癌磐（ストラティファイド，ロック）附変磐（メタモルフイク，ロック）……累積セル磐類ハ其

原由二就テ之ヲ水磐（エーキュオース，ロック）ト謂ヒ其形勢二就テ沈渣磐（セヂメンタリー，ロック）

ト謂ヒ其布置二就テ層磐ト柵ス而シテ此類ハ自ラ上下ノ次序アリ……

　5，層磐，非層磐（オンストラティファイド，ロック）ノ関係

　露端（アウトクロブ），霧線（ストライキ），乖傾（アンテイクライン）又鞍背（サッドル，バック），

合傾（シンクライン）又檀（トロー）ト謂ヒ池（ベイシン）ト謂フ，振曲（コンネルテッド），同組（コ

ンフヲルメブル），異組（オンコンフヲルメブル）重蓋（オーヴルラップ）

　8．　破縫（ブイスシウー’一）ル）

　差縫（フヲールツ），陥差（スリップ），懸差（ヒッチ）別二物アリテ其中二充鎭スレバ石壁（ダイ

ク），砿條（ロード），砿脈（ヴェイン）等ノ名ヲ以テ稻ス地屈ノ断裂移転スルモノハ概シテ之ヲ地変

（デイスロケイシュン）ト日フ

　10，磐塊ノ品質

夫レ地皮ハ水火二旗ノ磐類ヲ以テ組成ス而シテ磐塊二各般ノ品質アリ之ヲ分ツニ組式（ストルクチウー

ル），肌理（テキスチウール）即チ組質及ヒ賦質（コンポシシュン）ヲ以テス

　15．組磐ノ区分

夫レ磐ハ但く共砿稟ヲ検察スルノミナラズ亦須ク其化石徴及ヒ次序，関渉ヲ考駁スペシ其之ヲ考駁スル　’

ノ要ハ地属ノ新古ヲ分チ其況積セルノ時或……中略……凡ソ下層ハ必ス先二成リ上層ハ必ス後二成ル

……中略……火磐ハ必ス共裂過セル地層ヨリ後二成リ……

　16．地層ノ区分（－ew　5　X－一一）

　17．火磐ノ区分

凡ソ火磐ノ見ハル・総テ定位ナク又布置法ナク且ツ化石徴ナシ但く砿稟ヲ以テ其品種ヲ識別スルノミ然

レドモ地学家ノ火磐ヲ説ク概ネ三大部二区分ス即チ次ノ如シ

　火山磐属（ヴヲルカニツ，ロックス）

　流石（ラヴア），焼流石（バルサルテイク，ラヴア），粗石（トレイカイト），石津（スコリヤ）等ナ

リ大抵近生期内二属セリ

　台級磐属（トラッピーン，ロックス）

　台級霧石桃石緑石（グリーレ，ストーン）焼石野瑛石（フェルストーン）等ずリ大抵三次及ヒ

ニ次ノ層間二交ル

　花嵩磐層　花閥石，難約石　嵌品石（ポルフェリー）等ナリ最モ間次及ヒ元次ノ層間二居多ナリ
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　ジエー°ジー°エッチ゜ゴットフレイJ．G．　H．　Godfrey

　ゴットフレーは1871明治4年，官坑開掘の業を盛んにする目途を以て工部省鉱山寮に雇用

され，鉱山師長の職名を与えられ鉱業技術上の総監督であった。当時の鉱山関係のお雇い外

国人としては最高の職貴と報酬を得ていた。かれは1877明治10年解雇されるまで，国内の諸

鉱山をくまなく巡検して適切な提言・助言をおこなって，わが国の鉱山の近代化に尽した。

ゴットフレーの業績の1つとして日本坑法の制定が挙げられる。日本坑法は1873明治6年，

吉井享（明治4年英国留学ヨリ帰国した）とともにxペインの鉱業制度を参考にして作成さ

れたものといわれている。また釜石。三池両鉱山の朋発ならびに近代化についてはゴットフ

レーの指導に負うところが多かった。ゴットフレーはイギリスに帰国後，日本に関する地質

とB本地質総図をロン5“ン地質学会々誌（Quarternary　Journal◎f　Geo！egica1　Society　Lendon

Vo1．34，1878）に発表した。この日本地質総図は当時の日本としては最初の総括地質図であ

ったといわれているが，現在，この地質図の国内での所在は明らかでない。ゴットフレーの

記録として，幸いH本鉱業会にかれの三池炭山点検記訳が保管されているので，本文申の地

質論を転記する。

　　三池炭山点検寵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴットフレー氏

地質論

三池ノ炭坑ハ地学上第三期ノ煤層豚申ca在り其方位タルヤ東ノ方ハ南北孤綿亙スル熔成石ヲ以テ界シ

北ハ東西二連ル三池町ノ市街二於テ境界シ又他面ハ都テ海辺二限レリ

此ノ炭層ノ纐積哩角＝＋四方里アリ中二就テ上部二干八百＋六工一クル繭彪多ハヲ三繊坑ノ

管ag　5ス此申九五百ヱークルハ己二先稼人ノ掘鑑セルモノト認定ス聞ク所二依レハ此地ノ炭詠ハ四百隼

前己昌艶見シテ之ヲ掘採セリト云

其肱ノ傾斜ハ西南響ij西南ノ南論向ケ傾ケ墾而シテ傾斜ノ度ハ長サー間工付二寸乃至三寸ノ勾倍アリ此

豚海面ノ方工進ムX従ヒ漸々其傾度西ew向ヒ海浜二互レリ其方二至レハ傾度漸ク急斜ニシテー間mu付五

寸ノ割合二傾ケサ此坑由ハ当今探知スル炭肱ノ数ハ詳二四層アリ其中第一層即上層ノ脈ハ最良ノ晶質ニ

シテ最モ盛大二営業セシvaノナリ此豚平均セシ切断ノ横面ハ次二掲ル処ノ若シ

右石炭ノ質ハ其性脆シト鼠ドモra・一クヲ製スルニ最上ノ質ナリ故ua瓦斯ヲ製シコークヲ焙ク等二用ユル

ノ良材ナリ其届豚響り採得セシ炭塊ヲ試験スルニ滋気4分1ニヲ含メリ而シテ之ヲ波氏顕温器ノニ百十

二度ノ温熱ヲ以テ乾燥シ之ヲ燃焼シテ試験スルニ黄白ノ灰質百分ノ九零一七アリ右上層ト第二層ノ中間

ZZ厚九五尺乃至六尺ノ板石挿在セリ其豚乎均ノ処ヲ切断セシ横面ノ層質次二掲ルカ如シ

此ノ脈ノ炭質ハ前記上屈ノ炭質ト比較スレハ全ク別質ナリ其性ハ頗ル堅質ニシテ容易ク燈焼シテ続結スt

ルコトナシ霊シ灰分二至テハ稽多量ヲ含メリ右炭腕C9蓼上申下三品ノ炭塊ヲ取り之ヲ試験スルニ

　　　1灘氣　炭山東ノ部　4分ノ五

　　　1同　同西ノ部　4分ノニ

　　　恢分紫色灘享蔽駄、醐ノ＋七
ハ4

　　　1同　　浅褐色　　　　　　　　　　百分ノ十二零五

当坑々央ノ纒験ニハ以上第一層第二層ノ炭質ハ砿由ノ西部X至ル轟従ヒ炭質瀬々美良二及へり5云へ蓼

此事実論苛ナリ余右第二尉ノ炭豚二依テ其東西ノ部SUリ平均炭塊ヲ撰採シ之ヲ分析シテ其実ヲ得タルニ

爽二之二符合セリ第三層ノ炭豚ハ第二層豚申yリ下ルコトX丈ノ底ニアリ此脈ノ端部地上CU露出スルモ

ノハ厚一尺ヨリー尺五寸ノ粗要性ノ石炭ナリ識シ末タ右ノ深底二入リテ其質ノ良否ヲ盤検セシコトナシ
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是ヨリ尚一・・層下ナル第四層ノ石炭モ亦品質粗悪ナリト……中略…・・右4ヒ山ヨリ東ノ方工幾干モナキ間第

一… 層ト第二層二脈ノ端辺地上二露出シテ其傾度ハ殆ントif泣セリ是モ同ク前二述ルカ如ク火成石（ミカ

ゲ）其層豚ノ下二存在シテ之ヲ衡揚セシモノト見エタリ三池坑二於テハ是マテ第一・第ニノ両層ノミヲ掘

採セリ

予カ所見二於テハ此炭層地方二於テ地下深底二末必営業二適スル他ノ炭豚存在セント思ヘリ故二梅谷ナ

ル豚端ノ現出スル処二深ク雛井ヲ施シテ之ヲ試ミルハ果シテ良考ナルヘシ明治6年此度既二予力彼地二

千八百七十三年六月巡見セシトキ己二述置タリ……以ド詳細な開発Gi・画とその収支が記載されている…

業場二関シタル貴重ノ報告ヲ厚謝スヘシ

　　　　明治九年四月四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京　鉱山師長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴツトフレー

この報告薄の奥書として

　明治卜一年十一月十八夜於三池鉱山禽居篤之…… 九十九橋釣徒亮記
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亮とは仙石　亮と思われる。（葉賀氏談）

仙石は工部大学校第2回生明治13年卒業

　4－7・工部省工学寮一工部大学校

　　　　　地学教育と栗本廉

　学校設立の経緯と地学教育

　幕府時代から鉱業方面で活躍していた南部藩士大島高任は，幕府解体後も引続いて新政府

に移り，釜石鉱山・小坂鉱山の開発に従事していた。1870明治3年工部省の創設とともに工

部権小丞に任ぜられ，鉱山寮となってからは鉱山助の地位にあった。大島は工部省創設の直

前に坑学寮新設に関する意見害を民部大輔大木喬任ら宛に提出していた。その内容の要旨を

みると

　「1）坑業は百工中に在て国家を益する最大なる者なり故に欧米諸国此に由て其国を富す者固より少な

からず西人常に日く唯石炭以て其国を富すに足れりと日く唯鉄以て其国を富すに足れりと皇国の山産豊

石炭と鉄のみならんや其五金に富る亦欧米諸国に比なし……中略……蓋し西洋学術皇国に伝てより以來

文物開化し百事進歩して工芸其精を極めさるはなし独り坑山の事末だ器械を用て大益を起す法を知らず

故に今其学を講じ其術を取て之を60余州に施せば必ず数多の良坑を得ること疑を容れず……中略……之

を行はんと欲すれとも坑山技師を得るに非らざれば能はさるなり坑山技師は即ち初め窮理分析器械測量

地質金石等の諸科を講究し而後に専ら験鉱相山開坑精鉱溶錬の方法を修めて坑山の実業に従事する者な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

り今其教師は西洋に迎へさるべからず……中略……俊才は3，4年庸才も5，6年にして其業成て事に従

ふを得ぺし是に於て共学級を試み技師1名副技師2名助手4名を取り之に坑夫数名を与へて1隊となし

各隊に行旅野営の具と鉱山開盤の器械を携帯して之を諸道に行り千偲の山に登りて層巖を破り百丈の谷

に入て地底を穿ち山の地質鉱脈の連絡伏設の形を採り之を図し之を記して見る所遺漏なからしむ而して

後に各隊各道より掃て本地の坑学寮に会せしめ各道得る所の図と誌とを集て皇国60余州の坑山全図誌を

作らしむべし然而して図上に集議して其鉱山の最も顕著にして最も確切なるもの数百区を撰らみ予しめ

其開拓の方法を議し……中略……遠大の策は先つ大いに姉学寒を開き人をして窮理分析器械測量地質金

石等の学に通し試鉱相山開坑精鉱鋳錬の方法を明らかにし試験練磨歳月の久しきを経終に坑山の薙奥を

極むるに至て始て之を実地に行はしむるにあらざれば能はざるなり……中略……書して民部大少輔閣下

に奉す採用を賜はY幸甚の至に堪へず　　　恐憧敬白　　　明治3年庚午9月25日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大島鉱山権正　大江高任

　大木民部大輔殿

　吉井民部少輔殿」

のように述べている。大島が坑学寮開設の意見害を提出した頃，官では，鉱山地質学家独国

人rバロン・ホン・リヒト・オーヘンJの採用が決まり諸鉱山を討検させさらに，砿山学校

の建設に関して調査させることになっていた。これを聞いた大島はこの採用にただちに反対

し，時の工部大輔伊藤博文にかれの意見書を提出した。その文面によると

　r2⊃此度独乙人リクトオーヘン儀事寄4ケ月間御雇にて諸鉱山巡同点検可被爲成候哉に付ては同人s⊃給

料1ケ月金500円旅費1ケ月300円の請求に付1人4ケ月の諸費合金3，200元即我3，500爾余に有之候……

1）大勘信蔵：大島商任行實　昭和13年　68。686

2）大島信蔵：大島高任行實　昭和13年　688－692頁

3）参考：太政大臣　三条実艶　600円（日本人の最商給料）
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中略……同人諸鉱山巡同の記｝1敬調のために帰国後1ケ月200元宛1ケ年2，400元即我2，640爾程の請求

高御遣相成候はば合金6，640爾余の御入費……中略……同人の嘗て著述せる記行一覧仕候虎同人は地質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学専門にて鉱山学専門の者には無之候故纏過せる諸所地質の義は点検も行屈可申候へ共鉱山地に於て鉱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

脈の探索開坑の法製煉の術等精細に教示の程無覚束義に御座候……中略……右独乙人御雇之醗御見合成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

其丈の御入費鉱山学校の基業御双開の方へ御差向相成候はば追々御国益と奉存候……」

と雇入中止の趣旨を述べた。これに対して，伊藤はリヒトホーヘンの雇人中止に賛成して，

改めてドイツから実地・学術共に出来る鉱学者の招聰をドイツ公使に依頼する旨の返事を大

島に与えてこの一件は落踏をみた。鉱山の近代化を積極的に推巡しようとしている鉱山司の

貴任者である大島としては，莫大な支出をしてまで地質学専門の学識者の必要を認めず，そ

れよりも雇入資金で鉱山学校を早急に設立することが急務であったのである。また大島が伊

藤に提出した意見誉の中でもリヒホーヘンはドイッ国命で世界の地質探索のための旅行であ

るので，その旅費は当然同国より支払れている筈で日本から重複支出は不当であり，さらに

報告書ができてもその翻訳だけでも15，000両は必要とすると論じている。このことは当時の

財政の逼迫を考慮した上でなされたとも推察される。

　1871明治4年8月，大島商任らの建議の結果，工部省は「先ず工学を開明するは厚生利用

の道を立てるJ趣旨で工学寮を設置した。工学寮は工部省に所属して工部に奉職する工業士

官を教育する学校であった。大島の構想していた独立した鉱山学校は実現しなかったが，工

業教育に踏切ったことは劃期的なことであった。1877明治10年1月，工学寮は工部大学校と

なり，さらに本校は1885明治18年，工部省廃止とともに文部省に隷属するまでの約14年間に

多くの人材を輩出した。

　明治7年改正の工学寮学課並請規則によると，修業期間は6力年で後半の専門学として7

専攻があった。このうち地学関係学科目の配当を一括すると次の通りである。

　　　　　　　　　　第6表

工部省工学寮学課（地学関係） 1874明治7年

専　　　　門　　　　学
学 科

地学 砿物学
一．一

甲　　シビルインヂニール乙メカニカルインヂニール o
乙　　メカニカルインヂニール

丙　　電　　　　　　　信

丁　　造　　　家　　　学

戊　　爽　用　化　学 ○

巳　採　　　砿　　　学 ○ o
庚　鋳　　　鋳　　　学 ○ ○

　　　　目

砿物学一⊥璽質測斌　
　
　

　
　
　 　　　　　　　　　　　　

1

○

o　受講印

学際條目略に記載されている説明によると，

1，砿物学
　　　　ロ　　　　　　　

　　　地質学教授の借梯となすの為に砿物学を教授す

　　　砿物の分品
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　　　砿物の生質　理化二学に関するもの

　　　吹火筒　計力器

　　　製造工業に要する巖砿土壌の論

1．地質学
　　　　　　　　　　　

　　　地球上万有変更の力

　　　巖石学

　　　古生学　但往古生活ありて地中に填没せる諸動植を論ず

　　　地脈学

1．掘砿

　　　掘砿の諸式並に要用の器械

1．鋳鋳

　　　諸砿物の性質

　　　砿物製造

　　　鋳鋳に用うる機械

次に工部大学校になってからの学課並諸規則（明治18年4月改正）によると，当校は工部省

に属し工学士を教育する学校なり，教授する工学の専門学科を次の8科に分けるとなってい

る。次の表で地学関係の学科目配当を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第7表

　　　　　　　　　　工部大学校学課（地学関係）　　　　1885明治18年

学　　　科
科　　　　　　　目

金石学金石学実験金石識別　地質学1鉱山学

・．土　木　学魏 O ○

2．機械工学斐親

3．造　船　学魏
　　　　　　　　　　　　本科4．電　　気　　工　　学　　　　　　　　　　　　支科

5．造　家　学魏 o 0

6．応用化学斐難 ○ ○

7．鉱　山　学魏 ○ ○
○

○
○

8．冶　金　学魏 O ○

○　受講印

地学関係学科目の教授内容として次の説明がなされている。
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　金石学

金石学ハ博物学中ノー科トシテ講究スヘキ学科タル所以ヲ脱キ，次二天然自然ノ金石ヲ審在識別スルノ

性質ヲ講授ス。

金石ノ性質ヲ講究スルハ其結贔形ヲ講授スルヲ以テ第一初歩トナス。之二次テ其結品ハ皆一定ノ法則二

依テ分類スヘキ理由ト其品形交互ノ開係及ヒ其変化アル所以ヲ説キ，而シテ後品理，硬度，比重，光線

上ノ性質，光輝，彩色等物理学二係ル金石ノ性質二論及シ，次テ又化学的ノ性質ヲ講受スト雌モ，金石

ノ租類ヲ識別スルニ要スル金石分類シ，簡躍ナル方法ヲ説明スルニ止ルノミ。

金石分類ノ法ヲ講授シタル後ハ，尋醤産出ノ金石其他商業上及ヒ学術上二有用ナル各種ノ金石ヲ講究ス

ルヲ以テ本科ノ主眼トス。且最モ要用ナル金石二就テ其普通ノ性質ヲ証明指摘シテ教示スルヲ要ス。
　　　　　　　　
　実地金石学

金石賦験場二於テ要用ナル金石ヲ審査シ講義或ハ欝籍二就イテ講究シタルキノモノニ対照シ，吹菅ヲ使

用シ，或ハ之ヲ使用セスシテ金石ヲ識別スル生徒ノ技能ヲ試試験スヘシ。

　地質学

本科ノ初歩二於テハ重要ナル岩石ノ普通ノ性贋ヲ説明シ実験ヲ以テ之ヲ証シ，又顕微鏡的岩石学ヲ教へ

地質沿革ノ概要ヲ説キ，次二器機的及ヒ化学的ノ変遷二係ル岩塊ノ本源ヲ証明スル地質巡化ノ要略二及

フ。之二次テ前條ノ顕象二依リ地層構成ノ原因ヲ説キ，又陸地ノ海而二関シテ商低ナル所以テ証明シ，

地球ノ内部ノ構造，火山，地震，熱変ノ顕象ヲ講授ス。娼石中二孕胎スル化石ノ性質及ヒ共緊嬰ナル那

項ヲ説キ，次テ地質構造ノ概賄二移リ，之ヲ昼醤命スルニ最モ往古ノ岩石ヨリ説キ起シテ近世ノ岩石二至

ルヲ順虚トス。

地質構造一般ノ状況ヲ講究スルハ地球上二於テ既二地質鯛査ヲ遂ケタル部分ヨリ例ヲ引キ証ヲ挙テ之ヲ

説明スヘシ。又石炭ノ根源及ヒ炭層ノ分派有用金石ノ蛮品ノ形状如何ヲ説明スヘシ。生徒ハ又近隣地方

ヲ巡視シテ，務メテ本科講義ノー助トナスヲ婆ス。

　鉱山学

採鉱ノ術二理学ノ由テ関係スル所以ヲ序述シ，尋常ノ鉱層鉱脈及ヒ共層脈ノ擾乱ヲ騨瞼シ，又共鉱層脈

ヲ捜索スルニ要スル所ノ徴候操作等ヲ欝授シ，……以下略す

　ミルンと地学

　工学寮（工学校）は1873明治6年になって，はじめて第1回の坐徒33名を迎えて授業を開

始した。次いで悶もなく，待塾の専任お雁い外国人教師9名がイギリスより到漕した。その

うち土木・機械学教師ベンリー・ダィエルを都検（教頭）に委嘱して，新たに学校の迎営・

校則などの改正をおこなった。鉱山学・地学関係教師の来日はおくれ，1876明治9年3月IC　，

担任教師としてヂョン・ミルンが珊任した。ミルンが担当した学科目は1人で金石学・地質

学・鉱山学の3科目であった。ミルン（1850－1913）の略歴は上野益三氏によると，かれは

英国王立鉱山学校卒業後鉱山技師として現場で働き，さらにドイツのフライベルグ鉱山学校

で研修し，その上，中部ヨーロッパの諦鉱山を廻り経験を積んでいた。そのほか，カナダ・

エジプトでの地質学・鉱山学にも造詣の深い技師であった。工学寮に珊任したときの年令は

25才の若さで，若任の直前本国より，シベリヤを横断して北京・上海を経て日本に来たとい

う冒険心の強い人であった。1886明治19年，工部大学校は廃止されて束京大学理学部の工学

系学科と統合され，新たに帝国大学工科大学になったとき，ミルンは引続いて工科大学の鉱

山学の教師となり，1895明治28年に辞任するまで学生の教育に従llgした。ミルンはこのほか，

わが国の地震学発展のたあにも忘れられぬ功労者である。
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　1878明治11年，前年工学寮（工学校）を廃して，改称した工部大学校は校則が整いかつ新

校舎の完成をみたので，天皇の親臨を仰いで開校式を挙行した。この時，開校以来深い繋り

のあった参議伊藤博文は「……工学興リ工芸昌ナレハ地開ケ業進ミ産殖ヘノ財豊カニ上下ノ

富饒衆庶ノ便宜随テ生ス。……中略……生徒ヲ育成シ，以テ濟生利民ノ実効ヲ観ルコト将二

近ニアラント……“と述べ，また傭都検ヘンリー・ダイエルは「……設立ノ目的ハ佗ナシ貴

国無限ノ物産二因テ公衆ノ便益ヲ起スヘキ工師ヲ教育スルニアリ……」と奏している。1879

明治12年11月，工部大学校は第1回卒業生23名を出した。卒業生のうち，鉱山学科から2名，

治金学科から2名計4名が世に出ることになったが，うち3名は専攻を指定されて，ただち

にイギリスに留学を命ぜられた。すなわち，

　鉱山学　熊本県士族　近藤貴蔵（留学中病残）

　治金学　東京府士族　小花冬吉（秋田鉱山専門学校長）

　地質学　静岡県士族　栗本　廉

で，この選に当った栗本は治金科の学生であった。留学生の中に地質学を指定して研究させ

る意味は何であったのであろうか。この当時，傭外国人各務担当表をみても治金学専任教師

の名前は見当らないので，ミルンが兼任していたと思われ，栗本の地質学専攻留学を決定す

るに当ってはミルンρ配慮があったものと推測される。丁度この年，東京大学理学部から，

2月に採鉱学専攻の渡辺渡，7月に地質学専攻の小藤文次郎の2人の理学士が第1回卒業生

として世に送り出されていた。1883明治16年2月，イギリス留学生小花，10月に栗本が帰国

した。栗本が遅れて帰国した理由はイギリスよりドイツに廻り，約半年間フライベルグ鉱山

学校に入学していたためである。鼎国した小花・栗本両名は工部省准奏任御用掛となり鉱山

課に動務した。工学寮一工学大学校のお雇い外国人はすべてイギリス人であったことは，一

方の開成学校・東京大学のお雇い外国人の多国籍と比較すると嵜異な感をうける。このこと

は工学寮の設置当時の伊藤博文・山尾庸三（初代工学頭）が1863文久3年，長州藩より工学

伝習のため，密出国の上イギリスに留学していた関係で，イギリスとの間に深い結び付きが

できていたためであった。また栗本らの留学に際しても，滞日イギリス人マヂソンの手を通

じておこなわれていた。これを裏付ける工部省伺（明治5年）のなかに「……教師相雇候二

付テハ英国ニテ人撰雇入方等周旋引受候者無之候テハ百事不都合二付，ヒウ・マヂソン儀ハ

兼テ伊藤博文見知ノ者ニテ候間，前條撰挙方其他用達申付候ヘハ此上工学校其他学術成業ノ

者実地ノ修業トシテ彼国へ被差遣候節前書ヒウ・マヂソン方ニテ引受及同旋候ババ都テ差支

無之候間……」と書かれていることで，工学寮，工部大学校での教師採用・学生留学に関し

てイギリスー辺倒の理由がわかる。

　栗本　　廉　　1858。92

　栗本は，1873明治6年，鉱山寮（工学校）に工学専門官費生として入校し，冶金学を修め

た。1879明治12年，卒業証書を受けて工部大学校の第1回卒業生となった。年末，特例の命

令で地質学修業のため欧州留学をすることになり，翌明治13年2月他の留学生とともに横浜

を出帆して，4月にロンドンに到若した。その地のマヂソン商会の周旋でイギリス地質測量

局技師に随って，実地測量を研究後，ロンドンの鉱山学校に入学した。同校を卒業後1782明

治15年6月，ドイツ・フライブルグの鉱山学校に入学し，地質学・鉱床学を学習して，翌年

7月ドィッを去り，アメリカ経由で10月帰国した。帰国後，工部省鉱山課に勤務し，宮城県
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雄勝浜の石盤石坑の検査，佐賀，長崎，熊本，福岡の炭田実測に従事した。1885明治18年，

工部省廃止に伴い鉱山局は農商務省に移ったため，栗本も同省所属になった。その後一時休

職の形式で，三井組神岡鉱山の初代鉱山長に転出赴任したが1年半足らずで再び本省に戻り

生野鉱山局の技師になった。1889明治22年，生野鉱山は坐室財産になったため，栗本は御料

局技師の肩蛮きになったが，1892明治25年，病のため生野で残した。以上は同期生の小花冬

吉が栗本に捧げた弔辞中1）に述べた経歴の要旨である。栗本の欧州における就学について調

査した結果，イギリスの鉱山学校からは不明とのことであったが，ドイツのフライベルグ・

アカデミーからは栗本の履修成績衷が送られて来た。それによると，1882年10月10日より83

年7月31日までフライベルグの鉱山学校に在学していたことがわかる。その間に履修した専

門科目は，（第8，9表）

バイスバ・ハ ｛無灘灘

ステェルツナー

察地学

鉱床学

石化作用

顕微鏡研究及び実験

岩石・化石鑑定

であった。なお，この成績表には，ロンドン王立鉱山学校の証明によって入校した旨の紀載

がある。栗本がイギリスからドイツに渡りフライベルグ鉱山学校に入校したとき，束京大学

理学部卒業の渡辺渡は時を同じくして同校に留学し，お互いに会っていたと思われるが，現

存する渡辺の滞独日記には栗本に関する記述は見当らぬようである。ついで序でながら，同

じ地質学科出身の小藤文次郎はミュンヘン大学で勉学中，翌年4月帰国した。

　栗本が1883明治16年帰国後の様子は，上述の小花の弔辞中に触れているので，1886明治19

年以降の動静について述ぺることにする。

　1886明治19年，近代地学・鉱山学を身につけた栗本は昨年末工部省廃止に伴い農商務省に

移管された鉱山課（局）を休職の形式で，神岡鉱山の初代鉱山長に就任した。その当時，栗

本は鉱山課（局）長に次ぐ重要な地位にあり，権少技長・4等技師の肩欝を持っていた。栗

本より遅れてフライベルグ鉱山学校に留学していた渡辺は明治18年帰国して，帝国大学工科

大学教授兼農商務省4等技師になっていた。この頃になると，お雇い外国人は次第に姿を消

して，留学掃りの近代科学・技術を身につけた人々によってその地位が補充されていた。

　さて，近代科学・技術を修得した栗本が三井組の要請で赴任した神岡鉱山2》の概要を説明

しておかねばならない。明治の初期，飛弾神岡村を中心とする地域には大富，束平，前平，

蛇腹平，源蔵谷，菅沢などの多くの小鉱山ご密集していた。三井組はこの地方の鉱山経営に

積極的に乗り出し，各鉱山の買収・統合をはじめた。このことは政府筋はじめ鉱山局の指導

による洋式鉱山技術を採用して，鉱山の再開発と近代化を促進することを目的としていたた

めである。このため栗本の神岡入りはかれの新しい鉱床学的構想の下で新鉱山の育成と近代

化を進める好機であった。しかし，残念なことに新旧思想の対立：官・民の不調和のため，

1）日本鉱業会誌No．86，12頁

2）三井金属：神岡鉱山史　612，615，687頁
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栗本は僅か1年足らずで神岡から下山のやむなきに至った。しかし栗本の赴任の年に菅治谷

大通洞の開盤が着工された。栗本の退職は「機器仕損シ，且科長ト折合不宜，平常事務上モ

鉱長之任二堪エザル」との理由で解雇された。栗本は解雇後，再び鉱山局に復職して，生野

鉱山局技師として赴任した。

　1887明治20年，生野鉱山勤務となった栗本の行動については明らかにされていない。しか

し，1889明治22年，生野鉱山は宮内省の所管に移りこれに伴って栗本は御料局技師となって

いた。同年，地質局技師兼御料局技師として生野鉱山周辺の特別調査に従事した巨智部忠承

は御料局生野鉱山地質説明書（明治26年）の緒言の中で「……然レドモ幸二生野支庁現行ノ

鉱区ニハ従前傭聰セラレタル外国人（コワニーらを指す）及当該技徴官（高島得三らも含む

？）ノ調査二係ル旧製ノ坑内図，鉱脈配置図等貴重ノ材料アリ且殊二現任技術者等各其携当

ノ方面二於テ本官ノ為メニ調査ノ材料ヲ供給スルニ吝カララズ……即生野鉱区ノ沿革，興廃，

統計二関スル事実ハ之ヲ前ノ御料局生野支庁長朝倉盛明氏及御料局技師工学博士大島道太郎

氏（大島高任の令息）大盛山二係ル大小ノ事実ハ之ヲ故御料局技師工学士栗本廉前ノ全西山

省吾全山田高太郎ノ三氏……中略……加盛山一切ノ事実二至リテハ栗本，笠原ノニ氏……J

と書いているので栗本は専ら太盛・加盛鉱床について詳しかったものと推測される。コワ

ニーとともに赴任した朝倉盛明は約25年にわたる長期間，生野鉱山の再開発ならびに近代化

に貢献した結果，生野を日本有数の官営鉱山の模範として育成した（その精励・労苦に対し

て敬意を表する）。また朝倉の後任として期待された地質学鉱床学の先覚者栗本が1891明治

24年に39才で天折したことは惜んであまりがある。この時，渡辺渡は大学教授の現職で佐渡

支庁長として，佐渡金山の近代化を進め，かつ佐渡鉱山学校を開設して校長となり，鉱山技

術者のための地質・鉱物学を教授していた。また渡辺は1890明治23年，鉱業家に鉱床学研究

の必要を普及する端緒として「鉱床学大意Jを出版した。この書物はわが国における最初の

鉱床学の解説書である。

　ここで再び本題の栗本に戻すことにする。栗本の地学に関する論文は別記の通りであるが，

かれが1883年明治16年，宮城県雄勝浜の石盤石について日本鉱業会誌に投稿した記事は岩石

物性の紹介としては最初のものではないかと考えられる。また日本鉱業会誌第1号（明治18

年）によると，1885明治18年日本鉱業会創立の際，栗本は理事員に指名され，その後，同会

の質疑応答委員として地質・金石両科の人々とともにその名を連らねていたが，採鉱冶金両

科には属していなかったようである。すなわち，

　稲垣徹之進1理学博士原田豊吉2加藤敬介3賀田貞一4中野外志男5栗本　廉6

　山際永吾7理学士富士谷孝雄8島田純一9理学博士小藤文次郎10理学士巨智部忠承11

　理学士菊地　安12

以上の顔ぶれからみて，栗本の地質学専攻は自他ともに認めていたことになる。

　栗本廉の発表した文献（地学関係）としては下記のものが挙げられる。

1，4，7，9，ライマン門下

3．不明

6，工部省工部樒少技長

10．東大教授

12．東大助教授

2．東大教授兼地質調査所次長

5．工部大学校助助教授　金石学

8．地質調査所

11．地質調査所
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栗本　廉：石盤石一斑附雄勝浜石盤石坑記事　日本鉱会誌No．19，1886，1330頁

栗本　廉：雄勝浜石盤石（講和会記事）万年会報告No．3，186頁，　No．4，275頁，1886

番麓）・麟県下松駄田日本鱗会誌N…5・3・4頁・・858

栗本　廉：煽石ノ説　工学会誌No．51，885頁，1886

栗本　廉：石炭ノ源因及英国石炭之歴史　万年会報告No．1，1884

栗本　廉：石塩原由及英国石塩坑　工業叢沓No．3，107頁，1882

　　石盤石一斑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　附雄勝浜名盤石坑紀事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗本　廉

前略……O石盤石ノ性質　石盤石ナルモノハ索ト水成石ニシテ漸次変化ヲ受ケタル変質石（Metamor・

phic　Rocks）・ノ租ナリ之ヲ剖ケハ多少薄片ノ板状トナル其組織堅硬緻密成分一様ナル粘土賀ノ撃石ヲ

云フ其剖割線ハ地層線ト平行一致スルモノアリト錐トモ多クハ其地層線二楕ヤ直角ヲナスモノニテ此ノ

勢面ヲ最モ石盤石ノ著然タル特性トス英名之ヲスレーチイ，クリペイジSlaty　Cleavageト云ヒ独名ヲ

トランスウェンサル・シイフェウルングTransvensal　Schieferungト名ツク余ハ今假二独名ヲ取リ地層

線ニー致セサルモノヲ縦割ト云ヒ全線二平行一致セサルモノヲ横割ト名ツケ以テ之ヲ区別スヘシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

真正ノ石盤石ト名ツクルモノハ縦線ヲ右スルモノヲ云ト錐トモ其組織堅硬緻密ニシテ剖ケテ簿片トナル

粘土質ノ変性石ヲ横割レヲナストモ又名稻ヲ下スモノナリ爽色ハ通常無色，1XV，iF鼠色黄色赤色紫色又ハ緑

色ナルモノアリ此無色ナルモノハ多クハ炭素分ヲ含ムニ係リ青黄赤紫ノ色沢ハ時トシテ酸化鉄ノ作用二

由リ緑色ハ多ク緑泥石ノ混在スルニ係ル盤エハ雄勝石盤石ハ炭分ノ爲メニ黒色ヲ現ハシ縄関ノ石ハ酸化

鉄ノ爲メニ赤色ヲ有スルカ如シ去レハ石盤石中鉄分ノ現在スルハ更二怪ムニ足ラスト雌トモ炭分ヲ含ム

ハ亦苛ナラスヤ典理分明ナラサリシカ娩近学者ノ脱二曲レハ石盤石ノ成出スルノ始二於テ其沈積物中二

埋没セラレタル小有機体（植物動物）ノ漸次角体シテ終二炭分ノ残遺シタルモノナリト云フ左二挙クル

モノハ多クノ分析成果ヨリ平均シタルモノニシテ石盤石ノ成分ヲ慨知スルニ足ル

硅酸　59．00

酸イヒ鉄7．40

加爾茜1．60

遭達　1．10

欝土　　　　　　　　20．00

苦土　　　　　　　　　2．80

加巫　　　　　　　　　3．50

揮発分（水分・炭分等）4，00

通計　　　　　　　　99．40

通常石盤石ナルモノハ其成分及共色ノー’ewナルモノト雌トモ若シ共石中縞目ノ如ク変色ノ物アル乎或ハ

変点愛色アルモノハ通常ノ石盤石二非サルヲ以テ特二之ヲ区別シテ纏目石盤石斑点石盤石ト名ツク而シ

テ石盤石中屡々バ現出シ来ルモノハ硫化鉄，硅石，炭酸加爾基及ヒ粘土球（Concreation）ナリ共顕山ノ

形二由テ英国ノ坑夫是二種々ノ名総ヲ附ス即チ石盤石中硬固ニシテ割レ難キ帯或ハ筋ノ如キモノアルヲ

「ポストnと云フ又組織怪分ヲ異ニスル帯條ノ部分アリテ鳥二割レノ向キヲ変転セシムルモノ之ヲ「A’

ントJト云フ又石中異様物質硅土及ヒ硫化鉄ヲ通常トス円形或ハ欄円形ヲナシテ点々斑布スルモノヲ

「クライチス」ト云フ又硅石或ハ加爾基硫化鉄等線脈ノ形ヲナスモノ之ヲ「ペイン」ト云フ以上ノ「ポ

スト」「ベント」「クライチスJ及「ベインJト名ツクルモノハ石盤石中最モ忌ル所ノ障磯物タリ然レド

モ別二是等ノ顕象ナクシテ割レ難キモノハ共成分分子ノ粗ニシテ且ツ組織ノー様ナラサルニ因ル

右二記スル所ノ石盤割レ即チ竪割レ横割レノ外二其方向ヲ定メス甚タ不規則ナルー租ノ裂紋アリ之ヲ

「ジョイント」ト名ク此ノ裂紋ハ地層ノ動揺二由テ生シタルモノニシテ石盤石ニハ大二忌ム所ノモノナ

リ
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O地質ノ関係　地質学上名盤石ノ配置ヲ考フレハ最古ノ地層即チ箏一71竺塑ノ属ヨリ出ツルモノヲ普通ト

ス而シテ其世期中励ンブリヤン」「サイルリヤン」「デポニヤン」及「カーボニヤフエロース」ト名ツ

クル地層属二在ルモノ多シ即チ英佛独及ヒ合衆国ノ石盤石是ナリ然レドモ尚ホ新世期二属スル地層属二

出ルモノ無キニアラズ則チ「カウカサス山及南亜ペネジュラーノ石盤石ハ箪子堆翠「クレタセチスJ属

二出テ瑞西国ノ石盤石ハ箪手堆柳ノ最下二位スル「イオセンJ層二出テ我力雄膿石撃石ハb？｛ぎ子属

二出ツルカ如シ即チ石盤石ヲ生スル諸国ノ地質ハ概ネ左ノ如シ

　英国「カンブリヤンJ「サイルリヤンJ「デポニヤンJ「カーボニフェロース」属

　瑞典「サイルリヤンJ属

　合衆国　　全

　佛国「デポニヤンJ

　独国　全
　日本（雄勝）「トライヤス」属

最古ノ地層即「カンブリヤン」及ヒ「サイルリヤンJ等ニアル石盤石ハ甚タ堅硬緻密ナレドモ地質若キ

ニ随テ其硬性ヲ減少スルモノ常ナリ故二我力「トライヤス」ノ石盤ハ英国「カンブリヤンJ二出ツルモ

ノニ比スレハ蓬二柔軟疎霧ナルカ如ク概シテ言ハ・地質彌ヨ古ケレハ石質倍ス堅硬ナル理ナリ然レトモ

之ヲー定ノ法則ト爲スベカラス亦或ハ其成分物質二因リ硬柔ヲ異ニスルモノアルハ理ノ然ラシムル所ナ

リ

orスレーチイクリベイジ」即縦割ノ原因前條二記載スル石盤石固有ノ縦線ナルモノハ地層線（Line　of

stratification）二多少ノ角度ヲナシテ生スル所ノー種特別ノ剖割線ナリ而シテ其縦割ト横割トノ性質ヲ

区別シ始メテ其理ヲ説明シタルモノハ英国ノ理学者セジウィック氏ナル者ニシテ千八百十五年ニアリ此

縦割ヲ石盤石成分ノ化学変化二由テ結品物ヲ生シタルニ因ルノ理ヲ説キ次テ博士デラベッヒ氏ハ地球上

電気力ノ作用二原因スルコトヲ説明シタリシモ後竺厘及ソーアベイ氏ハ前説ヲ破却シ全ク坤中イ年

力二由来スルコトヲ詳明セリ即チ圧力トハ上部ヨリ来リタルモノニ非スシテ地層ノ側面ヨリ来リタル圧

搾力ヲ言フ則チ之ヲ器械的理論（メカニカルセヲリー）ト云ヒ近世ノ学者ハ総テ此説ヲ信用スルニ至レ

リ去レハ此理論ヲ説カントスルニハ如何ナル圧力ノ側面ヨリ来リタルヤヲ説キ次テ本論二及ボサザルベ

カラズ左レハ我地球ノ中心ハ尚ホ武烈ノ熱ヲ有スルニヨリ（火山ハ即；t－’証ナリ）其中心ト其中心二近

キ部分ノ物質ハ皆ナ溶解シテ流動体ナルヲ以テ地球中心熱ノ徐々二滅少スルニ随ヒ其物質ノ容積モ亦漸

々縮少セサル可ラス是ヲ以テ此流動物ヨリ成立スル地球ノ内部ト固形ナル地層トノ間二自ラ空隙ヲ生ス

ルカ如キ勢アルニ由リ元来固形体ナル地層ハ其内部ト共二其容積ヲ収縮スル能ハス莚ヲ以テ地層ハ攣剥

ノ如キ形状ヲ爲シ此際発生スル所ノ圧搾ハ上部ヨリセズシテ側面ヨリ来ルモノナリ即チ石盤石ハ素ト無

形体中多少結品物ヲ含有スルニ由リ長形或ハ片形ナル分子ノ横臥錯雑シタルモノ爲二直立シ而シテ片形

ナル分子ハ面ヲ圧力ノ方向二直角シ全ク分子ノ位置ヲ変転シ以テ石体中一新組織ヲ生出セシヲ以テ地層

線二反対シタルー種特別ノ剖割線ヲ生セシナリ此理ハ吾人理学ノ経験二因テモ亦モルコトヲ得ルモノナ

リ剰ヘソァベー氏ハ顕微鏡ヲ以テ石盤石ノ組織ヲ督査シ彌ヨ論理ヲ固フセリ且ツ此縦割ノ原委ハ理学的

論理二由ルノ証尚実地二照シテ見ルペキモノ多ク軌近学者ノ信用ヲ置ク所ナリ然レドモ稀レニハ＊塵石

ノ地下ヨリ上昇シ地層ノ勢裂二圧入シ其左右ノ地層爲メニ側面ノ圧カヲ受ケ其区域ヲ限リ奪輩ヲナシ石

盤石二化スルモノアリ斯ノ如キ変化ハ其地方二固有スルモノニシテ英名之ヲ「ローカルメタモルフイス

ム」（地方ノ変化）ト名ツケ決シテ大ナル広裏アルモノニアラサルナリ即チ前條ハ石盤石ノ特性タル継

割ノ原理ヲ略説セシモノニシテ今石盤石ノ成来ヲ概論スレハ石盤石ヲ生スルニハ第温非常ノ時ヲ要ス故

二古期ノ地層属二非サレハ之ヲ生ゼズ決シテ第二世期ノ如キ年若キ地層ニハ現在セサルモノナリ第二圧

力第三地熱ノ爲メニ変性シ以テ此類ノ不質ヲ顕出シタルモノナリ」
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　4－8　東京大学創設過程と地学

　沼津兵学校　1868明治元年，幕藩体制崩壊の跡を引継いだ新政府はとりあえず旧幕府の開

成所を再興して開成学校とした。一方新政府成立とともに，徳川家は江戸より駿遠の地に移

封され，これに伴って多くの幕臣は主家に従って静岡に移動したが，このうちに旧開成所の

有力な教授陣も行をともにするものが多かった。徳川家は移封後ただちに幕臣の子弟教育の

ため静岡学問所を興し，中村敬宇，津田真道が中心となりこれを迎営した。つづいて近代士

官を獲成する目的で沼津に兵学校を開校した。この学長には西周が就任し教授頭を兼ね，伴

鉄太郎，塚本桓甫，赤松大三郎，乙骨太郎乙らが教授として参加した。1869明治2年には，

兵学だけでなく各般の学芸を併せ教授することになった。この兵学校は明治初期のモデル校

的存在であり，來京における新政府の朝令暮改的な学校運営とは対照的であった。1872明治

5年，沼津兵学校は政府の命令で兵学寮に吸収され，教授陣も東京に移ってしまったため開

校以来僅か4年で解散してしまった。ここで，酉あるいは赤松が草案した学校規則の一部を

紹介し，その中で取り上げられた地学関係学科の位置付けをみてみよう。

（西周全集巻3　470頁による）

　　　徳川家沼津学校追加掟啓

　（序文）　　覚

此度岱表学校二於而以来文学も相兼文武両道之学術教授致候様被　命候二付右文学科目井井二入学授業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
之手続簿此度追加左之通掟沓相定候間向後当支配より文官仕巡之志願有之面くは此掟轡之條く堅く相守
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　　●
修業可被候事

　巳4月（注明治2年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括

　（本文）中略

第2條　文学之義は政律史道医科利用科之4科二有之候事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第6條　利用之科は窟国之源を開き民生を厚うするの根本にして総而土木之功2S械之製，6　水利砿山樹

　　　　芸農耕等之那を司り候人材を致教育候礁

第16條　利用科は全く兵学資業生二同様二有之但シ斌銃砲操錬之課を除キ化学動植学駅文之繰医学試業

　　　　課目二同様之事

　　　　注　兵学資業生学課（第46條）

　　　　　外国諮　英佛之内　壷科　究理天文地理歴史の大略　数学　沓史購瞼　図垂　醐馬　試銃

　　　　　砲　操練

　　　　　医学資業生（第15條）受業　化学　概耽井無機性体舎密迄　動植学概論　訳文　格物　化

　　　　　学等之内　　　　　　　　　　　　　　　　，

第26條　利用科之本業科目は第9表之通り

第31條　利用科之本業生は御領内大工作土木等之那イ∫之候節は学校頭取より添翰を以て突地修業之爲見

　　　　分糖越候義被相許候事

　教授課目をみると，ここで地質学・鉱石学が取り上げられていることが注目される。又地

質という言葉が幕末以来一般に認められていることを物語っているのに，今日いわれている

鉱物の意味が明確になっていない。鉱物の呼び名も金石，鉱石，鉱学，鉱属，鉱物または砿

物といわれ混乱している。しかし西らの旧幕府時代のオランダ留学の新智識人が地学の重要

性を認たことは条文にあるように窟国の源を開き民生を厚くするという点に砦目していたか
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第9表　沼津兵学校利用科之本業科目

　　　　（徳川家沼津学校）

1869明治2年

129

数　学　　微分インデグラール　積分ヂヒランシァール測　量学ゼオデシー托

格物学　　靖雨学メテオロジー　天文学アストロノミー臣

化判轍性体舎密・リオルガニ・ク受

　
　
　
　
　
業

鉱石学　　ミネラロジー●　　●　　●　　　　　　　　●　　■　　●　　●　　●　　●

地質学　　ゼオロジー●　　o　　●　　　　　　　　●　　●　　●　　●　　●

器械学
気体工一ロスタチク　動静学エヂナミックヨリ　流体ヒドロスタチク・
動静学エヂナミックニ至ル

経済学

備　考　　談天

格物入門

らであろう。西は兵学校の頭取としての実績を買われたためか1870明治3年，新政府に招か

れ兵部省出仕となり，大学の学制取調御用掛を兼勤した。この頃，西にはオランダ教育法規

を翻訳した「和蘭大学法令Jがある。その第4編試業ノ事

第115條　1，数学井二格物家学ニテハ

　　　　　　甲　数学井二格物学士

　　　　　　乙　化学ノ学士

　　　　　丙　造化史ノ学士ヲ得ヘキ事

第116條　1．右三科ノ学士ノ半得業生試業ハ何レモ同様二而
　　　　　　　　　　　　　Schaeoiseche　　　　　　　　　　　　　アナリ　チーセ

　　　　　　甲　高等点窺　シヘリーセ　三角測法井二分析測量法微分積分ノ基本
　　　　　　　　　フル　フオンデル
　　　　　　乙　実試上ノ格物学
　　　　　　　　　　　　　　　アナリス
　　　　　丙　化学井分析化学ノ分析

7儒勘ドや　　　　　　　9一ル

　　　　　丁　鉱学地学植学井二動学

第119條　1．造化史ノ学士試業ハ

　　　　　　甲　本草及獣学ノ全体ヲ広ク学フ事

　　　　　　乙　比較ノ解剖術
　　　　　　　　　　　アロルド　　　　　　アルフ　　　　　　　　　　　　　ハ　レ

　　　　　　丙　鉱（土）学井二鉱学井二前界学（古体）ヲ広ク学フ事

　明治3年正月に西は津和野藩主亀井輩監に文武学校藩本並規則書を上申して学政に関する

意見を述べた。この中でも文学之科において利用科を置くことは同じであるが，課目に入れ

替えがあるのでこれを転載する。

1，利用科本業生繰目は第10表之通

1．利用科之内二而土木器械之事二関リ候者は器械学ヲ主とし砿山農難等二関リ候者は年学ヲ主と致

　　候事各当人之好尚二任候義二有之候得共廃不相成候様可之有事

1，古界学は必ス此科二属せす史道科之造化史之次二地質学古界学ヲ学ふを正路とす今姑く地質学中

　　之一分として此二加列する耳
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第10表　津和野藩　文武学校基本（案）本業生科目 1870明治3年

初　　　　　級 第　　2　　級 第　　3　　級
ホーゲン　アルゼプ， インテグ，一ルヂヘレンレアール ゼオデレー

商等点寵 微　分　積　分 測皿学

ホーゲンメートやニンゲ

高等幾何
ヒードロスタチツタρナξツク

雑械学 流体動静学
ニーロ　　スタムクジナ鑑ツク

授 気体動静学

格学

メテオロジ アストロノ建鱈

晴雨学 天文学

業
　　　化学
　　　　　●　　●

オルガニツク

機性体分離
撫学
・
知石
t
’

い鉱
・

ホリユゆジロ

鋳砿術
ゼオロジロ　　　パレカントロジロ

地質学・古界学
…　　　　　　　　　　　　●　　　　●　　　　●

：
；xk

鰯済〃期経

と世かれている。和蘭大学法令と文武学正基本並規則杏の上記内容からみて，同年代に沓か

れたものとは思われない。いずれにしても西が大学の学制取調御用掛としてへ影響が政府の

洋学系の教育すなわち，大学南校一南校にたいする教科目に深く及んでいいるのではないか。

　開成学校から東京大学創設　1868明治元年，新政府は旧幕府の昌平盤を復興して昌平学校

とし，っいで開成所を開成学校とした。明治2年，新政府の教育政策は国学を中心とした系

列に昌平学校を強化して大学校を設立した。これに伴って洋学系の開成学校は大学校の内局

となった。同年，和漢学者閥の抗争のため大学校は大学（本校）と改称し，開成学校は大学

南校，医学校は大学束校の三者併立の形態に再編成された。1870明治3年に大学規則及び中

小学規則が発布された。この大学規則の要点を引用すると

「学体

道ノ体タル物トシテ在ラサルナク時トシテ存セサルナシ典理ハ則綱常共事ハ則政刑学校ハ斯道ヲ講シ実

用ヲ天下国家二施ス所以ノモノナリ然ハ則孝悌鼻倫ノ教治国平天下ノ道格物窮理日新ノ学是皆血シク窮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
服スヘキ所ニシテ内外相兼ネ彼此相資ケ所謂天地ノ公道二基キ智識ヲ世界二求ムルノ　聖旨二副ハンヲ

要ス勉メサル可ン哉……

　　　中略

　学科

灘｝略す

　理移　格致学　星学　塾翠学　奪石学　動物学　植物学　化学　重学　数学　器械学　度量築

　　　造学
　医学　（予科）　数学度皿　格致学　化学鉱土　動植学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●
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　文科　　略す　　　　亀

　以上のように大学は5学科より成りその中の理科に地質学・金石学が明記されている。こ

の規則発布に基いて，大学南校の専門科は法科，理科および文科の3科よりなり，理科の学

科は窮理学，植物学，動物学，化学，地撃学，器械学，星学，三角法，円錐法，測量法，微

分積と寵載している。（しかしこの当時，専門学科は開講する能力は持ち合せなかった。）

　次第に文明開化の進展する社会情勢のもとで，大学の内部は絶えず新旧勢力の抗争，教育

行政官と教官との軋礫のため，ユ871明治4年大学は内部から解体し，行政部門の流れは文部

省創設へと変貌した。大学解体に伴って大学南校は単に南校になり，さらに翌年には，文部

省によって学制が布かれ，学区翻を定められると，南校は第一大学区第一番申学となり，動

植地質砿山学は上等中学の教科の中に組み込まれていった。1873明治6年，第一番中学ほ再

び改名して開成学校，つづいて翌明治7年に東京開成学校になった。このことは，当時上等

中学生の卒業が近くなり昇進の途を開くため専門学修得の課程が必要になったことに起因す

る。東京開成学校の教則により（明治8年）当時の規模をみることにする。

第1條

第2條

第3條

　　第1

　第2
　第3
　第4
　第5

学校ノ目的及編制

東京開成学校ハ文部省ノ所轄ニシテ諸学科専門ノ生徒ヲ教育スル官立大学校ナリ

此大学校ハ内外人ノ学力其任二堪ル者ヲ挙テ教授トシ諸科専門ヲ教授セシム
　　　　　つ　　　の　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

此大学校ハ現今五箇ノ専門学校ヲ合併シテ成ル者論シテ其目左ノ如シ

法学校

化学校（理学科）

工学校

諸芸学校

鉱山学校
■　　◎　　■　　o

　このうち5番目の鉱山学校は独語科の生徒のためにであった。鉱山学校の学科順序の中で，

本科第3級として，三角術，査法幾何，測量学，微分積分，化学，物理学，器械学，金石学，

地質学，金属学，画学が列紀されている。1875明治8年，諸芸学科と鉱山学科は開成学校開
り　　の　　　の　　　　　　の　　　ほ　　の

設当時在学の仏独二語科生徒救済のため設けたもので，生徒が卒業したことを理由に廃止さ

れた。その結果学校は法・化・工の3専門学科と仏語物理科の編成になってしまった。旧鉱

山学生徒は化学科へ希望転科するなどの便宜を計った。翌明治9年の改正諸学科課程による

と，地学関係科目は化学科に移されていた。すなわち

　　　化学本科課程（地学関係のみ技粋）

　第1年本科下級
　　　金石学

　第2年本科中級
　　　地質学

第3年本科上級
　　　採鉱学（地質調査　測量　掘鉱　撰鉱）

　　　工学本科課程

第2年本科中級
　　　地質学
　　　　o　　　●　　●
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第3年本科上級
　　採鉱学（地質調査　測量　掘鉱及撰鉱）

　1877明治10年3月，文部省は太政官に「一・…前略今般開成学校医学校ノ名柵ヲ改メ更二各

科ヲ並列シ之ヲ包括シテ束京大学ト唱候様致度此旨相伺候也」の内容の伺書を提出し，審議

の末認可されたので，ここに束京開成学校と東京医学校を包合した法・理・文・医の4学部

をもっ束京大学が誕生した。理学部における学科の統合について，東京大学法理文三学部第

6年報中に「理学部ニハ従前ノ化学課程ヲ以テ本部ノ化学科課程トシ是亦更二改革ヲ加フル

事ナシ工学科モ亦徒前ノ課程ヲ用ヒ唯典最後ノ1年二於テ之ヲ土木機械二両分スルノミ但シ

数学物理学凪学ノ科生物学科単輩学坪鉢学イ移ハ傘ぞ今回イ型解二係ル而シテ本部ハ愈々純

正，応用ノ両学術ヲ更張シ以テ並々学徒ノ塑二応セントス」に述べているように5学科をも

って縮成された。地学関係の学科課程は

　　as　5地質学及採鉱学科

　1．本科ハ3年間地質学及採鉱学ノ両科共二異同アルヲ以テ第2年ノ初二於テ；9－一科ヲ撰定スルヲ要

ス

　　第二年

金石学　石質学　地質測皿　金石識別　検質分析　採鉱学　随地測皿及地踏図　地質巡検　英吉利甜

法蘭西踏或日耳曼踏　動物学×　植物学×

　　第三年

古生物学　地質沿革論　定量分折　法蘭西踏或口耳曼踏　和漢文学　岩石化学識別実学×　地質巡検×

鉱砿淘汰法△　冶金学△　検質吹管分桁△　機械図△　鉱山操業ノ突修△

　　第四年

地質学×　日本地質学　地質図及衷面地質学　岩石顕微鏡査寮　和漢文学　卒業跣文　採鉱学△　地中

測量　皿学　定皿吹管分折　試金　冶金学及鉱砿淘汰法突験　鉱山賭業計燈　定皿分析　造管学　鉱山

巡視　和漢文学　卒業疏文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×印ハ地質学ノミニ課シ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム印ハ採鉱学ノミニ繰ス

となっていた。

　1880明治13年9月になり，地質学及採鉱学科は地質学科と採鉱冶金学科とに分割された。

その結果6学科となり，学科課程も変更された。すなわち

　　第5地質学科

　　　第2年　　（時間配当を省略した）

塾翠砂芋険　傘石学　傘石嘩別　検質分析　吹管検質分析　採鉱学　陸地測量ノ地lts図　動物学　植物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　●　　●学　地質巡検　英吉利譜　法閲西硲或独逸硲

　　　第3年

古生物学　岩石識別実験　化学識別爽験　地質測量及変働地質学　石質学　定Eil分析　地質巡検　法蘭
　　　　　　　　　　

西晒或独逸踏

　　　第4年

岩石準別　化石識別各実験　岩石及金石顕微鏡査察（講義及実験）地質測皿及表面地質学　応用地質学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　●　　●　　●　　■地質巡検　卒業諭文

　　第6採鉱冶金学科

　　　第2年　　（地学関係のみ集録）
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金石学一一石質学　金石識別　検質分析

　　　第3年

吹管検質分析　地質沿革論

　　　第4年

応用地質学

　以上のように両者の区別を明確にした。翌明治15年には，採鉱冶金・地質両学科の第4年

の課程中の応用地質学を除き，地質学科のみに鉱物床形論を加えた。

　1885明治18年末に理学部中の採鉱冶金はじめとする諸学科を分割して工芸学部が設置され，

同じく同年末工部省が廃止になったため所管の工部大学校は文部省に移管された。翌1886明

治19年3月帝国大学の開設に伴って，旧工部大学校と東京大学工芸学部とを併せて工科大学

が設置された。この時理学部は理科大学となった。同様に各学科課程を再録すると

　　地質学科

　　　第1年　　（配当時間割省略）

鉱物学　地質学　動物学　化学実験　植物学実験　地質鉱物学実験　独語　地質巡検

　　　第2年

古生物学　岩石学　品像学　動物爽験　地質及鉱物学実験　化学実験　独語　地質巡検

　　　第3年

吹管分析　地質及鉱物学特別編　地質及鉱物学実験

　　採鉱及冶金学科　　（地学関述学科のみ）

　　　第1年

鉱物学及地質学　鉱物識別

　　　第2年

鉱物識別　吹管分析

　　　第3年

鉢騨

以上の学科課程をみると理科大学になって地質学科の鉱物床形論は消えて，工科大学の採鉱

冶金学科に鉱脈論が置かれたことが嵜異な感を受ける。

　以上の本文は主として東京帝国大学五十年史（1932年）上一1，上一2を各所に引用した。

　教師と学生々徒　新政府による学制整備の過程は前節で可成り詳しく述べてきた。1869明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

治2年，開成学校の復活とともに政府は語学（英・仏）の教師としていわゆるお雇い外国人

2人を雇い入れて，同年入校した生徒の教育を再開した。その後，長崎英語学校よりフルベ

キを招き，大学南校一南校の教頭ととして語学教育の充実を計った。1870明治3年，大学規

則が発布され太政官は「大学南校二於テ外国人教師御雇相成人材教育被爲在候間藩々二於テ

……中略……16才以上20才マテ人材相撰來ル10月迄二南校へ可難出候，……」（太政官日誌，

明治3年第29号）なる布告を出した。当時は廃藩が実施される以前であったため，各藩は人

材を中央に差し出すことを渋っていたことが原因の一つであった。この南校への差し出し，

いわゆる貢進制度ができ，差し出された生徒は貢進生とよばれた。翌明治4年はじめの貢進

生名簿では310人が登録され，そのうち英語を修めるもの219人，仏語を修めるもの74人，独

語を修めるもの17人であった。貢進生制度は同年大学本校の閉鎖とともに廃止になったので，

貢進生は一度退学の上改めて，再開された南校に優秀なものが選らばれて入学を許可された。
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この時，貢進生のうちで鉱山・地学関係者を挙げると，小浜藩和田維四郎，大垣藩関谷清景，

重原藩岡野八十吉，水口藩岩谷立太郎，津和野藩小藤文次郎，熊本藩安東清人（唐沢富太郎；

貢進生52－67頁）の人々であった。

　一方，語学教育に従事していたお雇い外国人教師のうちには学力が生徒にも劣るものや，

また人物が適当でなかったものもいたため，こんこの学年進行に伴う専門学科開設に必要な

教員の招聰はかの地で選定すべしと田中文部大丞によって建議された結果，鉱山学1名を含

む理工科専門4名の出身国での採用が決定した。1871明治4年，ドイッ人鉱山技師カール・

シェンクが独語教師として南校に招かれ，2年後の明治6年に，南校が開成学校になり専門

学科として鉱山学が置かれたとき鉱山学の教師となった。シェンクの場合は専門学力其任に

堪る者を挙げて教授としての本校の条項によって，籍学教師から専門学の教師になったもの

と思われる。

　この時，南校から開成学校へ進学した学生の間に海外で直接専門教育を受けたいという留

学の機運が高まった。学生鳩山和夫らが校長出山義成，副校長浜尾新に提出した建白書1）の

第4に「従来の海外留学生を見るに，官は学術を定めず，生徒をして適宜に勉強せしむ，故

に或ひは方向針路を禍るもの少しとせず，血しくその研究に若意するところを定むぺし，そ

の潜意たるや多々あるに非ず，法学と理学のみ，理学は即ち嘩山なり，舎密なり，機械なり，

天文なり，埠翠なり，この数種の中より必要なる学術を若意研究せしむべし……Jを魏むと，

理学という言葉の内容と砿山・地質は当時にあっては重要な学問であったことが短える。こ

の建白書が提出されて間もなく，文部省は第1回文部省留学生（明治8年）を選考した。留

学生11名中，鉱山学科（学校）の安來清人がドイツ，フライベルグ鉱山学校に留学すること

になった。この年鉱山学科は廃止になったため，在学中の和田維四郎は退学した。神保小

虎2）によると，「和田氏の演述に次の事実あり，（括弧内に余が附紀してあり）和田氏は開成

学校のドイツ部（鉱山の学科を主眼とす）の学生となり，明治8年（1875年）其部廃せらる

るに及びて特に其教師たりしカール・シェンク（Karl　Schenck）氏の証明瞥を得たり，是れ

は和田氏の学術上の成績を乖し・且つ其鉱物の研究に志厚きことを述べし者なり，之に因り

て見れぱ和田氏の学の研究に志せしこの古き事を示し，同氏が日本の鉱物学に於ける活歴史

たるを証するに余あり，シェンク氏はドイツ国スッ，トガート市の人にして，典頃開成学校に

有りし鉱物学の講義は明治6年（1873年う頃に始まりたり，之を以て本邦に斯学を開きたる

始と為すべし」と記述した一文がある。このように和田はシェンクの証明・瞥を符て，東京開

成学校の助教に任命された。この年，シェンクは任期終了で解雇され婦国した。シェンクの

後任として，北海道開拓使でライマンのもとで助手として地質鉱床の調査に従礁していたヘ

ンリー・エス・マンローが化学科の教授となり地質学・金石学を担当することになった。先

に述ぺた田中文部大丞の建議による理科専門教師の出身国での撰衝すべき意向に基いてか，

ドイツから金石学・地質学・鉱山学の教師としてエドムンド・ナウマンが東京開成学校に招

聰された。ナウマンが来日したとき折り悪く担当する予定の鉱山学科が廃止されておりその

上ムンローによって地学関係の授業がおこなわれていたため，ナウマンの職場がなかった。

そこで文部省はナウマンを一時嘱託として，とくに金石取調所を設置して国内の金石調査に

1）唐沢富太郎：貢進生　117頁

2）神保小虎：我邦に於ける鉱物学の歴史　地質学雑誌Vo1．10，444頁
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従事させることにした。

　ナウマンと和田は金石取調所の主任となり，和田は各府県から寄せられた鉱物の試験結果

を「各府県金石試験記」として文部省から出版（明治9年）した。1876明治9年2月ムン

ローが解雇された後，同年8月ナウマンは東京開成学校の教授となり華讃を以て金石学，地

質学，採鉱学を教えた。この年，第2回の文部省留学生10名が決まり，そのうち工科中級の

関谷清景がイギリス，ロンドンユニベルシチー・カレーヂに留学した。関谷は帰国後，東京

大学の地震学の教授となった。1877明治10年に岩谷立太郎は東京開成学校を卒業して，鉱山

学研究のためドイツのフラィブルグ鉱山学校に留学して鉱山学とくに冶金学を専攻した。こ

の人も後に東京大学の教授になった。＊岡野八十吉は後年地質調査所の地形課長を務めたこ

とになっているが，東京開成学校の卒業のことについて明らかでない。またこの明治10年は

東京大学が創設されたため従来の東京開成学校は閉鎖され，その代りに理学部が設置され，

地質学及び採鉱学科が新らたに加えられた。

　この年の7月に貢進生の一部（化学科）は東京大学理学部の第1回の卒業生となった。貢

進生出身の化学科の学生は翌11年7月までに全員卒業していた。明治8年の開成学校の化学

科在籍者（渡辺渡を含む）15名中に小藤文次郎の氏名がないところをみると，小藤は工学科

に在籍していたものと思われる。新らたに設置された理学部地質学及採鉱学科に入学した学

生は小藤文次郎，山下伝吉，巨智部忠承，西松次郎，城戸種久（以上地質専攻）と渡辺渡，

大島道太郎（高任の息子）ほか2名（以上採鉱専攻）であった。大学となつた理学部地質学

及採鉱学科の教授にはエドマンド・ナウマン（金石学及地質学），クールト・ネットー（採

鉱学及冶金学），今井巌（治金学及日耳曼語），助教として和田維四郎（金石学及地質学）が

任命された。1879明治12年2月渡辺は採鉱学科，同じく7月小藤は地質学科の各々第1回の

専攻者として卒業した。また既に開成学校において得業した和田の金石学（鉱物学）と共に，

わが国における正式の学校教育による近代地学の専攻者の誕生すなわち新しい専門職業の発

芽をみたわけであった。一般に日本の近代地学はこの年から展開されたと述べられている。

一方，工部大学校においても採鉱冶金学にジョン・ミルンが招聰され，地学関係の教業も併

せ受持って1879明治12年に第1回卒業生を出し，そのうち冶金出身者ではあったがとくに地

質学専攻を措定して，卒業と同時にイギリスに留学させたことは己に述べたところである。

　本稿はこの第1回の卒業生を出したところで一応閣華することにし，以後の地学の発展史

については己に出版されている史害に譲ることにする。参考までに東京大学のお雇い外国人

教師と日本人教師の連接と明治20年までの卒業生をあげそのうちの主もな出版物について紹

介しておく。

外国人教師（東京大学以降）

ナウマン（金石学・地質学・採鉱学教師）

1875明治8年　来日

羅鱗1員）棘大学理学部（教授）

　　　　　　　　　（地質調査所）

＊岡野修蔵
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1885明治18年帰国

ブラウンス（地質学・金石学・古生物学教師）

i講離i；瀦晶）鰍学理学部（㈱

ゴチェ（地質学・古生物学教師）ドイッキール大学

糊鱗1鱗畠）棘大場脚（教授）

ミルン（地質学・鉱山学教師）

鵬麟6剤工部省工学編部大学校欄大譲群

日本人教師

原田豊吉　ドイツ留学（1874－一　　古生物学）

　フライペルグ鉱山学校（1880卒）

　ハイデルベルグ大学・ミュンヘン大学

　　ウィーン国立地質調査所　勤務

，1883明治16年　帰国（地質調査所次長）

1884明治17年4月　來京大学理学部教授（兼任）

小藤文次郎（ドイツ留学）地質学（岩石学）
　　　　　　　　　　　　　　

　ライプチヒ大学（1881一　　ミュンヘン大学（1882－

1884明治17年　帰国　東京大学理学部講師（5月）

1885明治18年末　　　束京大学理学部教授

1886明治19年3月　　帝国大学理科大学教授

和田維四郎（ドイッ長期出張）金石学

　ベルリン大学（1885－

1877明治10年4月　　　東京大学理学部助教

1885明治18年7月　帰国（地質鯛査所長）

　　　　　　10月　　　束京大学理学部教授（兼任）

渡辺　渡　ドイツ留学　　採鉱学・鉱床学

　フライベルグ鉱山学校（1882・－1885）

1879明治12年4月　東京大学理学部准助教

1885明治18年11月　帰国

　　　　　　12月　東京大学理学部講師
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1886明治19年3月　帝国大学工科大学教授

卒業生　　地質及び採鉱学科

　　　　明治12年2月　渡辺　渡口

　　　　　　〃　　7月　小藤文次郎ロ

　　　　明治13年7月　巨智部忠承o（4等技師）

　　　　　　　　　　　　山下伝吉o（1等技手）

　　　　　　　　　　　　西松二郎

　　　　　地質学科（9月以降分離）

　　　　明治14年7月　富士谷孝雄口

　　　　明治15年7月　横山又次郎ロ

　　　　　　　　　　　　中島謙造o（1等技手）

　　　　　　　　　　　　山田　皓o（1等技手）

　　　　明治16年7月　鈴木　敏o（2等技手）

　　　　　　　　　　　　菊地　安ロ

　　　　明治17年7月　三浦宗次郎o（2等技手）

　　　　明治18年7月　奈佐忠行o（2等技手）

　　　　　　　　　　　　多田綱宏

　　　　明治20年7月　神保小虎ロ

　　　　　　　　　　　　大塚専一〇（3等技手）

東京大学関係者の最初の一般向出版物（明治14年卒まで）

和田維四郎　　　金石学（明治9年）

撫西郎訳｝大島火山紀（学芸志林）（明治1・年）

巨智部忠承　　　概測常北地質編（明治15年）

富士谷孝雄　　　地学要略（明治16年）

小藤文次郎　　　金石学一名鉱物学（明治17年）

渡辺　渡　　　　鉱床学大意（明治23年）

137

以上の5冊の内容の一部を資料として提示する。

し　　　金石学　　　　明治9年11月菓准

独逸国博物博士ヨハン子一スロイニース氏原選　　　　　　　　　　　和田維四郎訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　田中芳男閲校

金石学序

邦人訳西籍者。不外物理医術性理経濟等香。而未有講金石学者。化学一科難説金石之事。亦以説明化学

的理耳。未道及金石要領量不一大映典哉。和田維四郎年才二十余歳。深有慨於此。就徳国博士某。講金

□東京大学在籍者

0地質局（地質調査所）明治19年在籍者及地位（ライマン門下の坂市太郎：西山正吾は2等技手）
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石学数年。尋思推求。遂能訳述斯書。斯書係徳国博士猶斑捏羅伊尼斯氏原著。維四郎摘共要。抄訳以便

初学。併及地質学之要訣。猶慮未完全。硝田中芳男校閲。以補其備。……本邦金石之学。將従此而隆

盛。顧不国家一一eellS耶。因録数硲以題巻端。干時明治11年箸雍提格載陽博物局長町田久成

金石学凡例

　1．此害ハ独逸国博物憾士ヨハン子一ス，ロイニース氏著述1870年出版ノ博物沓二因ルト難トモナウ

マン氏著述金石学シルリング氏著述博物学及ヒ其他金石博物ノ諸欝ヲ参考シ又旧開戊学校鉱山教師カー

ル，シェンク氏ノロ授奪二因テ大二原沓ヲ増減スル所アリ要スルニ簡ニシテ事実ヲ細記センヲ欲シテナ

リ。・．9・・r・P略・・。。・・

　1．金石ノ中邦二産セザル者少カラズ又産スル者ト難トモ其名号一定セザル者アリ故二或ハ漢名ヲ用

ヒ或ハ和名ヲ刑ヒ又近来漢訳ノ轡二因リテ新名ヲ下シ或ハ洋名ヲ義訳シ又洋名ヲ音訳スル者アリ
　　　　　　　　　　●　　●　　●　　●　　●　　●

　1．………・・………・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳者　識

　金石学目録

第1細

　総蘭

　第1章　金石形象学

　　　外形　結品学（品面躍形）内形

　　　無定形金石

　第2章　金石物理学

　　　凝力　堅度　粘離力　條痕色　比重　透明　光線ノ屈折　光輝　色　電気及磁力

　第3章　金石化学

第2綴　金石本質学ノ1

　第1種燃砿類
　　第1属　炭砿属

　　第2属　石汕砿属

　　第3属　硫砿属

第3細　金石本質学ノ2

　第2租　金鉱類

　　第4属　　獄iイヒ鉱属

　　第5属　砒化鉱属

　　第6属　純金属

　　第7属　酸化鉱属

第4煽　金石本質学ノ3

　第3種石鉱類
　　第8属　角閃石属

　　第9属　堅石属

　　第10属　長石属

　　第11属　泡沸石属

　　第12属　粘土属

　　第13属　雲母属

　　第14属　輕塩金属

1丁

2丁

19丁

26丁

39丁

61丁

173丁
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　　第15属　重塩金属

　　第16属　塩石砿属

第5編　金石本質学ノ4

　第4種　函石類

　　第17属　歯石類

（金石121種記載）

263丁

　　金石学

　　　第一編

　　　　総論

金石学ハ博物学中ノー科山物学一金石学ト地質学ヲ合スルノ名一ノーニシテ金石ノ性質ヲ説キ日用二給

スルノ道ヲ講スル者ナリ

金石ハ無機体ニシテ動植物ノ如ク死生ノ期ナク生長ノ性アルナシト難トモ往々同租類ノ聚合二因テ其量

ヲ増長スルコトアリ又金石ノ水二溶解シタル者水ノ蒸発二因テ新体ヲ造成スルコトアレトモ斯テ有機物

ノ如ク生育シタル者二非ス又有機体ト錐トモ化石シタルモノハ金石中二算入ス

金石ハ元素ノ化合二因テ成リシ者ニシテ巖石トナルコト竿レナリ

巖石ハ金石ノ混合二因テ成ル者ニシテ地球ヲ造成スル原物ナリ而シテ之論スルハ地質学ノ主トスル所ナ

リ……

　　　　第一章　金石形象学

前略……ヱμ形（又原形）晶形軸ノ位置六種アリ因テ今箪形ヲ共軸ノ位置二従テ六種二別ッ

　O第1租　等軸晶属　　　等軸八面形……

斜方12面形

　O第2租　正方底晶属　正方底八面形……

　O第3種　斜方底晶属　斜方底八面形……

　O第4種　斜立斜方底品属又一斜品属

斜立斜方柱……

　O第5租　斜立長斜方底品属又三斜品属

　O第6租　六方底品属　六方柱……

　　　　第二章　金石物理学

前略……

堅度O金石ノ堅質ハ各体二因テ大二異ナリ故二学士モース氏堅度ヲ設ケテ各金石ノ堅質ヲ比較スルニ便

ニス此堅度ヲー度ヨリ十度マテノ階級二分ツ……中略……

第1

第2

第3

第4

第5

滑石

石塩

方解石

衡灰石

燐灰石

第6

第7

第8

第9

第10

長石

石英

黄玉石

鋼玉石

金剛石

第三編　金石本質学ノ2

　第2租金鉱類
　　第4属　硫化鉱属
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　（23）　黄硫銅鉱一eeSC－ny－Kupferkies　chalcopyrite其皿形ハ正方底八面ナレドモ晶形多クハ細小ニシ

テ且ツ正品ヲ現ハサスシテ群品ヲ爲スコト多シ堅度ハ3度ヨリ4度二至ル此鉄ハ酷ダ黄硫鉄鉱即チ硫化

鉄二似タ堅度レドモ彼二及バサルヲ以テ鎖燧スルモ火ヲ発セズ又黄硫鉄鉱ノ如ク脆カラス比重ハ4．2ニ

シテ其色黄銅ノ如シ吹管ニテ焼キ棚砂及ヒ聾達ト共二熔解スレハ分離シテ銅塊ヲナスナリ其成分ハ34．5

分ノ銅ト35分ノ硫黄及ビ30．5分ノ鉄ヲ含ミ凡テ旧山ノ盤石中二在リ此鉱ハ輝銅鉱ノ如ク多分ノ銅ヲ含マ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
スト雌モ各国多量二之ヲ産スルヲ以テ銅鉱中最上ノ品トス

　　　第四綴　金石本質学ノ3

　　　第3租　石鉱類

　　　　　第10属　長石属Gruppe　der　Feldspathe

硅酸抱合物ニシテ皆多少亜爾加里ヲ含ム而シテ水ヲ含ムコト甚ダ少シ

　（75）　長石　　Feldspathe，　Feldspar其発見スル或ハ葬品或細粒状或ハ緻密或ハ結品ス共箪形ハ2租

アリ共類二因テ同ジカラス即チ斜立斜方柱及斜立長斜方柱ナリ而シテ尋常呈μ形ノ柱身ナル相対スル2稜

飲乏シテ六方ヲ鳥シ底面モ映乏シテ2面ヲ鳥ス共状第48図ノ如シ又分離向分明ナルヲ以テ各塊ヲ破酔シ

テ斜立長斜方柱ノ品形ヲ得ヘシ堅度ハ6度ニシテ脆ク薬状ノ理アルヲ以テ分離シ易シ其内3個ノ分離向

ハ明瞭ニシ1個ハ明瞭ナラス薄片ハ透明ナル者アリ奪常攻璃光アリト難トモ新面ニハ真珠光アリ比瓜ハ

2．6其色多クハ鋤白或ハ赤ナリ尤シテ肉赤ナル者殊二多シ甲二緑黄或ハ無色ニシテ透明スルコト水ノ如

キァリ吹管ニテ焼ケバ透明体変ジテ白色ノ不透明体ト鳥リ漸クシテ稜尖ヲ熔解スペシ棚砂ト共二焼バ無

色ノ城璃ト鳥ル成分ハ砒酸馨土ノ外多少ノ酸化ト対斯恩，酸化素地恩及ビ石灰ヲ含ム此加里（酸化ト対

斯恩）Ψ逮（酸化索地恩）或ハ石灰ヲ含ムノ多少二因ツテ加皿長石（Orthoclase）暫達長石（Albite）及

ビ石灰長石（Labradorite）ノ別アリ……中略……長石ノ・酷ダ漫延シタル者ニシテ所副旧山ノ4分3ハ此

砿ヨリ成ル而シテ此砿ノ大気二鯛レ崩壊シテ無形硅酸（蛋白石）粘土及亜爾加里塩二分解スルニ因テ耕

地二肝要ナル成分ヲ禍ル者ナリ……

　　　　　第12属　　粘土属　Grappe　der　thonsteine

此属ノ鉱石ハ……中略……多クハ硅酸欝土ヲ含メル砿石ノ分壊二因テ成ル故二長石若シ空中二崩壊スレ

バ加巫或ハ闘達ハ溶解シテ流出シ硅酸雛土幾テ粘土属ヲ爲ス……

　（84）　陶土　ヤキモノツチ　Kaoline

一定ノ形ナク其質土ノ如ク綾二分子ノ集合スル而己ニテ更二塊ヲ鳥サス是レ長石ノ崩壊二因テ成リシ者

ナリ光輝ナク共色白色ナレドモ又黄，膏，赤色ヲ帯ブルコト有リ舌頭二粘蔚スルコト少シ多クハ花尚石

及白斑紅石等ノ内ニアリ……

　　　　学芸志林　　　　　來京大学法理文学部細纂

　緒言

学閥ノ方一ニシテ足ラス大要カヲ聯修門二用フヘシト難モ抑亦別二自其見聞ヲ弘ムルノ具無カル可カラ

ス是レ即チ此笹ヲ煽纂スルノ本意ニシテ凡ソ欧米学芸井二其新刊踏誉等ヨリ内外賭名家ノ論説二至ルマ

テ今筍モ学芸二関スルモノハ得ルニ随テ或ハ訳シ或ハ抄シ以テ逐次刊行セントス後生共科業ノ余暇時二

測覧採択スルアラバ材行酒盤ノ功二於テ未ダ必シモ小補鮨クンハアラスト云爾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治10年8月

　学芸志林第1冊
大島火山記 理学部教授　エドマンド・ナウマン著
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1頁

17頁

25頁～40頁

……前略……大島火山ハ即チ成層火山ナリ色ハ薄働若クハ暗拗色最モ多キニ居ル

石理ハ　〔1〕緻密ナルアリ　〔2〕細粒状ナルアレトモ其成分タル金石二至テハ肉眼ヲ以テ識別スヘカラ

ス即チ所謂アナメスチック細粒状二係レリ　〔3〕細粒状ニシテ泡跡ヲ存留スルモノアリ……　〔4〕稀レ

ニ紋理ボリフヰリックアルモノヲ見ル暗鋤ノ緻密質二石灰畏石（ラブラドー）ノ晶形散存シテ班紋ヲ

ナス係ル　〔5〕半破璃ナルアリ　〔6〕亦海綿状ナルアリ……顕微鏡ヲ把テ石質ヲ検スレハ　〔1〕サニジ

ン（加里長石ノ1種晶属第5即チー斜晶属ナリ）〔2〕三斜品長石（長石ノ属ニシテ三斜晶属二結晶スル

石灰長石アノルタイトオリゴクレスヲ合シ云フ又之ヲプラジヲクレーストモ名ク而シテ顕微鏡ノミニテ

ハ噛晶属タルヲ検シ得ルニ過ザス但三斜晶長石中何租二属スルヲ定ムルハ成分二因テ明瞭ナルヲ得ヘ

シ）〔3〕ジヲプサイド（輝石ノ属）〔4〕磁鉄鉱ヲ発見ス……成分ヲ検スルニ壇基性ノ硅酸塩ニシテ加里

長石（サニジン）三斜品長石中ノ石灰長石輝石磁鉄ヲ査看ス皆多fikノサンジンヲ含蓄シ而シテ文理等ヨ

リ究ムルニ其石質トラカイトナルフ疑ナシ蓋シトラカイトノ三斜晶長石ヲ含ムモノヲアンデザイトト云

フ而シテ共角閃石ホルンブレンデ若クハ輝石ヲージャイトヲ含ムニ由テ此レニ角閃石アンデサイト輝石

アンデサイトノ区別アリ大島ノ焼石ハ即チ輝石アンデサイトナリ……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

其焼石中最モ主タル者ノ成分分析表ヲ掲示ス

査検シタル成分　　　　　百分中

硅酸

馨土

第1酸化鎮

苦土

石灰

加里

曹達

水

合シテ

52．42　　　　　　50．60

14。30　　　　　13．80

13．70　　　　　　13。23

　5．38　　　　　　5．19

　9．35　　　　　　9．03

　6．28　　　　　　6。06

　2．02　　　　　　1．95

　0，14　　　　　　0．14

103．59　　　　　100．00

（成分ノ試験ニハコルシェルト氏与テカアリ）

　　　火山暑説　　　（41～48頁）　和田維四郎述

我国今日火山等ノ事ヲ記スルノ書猶稀レニ属ス因テ叢二其梗概ヲ述へ本書参考ノ便二供ス……今火山ヲ

2種二分ツ1ヲ成層火山ト云フ即チ山峯ヲ中心トシテ石質成層シテ四方へ斜昼スルモノナリ1ヲ均質火
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　り　　　

山ト云フ同質石層ノ乱畳シテー凝塊ヲナスモノナリ但所謂均質火山ハ現時噴火セサルモノニ係ルカ故二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

叢二論スル所モ亦皆成層火山二就テ云フノミ…，…中略……活火山ヨリ噴出ノ熔石ヲ総稽シテ焼石ト云ヒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

其質二従テ種別一ナラス而シテ凝塊火山ヨリ墳出セル熔石ノミ独リ焼石ト稔セス唯火山質石ト云フ故二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

火山質石二属スルバサルト或ハトラカイト等ノ現二墳出セラル・モノニ就テババサルト焼石トラカイト
　　　　　　　　　　

焼石ト構シテ互二之ヲ区別ス

　　　概測常北地質編緒言

地質学ハ理科中ノー大業ニシテ其深遠ナル遡乎トシテ幾ト端悦スヘカラス之ヲ学得スルノ難キ知ルペキ
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ナリ余ハ実二明治12年夏ヲ以テ大学理学部ノ教則二遵ヒ茨城県常随国東北ノ地方二就テ地質学ノ実験二

従班セリ其主旨孟シ従来講習スル改ノ学術ヲ委ク爽地二試ミ典査察ノ結果ヲ取テ明年ノ卒業論文ヲ撰述

スル資トナスニアリ既ニシテ成ル所ノ英籍論文タル共載スル放ノモノ固ヨリ虎豹ノー斑二過キスシテ地

方ノ全況ヲ示スニ足ラス而シテ今ヤ尚地質学ノ巡大ニシテ農耶二土木二工作二凡ソ殖産ノ業務二萎ク切

要ノ関係ヲナス所以ヲ示サンガ爲自ラ講劣ヲ柵ラス更二該諭文中ノ要ヲ取リ改刷シテ以テー篇ト爲ス…

　　明治15年5月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理学士　巨智部　忠承踏

　　凡例

前略

　1．従業ノ日数ハ明治12年8月11日二起リ全年10月26日二至ルノ78日ト翌年4月教師ブラウンス氏巡

見ノ際二伴シテ施シタル10日間ヲ合セテ凡ソ90余日トス……
7レンチコンバ乳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猷一曝ン〆ス，キ

　1．用フル所ノ測器ハ路上製図卓，佛製羅盤，路上製図板，箆盒，晴雨計，掘氏塞暖計，穿土杖，
タツイノメロトル

皿角器，鉄槌，石袋トス本細測皿ノ糟シカラサル用器ノ簡SIZナルヲ見テモ推知スヘシ但道路測皿ニハ多

ク路上製図板ヲ用ヒタリ

　1．大峯山及共四近二産山スル塞水石中二存在スル化石ヲ果シテ大煤系統カァボニフェロスニ属スへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シトセハ艶濃不破郡赤坂及武蔵秩父郡三山ノ灰石ト同期層ナルヘシト云フ説アリ然レドモブラウンス氏

ハ猶此ヨリ古層ナルヘシト署定セラレタリ未タ執レカ是ナルヲ知ラス但弦ニハ姑クブラウンス氏ノ説二

従テ繭スト難モ尚此レニ確定ノ名ヲ命セス特二古生層岩ト栂シテ純正ノ変質古層岩石ト相分別セリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　●　　　●
　　　慨測常北地質纏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理学士　巨智部　忠承撰者

　　O概測範囲　　省略　　　1頁

　　O地形概暑　　〃〃　　1－7頁

　　O地質概客　　　　　　7－19頁

抑く土地ノ凸凹平軟ハ地質ノ構造如何二原ツクモノナレハ時二或ハ地形ヲ視テ直チニ肢地質ノ概況ヲ臆

測暑定シ得ルコトアリ現二余力測［lkセル地方ノ如キモ精熟家ノ眼カニ頼ラバー見シテ客ζ其地質ノ主要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヲ識別シ得ヘシ並シ該地質ハ三大部二分ル下段ヲ無屈岩屈トシ中段ヲ変質岩属トシ上位ヲ成層宕属トス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

而シテ傭層岩即チ古流絡岩二属スルモノヲ花岡石グラニット，電気花醐石トルマリングラニット，文花
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
陶石グラフ・トックグラニット，緑石ダイオライトトシ次二変質岩ノ種類ハ頗ル多クシテ片麻石ナイス，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

塞水石，蛇紋石，岩鉄層及ヒ石英，雲母，滑石，緑泥石等ノ劒石シストトシ，成層岩二属スルモノヲ粘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
板石，灰石，砂石，蛮石，舎爾セール，拓発，褐炭トス　　　　　　　　　　’　　・f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●
　無層岩属

花1朗石ハ……中略……今品理学上ヨリ論スルトキハ北部ノ花崩石ハ凝固ノ際二分子結舐ノ緩カナリシモ

ノニシテ南部ハ共急ナルモノノ如シ加之北方ノ花醐石ハ多ク肉色ノ加里長石ヲ包含シ皿ツ少皿ノ黒雲母

ヲ散布スルニ由リ石色淡紅ヲ帯フ其他電気石，石榴石，雲母，長石，水品簿ノ金石ノ凸形穂く大ナルモ

ノ多クハ此二産ス……中略・…・・又両租ノ花岡石中往々暗無色ノ脈石ヲ介ム出アリ緑石二類似ス共成分組

織一様ナラサルモノアルニ由リ今又姑ク2租二分ツ即チ9Uハ多皿ノ角閃石第五式長石及ヒ少皿ノ苦土

雲母ヲ含ミ粗粒ニシテ緑無色ヲ呈シ最モ筑波山ノ陰陽二峯ヲ成セル緑石ト相肖タリ恐ク純正ノダイオラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
イトナラン其2ハ角閃石ノ跡鮮明ニシテ多ク苦土雲母ヲ含ミ他二少量ノ石英長石ヲ混シ極メテ浬無ニシ
　　　　

テ前ノ如ク粗粒ナラス思フニ所謂石英ダイオライナルヘシ……　　　　　　’　　　・　’　　　♪

概スルニ花尚石ハ最古ノ岩石ナレハ我地球原始ノ外殻ヲ構造セルモノ多クシテ爾後二構成セル数系統ハ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

皆此花岡石地層ノ上位二居テ特二山岳蝟集ノ地方二於テハ往々山脈ノ骸骨即チ基礎ヲ成形セリ……

　変質岩属



わが国の19世紀における近代地学思想の伝播とその萌芽 143

此岩石層ハ延髪無層岩二亜キ花醐石ノ上ヲ被フモー述ノ聯層ヲナサスシテ数区二散在シ……中略……

　成層岩属

成層岩石ハ総テ水底二堆委セシ物ノ歴久地中ノ圧搾力ヲ受ケテ其分子ヲ結合シ新旧畳積シテ方二層形ヲ

ナス岩石ノ通柵ナレハ元来変質岩石モ亦成層岩ナレトモ此ハ既二其組織ヲ変更シ差く晶理ノ状ヲ顕ハシ

テ全ク元質ヲ失フニ由リ別二変質ノ稻ヲ命シテ之ヲ他ノ成層岩ト区別スルナリ

思フニ常北ノ地二存在スル成層岩ハ多クハ第三紀地層後期ノ構造二係リ下段ノ変質岩結成ノ後無数ノ星

霜ヲ経歴シテ方二此二堆積シ当時地形ノ凹慮ヲ填メタルモノナラン

煤炭，灰石等ヲ除クノ外成層岩石ハ旧構岩石ノ砕片屑粉ノ凝結シタルモノナレハ其成分素ヨリー定ノ量

アルニアラズ……中略……例ヘハ拓発質砂石ト稻スルハ太古近傍火山ノ墳火セシ時空中二避騰セラレタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ル灰，塵，砂類ノ墳吐力ノ強弱二応シテ遠近四面飛散シテ或バ直チニ水中二落下シ或ハ漸ク水中二酒没

セシモノノ終二沈澱堆積シテ現今ノ地層ヲ構成セルナリ……中略……蛮石コモチイシ，舎爾等モ其成分

二因テ種類二差アルコト砂石二於ケルカ如シ

最新ノ地層即チ第三紀屈ノ上二在リテ耕土ノ下二展布スル所ノ地層ヲ通稻シテ第四紀地層岩トシ更二之

ヲ旧新二大部二分チ下部ヲ洪酒層ダイルビアルト名ケ上部ヲ沖積層アルビアルト名ク……

　　　成層岩

　　　　第四紀層

　　　　　沖積層（い）

　　　　　洪酒層（ろ）

　　　　第三紀屈

　　　　　名古曽砂石層（は）

　　　　　子安観音舎爾層（に）

　　　　　厚磐砂石（ほ）

　　　　　田尻蛮石属（へ）

　　　　，会瀬化石層（と）

　　　　　宮田化石層（ち）

　　　　　褐炭層（り）

　　　　古生屈岩及変質岩

　　　　無層岩

　　O地質沿輩暑説　　　　　19－24頁

抑く創メテ常北地方二陸地ヲ成セル岩石ハ想フニ花岡石ニシテ當時ノ形勢ハ今得テ鑑ク推考スベカラザ

ルモ其状ノ特異ナリシバ知ル可シ次二初期成層構造ノ時二遡リテ稽フルニ此舘磐バー旦水中二沈没シテ

隠匿スルコト寝久シク其際海水ノ器械的及ヒ化学的作用二遭フテ岩面漸次二砕壊霊燗セラレ其屑片粉末

伍水底二沈澱畳積シテ或ハ砂石トナリ蛮石トナリ或ハ舎爾，粘土トナリテ花醐石ノ上ヲ被覆シ更二其外

皮ヲ構成シ爾来特二地心カノ動作ヲ受ケテ層磐ノ震蕩幡屈ヲ生シ大二本来ノ形勢ヲ更改シタルナリ之ヲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

始屈岩若クハ無生層ト稻ス即チ今ノ変質岩石ニシテ成層ノ噛矢タリ抑く此無生層岩力古来若干ノ変動二

由テ現今ノ性質ヲ旗ケタルト此間二経過セシ状況及ヒ年代ハ固ヨリ浅学ノ得テ臆断シ易カラザル所ナリ

矧ヤ板石層ヲ除クノ外始層二接続スヘキ古生層，中古生層二属スル岩石ノ如キ今此地方二確認スヘキ慮

ナキヲヤ但シ其レ降リテ第三紀層層構成ノ当時ヲ推考スレバ……

　　O化石概暑　　　24－103頁・

古生物学即チ化石学ハ地球古代二生死シタル諸動物ヲ査駁シ共遣体ヲ研究スルー術ニシテ乃チ生物学ハ

是二由テ以テ其発育論ヲ考察シ地質学ハ之二由リテ以テ地層ノ蔚後所在ヲ鑑定スヘシ実二吉牛や学ハ其

初メ金石学岩石学ト倶二地質学ノ範囲二起リテ遂二鼎立シテ其首降イ坤倖ヲ占有セリ
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今採集シテ左二載スル所ノ化石バー々共品租ヲ名状セス唯存在セル地層ヲ暑叙シ就中前教師博士ブラウ

∠乙氏ノ鑑定二係ルモノハ族類両名ヲ記シ下＝Brノ字ヲ施シテ之ヲ分別シ余ハ多ク属名ノミヲ録シ或

ハ自己ノ識別二由テ假リニ両名ヲ署スルコトアルモノハ多ク疑「？J符ヲ附シテ以テ胱者ノ採揮二任ス

　（群細の記載があるが省略する）

　　O砿泉　　略ス

　　o耕土

　　o気候

　　O建築石材

花岡石ミカゲイシ

104。105頁

105－109頁

109－115頁

115－129頁

片麻石ナイス及雲母劒石マイカシスト，硬砂石クヲルサイト

粘板岩

斑石マダライシ（蛇紋石）

塞水石一名品灰石

　　　　　　以下略ス

　　O装飾石材　　　130，132頁

　　O有用金石　　　133－140頁

褐炭，雲母，滑石，無電気石，水品，鋏鉱，砂鉄，銅鉱，入四間村及宮田村二在リ亦下等ノ品租ニシテ

精細ノ地質調査ノ遂ケサレハ良鉱ノ存在ハ得テ知ルヘカラス但入四IN村ニテハ今製銅ノ業二就クモノア

リ，銀鉱，浦俺鉱，金鉱，陶土，瓦碑粘土，硝子製造二供スル石，磯石即撤撹石岩，……

　　　　地学要略序

余力学友富士谷沼地学要略ヲ著シ余二示サル紐テ之ヲ閲スルニ文簡約ニシテ明亮博ク内外ノ適例ヲ挙ケ

地学ノ要領ヲ審ニシ遺ストコロナシ方今文迅昌熾著述亦随テ啓多ナリト難モ学術上二渉ルモノ鮮ナシ地

学ノ如キニ至テハーニノ誉ナキニ錐サルモ皆ナ泰西ノ省ノ訳述二属シーモ幼学ノ徒二授クヘキナシ今此

書成リ始メテ地学ノ楷梯ヲ得タリ地学ハ殖産上映ク可ラス農工採鉱ノ詔業皆ナ斯学ノ資ヲ受ケサルナシ

斯害世二刊行スルニ至ラバ独リ学生二益アル而巳ナラスkVク世益ヲナス亦少小ニアラサルヘシ

　　明治16年10月

　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和田維四郎　踏

　　　　地学要客

　凡例

　1．此省ハ英国碩儒シ，ライエル氏著地学省同国学士ゼ，ガイキ氏ノ地学誉米学士ゼ，デーナ氏ノ地

学轡及独乙国出板ノ譜地学誉等ヲ参考シ特二画家ノ学修見聞セシ所二原イテ簗ヲ起シ例証ノ如キハ勉メ

テ之ヲ本邦二求メ繁ヲ斐リ要ヲ摘リ専ラ初学ノ徒ヲシテ斯学ヲ攻ムルノ階梯二便ス

　目次

　o総論

　O地勢諭

　o岩石論

　O地殻変動論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　o地殼沿革論
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　地学要暑巻之一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理学士　　富士谷孝雄述

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理学博士　原田豊吉閲

o総論
（学名ノ縁由）地球ノ原始ヲ討ネ其構造ノ沿革ヲ究ムルノ学之ヲ単学ト云フ

故二其説所ハ専ラ地殻ノ物質物理ヨリシテ過去前時ノ水陸ノ変換無候ノ遷移及動植物ノ盛衰栄枯ニアリ

（地殻ノ名義）地球ノ外皮其深サ凡ソ4里二達スルノ間之ヲ地殼ト柵シ坤学琴ノ常二探電李察スル所ニ

シテ・・…・

0岩石論
カズ

（岩石ノ分類）抑く天地問ノ岩石ハ其麗億ノミナラスト難モ之ヲ大別スレハ畢寛5類ノ外二出テス即チ

左ノ如シ

第1物理法二由テ成ルノ岩石

　水性岩石……水ノ作用二由テ成ル者

　　　　　　蛮石　砂石　研石

　大気性岩石…大気ノ作用二由テ成ル者

　　　　　　燗砕石　砂丘　土壌

第2化学法二由テカルノ岩石

　蒸発凝結　　山塩

第3有機物ヨリ成ルノ岩石

　　　　　　　白璽　石炭

第4変性岩石……ハ皆1回或ハ数回ノ変革ヲ内質及ヒ外質二受ケシモノヲ云フ

　　　　　　　石英岩　砂石→地殻変動→結品

　　　　　　　粘土馨　数多ノ薄層トナル

　　　　　　　大理石又寒水石　石灰石→結品

　　　　　　　糞石　　凡ソ岩石ノ結品質ニシテ波紋層ヲ有スルモノヲ蜂石ト云フ

　　　　　　　　雲母磐　雲母及ヒ石英

　　　　　　　　緑泥馨　緑泥，石英及ヒ長石

　　　　　　　　滑石蜂　滑石及石英

　　　　　　　　鈎閃石欝　角閃石，石英及長石

　　　　　　　　片麻石　石英，長石及ヒ雲母

　変牲岩石ハ多ク水性岩石或ハ有機物ヨリ成レル岩石ノ変シタルモノハ大体皆有層ニシテ襲時二粒質無

結品ナルモ既二結品質トナルヲ見ル又間く某ノ岩石中化学法ノ作用二遇ヒ分子ノ変換二由テ新砿物ヲ生

スル1アリ故二変化最モ甚シキモノハ何等ノ岩石ヨリ変シ來レルヤ其原始ヲ知ルコ能ハサルモノ孟シ少

ナシトセス

第5火性岩石……（鋳化石，黒曜石，花聞石等及火山灰　　　　）ハ靴学ノ成分及ヒ砿物的ノ成分二至テハ大二異ナルト

コロアレ凡其其物ハ皆長石ノ爲ス所タリ而シテ通例硅酸ノ多少二由テ之ヲ区別シ該酸50乃至80ペルセ

ント舌㌶了挨フヲ舗スルヲ鵬質ト云・5・以下ヲ舗スルヲ騰質ト云フ勲塩基質ノ岩石二在

デハ多量ノ苦土石灰酸化鎮滞俺等硅酸二代リテ其地ヲ占ム……

　酸藩質属　　柵　石　組織組廟ニシテ色淡照長石之力重要ノ成分タリ多ク新火山二散布

　　　　　　　響　石　組織緻密ナル長石質……第三紀地層以来ノ新産無曜石又火山破璃
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　　　　　　長石岩　加里長石及硅酸ヨリ成ル

　　　　　　　　　　ノレ

　　　　　　花岡石…御影石是ナリ

　　　　　　紅斑石　長石ノ結品

斜傾屈　傾角　方向　背傾層　向傾屈

錯層　転倒層　不整層　断層

長石岩中ノ石英結晶シテ　白斑石又石英斑鮎石ト成

砿脈ノ“齢二至テハ別二1科ノ学聞ナレバ弦二並ス能ハス学者幸二疑フ”1ナカレ
●　　●

岩石ノ成分子タル金石ニハ……

金石学ヲ避セリト……

石英ハ硬堅ノ砿石ニシテ
　　　　　　　　　　　
緑泥亦JKSi！iニシテ軟弱ノ砿石ナリ
　　　　　　　　　　　●　　●
斑糞地学粥 一名地質学初歩　企2冊

　農商務省地質調査所長　和田維四郎先生序

　理学博士　原田豊吉先生校閲

　理学士　窟士谷孝雄先生緬述

　　明治16年10月免許

　　　　　　11月出版

　　　金石学　一名鉱物学

明治17年8月刊行

全

理学博士　小藤文次郎

　凡例

　1．此瞥ハ予独国留学ノ際吾師坐豊葺府大学鉱山櫃密顧閥鉱物学教授チルケル先坐ノ講義備忘録二原

キ華ヲ起シ同氏著述ノ鉱物学初歩井二同国学士ホルンスタイン鉱物学英国学士ニッコル氏ノ鉱物学填国

ノ維也納大学教授チエルマック氏ノ鉱物学共ノ他米国学士坐氏ノ賭誉ヲ参考シ繁ヲ除シ要ヲ専ラ此学

ヲ修メント欲スル初学ノ徒ノ楷梯二便ナラシム……中略……

　1．増補トシテ地史略説ヲ載セ地球ノ起源及ヒ発育ヲ簡易二説キ之レニ附綴スルニ地史系統ノ通観ヲ

以テス，又第2ノ補遺ハ岩石論略ニテ洋和ノ対名ヲ掲ク，第4増補ハ地球察相学ノ略説ニシテ地殻ノ移

動，桑沈ノ変，地震，火山ヲ諭シ本邦四近ノ例征ヲ摘リ推瞼セリ大尾二雑那数項ヲ示シ，深ク此ノ学ヲ

攻修セント欲スル学生ノ便二供ス

　明治17年7月上溝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碧者　職

　　金石学目次

◎総諭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1丁

◎初篇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　’　　　　2丁

o命名諭

◎後篇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　．。　．　　　．43丁

O区分論　　　　　　　　゜　　　　”　　　　　　　　43丁
　第1綱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44丁
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　　元素類　硫属化合物類

　第2綱

　　硫属化合物類　（13～35）

　第3綱
　　酸イヒ類　　　　　　　　（35～52）

　第4綱

　　菌石類　　　　（53～54）

　第5綱

　　酸化塩類　　　（55～78）

　第6綱

　　有機敗北物類　（79～82）

増補

（1）地史略説

（2）岩石論略

（3）　地球察相学浅釈

56丁

74丁

89丁

90丁

109丁

113丁

123丁

135丁

　総論

凡ソ宇宙ノ間二存在セル万物ヲ大別シ2類ト爲ス，1ツハ烏獣草木等ノ生物ニシテ生存滋長ノ機ヲ倶有

ス，故二生物或ハ有機体ト云フ，1ツハ気水土石ニシテ死生ノ期ナク，又生長ノ性アルナシ故二非生物

或ハ無機体ト柵ス天産ノ非生物ニシテ地球ノ外殼ヲ構成セルモノヲ鉱物ト唱フ，之ヲ仔細二攻究スルノ

学ハ鉢や学廻⊃寧学ジヲロジー及察填学ジテクノシーナリ
地球ノ外部ハ土石ナリ，土石ヲ造成セル成分ヲ稽査ノ主眼トセル学ヲ鉱物学ト云フ，鉱物相抱合シ土石

ヲ爲シ，地珠ヲ造成ス，之ヲ論スルハ地学及ビ察地学ノ主トスル所ナリ

花嵩石ハ巖石ニシテ石英，雲母及長石3個ノ成分聚合固結シテ彼ノ岩石ヲ構成ス，其成分ナル鉱物ヲ専

ラ考究スルハ即チ鉱物学ナリ，之二反シテ其巖石ヲ論スルハ地学ナリ，因是観之地学ヲ攻修スルニ先ン

ジ鉱物学二暁通ス可キハ論ヲ俊タズ鉱物学ヲ別チ2編トス初編ハ命名及ヒ綱目ヲ論シ後篇ハ特徴及ヒ性

質ヲ辮ス之レ即チ鉱物学ノ本質ナリ

　初篇　命名論テルミノロジー

理学性

第1章形象学
　前略……品軸ノ長短，位置，数ノ3件二擦リ各種異様ノ品形ヲ区分スレハ元式6系トナル今左二之ヲ

示ス

　第一系

第1　等軸品律　　等軸八面形……

　第二系

第2　正方底晶往　正方底八面稜錐……

第3　六角品律　　六角柱

　第三系

第4　斜方面品廊　斜方柱……

第5　軍斜品祁　箪斜柱……

第6　三斜品祁
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第3章　軟硬ヲ排ス

物二軟硬アリ各体二因テ異ナリ両物ヲ磨擦セパ則チ軟モノ先二鋏ク，堅ナルモノ更二砧カス故二執力軟
キズ

畝力堅ナル1ヲ知ルヲ得ベシ，学士軟硬ヲ比較シ規律ヲ設ケ十度ト爲ス之ヲ名ケテ硬度ト云フ……略ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●
＿
2
　
C
O
4
鑑
》

滑石　タルク

石塩　ラアクソルト

方解石　カルキスパー

螢石　フロユールスパール

燐酸石灰　アパチット

6．

7．

8．

9．

10．

長石　フェルスパール

石英　クワーツ

黄玉　トパース

魏玉　サツフィヤ

金剛石　ダイアモンド

　第2綱

硫属化合物類

（13）　黄硫鉄鉱　Iron　Ryrite　Eisenkies

（19）　輝鉛鉱　Galena　Bleiglanz

（25）　黄鉄銅鉱　Chalcopgrite　Kupferkies

元式ハ等軸品律トス通常ノ品体ハ等軸八面形ノモノ多シ晶郡ハ葡萄形腰子形ナリ，輝銅鉱及ヒ鋤銅鉱ノ

假低形少ナカラス，勢開面ハ稜柱面ナリ，断ロバ介殻状其質脆シ硬度3．5乃至4，比1R4，1乃至4．3其色

青銅金黄又班彩色ヲ帯ブ條痕ハ訊ミシ成分ハ35ノ銅31ノ鎮35ノ硫黄ナリ

　第5綱

酸化塩類

（77）　長石　Felspar　Feldsath

長石ハ岩石ノ主成分ニシテ地球上石英二次キ最モ多キ鉱物ナリ，硬Ut　6ニシテ共賀脆ク葉状ノ理アルヲ

以テ勢開シ易シ薄片ハ透明ナリ，尋常破璃光ナレドモ勢開面ハ真珠光ヲ有シ，比重2．5乃至2．7其色多ク

ハ鋤白或ハ肉紅甲レニ緑黄或ハ無色ナリ，品式二従ヒ長石ヲ大別シテ類ト鳥ス

　第1，単斜品祁長石

　正長石Orthoclase成分ハ65ノ硅酸，18ノ欝土，17ノ加墨ナリ硬度6比皿2．5

　破璃長石Sanidine薬状ノ理顕明ナリ成分ハ正長石ト同式ナレ冊暫逮，加里ヲ代横ス

　第2，3斜品循長石

　鎖長石A！bite成分ハ硅酸，馨土及ヒ鏑ナリ

　妬鋏長石Okgoclase成分ハ硅酸，蝉土鏑及妬ナリ

　鋤妬長石Sabraclorite成分ハ確酸，欝土妬及ヒ鎖ナリ　　　　　　　　　　　　　　・

　妬長石Anorthite成分ハ硅酸，欝土及ヒ妬ナリ長石崩壊シ粘土及亜爾加里二分解シ以テ豊沃ナル耕地

ヲ爲シ粘土又陶磁器製造ノ材料ト矯スヘシ

　註衡素F，鋏素K，錨素Na，鎚索Mg，妬素Ca，欝索A1，鍋素Mo，泌濃Bi，鵡素W，

　　　本害34p．～39　p．

……以下略ス

　増補

　（1）地史略説

晴夜仰テ天ヲ晦望セハ無数ノ星辰融荘タル蒼窃二羅列ス……中略……抑々吾倒棲止ス所ノ地球モ其ノー
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属星タルニ過キザルナリ地球ノ如キモ共起原ハ尚太陽ノ如ク全躰熔解セルモノタリシニ……宇宙ノ寒冷

二遇ッテ始テ外面二微ク薄皮ヲ生シタレ冊共熱猶強烈ナルヲ以テ許多ノ氣類ヲ発散シ水モ亦之レカタメ

ニ萎ク蒸気躰ヲ爲シ末タ流躰トナル能ハス……爾後地熱少シク減シ外皮納々冷結シテ花歯石，黒花陶石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
ノ厚昼スルニ従テ地皮亦自然二凝結セサルヲ得ス……斯クテ空申ノ水蒸気モ地熱ノ減少スル従ツテ漸ク

流躰トナリ始メテ地上二漉集シ海ヲ成スニ至レリ……是時二嘗テ水中二浮流セル土質ハ沈澱シ皆成層巖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヲ爲セルモ地皮末タ厚カラサルヲ以テ屡々地火ヲ発泄シ且地熱尚ホ強盛ナルカ爲メニ共成層巖モ晶理ヲ

受ケ熱変巖ヲ生ス即チ地史ノ始原大統中ナル諸巖是レナリ……尋テ地熱漸ク減シ典面動植物ヲ生存セシ
　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ムルモ其具体甚ダ軍一粗筆タルニ過キス常時ノ年紀ヲ太古元ト稻シ地層ヲ太古大統ト云フ中古元及ヒ近
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

古元幾多ノ星霜ヲ経ルニ従テ生物ノ発育モ歩メ……其昼積セル時代ノ含蔵スル彊石ノ異同二悪テ自ラ区
　　　　

別アリ今之ヲ大別シ4大統トシ各大統中再ヒ数多ノ系（劫）アリ又細別シ層（紀）トナシ又層ヲ分4階

（期）トシ階又分レテ帯（代）トナル今左二地史ノ次序ヲ表示ス（第11表）左ノ学語ハ明治15年意太利

亜国保路耳阿府二開莚ノ節万国地学会二於テ議定サレシモノニ係ル

　（2）　嵩石論略

……今此篇二於テ緊要ナル嵩石各類ヲ将二來示浅釈セントス……専ラ吾尊信セル独国來普曹大学教授チ
　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　■

ルケル先生ノ区分法二愚ル

　第1門　箪晶質嵩

第1類氷属　粒氷
第2類　硅石属　　石英石　硅剛胞Silicious　Schist

第3類　硅酸塩石属　　輝石露　黄緑甜Epidote　Rock緑泥劇嵩Chlorite　Schist滑石菊1諾Talk　Schist

第4類　鉱石甜属　鉄隣劇嵩Iron・Mica・Schist磁鉄嵩

第5類　煤炭諾属　　石墨　黒煤　褐煤

　第2門　複品質舘

第1類　箪斜長石嵩属

　1郡　石英ヲ交雑ス　　花嵩岩　花醐斑舘　珪斑嵩　流紋lsX　火山破璃Obsidian　輕諾Pumice

　2郡　石英ヲ交雑セス　　輝黒花醐諾Augite　Syenite無花陶嵩　斑岩Porphyry粗面岩trachyte

　3郡　石英ヲ含マズ然レre霞石子フエライン及白榴石リーカイドヲ交雑ス　霞石黒花歯岩Elacolite

Egenite

第2類　三斜長石岩属

　1郡　角閃石ヲ交雑セルモノ　　石英緑岩Quartz・1）iorite緑岩　緑斑岩Diorite　Porphytite　閃石

富士甜Hornblencle　Andesite　石英閃石窟士諾Dacite
　　　　　　　

　2郡　雲母ヲ交雑セルモノ　　雲母緑甜

　3郡　輝石ヲ交雑セルモノ　　稼岩Diabase斑礫諾Diabase・Porphyrite　富士岩Augite　Andesite

玄武岩Basalt

　4郡　郷剥石ダイヤレーヂ　　5郡　頑火石エンスタタイト或ハ頑硬石ハイパルステーン

　6郡　霞石或ハ白榴石……

　第3門　板状品質岩Schistose　Crystalline　Rocks片麻岩Gneiss粒岩　雲母劇岩　隣石Phyllite

　第4門　κ｝砕岩　石英稜蛮岩Quartz・Breccie石英蛮岩Quartz・Conglomerate　凝灰岩Tuff斑石凝

灰岩Porphyry・Tuff

　第5門　水成岩Aqueous　Sedimentarg　Rocks珪砂岩　泥砂岩　頁岩　欝頁岩

　第6門　霧燭岩Limmatic　Rocks高陵土Kaoline泥土　城母Loam　城洲Loets
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　（3）　地球察相学浅釈

人設シ大自在神通力ヲ授カリ鷺鵜ノ羽翼ヲ假借シ恰モ夢想兵衛ノ如ク天空二翔翔シ太陽系二隷属セル我

地球ノ外嚢ナル雰囲氣ヲ排テ其ノ鯉体ヲ視察セバ……先ツ某ハ天ヨリ束洋ヲ目途トシ地上二降リ……支

那二足ヲ駐メ黄河ヲ遡リ……天山ヲ鍮工……雲南ヨリ東京ノ班界二達セバ……地勢全クー変シ山脈束京

ヨリ東東北二伸ヒ支那南部二聾峙シ寧波ヲ過キ朝鮮ノ済州塒及ヒ全羅慶尚ノニ道ヲ貫キ日本賭息ト平行

シ北海道ヲ越工干鳥及ヒカムスカトカニ延長ス米人某此一帯ヲ支那山脈ト名ケリ日本賭島ノ地勢地質ノ

構造此ノ支那山脈ト相関係スル1小少ナラズトス……日本ノ地形ヲ考察スルニ……支那国ト異ナリテー

ツノ新脈アリ其方位北若クハ西北ヨリ南若クハ東南二奔走ス之レト平行セル群嶺ヲ総柵シテ予樺太山脈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　　●
ト名ク

日本賭島颯ハ要スルニ支那及樺太ノ2山脈集集合シ成レルガ如シ典故ハ島颯中少シク彊域ノ広澗ナル所

必ス2脈ノ湊合点ニシテ著明ノ噴火山又愛二聚合スルカ如シ，按スル2脈ノ纈頭本国中二5佃アリ最北
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　
ノ纈頭ハ北海道ニアリテ1脈千鳥ヨリ来リ1脈ハ樺太ヨリ粥走ス而シテ北海道ノ中央二占位セル峻嶺ハ

即チ典葦点ナリ愛二猛烈ナル十勝嶽石狩嶽夕張嶽ノ輝石窟士岩ヨリ成立セル3火山アリ，第2ハ甲斐借

濃越後上野二跨ガル峻嶺ニシテ1脈ハ北束奥羽ヨリ南趨シ1脈ハ西南中国ノー‘ll｝ニシテ纈頭ハ富士浅間

白根ノ活火山ナリ……以上陳叙セシ5纈頭ノ山嶺ハ来束北二趨走セル支那脈ト北北来ナル樺太山脈ノ湊

集点ニシテ山脈蕎華ノ点二火山居多ナルハ山嶺ノ構造ト火山ト密培ナル関係アルヤ明ラカナリ……

鉱床学大意 理学士　渡辺　渡

　緒言

本細ハ客年夏期佐渡鉱山二於テ工科大学採鉱冶金学々生及工手学校生徒算ノ鳥メニ講義セシ処ノモノニ

シテ日本鉱業会々員及余ガ朋友中切二之ヲ公ニセン1ヲ蟹マル・ヲ以テ……一ハ日本鉱業家ヲシテ鉱床

ノ何者タルヲ知ラシメ以テ本学ノ実用ヲ図リーハ鉱山学士二向ヒ鉱床研究ノ材料ヲ示シ以テ本学ノ発逮

ヲ期スルニ在リ夫レ鉱床学ハ地学ノー分科ニシテ典純然タルー学科ヲ形リシバ漸ク40年以来ノ1ニシテ

撒遜国フライペルグ府鉱山大学校地質学教授フォンコツタ先生ノ並力与テカァリト云フヘシ爾来後巡ノ

地学士ステルツ子ル，グロデック，サンドペルゲル尋ノ賭教授益く此学科ヲ研究シ徐々二其歩ヲ進メタ

リト錐田奈何セン地学士ハ坑内二臨ム可較く稀ニシテ充分二研究ノ材料ヲ蒐集スルノ機会ヲ得ズ又鉱山

学士ハ日々坑内ノ突況ヲ目繋スルノ好機会アリト雌田通例本学二熱心ナラズシテ共時機ヲ箆フスル1ヲ

是レ本学ノ発逮他学二比シテ較く緩僅ナル所以ナランカ若シ夫レ本邦ノ鉱山学士ニシテ本務ノ彷ラ此幼

稚ナル学科ヲ助ケテ之ヲ発育カシムルノ労ヲ惜ムナクンバ独リ本邦ノ鉱業家ヲシテ大失敗ヲ招ク1勿ラ

シムルノミナラス亦世二神益スルノ功績偉大ナリトス是二於テ初メテ学士ノ本分ヲ監スモノト云フペシ

鉱床学ノ幼稚ナル夫レ斯ノ如シ故二余ハ本学ヲ講述スルニ当テ常二其材料ノ不充分ナルヲ欺ス殊二本邦

所産ノ鉱床二就テハ其調査未ダ完カラスシテ参考ト爲スニ足ルヘキ記耶ヲ得ルコト難シ……

本細ハ余ガ独乙国留学中吾師フライベルグ鉱山大学校教授兼鉱山顧問官ステッ子ル先生及ハルツ州クラ

ゥスタール鉱山大学校地学教授兼鉱山顧問官グロデック先生ノ講義ヲ根櫨ト爲シ下記ノ沓類及賭雑誌ヲ

参照シ柳力余ガ実地上二得タル躯験トヲ加ヘテ之ヲ補級シタルモノニ係ル……因テ本細ヲ鉱床学大意ト

名ケタリ若夫レ本緬ノ記事ニシテ能ク鉱床学研究ノ必要ヲ我日本全国ノ鉱業家二普及スルノ端緒トナラ

バ余ガ喜ビ何ヲ以テ之二比ス可ケンヤ

　明治23年1月1日　日本佐渡相川二於テ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細者識
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第11表　金石学一名鉱物学　小藤文次郎 1884明治17年

地　　史　　系　　統　　ノ　　通　　観

原　始　大　統Archaean　Group

　　片麻劇石系Gneiss　System

　雲母石剥石系Mica・Schist　System

　劇　石　系Phyllite　System

原　始　元Archaean　Era

　　片麻劇石劫Period　of　GneissSystem

　　雲母劇石劫

　劇石劫
太　古　大　統Paleozoic　Group

　　堪弗利安系Cambrian　System

　　志留利安系Silurian　System

　　泥盆尼安系Devonian　System

　　煤　炭　系Carboniferous　System

　　灰石層
　　硬砂石層

　　煤　層
　　旧紅砂石系Plyas　System

　　　苦灰石層Zbchstein　Series

　　　底　　層Rothliegende　Series

太　古　元Paleozoic　Fra

　　堪弗利安劫Cambrian　Period

　　志留利安劫

　　泥盆尼安劫

　煤炭劫
　　灰石紀
　　硬砂石紀

　　煤層紀
　　旧紅砂石劫Dyas　Period

　　苦灰石紀

　　底屈紀Epoch

　大統中再ビ数多ノ系（劫）アリ又細別シ層（紀）トナシヌ層ヲ分チ階（期）トシ階又分レテ帯

（代）トナル今地史ノ次序ヲ表示ス学諮ハ明治15年意太利亜国保路耳阿府二開莚ノ節万国地学会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　　o　　●
二於テ議定サレシモノニ係ル
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鉱床学ノ定嚢　鉱床学Lagerstattenlehreハ鉱床ノ性質形状広裏現出ノ状態変化及生成ノ理瞼等諮般ノ

事項ヲ講究スル地学ノー分科ナリ

　　　鉱床学大意　目次

O総諭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1頁

　有用鉱物ノ定義　有用鉱物ノ租類　鉱床ノ定義　鉱床学ノ定義　鉱床分類法　鉱床各部ノ……

o特言命

第1柵逃発鉱床

第2緬鉱層

　　　35頁

　　　35頁

81頁～358頁

4－9　地賀調査機関の設立と学社の出現

　地賀調査は幕府時代においても先覚者，お屈い外国人らによって故発的におこなわれてい

たことは己に述べた通りである。明治初期に入っても，コワニーを中心とする生野で養成さ

れた高島得三（北海）による中国地方や，ライマンおよびその門下生による北海道と国内油

田地域の地質調査が実施されたが，統一的地質調査を爽施する機運には至っていなかった。

また開校された開成学校，工学寮における地学教育の基本方針も確立されていなかったため，

地質調査の能力のある学生の愛成もできない状況にあった。しかし，1874明治7年内務省地

理寮木石課において，実用派（神保小虎の言）といわれる白野夏雲らによって全国各地から

有用鉱物が採集され，またその陳列が始められた。明治10年木石課は地理局山林課と改名し，

さらに翌11年には地質課として独立をみたが，所属は明治13年には地理届から勧農局に移さ

れた。開成学校の鉱山学科が廃止された結果，教師のシェンクから鉱物学修IYの免許を与え

られ，開成学校一束京大学の助教となった和田維四郎は地理層長品川彌次郎から甲斐・伊豆

の地質調査を内務省御用掛として依頼された。翌1879明治12年は，来京大学理学部地質学科

および採鉱学科よりはじめて渡辺渡，小藤文次郎の卒業生を出した年であった。この学科の

教授であったナウマンと助教の和田は共に地質課に移り，地質調査機関設置の建議をおこな

った。この結果は政府の認めるところとなり，地質課に会計，庶務，地質，土質，地形，分

析の6係が置かれ，地質調査業務が開始された。この頃，新卒業生小藤は地質課に勤務して

石川県手取地方の調査に従礁していたが，永年基礎作りに努力した白野とコワニーの弟子高

島は退職した。その後，明治13年「内国地質調査施行の主意Jが発表され，地質課，地質調

査所と名称の変吏の繰りかえしはあったが，1882明治15年，農商務省に所属した地質課は正

式に地質調査所として発足し，初代所長に和田が就任した。明治7年以来散発的に行われた

地質調査は9年目に漸く統一的地質調査機関の成立をみたわけである。調査活助の充実をは

かるためには東京大学出身者だけでは要員不足であり，ライマンの門下生もこれに協力した

が，長続きせず，再び白野，高島と同じ軌を踏む結果となった。この原因としては，実用派，

フランス派，アメリカ派の排除とドイツ派即來京大学出身者の専門家集団の系列化が考えら

れる。一面，明治初期に大肪高任らが構想した鉱山寄りの地質調査機関よりむしろ農業的・

研究的性格の調査機関としての色彩が強いものとなったことは，100年後の今日でも尾をひ

いているように思われる。地質稠査機関設立後の史的説明は多くの人々によってすでになさ

れているので，本項ではこれらの説明は，はぶくことにする。

　ここで，和田の「伊豆国地質取調報告」と，勧農局地質課の発表した「内国地質調査施行
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の主意Jの要旨を掲げるとともに，官版ではないが，多年地質調査機関の基礎作りに奔走し

ていた白野夏雲が同じ頃出版した「金石小解Jも併せてその要旨を転載する。

　　　静岡県管下伊豆国地質取調報告

本年二月下旬地質取調巡回ノ命ヲ奉シ静岡県下伊豆国ノ地質ヲ調査セリ愛二其報文編纂ノ功ヲ竣ヘリ

乃チ謹テ之ヲ進呈ス閣下幸二収覧ヲ賜へ

　明治12年6月20日

地理局長

内務大書記官品川彌二郎殿

内務省御用掛　橋爪源太郎

全　　　　　和田維四郎

　　　　静岡県管下伊豆国地質取調報告

　地理　　略ス

　地質

伊豆国地質ヲ調査スルニ該国ヲ組成スル地層ハ古層期（パレヲツオイック）鋳詰＊石，全期煤層，テル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シャリ上期火山石，全下期火山石，テルシヤリ層及ヒ沖積地ナリ故二此国ノ基岩ハ晶質板石（蓋シ実験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スル所二依テ云フナリ地下深所二至ツテ板石アルヤハ知ル可カラス）二非スシテ古層期二噴出ノ鋳結石

ナリ要スルニ此国露出ノ岩石ハ古新ヲ賄セス火成石多シトス此基岩ノ表上二煤層期二於テ灰石成層セシ

所アレトモ極メテ狭陞ノ部トス夫ヨリ古層下期二於テハ紅石ノ墳出セシ部少ナカラス然レドモ水成岩ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
成層セシ徴ハ見ル可ラス夫ヨリ新層期（ケノツオイック）二至テテルシアリ期二水成岩成層シ其上期二

於テ火山石噴起シ火山石豚ヲナシ全下期二及ンデ火山石噴出シテ喰火山ヲ成セリ……

古期踏結石……中略……此岩ハ緑石（ダイヤベース）硅質紅石（クヲルツボルフキリ）及ヒ紅石（ポル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

フヰリ）ナリトス緑石ハ錠結石ナレハ固ヨリ成層セスト錐モ其チュプア（緑色ヨリ生セシ泥土ノ固結セ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
シモノ）ハ成層スルヲ以テ共中間二狭接シテ屈状ヲナスコトアリ……中略……縄地浜村地方ノ緑石ハ暗

緑色ノ基質二照色粒状ナル郷石及白色ノ三斜長石柱状ノ晶ヲ混シ斑紋ヲナシ基質中緑泥分多シ石質ハ緻
　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●

密ナリ・…’°

珪質紅石ハ天城山ノ南西隅ノ基岩ニシテ其基……中略……テノレシヤリ層ノ質ハ萎クチュプア而テ其質各
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　
地均一ナラス……中略……其層位）・各地一ナラス見高村地方二於テハ北15度吏ノ方位二走リ北西12度二

斜下ス……下田港近接ノ地二石英砂褐色酸化鉄等ノ白色ナル石灰ニテ結合セシモノアリ之ヲ伊豆花剛石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
ミカゲト云フ此層下田港1里以内ノ地二広延シテ建築石トナル共層位ハ北50度西二走リ南西5度二斜下

ス此層中ニハ鱗歯ヲ遺存ス共租類多カラス此歯ハ恐クハテルシアリ層中ミヲケーン層二属スルモノナラ

ンカ……テルシアリ期火山石テルシアリ期二於テ墳出セシ火山石ハ之レヲニ種二分ツヘシ第一種ノ火山

石ハテルシアリ上期二墳起セシ者ニシテ故ラニ墳火山ヲ成サスシテ只山豚ヲナス者ナリ第二種ノモノハ

夫ヨリ後期二噴出セシ者ニシテ即チ啖火山ヲ構成セシ者ナリ

第一租ノ火山石ハ伊豆国二露出スル所二因テ視レハアンデサイト及トラカイトナリ……中略……此地方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中箱根山豚ハ角閃石アンデサイトダサ質ハ淡鋤緑色ニシテ白色ノ加里長石及ヒ粒状ノ石英斑紋ヲナシ且

暗緑色ノ角閃石繊維状ニテ混滑ス

紅石（加里長石及角閃石ノ緻密二混滑セシ基質中二長石及ヒ角聞石ノ晶斑紋ヲナス者ナリ珪石ヲ含マ
　　　　●　　●　　●　　●

ス）

＊結の誤字か
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灰石（賀茂郡梨本村）ハ鋤色ニシテ租晶質ヲ有シ且多ク褐賭色ノ酸化鉄ヲ混ス之ヲ験微鏡ヲ以テ験スレ

ハ灰石中多クフヲラミニフェラ種中フスリナ属ノ化石ヲ含有シ殆ント全質此介姫ヨリ成ノ如シ之レニ依
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　

テ見ルニ此灰石ハ煤層上期ノ所謂灰石（コールライムストン）ト云フ者ナリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
テルシアリ屈伊豆全州二於テテルシアル層ノ累蛭成屈セシバ該州ノ南部下田港地方ナリトス……中略…

此テルシヤリ層ハ基岩ナル鋳結石ノ衷上賂間低地ノ部二登セシ者ニシテ各地接連セス之レニ加フルニ此

層ノ上部二火山石墳出セシ慮少ナカラサレハ夫レカ爲メニテルシヤリ層ハ埋概セラレ判然見ル能ハサル

所多シイトヨリ成ル者ニシテ外ハ委クトラカイトナリ此両岩ノ新旧二至テハトラカイトヲ以テ新シキ者

トス……中略……アンデサイハ之ヲ験微鏡ヲ以テ視レハ三斜長石，攻璃質加巫長石，石英及角閃石ヲ見
　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　

ルヘシ三斜艮石ハ破璃質ニシテ双形線ヲ明晰二現ハシ長柱状ナリ加里長石ハ破璃質ニシテ双形ヲ現ラバ

サス石英ハ少皿ニシテ粒状ナリ角閃石ハ長方柱ニシテ薄板ハ緑色ナリ微細ノ磁鉄粒及ヒ輝石微品ヲ散混

ス是即ダサイトト柵スルモノナリ……第二種ノ火山石ハ即チ噴火山ヲ槽造セシ者ニシテ伊豆国二於テハ
　　　　　　　　　　　　　　　

トラカイト石ナリ……此両火山（大室・小室）噴出ノ焼石ハトラカイトナリ黒助色ニシテ外面粗霧ナリ
　　　　　　　　　　　　　　　　

多ク破璃状加巫長石ヲ含共品多クバカールスパート法則ノ双形ヲ視ハス三斜長石モ少皿アリ輝石ノ簿板

ナルハ略緑色ニシテ柱品ヲナス多鼠ノ磁鉄石ヲ混ス

　伊豆温泉衷　　略ス

　地味　　　　　〃

　有用金石

伊豆国二於テ産出スル金石中実用アル者ハ建築石ノ外極メテ少ニシテ金属中ニハ金砿石属中ニハ硫黄耐

火粘土磁土ノ三種アル而己……

　金属之部

田方郡湯ケ品村金山緑石岩中ノ珪石肱中二在ルナリ……中略……此鉱豚ノ方向ハ今之ヲ確定スルハ難ケ

レトモ大略北甫ノ方向二貫通セシ者ノ如シ

賀茂郡毛倉野ノ金山ハ往古ヨリ姉掌セシ者ニシテ数坑アリ皆ナ数丁二逮ス其一坑田沼敷ノ如キ鉱豚ノ方

向ハ北35度西走リ此地ハ紅石ニシテ離石イ曝ヲナシ金ヲ含ム者ナリ金ノ外」欝興鉢及ヒ石琴ヲ混ス然レド

モ少Ekナレハ銅ヲ製煉スルニ足ラス此坑現今溜水疏通ノ簡便ヲ得ス爲二休業ス……明治9年産出高　金

鉱6，300貫目　製金101．9匁　此代価206円4銭2厘　1匁二付平均2円2銭2厘……以下略

　石属之部

硫黄天城官林中

耐火粘土此粘土ハ加茂郡梨本村領天城山二産出スル者ナリ其質白色ニシテ土状ナリ此粘土ハ皿純ノ枯土
　　　　　　　　　　

二非スシテ珪土ヲ混濡スルモノナリ其現出スル所二因テ考フル纏石イ確導ヲナセシモノ分解崩壌シテ此

粘土ヲ生セシモノナリ此紅石ハ緑石中二砿道ヲナシ此42西ノ方向二走リ崩西80度二斜下ス厚サ10尺余モ

アルヘシ目下工作局二於テ此枯土ヲ以テ白色ノ耐火煉石ヲ製出スルナリ……中略……此粘土ノ1回焼蝦

セシ者ト天然ノ者トヲ混濡焼蝦シ製出スルモノナリ……明治9年ニハ16万貫目ノ粘土ヲ童幽セリ共代価

ハ3，180円ナリトEikキハ賀茂郡岩科村焼山二産出スル白色ニシテ尋常ノ磁土ナリ是レ号石岩ノ分解ヨリ

生セシモノナリ……

　道路　　　　略ス

　建築石　　　〃

　附言

　　地質概測図（第10図）

凡ソ地質図ヲ編製スルニハ精細ノ地形図ヲ要ス然ルニ伊豆国ノ如キーモ爽測図ナキヲ以テ此報告轡二付

スル地質概測図ノ如キハ共沿海ハ伊能氏之実測図二基キ……中略……

地質図ニハ許多ノ直断図ヲ付シ其地方山豚地屈ノ構造ヲ諒知セシムルヲ常トスコト伊豆国ノ如キハ地質
　　　　　　　　　　●　　●　　●
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極メテ軍一加フルニ全州首トシテ火成巖ヨリ成リ成層地極メテ少ナシ故二其構造ヲ知ル容易ナリコ・二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
天城山豚直断図ヲ示出シ全州地質槽造ノ大要ヲ知ラシメ又州中最モ成層地多キ地方即甲乙線ノ直断図ヲ

示出シ成層地ノ状ヲ知ラシム該直断図中緑色及火山石ノ境堺等ハ各所判然実検シ難ヶレハ其実践セシ地

方二擦テ他ハ想測セシモノト知ルヘシ各地質ノ境界ハ経過セシ線路ノ実験二因テ定メシモノトス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和田維四郎記

　　　　内国地質調査施行之任意

　　　明治13年6月印行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勧農局地質課

経国ノ本ハ富国二在リ富国ノ本ハ殖産二在リ殖産ノ要ハ其淵源ヲ推究シ其方法ヲ審按スルニ在リ……中

略……之ヲ要スルニ地質調査ハ今日殖産ノ蕃礎，財源ヲ滋養スルノ良法ニシテ緊急ノ要務トス……中

略……明治11年3月地理局山林課中土石ノー項ヲ廃シ其費用ヲ以テ地質ノ課ヲ置キ以テ之力事業ヲ開設

ス……時国費節減ノ際其職二従事スルモノ僅々一爾輩二過キス故二地質ヲ調査スルモ亦甲斐伊豆ノ爾国

二止マル……中略……故二将来ノ洪益ヲ慮リ終二地質学士独逸人ドクトル，ナウマン氏ヲシテ之力意見

ヲ陳セシメ輩二明治12年ノ春審二之力理由ヲ稟議シ謹テ増額ヲ乞ヒ全年5月之力允裁ヲ領シ以テ事業ヲ

拡張スルコトヲ得タリ即ナウマン氏ノ意見二出ツル其方法ノ要略ヲ左二掲クト難トモ之ヲ挙行スル当ツ

テハ取捨スル所アラントス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治13年4月

　　方法ノ要略
　　　　　　　　　　　　　　　　

縮尺20万分1，地図ノ幅員　幅0．27ワートルJ員0．456「メートルJ全国地図ノ惣数　地質，地形，

土性，各93図，1ケ年間二調製スヘキ地図ノ数　地質，地形，土性，各8図，技術専務人員　地質調査

長　1名（外国人），地質掛　12名，地形掛長1名（外国人）地形掛　6名，土性掛長1名（外国人）

土性掛　6名，分析掛長1名（外国人）分析掛　6名，製図掛　6名，技術場使丁　数名（石土等）一

期間ノ工程　一ケ年ma　1，633方里ヲ調査シ其図ヲ編製スヘシ，工業年限　内国ノ面積（北海道ヲ除キ）

19，373，99方里トシ1期間1，633方里ノ割合ニテ全国ノ工都12年ヲ以テ経フ其年間技術者ハ毎年春秋各

3ケ月ヲ以テ各地ヲ巡回シ冬夏6ケ月ヲ以テ調査済地方ノ地図ヲ調製シ之力報告書ヲ編纂ス

大凡貨財殖産ノ本源ハ労力ト天産物ノニツニアリ天産物アリテ而シテ人始テ労力ヲ施シ之ヲ製品トナシ

以テ社会ノ需用二応スベシ故二此貨財ノ本源タル天産物ノ所在ヲ捜索シ其性質ヲ考究シ之レカ増殖ヲ計

ルハ即チ殖財ノ基タルヤ明ナリ

天産物トハ即チ鉱，動，植物ノ三門二帰ス而テ動植二物ノ其生存滋餐ニオケル地球表部ヲ構造セル土壌

二頼ラサルナシ然ラバ殖産ノ道二於テハ此土壌即チ破物ヲ以テ最モ必需ナル物料トセサルヲ得ス

抑地球ノ結構ヲ考察スレニ地殻ハ許多ノ岩層ヨリ成立シ成層ナノレアリ非層ナルアリ而テ其岩石ノ上面ニ

ハ動植物ヲ滋餐シ其内部ニハ理財上必需ノ無機物料即チ金銀銅鉄石炭等ヲ包蔵ス……中略……今此事項

ヲ群細二調査スルハ即チ地質査察ノ事業ナリ到底地質査察ノ目的ハ財原ヲ探討シ之ヲ報告シテ殖産ノ道

ヲ示スニ在リ
　　　　　　　

　　第1欺　農業及森林

　　第2欺　建築事業

　　第3欺　土木事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　第4欺　採砿坑業

　　第5欺　発光及ヒ発熱材料

　　第6欺　窒術

　　第7欺　研磨物料
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　　第8欺　耐火物料

　　第9欺　函石類彩色料等

　　第10欺　藥石及鉱泉

第4欺　採砿坑業

有用砿物ノ産出地ヲ詳二鮎検シ典多寡ヲ皿リ其採砿ノ方法ヲ計画シ砿豚砿肱ノ状態及π薄深浅ヲ醐査シ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
砿物運搬ノ難易燃料供給ノ多少鍛金用砿物ノイ∫無多少品賀善悪ヲ査定スルハ地質調査ノ目的トスル所ナ

リ就中新二砿物ヲ発見シ或ハ旧坑ヲ吏二採掘セント欲セハ典岱初二於テ岩石結構断層ノ有無薪炭ノ供給

如何簿ヲ審二調査セスンハ莫大ノ金額ヲ費シ坑業ヲ興スモ危険損失多クシテ成功ヲ万一二便倖スルニ過

ギサルノミ斯ノ如キ難那ヲ予定シ失敗ヲ防キ坑業ヲシテ愈々霊固ナラシメントセハ予定測皿ヲ爲サズン

ハアルベカラス其主眼トスル所ハ含砿区域ノ広狭，砿肱，砿脈ノJV・　wr深浅及ヒ断続，非砿肱，断屈，岩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　
石変位ノイ∫無，岩石ノ方樹，傾斜其他砿Mc及ヒ坑業二係ル百般ノ顕象理由ヲ推考思慮スルニアリ今左二

採鉱坑業ノ分類ヲ示ス

第1

第2

第3

第4

採石業　　　（伊豆婿津三河地方二多シ）

成層岩坑巣　（肥前高島炭坑ノ如シ）

鉱豚坑業　　（但州生野佐渡共他砿山皆然リ）

注水坑業　　（加賀国金平村金山ノ類）

本文中に使用された岩石を示すと

　拓嬢チュフワ（火成岩ノ粉末ナルモノ水ノ作用二山リ畳層ヲ鳥シ凝結セシモノ）

　花剛石，班石，無花剛石シエナイト，銘化石，緑石，板石，砂石，灰石，角石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　蛇紋石，大理石，煤炭，含油舎爾シェール

陶土，高陵土，枯土，卿母・一ム

　　　　金石小解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治12年4月刊行（1879）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白野己巳郎訳述

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸正義校正

　　叙

予性金石二僻シ之ヲ収集スル此二40年典＊戊辰以前二係ルモノ兵乱ノ際姫ク之ヲ失フ爾来再ヒ購集スル

ー年年虐日ナキカ如シ故二目下内外国ノ金石ヲ警蔵スル無慮2，3千許品蝸齋之力爲二膝ヲ容ルノ地ナ

キニ至ル……中略……然ルニ兜輩宰二金石ノ学ヲ購習シ之ヲ家蔵ノ突物二参照スルヲ得テ学llU上ノ神最

モ少ナカラストス……中略……近日又西誉二就キ金石ノ名柵其普通ナルモノ250租ヲ訳出シ幼ラ其質分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●
ノ小解ヲ附シ以テー小冊子トナセリ……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治12年2月　　白野夏岱　撰

　　凡例

　1．此雷ハ米国学士ダナ氏ノ西暦1872百刊行ノ（マニユル，ヲフ，ミネラロジー）鉱山utlヨリ普通ノ

金石名ヲ砂出シ井セテ之力小解ヲ訳附セル者ナリ

　1．ii1t｝中ノ金石名ハ和漢古来聞ク慮及ヒ近世先輩ノ訳名アヲ勉メテ原意二適当セルモノヲ用ヒ共未タ

訳名アラサルハ又勉メテ原意二随ツテ之ヲ訳セリ磐ハ欝中脆鉛「アンチモニー」紮金「マンガン“ノ如

キ是ナリ

＊1868年
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　　　　　　　　中略

　1．害中磐石類ノ如キ原害ノ次叙二従ハ・巻尾二在ルヘキモノ今之ヲ巻首二置ケリ蓋爲ニスル慮アレ

ハナリ

　　金石小解

　　　　　目録

第1　磐石類　諦租大理石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55種

第2　炭質類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16種

第3　硫質類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4種

第4　鹸質類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26種

第5　珪酸質類　諸種宝石英　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22種

第6　苦土質類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26種

第7　磐土質類　諸種宝石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43種

第8　寳金類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7種

第9　酸化金類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54種

　　　　　　　　　右9類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　，　　　合計　253種

第1　盤石類

　　　　花嵩石Graniteグラニット

花嵐石ハ石英長石雲母トノ三租属ヨリ組成セシモニシテ皆結生ノ粒状ヲ存セリ……

　雲母花簡石Micacious　Graniteマイカシヤスグラニット

　光線花陶石　Syanite　サイエナイト

　　雲母二代リ黒光線石ヲ交ユルヲ云フ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　粒花醐石　　Granulite　グラニューライト

　紋花醐石　　Graphic　Granite　グラフヒックグラニット

　緑花歯石　　Diorite　ダイヲライト

　　黒光線石長石ト成立セシヲ云フ

　　　　紋形石　Gneiss　ナイス

紋形石ハ其成分殆ント花醐石ト異ナラス然レトモ石中雲母ノ層累アリテ又殆ント有層累石ノ像形ヲ存セ

リ故二之ヲ砕ケハ常二片状ヲ成

　　　　班石　Serpentineサーペンタイン

斑石ハ暗緑ニシテ斑色アリ俗二葡萄石ト云

　　　　梯石Trap　トラップ
梯石ハ多ク暗緑色或褐照色ニシテ地火作用ノ溶結石トナス……成分ハ長石及ヒ陽起母石ト組成セシノナ

リ　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　猫晴長石磐Dolerite　ドレライト

　　是猫暗長石及ヒ陽起母石ト組成eシモノ

　　　　柱形石　Basaltバソールト

柱形石其形状梯石二似タリ然レドモ其成分陽気母石撤撹石及長石ト組成シ……

　　　　斑紋磐石　Porphyry　ポルピレー　　　　　　　　　　　　・　　　・　　’　　．．

斑紋磐石或白斑紅石ト云フ
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　粗面磐石　Trachyte　トラカイト

粗面磐石亦是長石性ノ火山石トナス
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　　　　火噴石　Lava　ラバ

火噴石ハ火山鋳流物ノ凝結セシ磐石ナリ……

　　　　落星石　Obsidian　ヲブジデヰヤン

即火山石ノー種ニシテ又照暇石ノ名アリ

　　　　雲母板石　Mica　Slate

雲母板石ノ成分モ亦大概紋形石ト異ラス然レトモ板様ノ辞面常二閃光アリ是其紋形石二比スレハ長石質

少皿ニシテ雲母質極メテ多量……

第5　珪酸質類

　水石英　Opa1ヲーパル

……石質珪酸及水分ヨリ成ル故二今水石英ト云フ

第6　苦土質類

　緑泥石　Chlorite　クロライト

　班石　　Serpentine　サーペンタイン

　陽起母石　Pyroxene　ピロキシーン

　　白陽起母石White　Augiteホワイトヲーザイト

　　片陽起母石　Diallage　ダイヤルレージ

　瓢光線石　Hornblende　ホルンブレント

　　陽起石　Tremollite　トレモライト

　　緑陽起石　Actinolite　アクチノライト

第7　磐土質類

　　　　長石　Feldspar　フェルドスパー

　破璃長石　Glassy　Feldsparクラッセーフェルドスパー’

　青塩長石　Albite　アルバイト

　猫珊長石　Labradorite　ラブラドライト

　石榴石　　Garnetガーネット

　電気石　　Tourmaline　ツルマリン

　放光石　　Topaz　トパーズ

　祖母緑　Emerald　エメラルド

第8　宝金類

　光銀砿　Silver　Glance　シルバーグランス

　脆銀砿　Brittle　Silver　Oreブリットルシルハーヲール

第9　酸化金類

　黄銅砿　Copper　Pyrite　コッパーパイライト

共結成元八面式又各種ノ異状ヲ成セリ　　　　　　　　　　　．

　孔雀石Malachyiteマラカイト

　黄鉄砿Iron　Pyritesアイヨンパイライツ

即流化鉄ナリ

　磁鉄砿Magnetiteマグネ久イト　　1・∴°．∵’．∴’1・

　代赫石　Hematite　ヘマタイト

　硫鉛砿　Galena　ガレナ

　硫亜鉛砿Blendeブレンド

　珪酸紫金　Rhodonite　ロードナイト
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硫不鋳鉛Mo！ybdenite　ngリブデナイト

　学社の出現　同じ学問の研究領域の人が複数以上になると，同好・同学または同門の交り

としての集会・結社が自然発生的に出現する。明治初期の近代化が漸次滲透している地学関

係においても，この機運はまずヱ878明治11年ライマン門下生の申からめぱえた。これは地質

学社と名づけられ翌年1月，機関紙“地学雑誌”第1号を発行した。学社の代表格の山内徳

三郎は結社の趣旨として「門下生は明治6年以来ラィマンによって地学を教育されかっ実地

に訓練をうけて6年後の今日，この学問の一端を窺うことが出来るようになゆたので，ここ

でさらに研究討論して学問を磨くために地質学社を創立したので有識の人は大いに協力を願

いたV｝　」と述べている。この地質学社の創立と地学雑誌の発行はわが国の地学関係の学会と

してまた専門誌としてともにその濫筋をなすものであったが，わが国の地学史上この事実に

っいては地学者の間に深い開心がもたれていないのは残念なことである。地質学社の創立当

時において，東京大学から未だ地質学専攻の卒業生はいなかったしまた在学中の学生にして

も5～6名に過ぎなかったであろう。ライvンによって教育され地質学的思考力と実際の地

質調査能力をもった1◎数名の門下生は当時の臼本の地下資源開発についての開拓者的気慨を

もっていたに違いない。惜しいことに地質学社は山内の趣旨に反して他の同好の者の賛同も

ないまま，各人の業務多忙という理由で3力年で消滅してしまった。東京大学理学部内には

博物友の会から1883明治16年，地学会が発足しこれが東京地質学会一日本地質学会の系譜に

繋るのである。この当時のライマンとナウマンらのお雇い外国人の影響で同じ地学を専攻し

た伸間が同好会的交りを持ち得ず同門的結集を示した精神構造は何に由来するものであろう

か。

　次に地学雑誌の第1号より第11号までの内容を掲げ，またラィマン門下生によるM本地

質略図を併せて転載した。地学関連学会の推移は付表に示したので，地学協会・日本鉱業会，

工業会などとの関連についての理解の一助となれば幸いである。

　地学雑誌　第一号

　　　目次

1，地学雑誌刊行ノ旨趣

1．　地質学総論　O歴史二比較シタル説　O

　　他ノ学科5ノ関係（ラ4エル氏地質原論抄訳）

1．石油ノ説

1．人間開進ノ階級

明治12年1月29縫発売

　　　　　　　島田純一

　　　　　　　前田精明

　　　　　　　賀田貞一

以上十枚　登冊定価三銭

　　地学雑誌刊行ノ旨趣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山内徳三部

文明ノ化漸ク邦内SC及ビ痒序ノ設殆ト蓮阪ヲ漏サ・一ルヨリ泰西諸学ノ訳書日月ト共二増加シテ留鵡汗牛

充棟而巳ナラズ其間又雑誌ナンレモノアリ或ハ法徐ヲ講ジ或ハ工芸ヲ説キ駿々乎トシテ智ヲ開キ識ヲ進ム

ルノ道巳論遺憾ナカル可キニ似タサ然レドも事物ノ多キ学科ノ広キ未ダ全ク完備セリト雷フ可カラズ即

チ摯学ノ如キハ其一例ナリ近来坊腿二三ノ訳書巽一班ヲ説クモノナキニ露スト難ドモ之ヲ要スルユ蓼々

タル断編以テ典全貌ヲ示スニ足ラズ抑此学ハ泰西二於ケルe　ue　ua六七十年前ヨリ専門ノー科ト爲リシ考
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ナルガ故二世人末ダ汎ク之ヲ知ルニ至ラズ或ハ唯其穂呼ノミヲ認メ軍二土地ノ沃痩ヲ論スル者ト倣シ農

ノー部分ナル可シト膿測スル輩又少カラス我倍大二愛二憾ナキ能ハズ夫？鉱物富娩ノ柵魯アル1国ノ民

トシテ瑳モ此学ヲ購究セサルハ果シテ何事ゾヤ益シ地学ヲ知ラス故二往々好者ノ欺騙を受ケ徒二金銀石

油等ノ虚名二垂誕シテ産ヲ傾ケ家ヲ失フ者揃ヲ屈シテ数フ可シ聞ク七十余州ノ内試掘借区ヲ願フノ地共

数三千以上二超エタリト然レドモ之ガ爲メニ実利ヲ得タル者ハ千百ノ・一二過キサル可ル是レ他ナシ地学

ヲ知ラサルニ坐スルノミ叢二我傍明治六年始メテ米国ノ地質兼鉱山学士邊士來曼氏二従学セシヨリ今日

二至ル迄専ラ地質測皿ノ業ヲ執リ租此学ノー端ヲ窺フコトヲ郷タリ尚研究酎訟ノ鳥メ躯ニー社ヲ創立シ

テ之ヲ孕摯学準ト名ケ隔土曜日毎二各コ≒播閲シタル杏ノ訳稿ヲ齎シ来テ此社二会シ互二切瑳ノ具ト爲セ

シ者漸ク積テ若干冊二至レリ因テ今ヨリ以後此訳稿ヲ収拾シテーノ雑踏ヲ製シ以テ講余ヲ同臭ノ士二分

タントス江湖ノ賭沼如シ貴舳ヲ賜プアラバ又慮二併セテ之ヲ登録スヘシ顧フニ地学ノ大要ハ薗国ノ地質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　の　　　　　　　　コ　　コ　　　　　　
ヲ講明スルニ在ルヲ以テ事ノ大小ヲ蹄セス筍モ1国ノ地質二就キ有益ナル指教ヲ蒙ルコトアラバ我社ノ

宰之レヨリ大ナルハ無之希クハ有識ノ霜子偏二我社ノ微志ヲ助ケ共二坐国ノ地質ヲ研究センコトヲ今雑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　・　　●　　●　　・　　●　　●
踏刊行ノ際二臨ミ柳力祉旨ノアル所ヲ陳述スルコト此ノ如シ

＿
¶
ム
　
r
i

地学雑誌　第二号

士徳密氏採煤法摘訳

地体ノ温度ヲ紬スヒイギユ氏地球喩抄訳

人間開進ノ階級前ノ号続

明治12年2月28日発売

　　　　　　山内徳三郎

　　　　　　桑田知明

　　　　　　賀田貞一

　　　　　以上十枚

　　地学雑誌　第三号

1．支那煤田ノ景況インジニヤリングーエンド，マイニングジョーナル1878，5月

1，士密徳氏採煤法摘訳　前ノ号続

1，束洋開聞脱井二地質学進歩ノ記

　　　ライエル氏地質学原蘭抄沢

1．地体ノ温度ヲ繭ス　前号ノ纏

明治12年3月25日発売

稲垣徹之進

山内徳三郎

　島田純一

　桑田知明

以上十枚

　　地学雑誌　第四号

1．　北海道地質学総論摘訳

　　　来曼氏第三章地質賄

1，人間開巡ノ階級前号ノ続

1．北海道煤田概況　ライマン氏地質測皿摘訳

明治12年4月28日発売

山内徳三郎

賀田貞一

応田純一

　　地学雑訪　第五号

内容第4号の続き

明治12年5月28日発売

　　地学雑誌　第六号

1．一千八百六十九年レエモンド氏北米ロッキ

　　　ー山西方砿物調査香摘訳

1，地球上乳獣ノ配置米国請学講演雑誌ヨリ抄訳

明治12年6月29日艶売

西山正吾

杉浦鍍二
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1，　内外石油概況

1．砿物十品表（硬軟比較ノ基礎）

　　地学雑誌　第七号

1．地性論　フヰシオグラフヰー（適当ノ訳語ヲ得バ追ツテ改ムベシ）
　　　　　　　　　　

1．　　　　英国地質雑誌摘訳

北海道煤田概況　前号ノ続

1．　日本地質英国地質学会発免クワータリー，ジョーナル　・
　　　　　　　　　　　　　

　　　　　ゼ・ジ・ゴットフレイ氏日本地質記

1．北海道地質総論　前号ノ続

　　地学雑誌　第八号

1，来曼氏北海道地質学総論

1．　北海道煤田概況

1．士密徳氏採煤法　前号ノ続

　　地学雑誌　第九号

1．來曼氏北海道地質総論　続

1．　北海道煤田概況　続

1．秋田県下羽後国石油地方概況

　　地学雑誌　第十号

1．來曼氏北海道地質総論　続

1．地質学進歩ノ記　続

1．全国地質測量成果概暑

1．秋田郡濁川村油地

1

1

1

地学雑誌　第十一号

明治十一年中火山ノ顕象及ヒ地震ノ記

　明治12年10月刊亜国学芸雑誌

九州諸煤田煤丑ノ推算

　來曼1878年9月全国地質測量報文摘訳

羽後国石油地方概況　続

賀田貞一

島田純一

明治12年7月28日発売

山際永吾

島田純一

稲垣徹之進

山内徳三郎

明治12年8月30日発売

　　　　　　山内徳三郎

　　　　　　島田純一

　　　　　　山内徳三郎

明治12年9月29日発売

　　　　　　山内徳三郎

　　　　　　島田純一

　　　　　　桑田知明

明治12年10月31日発売

　　　　　　山内徳三郎

　　　　　　島田純一

　　　　　　西山正吾

明治12年11月29日発売

西山正吾

島田純一

桑田知明

161

　（土井による，地学雑誌の日次の写しはζれで終了しているが，本誌は翌明治13年4月第16号を以て

廃刊した。この資料集めは昭和11年帝国図害館において実施したので写し違いがあるかもしれない。）
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第12表　明治初期における地学関係学会・結社ならびに刊行雑誌類の変選

男
齋
1
0

81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93　　　　年　　代

学会名
旦
11

旦
12

旦
13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

里
27

里
28

里
29

1

1

地学雑誌

1

l
l
妙
1

、　　　　　　　　　　　　　1
；地学会誹　1地学雑講l　　　　　　　　　　　l

1

⇒［

　　地質学社
　　（ライマン門下）

　　博物　友会
東京大学理学部動・植・地

学生

　　地　　学　　会

　　東京地質学会

　　束京地学協会

　　日本鉱業会

　　工　　学　　会
　　　（日本工学会）

●　■　・　Oo　o●　・■　ロ　■　●　●　■　●　，　●　●　●　●　●

　　　　法
　東京大学理学部編纂
　　　　文

地質学雑踏
一

1

”ξ京地学協会報告　　1騨鵜
1

日本鉱業会踏

1

1

学　芸志　林

．．∵ll．．

●　9●■●●●●

　　　　　　　；　　　　　　　　　　．
　　　　　　1工学叢諾1工学会誌　　　　　　2　　　　　　　　1・・●・●●o・，●・●・●．・．・，・・●．・・，，・…　　●●・●●o・　　　　　・●・・・・…　　●o●・・●●■幽，●，　　　9●■●●●●o●，●●●●●●●●●o●●9■●　　　　　　　　●●●●9●o●o●●●●，●o．●■・
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第13表　明治初期における地学教育ならびに地学的調査機関の変遷と主要な関係人物
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あ　と　が　き

　わが国の地学思想（専ら地質学的のことになったが）萌芽の系譜をたどって1880年頃まで

を一応纒めてみた。読み返してみると引用した資料・文献が多いので通読しづらい感がある

が，これも先人の苦労を偲ぴつつN頃目に燭れる機会の少ない原文の一部を理解して，現在

の目まぐるしい環境の中で一息いれることも時には必要なことであろう。

　このような科学・技術史に関する資料・文献を追いかけていると，次々と新しいものが少

しつつ現われてくるので取捨するのに困ることが多い。本文では結論的なことを書くまでに

至らなかった。歴史の流れには結論などはないにしても，何かとり纒め方もあると思われる

が，それまでに至らなかったことが心残りになる。将来，地学史に興味をもっ方々に本文が

一つの案内書的役目を果せば幸いである。

　こt”で書き漏らした2，3の事柄があったので補足しておく。

　1．3－3米使ペリー提督と地質調査の項でオーエンの地質｛磐に鯛れたが，この本について

ミネソタ州地質調査所に問い合せたところ，貴重本で入手不能との返事を貰った。後H国立

国会図書館の服部一敏氏が幸い所用で渡米することを知り，この本の調査をお願いした。同

氏の御盤力の結果，U，S．G．S．ミソネタ支部から日米交渉史上の史的図書であるのなら，日

本の公的機関に割愛してもよいとのことで，同図書室に保管されているWill．　E．　CraReコ

レクションから貴重な原書を国立科学博物館に寄贈された。本書の表紙の題名は次のように

なっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　REPORT

　　　　　　　　　　　　　　　　　　OFA

　　　　　　　　　　　　　GEOLOGICAL　SURVEY

　　　　　　　　　　　　　　　　　　OF

　　　　　　　　　WISCONSIN，　1OWA，　AND　MINNESOTA；

　　　　　　　　　　　　　AND　INCIDENTLLY　OF

　　　　　　　　A　PORTION　OF　NEBRASKA　TERRITORY．

MADE　UNDER　INSTRUCTIONS　FROM　THE　UNITED　STATES　TREASURY
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　DEPARTMENT．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　BY

　　　　　　　　　　　　　　DAVID　DALE　OWEN，

　　　　　　　　　　　UNITED　STATES　GEOLOGIST。

　　　　　　　　　　　　　　　PHILADELPHIA

　　　　　　　　　　　LIPPINCOTT，　GRAMBO＆CO．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1852

一方，幕府の老申に贈られた本書の所在は現在不明である。

　なお服部氏からは本文中に入れたゴットフレーの日本地質図も現地でコピーの上送ってき



166 土　　井　　正　　民

たものである。この地質図はライマンの調査結果ではあるが，世界に紹介された最初の日本

地質総図だと思われる。

　2．4－2文部省創設と地学書の刊行の項で官板だけの瞥物について述べたが，民齪でも立

派な沓物が刊行されていた。これは杉村次郎沢「金石学必携」内編上，同下甲，明治13年版で

ある。原書は米人ダナ氏著「マニエル・ヲフ・ミ子ラルジ」1877と「システム・ヲフ・ミ子

ラルジJ1874より訳出して金石の現在の状態と我が国の金石爽地等を精しく記載したもので

ある。当時にあっては和田維四郎の猫逸岱訳「金石学」と比肩されるものと考える。杉村は

五代友厚（コワニエの項参照）の1873明治6年設立した弘成館（一種の鉱山開発紐織）に入

り，五代の依頼で米誉を翻訳した。弘成館（五代の＞lll序＊に「……永世普久ノ鴻益ヲ起ス

ベキ為二土質ノ講学ヲ実地二開キ，山岡土中ノ砿物ヲ発掘シ……」の趣旨によって，杉村は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

申伝教の職名を与えられ鉱山を探索するかたわら，坑業に従事するもののために緊要の鉱山

沓すなわち「金石学必携」を出版した。五代の死後ユ885明治18年，杉村は工部省に入り当時

未利用の亜鉛鉱に注目すると共に，神岡鉱山の近代化のために留学婦りの栗本廉の神岡入り

の動機を作ったとも考えられる。一方1884明治17年，大阪で鉱業会を設立して鉱業雑誌を発

行したが，翌年日本鉱業会の創設に伴って杉村の鉱業会はこれに吸収された。杉村はこの当

時の技術雑誌である工学叢誌のちに工学会誌，日本鉱業会誌に鉱物・鉱脈や鉱業全般に関す

る多くの論文を発衷している。

　3．4－7工部省工学寮　工部大学校の項で栗本廉が欧州留学から彌国した後，1883明治16

年末，地学協会と工学会で「破脈諭」と題する講演をしている。工学会誌にはこの講演内容

を載せるどとを予告しているが，紀事が見当らないのは残念である。公開の席で鉱脈（鉱

床）の話をしたH本人として栗本が最初ではなかったかと思われる。

　序でながら，最近広島大学理学研究科博士課程の谷本勉君が科学史研究No．129（1978）に

「ナウマンの日本群島論一日本群勘の構造と生成（1885）を中心として一」を発衷している

ことを紹介しておく。

　終りに，オーエンの地質書などで御並力をして下さった国立国会図岱館の服部一敏氏，本

稿の校正その他で大変お世話になった広島大学理学部鉱床学研究室の皆さん，難解な旧漢宇

などで苦労された大学印刷株式会祉の方々と本文の浄欝・校正などを手伝って下さった川上

清己さん，豊子さんに対して厚く御礼申し上げます。

　　　昭和58年5月（1978年）　ミズ木の花散る鎌倉で　　　　　　　　　　土井正民

追紀：原文の漢宇はつとめて拾って戴いたが，不可能な2，3の宇は文意に近いものを使用

　　　した。
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＊五代友厚全集（大阪商工会議燐編）17頁
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後閑文之助：「鉱業と地質」江戸時代の科学（復刻版）科学博物館　1968昭和43年

容閥著百瀬　弘訳注：「西学東漸記」東洋文庫　平凡社　1969昭和44年

宋応星著藪内　清訳注：「天工開物」東洋文庫　平凡社　1969昭和44年

同志社編：「新島　嚢書簡集J岩波文庫　岩波書店　1969昭和44年

中井晶夫訳：「オイレンブルグ日本遠征記（1860）J新異国叢書　雄松堂　1969昭和44年

三井金属鉱業KK．修史委員会：「神岡鉱山史」三井金属KK・1970昭和45年

治郎丸憲三：「箕作秋坪とその周辺J1970昭和45年

佐々木享：「和田維四郎小伝」上，中，下，三井金属鉱業修史論叢第四号・第五号・第六号三井

金属鉱業K．K．1970－1昭和45－6年

川本裕司・中谷一正：「川本幸民伝J共立出版　1971昭和46年

辻田右左男：「日本近世の地理学J柳原書店　1971昭和46年

城福　勇：「平賀源内J人物叢・書　吉川弘文館　1971昭和46年

北海道庁：「新北海道史J巻三通説二；巻七史料一　北海道庁　1971昭和46年

大平喜間多：「佐久間象山J人物叢害　吉川弘文館　1971昭和46年

江藤　淳・勝部眞長編：「勝海舟全集第12巻（海軍歴史巻之十）」勤草書房　1971昭和46年

佐藤昌介・植手通有・山口宗之校注：「渡辺華山・高野長英・佐久間象山・横井小楠・橋本左内」

日本思想大系55　岩波害店　1971昭和46年

湯浅幸孫：「近思録」上　中国文明選　朝日新聞社　1972昭和47年

源　了円：「徳川合理思想の系譜」中央叢書　中央公論社　1972昭和47年

坂田糟一：「ハリスJ人物叢杏　吉川弘文館　1973昭和48年

芳賀　徹：「大君の使節」中央新害　中央公論社　1973昭和48年

福岡ユネスコ協会編：「外来文化と九州」平凡社　1973昭和48年

高田眞治・後藤基己：「易経J上・下岩波文庫　1973昭和48年

三枝博音：「三枝博音著作集第1巻～第12巻　中央公論社　1973昭和48年

犬塚孝明：「薩摩藩英国留学生J中央新害　中央公論社　1974昭和49年

辻　哲夫：「日本の科学思想」中央新書　中央公論社　1974昭和49年

会田倉吉：「福沢諭吉」人物叢書　吉川弘文館　1974昭和49年

別子銅山記念出版委員会編：「別子銅山図録」同委員会　1974昭和49年

佐々木享：「渡辺渡の生涯と日本鉱業会J日本鉱業会誌90巻第1037号　1974昭和49年

長谷川誠一：「箱館奉行所旧蔵洋書の研究J北海道の文化第30号　1974昭和49年

長谷川誠一：「文久年間幕府御雇米人口蝦爽調査の研究J正・続　北海道高等学校教育研究会研

究紀要第10号

北海道庁：「北海道開拓功労者関係資料集録ウィリアム・P・ブレータJ1974昭和49年？



170 土　　井　　正　　民

141，

142．

143．

144，

145．

146．

147．

148．

148．

150．

中谷一正：「三田幕末人物踏J1974昭和49年

梁啓超著小野和子訳注：「消代学術概論」東洋文庫　平凡社　1974昭和49年

唐沢富太郎：「貢進生」ぎょうせい　1974昭和49年

胡　縄著小野｛3爾他訳注：「中国近代史1840－1924」平凡社　1974昭和49年

石井　孝：「勝　海舟“人物遊岱　吉川弘文館　1974昭和49年

ユネスコ：「お雇い外国人；小学館　1975昭和45年

長谷川誠一一：「大島高任の坑師学校J南北海道史第161｝　1975昭和50年

坂口正男：「Octave　S6gurの化学書簡集」科学史研究第114号　1976昭和51年

谷本　勉：「日本地学史の研究一明治前半期を巾心として一」広島大学理学（地学）研究科修士

論文　1976昭和51年

土井正民：「わが国の19世紀における近代地学思想の胎動一粘土類を中心として一粘土科学第16

巻第2号　1976昭和51年



1

1976土井年表係関学地

西
暦 10 20 30　　40

16

50 60 70 80 90　　00 10 20　　30 40

17

50 60 70 80 90 00 10 20 30 40

18

50 60 70 80 90 00 10 20

　　　　　　19

30　　　　　40 50

日
本 慶長 元和 寛　永

正 慶　　　承

保安応暦治

明万
寛文延宝ロ享

貞
元 禄

宝
永
正
徳 享　保 文 保

元寛延寛
　　享延

宝暦 明和安永 天明 寛政
享
和 文　　　化 文 政 天　　　保

弘

化 嘉永 安政
万
廷

文
久
元
治
慶
応 明 治 大　　　正 昭　　　　　　　和

清 康 煕 雍正 乾 隆 嘉 慶 道 光 威 豊 同 治 光 緒 中華民国・中華人民共和国
中国 明

貝 原 益 軒 大 槻 玄　沢 （磐水）
　
　
　
　
2
8
）
こ

ル　ン
、

山 鹿 素 行 杉 田 玄’ 白

＝ 浦　梅 園 宇 田　川 椿 庵
　　　　　　30）
ナウマン人

一
馬 場　　貞　　由 コ ワ ニ　ー

23）

林 羅　　山 平 賀 源 内 大　槻 玄　幹（茂禎） ライ マン24》

山 崎 闇 斎 司 馬 江 漢 榎 本　　武 揚

新 井 白 石 宇 田　川　　玄 真

川　　本　　幸 民

青　　木 毘 陽
1

帆 足　　万 里 原　　田
凶　　　　」7∫ム　　　　　ロ

●

1 佐久間　　象 山

箕 作 院　　甫

佐 藤 政 養

o

大 島 高 任

小　　関 ．三　　英 渡 辺　　　　　渡

物 高　島 得　三（北海）

栗 本 廉

和田 維四郎
o 小藤　文次郎

本
邦
関
係
記
事

木
草
綱

目
徳
川
家
塵

天
工
開
竺
明
国

漢
訳
洋
書
輸
入
制
限
緩
和

厚
生
新
綿
原
毒
蘭
駅
出
版

物　平
産　賀’

会　源
開　内催
窃
　
　
類
　
　
品
　
　
墜

至
開
簗
日
奉
璽

木
内

石
亮
雲
根
蜜

厚　司
生　馬
新　江編　漢馨
　
解

シ13）

泉
窄
来
日

帆宇　ア南米
足田　へ京清
万川　ン条条
里格　戦約約
爵
璽
争
衝
理
舎
　
　
国
通
密
　
　
　
　
開
　
審

佐箕
久作
問省
象吾l
l
査

佐永
賀井
藩則

日広ポ川
米瀬ン本
神元ぺ幸全玩1叢製

1
欝
1
幕
堺

地箕ブ六江
理作レ合

南弓　　二

　　書

金ラ
石イ
識マ

欝1韓1
高和束雷佐地原小
島田京侠藤質田藤
得維大地政調豊文

渡　東
辺　京
渡　地

鰻萎豊
　

1．

2．，

3．’

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

Agricola＝Georg
T．　Burnet　（1635－1715）

Nikolaus　Steno

Nicholas　Desmarest　（1725－1815）
James　Hutten　（1726－1797）
H．B・Saussure　（1740－1799）

P．S・Pallas　（1745－1811）

J．　Playfair　（1748－1819）

Abraham　Gottob

　　　　　　　　　　　Bauer　（1494－1555）

　　　　　　　　（1638－1687）
Gerges　Louis　Leclere　de　Buffen　（1707“1788）

　　　　　　　　　Werner　（1749－1817）

欧
米
関
係
記
事

1556：

アグリコラ
「デメタリカ」

1
，

ス3）

ラ
慮
層
累
雄
の
法
渥
1
1

ブ2）

業
r
7
乙
洪
水
を
説
5

プ
蛮
演
水
説
廣
対
す
ξ

；
4
㌻
鉱
山
学
校
創
設
9

デウパソハ
マエラミ　ツ
レルスユト

委
て
悪
境
武
水
帯
ア
球
岩
成
平
ル
に
の
説
行
ブ
関
性
　
配
ス
す
　
　
列
の
る
　
　
嘔
擁

鮮

τ
ら
タ
．
で
r
あ
説
嬰

地質学史上英雄時代一一一→

　　　ロ　　　キ　　ス
　　　ン　　　　ユ　　　ミ

　　　ド　　　ピ　　ス
　　　ン　　エ　fε

l
l
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
　
　
　
　
　
　
　
　
　
些

ラ
ニ
ノ
ヒ
地
質
学
原
昌

イ　デ　ポ
ギ　1　　1
リ　ナ　モ
ス　1　ン1
稲

ポ

1
重
匹
∬
脈
蔑
因
塗
収
縮
説
ご

コソホ
タルl
iベル泓慮
床
偏
向
の
光
斜
火
顕
の
成
微
概
岩
鏡
念
の
を
冑
因
岩
果
石
　
に
　
利
　
解

リ　スロチ
ヒ　テ1ル
ト　ルゼケ
ボ　ツンル
1　ナブ
フ駄ソ
要聾’

火　昇顕鉱
山　説微物
岩　　鏡の
の　　に研
自　　よ究
然　　る冑
分　　造類
　
　
岩
　

11．

12．

13．

14．

15．

16．

17．

18．

19．

20．

21．

22．

William　Smith
Frederi　Dagobert
Philipp　Franz　von
Charles　Lyell
Eliede　de　Beaumont　（1798－1874）

David　Dale　Owen

Bemhard　Cotta
James　Ha11（1811－1898）
James　D．　Dana

Wi111am　P．　Blake

Harry　Rosenbush
Ferdinand　von

（1769－1839）

　　　Cuvier　（1769－1832）

　　Siebolt　（1796－1866）
（1797－1875）

　（1807－1860）

（1808－1879）

（1813－1895）

　　（1826－1910）

　（1833－1919）

Rich七〇hofen　（1833－1905）

ス テ　ノ3） ノ、 ッ　ト

　
6
）
ン

ラ　イ　エ　ル14） 23． Francisque　Coignet　（1835－1902）

ブルネット2） ウエルネノジω コ　　ツ

1
7
）
タ

24．

25．

Benjamin　Smith
Rapael　Pumpelly

五ylnan　（1835－1920）

（1837－1923）

人 プホ
ン4）

　　　　　15）ポーモン

26． Ferdinand　Zirke1 （1838－1912）

ノ〈 ラ
×8》 リヒトホーフェン22） 27． Sヒer2ner　（1840－1895）

○

デ マ レ
ズ） ステルツナー27｝

28．

29．

Jone　Milne　（1850－1933）

Henry　Smith　Munroe　（1850－1933）

ス　ミ　ス1n チルケル26｝ 30． R．Edmund　Naumann （1854－1927）

ソシュール7｝ デーナー19｝
31。 」。G．H．Godfrey

物
ギュビュ」2｝ ローゼンプッシュ2P

ホ ＿
　ル18｝プレイフェアー9｝


